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は し が き

21世 紀 へ の 入 り 口 に 享 つ 今 日、 これ ま で の学 校 教 育 の成 果 を引 き継 ぎ な

が ら、 きた るべ き時代 と社 会 にお け る学校 教 育 の在 り方 を展 望す る こ とが緊

要 の課題 とな って い る。 また、変 化 す る社 会 を生 き る子 供 た ち に求 め られ る

資 質や 能 力 を明確 に し、それ を具 現化 す る教 育 内容 の在 り方 につ い て、 中長

期 的 な視 野 か ら検討 す る ことも重 要 な課題 とい え る。

本調 査研 究 は この よ うな 問題 関心 か ら、教 育 内容 編 成 の 具体 的 な形 態 と し

ての教科 等 の構 成 や 開発 につ い て、本研 究 所 の共 同研 究 と して平成9年 度 か

ら進 め て き た研 究 で あ る。

本 調査 研 究 のね らい は 、我 が国 にお け る教 育課 程 の研 究 開発 動 向や そ の歴

史 的変遷 、諸 外 国 にお け る教育課 程 の動 向、及 び各 教 科等 のカ リキ ュラ ムの

改善等 にっ いて調 査研 究 を行 うこ とに よ り、将来 にお け る教科 等 の構 成 の在

り方 を検討 す るた めの基礎 的 な資料 を得 る こ とに あ る。 この ね らい を実現 す

るため、(1)教 育 課 程 の 改 善 と開 発 に 関す る研 究 、(2)各 教 科 等 の カ リキ ュ

ラ ム の 改 善 に 関 す る研 究 、(3)教 育 課 程 の 開発 動 向や 実 施 状 況 等 の調 査分 析

の三っ の研 究課題 を設 けて 、研 究 を行 って きた。

この報告 書 は、研 究 課題(1)に お け る教 育 課 程 の 改 善 と 開 発 に 関す る研 究

の うち、文 部省研 究 開発 学 校 にお け る研 究 開発 の 内容 にっ い て調 査 分析 した

もので あ る。

本 研 究 の成 果 が 、将 来 にお け る教 科等 の構 成 の在 り方 及 び 各教 科 の カ リキ

ュ ラム の改善 の た めの基礎 資料 と して生 か され るこ とを願 うもの で あ る。

平成12年3月

国立教育研究所長

吉 田 茂



「教科等の構成 と開発に関する調査研究」の概要

1.研 究の 目的

小学校 ・中学校及び高等学校における教科等の構成や各教科等のカ リキュラムの課題

を把握するとともに、我が国における教科構成の歴史的変遷や諸外国のカ リキュラム構

成の動向等について調査 ・分析することによって、今後における教育課程の改善並びに

将来における教科等の構成の在 り方に関する基礎資料を得ることを目的とする。

2研 究課題

ア.教 育課程の改善 と開発 に関す る研 究

幼稚園、小学校、中学校、高等学校の教育課程の接続 と構成の在 り方、及び教育内

容の 「総合」的編成の原理 と意義、その特質等について検討するため、我が国及び諸

外国における教育課程の歴史的変遷 と現状、文部省研究開発学校における研究開発内

容などに関する調査 ・分析を行 う。

イ.各 教科等 のカ リキュラムの改善に関する研究

教育課程における各教科等の役割やその内容構成の在 り方等について検討するため、

我が国及び諸外国における各教科等のカ リキュラムの歴史的変遷及び動向等に関する

調査 ・分析を行 う。

ウ.教 育課程 の開発動 向や実施状況等の調査分析

教育課程の開発動向や教育課程の実施上の課題を把握するため、小 ・中 ・高等学校

における教育課程編成に関する資料を収集 し分析する。

3.調 査研究に関わ る組織

(1)研 究代表者 牧 昌見(次 長)

(2)研 究企画委員

牧 昌見(次 長)

相良 憲 昭(企 画調整部長)

坂本 孝徳(企 画調整部企画調整官)

高浦 勝義(教 育指導研究部長)

中野 重人(教 科教育研究部長)

下野 洋(科 学教育研究セ ンター長)

長崎 榮三(科 学教育研究セ ンター科学教育研究室長)

工藤 文三(教 科教育研究部教科教育開発研 究室長)

谷 田部玲生(教 科教育研究部公民教育研 究室主任研究官)

(3)事 務局 教科教育研究部内

ll



(4)各 研究班担 当研究員

ア.教 育課 程 の 改 善 と開発 に関す る研 究

高浦 勝義(教 育指導研究部長

山田 兼 尚(生 涯学習研究部長)

清水 克彦(教 育指導研究部教材研究室長)

奈須 正裕(教 育指導研究部教育方法研究室主任研究官)

黒井 圭子(教 育指導研究部教育課程研究室研究員)

堀 口 秀嗣(教 育情報 ・資料センター教育 ソフ ト開発研究室長)

菊地 栄治(教 育経営研究部選抜方法研究室主任研 究官)

渡邉 寛治(教 科教 育 研 究部 外 国 語教 育研 究 室長)

小松 郁夫(教 育経営研究部学校経営研究室長)

坂野 慎二(教 育経営研究部学校経営研 究室主任研究官)

澤野由紀子(生 涯学習研究部生涯学習体系研究室主任研究官)

鐙屋真理子(国 際研 究 ・協力部国際教育協力室長)

鬼頭 尚子(生 涯学習研 究部社会教育研究室研究員)

イ.各 教科 等 の カ リキ ュ ラム の改 善 に 関す る研 究

中野 重人(教 科教育研究部長)

有元 秀文(教 科教育研究部国語教育研究室長)

工藤 文三(教 科教育研究部教科教育開発研究室長)

谷 田部玲生(教 科教育研究部公民教育研究室主任研究官)

永 田 忠道(教 科教育研究部地理 ・歴史教育研究室研究員)

名取 一好(教 科教育研究部職業教育研究室長)

酉野真 由美(教 科教育研 究部道徳教育 ・特別活動研 究室主任研究官)

ウ.教 育課程の開発動 向や実施状況等の調査分析

工藤 文三(教 科教育研究部教科教育開発研究室長)

谷田部玲生(教 科教育研究部公民教育研究室主任研究官)

永田 忠道(教 科教育研究部地理 ・歴史教育研究室研究員)
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研 究領 域1 教 育 課程 の改善 と開発 に関 す る研 究 の組 織

(2000年3月 現 在)

〈国内班 〉

氏 名

高浦 勝義

山田 兼尚

清水 克彦

奈須 正裕

黒井 圭子

堀口 秀嗣

渡邉 寛治

菊地 栄治

土方 苑子

和 井 田清 司

所 属

国 立教育研 究所 教育 指導研 究部

国 立教育研 究所 生涯 学習研 究部

国 立教育研 究所 教材研 究 室

国 立教育研 究所 教育 方法研 究室

国 立教育研 究所 教育 課程研 究室

国 立教育研 究所 教材 ソフ ト開発研 究室

国 立教育研 究所 外国語 教 育研 究 室

国 立教育研 究所 選抜 方法研 究室

東京 大学大 学院教 育 学研究 科 ・教 育学

部 ・総 合教 育科 学科

千葉 県立清 水高 等学校

職 名

部 長

部 長

室 長

主任研究官

研究員

室 長

室 長

主任研究官

教 授

教 諭

〈外 国班 〉

氏 名

高浦 勝 義

小松 郁 夫

坂 野 慎二

鐙 屋真理 子

澤野 由紀 子

鬼頭

金子

新井

鈴木

原田

金

尚子

忠史

浅浩

正敏

信之

泰勲

所 属

国立教育研究所教育指導研究部

国立教育研究所学校経営研究室

国立教育研究所学校経営研究室

国立教育研究所国際教育協力室

国立教育研究所生涯学習体系研究室

国立教育研究所社会教育研究室

青山大学文学部

西武文理大学

兵庫教育大学学校教育研究センター

九州看護福祉大学

日本大学文理学部

職 名

部 長

室 長

主任研究官

室 長

主任研究官

研究員

教 授

講 師

講 師

助 手

非常勤講師
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1 分析的研究の意義と方法

1 研 究 プロ ジェ ク ト の 意 義

当研 究 所 に おい て は、 調 査 研 究 等 特 別 推 進 経 費 に よ る研 究 の 一 環 と して、 平 成 9 年 度 か

ら プロ ジ ェ ク ト 「教 科 等 の構 成 と 開 発 に 関 す る調 査 研 究」 ( 研 究 代 表 者 牧 昌 見) に 取

り組 ん で い る。

こ の プロ ジ ェク ト は、 元 来、 近 年 に お け る 「学 校 週 五 日 制 の 実 施 に 伴 う 授 業 時 数 の縮 減、

環 境 教 育、 情 報教 育、 国 際 理 解 教 育 等 の 新 しい 教 育 課 題 へ の 対 応、 並 ぴ に 生 涯 学 習 社 会 へ

の移 行 等 は、 こ れ ま で の 学 校 教 育 と そ こ に お け る 教 育 内 容 の 編 成 の 在 り 方 等 に つ い て再 検

討 を 迫 る も の と な っ て い る。 ま た、 子 ども を取 り 巻 く 生 活 環 境 の 変 化 や 子 ども の 自然 体 験

の 不 足 な ど、 子 ども の生 活 と学 習 の環 境 は大 き く 変 化 しつ つ あ る。 さ ら に、 い じ め問 題 や

学 校 不 登 校 等 へ の 対 応 が 重 要 な 課 題 と な っ て お り、 こ れ ら の 観 点 か ら 教 育 課程 の 在 り 方 に

つ い て 検 討 す る こ とも 緊 要 な課 題 と な っ て い る」、 こ の よ う な 問 題 意 識 に 立 ち、 「教 育 課

程 の 改 善 と 開 発 の 在 り 方 や 各 教 科 等 の 内 容 構 成 の 在 り 方 等 を 明 ら か に す る こ と を 通 して、

将 来 に お け る教 科 等 の 構 成 の 在 り 方 に 関 す る 基 礎 的 な 資 料 を 得 よう と す る」 こ と を 目 的 に

して い る。

そ し て、 こ の 目 的 遂 行 の た め に、 内 部 組 織 の 一 つ と して < 教 育 課 程 の 改 善 と 開 発 に 関 す

る研 究 > 班イ 国 内、一外 国 }一が 発 是 し r そ の 国 内 班 の 研 究 任 務 の 一 環 と し て r 文 部省 研 究一開

発 学 校 に お ける 研 究 開 発 の 内 容 の 特 質 に つ い て 分 析 す る こ と に な っ た。

2 分析 対象の研 究開発 学校

(1 ) 研 究開発学校 の歩 み

文部 省で は、 昭和 5 1 年度 か ら、 我が 国の小学校、 中学校、 高 等学校及 ぴ幼稚園の教育

課程 の基準改 善に 資する実 証的 資料を得る ために、 学習指 導要領 等現行 の教育課程の基準

によらない教 育課程 の編成 実施 を認め、 その実践研 究 を通 して新 しい教 育課程、 指導方法

を開発 する 「研究開発学 校」 ( 原則 と して3 年) を指定 する ようにな った。

その研 究開発課 題 は計 5 種、 1 1 研 究委嘱事項 に及 ぷほ ど多 岐にわ たり、 ま た、 その指

定校も数多 く、 発 足以来 平成 1 0 年 3 月 までに おいて、 全合計 1 9 0 件、 2 1 5 校の学校

が研 究開発 の指定 を受 け、 そ の研 究開 発を終 了 して いる ( 文部 省初等 中等教育局 高等学校

課 『研 究開発学校の手引 き』 平 成 1 1 年 5 月) 。

しか しながら、 この ような研 究開発 学校 の研 究開発 の内容 について の分析 は、 一その成

果が直ち に一般校 の研究 実践に 反映さ れ難い という研 究開発制 度その ものの特殊性を反映

してか 一ほとん ど皆無 の状況 にあ る。 しい てあ げれ ぱ、 文部 省担 当課 が毎年、 当該年度に

終了す る研 究開発学校 の研究 開発 の内容を、 学校 ごとに分析 ･ 検討 する< 部内資料> 、 及

ぴ 『研 究開発学校の研 究にみる 教育課 程改善 に関す る調査研 究』 ( 平 成 8 年度文部省 「教

一5一



育課程に 関する基 礎的調 査研 究」 委 嘱研究 報告書、 学校改 善研 究会 ( 代表 児 島邦宏) 、

平成 9 年 3 月') が数 えられ るくら いであ る。

この よう な事情 を勘 案 しつつ、 さ らに、 既述の ように、 教 科の再 編･ 統合 を含めた将 来

の教科等 の構 成 の在り 方が 問われ れている 今日、 そ のため の基礎 的資料を得 るこ とを目 的

に、 今回、 研 究 開発学校 に おける研 究開発 の内容に ついて 分析的検 討を加 えるこ とにした

次第であ る。

(2 ) 分析 の枠組 みと対 象校

研 究 開発 学校 の研究 開発 の内容 について 分析 する際、 私 たち は、 その委嘱 期 間からみて、

平成元 年度 を起 点に しな がら ( す なわち、 元年度 に終 了する学校、 元年度 にま たがって研

究開発 する学校、 元年度 か ら新 た にスター トした学 校) 、 平成 1 0 年度 までに研 究開発 を

終 了するこ とになっ た学校 を対象 とする こ とに した。 昭和 5 1 年度 以来 のすぺ ての学校 を

分析 する余裕 のない こと、 及 ぴ現行 の学習 指導要領 が告 示さ れ ( 平成元年 3 月) 、 そして

今 回新たに改訂 され るこ とになっ たこの 1 0 年 間に及ぷ研 究開発 の内容 を中心に分析 する

ことが、 今後 を考 える際 によ り有効 では ないか と考え たからで ある。

他 方、 分析の枠組 み に関 してい えば、 当初、 文部 省の示 す計5 種 の研 究開発 課題 ( 1 1

の研 究委嘱事項) 別及 ぴ英会話 を考えた が、 そ の後、 分析 を進め る中から、 む しろ研 究.開

発 の内容 の特 質を分類 し、 そ れを基に分析 した 方が将来 の教科等 の構成 の在 り 方を考える

際 の参考 になるので はないか と考える ように なった。 こ のよう に して、 今 回の分析 に際 し

て設け た分析 の枠組 みを示せ ば下記の 6 つで ある。

@

の

◎

@

◎

◎

教育課程 の全体的 な再編 に向け た研 究開 発

新 教科の創造 に向け た研究 開発

「総 合学習」 の創造 に 向けた研 究 開発

情報教 育の創 造に向 けた研 究開発

「総合 学科」 高校 を中心 と した カリキュ ラム開発

英会 話学習の 創造に 向 けた研 究 開発

以上 のような 要領 によ って、 今 回の分析 にお いては、 計 1 0 6 件 / 1 1 5 校 ( うち、 一

般指定 は5 9 件 / 6 8 校、 英会話指 定は 4 7 件 / 4 7 校) の研 究開発 学校が取 り上げられ

るこ とになっ た。 そ れら の件 / 学校 を一 覧 すれば< 下 表 > の通 りで ある。

なお、 このう ち、 英会話 の研 究 開発学校 に 関して補足 すれ ぱ、 大 きく2 つの 時期 区分 が

認めら れる。 一つ は、 特別 枠が設 けられ ず、 一般 指定 と して研 究開発 した時期 ( 学校 でい

えぱ、 下表の平 成5 - 7 年度 に指定 の千葉 / 鴇嶺 小、 鹿 児島 大学附属 小、 大阪/ 真田山 小

･ 味原 小 ･ 高津 中) 、 二 つめは、 特 別枠 が設 けられ、 各都道府 県に 1 校 ずつ指定される よ

うにな った時期 ( 平成 6 - 1 1 年 度) で あ る。

分析 対 象の研 究開発 学校一 覧 ( 昭和 6 2 年度 - 平成 1 0 年度)

研 究開 学 校 名 委 嘱 年 度

開課 題 62 6 3 元 2 3 4 5 6 7 8 9 10

･ 委嘱 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年
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一 兵庫教 育大附 小 O O O

東学大 / 竹早 幼 ･ 小 O O O

福 岡 ･ 北勢 門幼 小･ 中 O O O

二 ･ 1 滋賀大附 中 O O O

長崎大附 中 ○ O O

愛媛大附 中 O O O

北海道大 附属旭川 中 O O O

香川大附属 高松 中 O O O

静岡大附属 浜松 中 O O O

大阪教育 大附平 野中 O O O

富 山/ 福 野中 O O O

千葉館 山市立第 二中 O O O

宇都宮 大附属 中 O O O

福 教大 附属福 岡中 O O O

二 ･ 2 奈良女子大 附属中 ･ 高 O O O

宮崎/ 五ヶ瀬 中 ･ 高 O O O O - n

三 ･ 1 埼玉/ 和光国 際高 O O ○

宮城仙 台図南萩 陵高 (u 'O 'O

東 京/ 北高 O

岩 手/ 岩谷堂 高 O O O

三 重/ 昂学園 高 O O O

三 ･ 2 東 学大 附属大 泉高 O O O

金 沢大 附属高 O O O

三重/ 松坂商 業高 O O O

三 ･ 3 三重/ 名 張西 高 O O O

三 ･ 4 兵庫 / 城 内高 O O O

名古屋大 附属高 O O O

四 愛知 / 西尾実業 高 O O O

筑波大附属 坂戸 高 O O O

兵庫 / 相 生産業 高 O O O

大分 / 情 報科学 高 O O O

福 岡/ 八女工業 高 O O O

埼 玉/ 不 動岡誠 和高 O O O
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東工大 附属工業 高 O O O

新 潟 / 加 茂農林 高 O O ○

五 ･ 1 滋 賀 / 治田東 小 O O O

東 京 / 錦 華小 ○ O

お 茶の水 女子 附小 O O O

大 阪 / 滝川 小 O O O

香川 大附属 高松 小 O O O

福 島大附属 小 O O O

千葉 / 鴇嶺 小 O O O

鹿児 島大附属 小 O O O

愛媛 大附属 小 O O O

福教 育大附属 福岡 小 O O O

東学 大附属 大泉 小 O O O

新潟 / 大手町 小 O O O

横浜 国大附属横 浜 小 O O O

滋賀 / 春照小 O O ○

北 九州 / 祝 町小 O O O

五 ･ 2 長崎 / 鶏 知中 O ○ O

兵庫 教育大附 属中 O O O

宮城 教育大 附属中 ○ O ○

鳴 門教育大附 属中 O O O

福岡 / 筑紫野 南中 O ○ O

五 ･ 3 静 岡 函南町立東 小･ 中 O O O

北勢 門小 ･ 篠 栗北 中 O ○ O

真 田山/ 味原 小/ 高津 中 O O ○

神戸 大附明石 小･ 中 O O O

英会 各都 道府県に 1 校指 定 ← 1 2 →

話 各都 道府県に 1 校指 定 ←3 5 →

なお、 こ れ ら の 研 究 開 発 学 校 に お け る 研 究 開 発 の 内 容 の 特 質 に 関 す る 分 析 結 果 に 関 し て

は、 本 報 告 書 に お い て は、 既 述 の 6 つ の 分 析 的 枠 組 み の う ち、 (D 、 @ 、 ◎、 ◎ の 分 析 結 果

に つ い て 報 告 す る こ と に す る。 残 る ◎、 ◎ に 関 し て は 他 日 を 期 すこ と に した。

(高 浦 勝 義)
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II 教育課程の全体的な再編に向けた研究開発

1 分 析 の諸前提

(1 ) 分析対 象の研 究開発 学校

英会 話を除 く計 5 9 件、 6 8 校に のぼる研 究開発 学校 ( 昭和 6 2 - 平成 1 0 年度) のう

ち、 本稿 の課 題で ある、 教 科、 道徳、 特 別活 動より 成る現行 の教育課 程 の全体 的な胃編 を

意 図 した と考 えられる学校 は、 以下 のく表 1 > の通 りであ った。

表 1 教 育課 程の全体 的な再 編を 目指 した研 究開発 学校

研 究開 委 嘱 年 度

開課 題 学 校 名 62 6 3 元 2 3 4 5 6 7 8 9 10

･ 委嘱 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年

五･ 1 東京 / 錦 華 小 O O

福島大附属 小 O O O

愛媛大附属 小 O O O

福教育 大附属福 岡小 O O O

新潟 / 大手町 小 O O O

横浜国 大附属横 浜小 O O O

五 ･ 3 静 岡函南 町立東 小7 中 O O O

神 戸大附属 明石小･ 中 O O O
す な わ ち、 計 8 件、 1 0 校 で あ っ た。 前 章 で 明 ら か に さ れ た よう に、 昭 和 6 2 年度 か ら

平 成 1 0 年 度 まで に、 英 会 話 を 除 き、 委 嘱 さ れ た 研 究 開 発 学 校 の 総 数 が 計 5 9 件、 6 8 校

で あ っ た こ と か ら す れ ば、 件 数 で 1 3 . 6 % 、 学 校 で い えば 1 4 . 7 % とい う こ と に な り、

数 か ら い え ば そ ん な に 多 く は な い と い え よ う。

(2 ) 分 析 の 資料 及 ぴ 枠 組 み

各 研 究 開 発 学校 は、 そ の 期 間 中、 毎 年度 ごと に 研 究 開 発 に 関 す る 実 施 報 告 書 の 提 出 が 求

め ら れ て い る。 委 嘱 期 間 は 原 則 と して 3 年 間 で あ る。 こ の た め、 各 学 校 は、 研 究 期 間 中 に、

第 一 次 - 第 三 次 に わ た る 研 究 開 発 に 関 する 実 施 報 告 書 を 作 成 し、 文 部 省 に 提 出 す る こ と に

な る わ け で あ る。

そ こ で、 本 研 究 に お い て は、 こ れ ら の報 告 書 を 基 に、 そ の 研 究 開 発 内 容 の 特 質 を分 析 す

る こ と が 目 的 に な る わ け で あ る が、 上 記 8 つ の学 校 か ら 提 出 さ れ た 第 一 次 - 第 三 次 に わ た

る各 実 施 報 告 書 を み る と、 研 究 開 発 内 容 の ほ と ん ど す ぺ て の 特 質 は、 最 終 報 告 書 とで も い

うべ き 第 三 次 報告 書 に 収 め ら れ て い る こ と が 分 か る ( 但 し、 錦 華 小 学 校 の研 究 開発 委 嘱 期

間 は 2 年) 。 こ の た め、 以 下 の 分 析 は、 第 三 次 報 告 書 を 中 心 に行 う こ と に し、 必 要 に 応 じ

て第 二 次 及 ぴ 第一 次 報 告 書 を 参 照 す る と い う こ と に す る。

次 に、 こ れ らの 実施 報 告 書 か ら、 そ の研 究 開 発 の 内 容 の 特 質 を 分 析 す る 際 の 枠 組 み に 関

して で あ る が、 以 下 の 6 つ の 分 析 的 枠 組 み を 設 け る こ と に し た。
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O

◎

◎

@

◎

◎

研 究開発 の内容の概 括 的特 質 をめぐって

現行 の教育課 程の 問題点 の捉え 方をめ ぐって

教 育課程の再 編の原 理を め ぐって

再編後 の各 学年別 の年 間総 授業 時数をめ ぐって

再編後 の教 育課程 の特 質をめ ぐって

運 営指 導委 員会の構 成 をめ ぐっ て

2 研究 開発 の内容の概 括的特 質 をめぐっ て

まず最初に、 上記 各研 究 開発学校 におい て研 究開 発さ れた内容 ( 教 育課程) が どのよう

な特 質をも つもの である か、 その概 括的特 質を紹介 する と、 下記 のく表 2 > の通りで ある。

表2 研 究開発 内容の特 質

学 校 名 研 究開 発の内 容の概括

東京/ 錦 華小 ･ 国語 科、 算 数科、 体 育科、 特 別 活動は現行 のまま

･ 教科 と して 生活、 表現、 人間、 環 境を新 設

福島大 附属小 ･ 低 学年 ( 1 ･ 2 学 年) の教 育課程 を生活 科、 表現科、 体

育科、 国語 科、 算数 科及 ぴ道徳 より編成

･ 中 ･ 高学年 の教 育課程 を人間科、 地球科、 表現科、 体育

科、 国語科、 算数 科及 ぴ道徳 より編成

愛媛大 附属小 ･ 教 育課程 を8 つ の 「学習領 域」 ( 冒険 の学 習、 調査 ･ 研

究 の学習、 育て の学習、 創 造の学 習、 習 いの学習、 運 動

の学習、 交流の学 習、 働く 学習) 及 ぴ 「み んなの時 間」

より編成

福教 育大附属福 岡 小 ･ 教 科と して 表現科 ( 1 ･ 2 学 年) 、 生活環境科 ( 3 ･ 4

学 年) を、 領域 と して 「人間」 ( 全 学年) を新設

･ 子 どもの活 動 ( 感 覚、 思 考、 表現) か ら教 育内容 を作 る

という立場 から、 現 行の教科 内 容の見 直 し

新潟/ 大手町 小 ･ 教 育課程を 7 つ の r 単元群」 ( 生活 ･ 環境、 言語、 数 量

･ 図形、 総 合科学、 創造 表現、 身体･ 健 康、 自分･ 集 団

) より編成

横 浜国 大附属横 浜小 ･ 3 つの '' 共 に学 ぴをつ くり上 げる力" ( 「自己決定 力/

自己責任能 力/ かかわ り合 う 力) の育成 という立場 から

、現 行の教 科、 道徳、 特別 活動 の内容 の見直 し

静岡函 南町立東 小/ 中 ･ 小 5 - 中 1 ( 小中移行期) に領 域 「生活 交流」 を新設

･ 表 現力 と論 理的 思考力 の育成 という立場 から、 国語科と

算数 ･ 数学 科 の現行内 容の見 直し

神戸大 附明石 小/ 中 ･ 4 つの学習 領域 ( 身体健康 領域、 心の表現領域、 環境 探

求領 域、 数 理表現 領域) を新設 し、 前期 教育 ( 幼 - 小 3

) 一後 期教 育 ( 小 4 - 中 3 ) の一貫教育課程 を開発

･ 身体 健康領 域に は保健体 育科 ( 小 1 - 中3 ) を配置

一I O 一



リ心の表現領 域には、 想像表現 ( 小 1 - 小3 ) → 創造表現

(小 4 ･ 5 ) →音 楽科 と美術 科 ( 小 6 - 中 3 ) 、 国語科

(小 1 - 中 3 ) 、 英語科 ( 小 6 - 中 3 ) を配置

･ 環境 探求領 域には、 生活表現 ( 小 1 - 小3 ) → 人間と環

境 ( 小 4 ･ 5 ) →社 会科、 理 科、 技 術･ 家庭科 ( 小 6 -

- 中 3 ) を配置

･ 数理 表現領 域には算 数･ 数学 科 ( 小 1 - 中 3 ) を配置

･ 幼稚 園 ( 3 - 5 歳) には健康、 表現、 言葉、 人間関係、

環境 を配置

〈 表 2 > を み る と、 大 きく 3 つ のタ イ プ の研 究 開 発 内 容 の特 質 が 認 め ら れ る こ と で あ ろ

う。 一 っ は、 教科、 道 徳、 特 別 活 動 よ り 成 る 現 行 の 教 育 課 程 を全 面 的 に 再 編 し 直そ う と す

る 試 み で あ る。 そ して、 そ の 過 程 で 新 教 科 や 新 領 域 が 開 発 さ れ て い る。 学 校 で い え ば、 福

島 大 学 附 属 小、 愛 媛 大 学 附 属 小、 大 手 町 小、 神 戸 大 学 附 属 明 石 小 / 中 の 試 み が 該 当 する。

な お、 以 下 で は、 こ れ を く A タ イ プ型 > と 仮 称 す る こ と に す る。

二 っ 目 は、 一 方 で 教 科 や 領 域 を 新 設 し つ つ、 他 方 で は、 現 行 の 教 科 等 の枠 組 み を 維 持 し

っ つ、 そ の 内 容 の 見 直 し を 図 り な が ら 教 育 課 程 の再 編 を 目指 そ う と す る試 み で あ る。 学 校

で い え ば、 錦 華 小、 福 岡 教 育 大 学 附 属 福 岡 小、 函 南 町 立 東 小 / 中 の 試 み が 該 当 し よ う。 以

下 で は < B タ イ プ 型 > と仮 称 す る。

三 つ 目 は、 現行 の 各 教 科、 道 徳、 特 別 活 動 よ り 成 る教 育 課 程 の 枠 組 み を 維 持 し な が ら も、

それ ぞ れ の 内 容 の 見 直 し、 再 編 を 目指 そ う と す る 試 み で あ る。 横 浜 国 立大 学 附 属横 浜 小 の

試 み が 該 当 す る。 以 下 で は < C タ イ プ 型 > と仮 称 す る。

3 現行の教 育課程 の問題 点の捉 え方を めぐって

そ れ で は い った い、 各 研 究 開 発 学 校 に お い て は、 何 故 に 現 行 の 教 育 課 程 の 改 善 を 求 め よ

うと した の で あ ろ う か。 何 を 問 題 と 捉 え、 どの よ う に 解 決 して い こ う と した の で あ ろう か。

各 タ イ プ別 に みる と き、 何 ら か の 顕 著 な 違 い が あ る の だ ろ う か。

各 学 校 の 実 施 報 告 書 か ら、 こ れ ら の 点 に 関 す る 特 質 を ( 1 ) 教 育 目標 レペ ル、 ( 2 ) 教

育 課 程 レ ペ ル とい う 2 つ の視 点 か ら 抜 き 出 し、 各 タ イ プ別 に 整 理 して 一 覧 した の が、 以 下

の < 表 3 - 5 > で あ る。

( 1 ) A タ イ プの 研 究 開 発 に み ら れ る 特 質

A タ イ プ に 属 す る 学 校 に み ら れ る 特 質 を 一 覧 し た の が、 次 の く 表 3 > で あ る。

表 3 A ク イ プ に お け る 教 育 課 程 の 問 題 点 の 捉 え 方

(1 ) 教 育 目標レペ ル

< 問 題点〉

･ 現行のカリキュラムは、 益々内容が肥大化

複雑 化 し、 学校 内 外 の活動 時 間 に余裕

が な い。

･ 一 方、 家庭 ･ 地 堀 ･ 現 代社 会 が抱 える

諸 問題 の増 加や社会 の 要請 の 変化 と と

も に、 教 育 現場 が抱 え る諸 問題 が増 え

"

く解決 の 方向 〉

･ 対症 療法 的 にで は なく、 今後 の学 校教 育

の役 割を 一層明確 にし、 今後 の学 校の あ

るぺ き姿 や そこ で の学ぴ 方 の在り 方、 育

成 すぺ き力等を見 つ め直 して いく

･ 学力 を、 学習に よっ て獲得 した 「知 識 ･

理 解 や技 能」 だ けで なく、 学 習過程 で駆

一1 1 一



福

島

大

学

附

属

小

学

校

愛

媛

大

学

附

属

小

学

続 けて い る 使 さ れ る思 考力、 判 断力、 表現力 な どの

諸能 力 に加 え、 人 間と して命 の尊 さや も

の の大切 さ、 美 し さを感 じ取 っ たり、 相

手 を思 いや った り しな がら 共に生 き よう

とする 「心 の有 り様」 を も 考えて い く

･ 教 育目標 を 「未 来 の可能 性 にた ちむ かっ

て、 愛 と英 知 をも ち、 たく ま しく前進 す

る創造性 豊かな 人 間の創 造」 とする

･ 求 める 子 ども像

O 人 間が 生 きる環 境 と して の地 球 ( 宇 宙)

そ のも の の望ま し い姿 を求 める人 間

O 地 球 に生 きる人 間 と して、 瞬人 を愛 し、

世 界の 人 々を愛 す る心 を持 ち、 互い に理

解 を深 め合 い、 共 に生 き よう とす る人 間

O 体 を鍛 え、 健康 で 安全 な生 活を し よう と

する入 間

O 人 間 と して、 自分 な りの 思 いを しっか り

持 ち、 豊 か に表現 す るこ と がで きる人 間

O 言語 ･ 数 量 ･ 図形 を理 解 し、 情報 を正 し

く捉 え豊 か に活用 するこ と がで きる人 間

( 2 ) 教 育課 程 レペ ル

く間 題点 〉

･ 現 行 の各教 科 の枠 組 み は、 細 分 化さ れ

す ぎてお り、 また、 教科 の 内容 は、 大

人 の学 問体 系 から 小学 校段 階 にそ の ま

ま下 りて きて お りそ の量 も多 い。

･ こ れ までの 特 別活 動 では、 学 校行 事 の

拡 大、 ク ラ ブ活動 の 多様 化 な ど、 内容

が肥 大化。 ま た、 「子供 の 白主 的 ･ 実

践 的態 度 を餐 う」 と いう 目標 に対 して

、教 師が子 供 の活 動 に大 きく 関与 して

い る実 態も 否 めな い。 さ ら に、 全 学 年

に学 級活 動 を、 上学 年 で はさ ら にク ラ

ブ活 動 を位置 付 けた 特 別活 動 は、 年 間

の活 動 内容を 管 理 する 上で も、 問 題 を

抱 え て いる。

< 解決 の 方 向〉

･ 教 科等 の構 成 を見 直 し、 教育 内容 や豊か

な学 ぴの 力 ･ 基礎 学力 の 見直 しに よる日

々の 充実 した 授業 等 の実 践

O 指 導 内容の 糟選 ･ 重点 化を 図る こ と

(2) 学 習 時間 の弾 力化 と 日課表 の工 夫を

図る こ と

◎ 子 供の 立場 か ら学 習方 法や 支援 を 吟

味 し日々 の授業 の 充実 を 図る こ と

( 1 ) 教 育 目標 レベル

< 間 題 点 >

･ 従 来 の学校 は 基 本的 に は現 在 の近 代 的

な 産業 社会 国 家 に適 応 する た めに 必 要

な 知識 や技 能 な どの、 客観 的 に測定 可

能 な、 実体 的 ･ 獲 得 的 な 「見 える 学力

」 に 目を奪 わ れ て きた。

･ 子 どもを 未熟 で 大人 の 未完 態で あ る と

とら え ･ ･ 子 どもを 一 人前 の大 人 に し

て いく 特殊 な 場所 で、 教 科 等 に分 断さ

れ た教 育 的価 値 を画 一 的 ･ 均 質的 に教

える構 図 で授 業 が展 開 され た。

･ そ し て、 その 教 育的 価 値 の到 達 ･ 達成

基 準 をも とに 個 々の 子 ども の 学習 成果

を量 的 に位置 づ け、 よ り 到達 ･ 達 成基

< 解 決 の方 向 >

･ 子 どもも 教 師も とも に学 ぴ続 け る人間

同士 で あり、 そ の 関係 も 「教 え合 い一

学 ぴ 合う」 とい う相 互 主体 的な 関係を

中心 とした 「とも に生 きる 関係 にある

･ 子 どもた ち の課題 意識 の 連続 ･ 発展 を

保 証 する た めに は、 子 どもたち に総合

的 な 学ぴ の経 験 が成立 す る学校 に した

い。 そう すれ ぱ、 知識 や技能 な どの質

的 深 化 ととも に、 生活 と学習 の一 体化

･ 総 合化 が可 能に なる と考 えた。

･ 主観 的で はあ るが、 子 ども を人 間 とし

て トータ ルに とら える ため に、 客観 的

な測 定は 難 しいが学 ぽう と する 力 「学
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立

大

手

町

小

学

校

準 に近 づ け よう と する のが 学校 教育 の

構 図 で あっ た。

･ 断片 的な 知識や技 能 な どが 量 的に拡 大

され る につ れ、 生活 と学習 の 文節化 ･

分 極 化が 起 こっ て きた。

んで いく 学力」 を 含 む機 能 的 ･ 生成 的

な 「見え な い学力」 を特 に重視 したい

それ は環 境や他者 へ の感 受力、 直感 (

観) 力、 共感力 と いう感性 にかか わる

力や理 解 力、 判断 力、 思 考力 とい う理

性 にかか わ る力な どを統 合 したも ので

あり、 実 践 的には 「かか わ り合う 力 (

相 互作 用 力) 」 と考 えて い る。 な お、

これ らの 学力要素 は 「身 体性」 ( 生理

的 ･ 意味 的 身体性) に基 づ いて発 揮さ

れ、 学習 活 動を推 進 する 「間題解 決力

ととも に学 習活動 を 制御 ･ 強 化 する 「

自己評価 力」 として 具体 的 に機 能 する

も ので あ る。

･ 他 方、 「見 える学 力」 と して の知識 ･

技能 な どの 内容 は無視 す るの ではなく

学習 指導 の 到達 目標 では なく、 「ガィ

ドライ ン」 的な意 味合 いで 別に 「身に

付 けさせ た い内容 及ぴ対 象」 と して仮

説 したい。

( 2 ) 教 育課程 レベ ル

< 問題点 〉 く解決 の方 向〉

( 1 ) 教育 目標 レベル

< 間題点 〉

･ 自分 の考 えで選択 し進 んで 活動 する 姿

が、 なか な か見 られ な い。

･ 教 師 から 指示さ れ たり 方向 を示 され た

りしない と活動 を始 められ な い。

･ 学習 する こ とが増 え、 時間 の ない多 忙

な学校 生 活 を送 って い る。

･ 様 々 な行 事や活 動の 企 画 ･ 運営 に当 た

り、 高学 年 の子 ども の 負担 が大 きい。

･ 人 間的 なふ れあい が不足 して いて、 い

じめや不 登校 の子 ども がい る。

･ 同級 生 との 交流 は 見 られる が、 異学 年

の子 ども な ど学 級以 外 の人 と の交流 は

とて も 少な い。

〈解 決の 方 向 >

く 自分を 開発 し続 け る子 ども >

･ 自 立 : 自 分 自身 を取 り巻 く環 境を知 り

、 自分 の思 いや願 い、 考 え を自ら の力

で実 現 する 資質･ 能力

･ 創造 : 自 らの感性 を磨 き、 獲得 した知

識 ･ 技能 を活用 した り体 系付 けたり し

て、 自分 のもつ可 能性 を高 める資 質 ･

能 力

･ 共生 : も のや入 と相 互 にか かわり、 そ

れ ら を受 け入れ る ととも に、 自分 を鍛

え伸 ばし ながら互 いの調 和 を保 ち 生き

る資質 ･ 能 力

( 2 ) 教 育課程 レベ ル

〈問題点 >

･ 子 どもが 主体的 に取 り組 む 指導 過程 と

な りにく い 内容 が ある。

･ 内容 が多 く、 個 を生 か す十 分 な時 間や

場 の 確保 ができ ない 状況 に ある。

･ 様 々 な社 会 的な 要請 を 受け て、 内容 が

肥 大 化 して きて い る。

･ 行事 を企 画運営 す る高 学年 の負 担が 増

え、 高学 年 の活 動 の保 証が 難 しい。

･ 異学 年 との 人間関係 対応 能 力を 育て る

< 解 決の 方 向〉

･ 問題 解決 能 力の 育成

･ 入 間関係 対応能力 の 育成

･ 道 徳 的な 実践力 の 向上

そ して、 こ の方 向の過 程 で

･ 体 験 的な 活動の重 視

･ 内容 の厳 選

･ 教 科 等の 見 直し

' 様 々 な評 価 に基づ く検 討
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場 が 不足 して い る。

リ心の教 育 が具 体的 な 実践 力 にま で結 ぴ

付 い てい ない。

神

戸

大

学

附

眉

明

石

小

中

学

校

(1 ) 教 育 目標 レペ ル

< 問 題点 〉

･ 今 日 の社会 環 境の 急 激な 変 動や 子 ども

の 心 身の発 達 の速 さ、 家庭 や社 会 にお

ける教 育 の価 値観 の 変化 な どに 対応 で

きな い

< 解 決 の方 向〉

･ 子 ども 自 らが進 んで 考 え、 判断 し、 表

現 ･ 行 動 してい ける 豊 かで創 造 的な能

力 や 資質→ 「自 己形 成 力」 の 育成

(2 ) 教 育 課程 レペ ル

< 問 題点 > 〈解 決 の方 向 >

･ 現在 の幼 稚 園 3 か年→ 小 学校 6 か年→ 中 学校 3 か年と いう

既 成 の校 種 枠や 教科 ･ 領 域枠 を越 え た 1 2 か 年一 貫の 教育

課程 の構 想

4 校 の 指 摘 を み る と、 教 育 目 標 レ ペ ル、 教 育 課 程 レ ペ ル に お い て、 そ れ ぞ れ に ニ ュ ア ン

ス の 若 干 の違 い が あ る も の の、 そ こ に は 比 較 的 に共 通 な 問題 意 識 な り、 解 決 方 向 が 示 さ れ

て い る よ う よ う に 思 わ れ る こ とで あ ろ う。

すな わ ち、 教 育 目標 レ ペ ル で は、 従 来 の 学 校 教 育 が 果 た して き た任 務 が 飽 和、 な い し行

き詰 ま り状 態 に あ る と い っ た 共 通 の 問 題 意 識 が 提 出 さ れ て い る よう に 思 わ れ る。 従 来 の 学

校 は 近 代 化 の 要 請 か ら 測 定 可 能 な、 よ り 多 く の 知 識 ･ 技 能 の 量 的 獲 得 を め ざ し ( 愛 媛 大 学

附 属 小) 、 こ の た め、 内 容 が ま す ま す肥 大 化 ･ 複 雑 化 し、 ゆ と り が な く な り、 様 々 な 教 育

問 題 や 家庭 ･ 社 会 問題 が 続 出 し て い る ( 福 島大 学 附 属 小) 。 こ れ を子 ども サ イ ドか ら み れ

ぱ、 生 活 と 学 習 と が 乖 離 し ( 愛 媛 大 学 附 属 小) 、 さ ら に は、 自 分 で 物 事 を 選 べ ず、 被 指 示

的 行 動 し か で き な い 受 動 的 な 学 校 生 活、 お ま け に 時 間 的 に 余 裕 の な い 多 忙 な、 ま た、 人 間

的 な ふ れ あ い の 不 足 す る 学 校 生 活 をや む な く さ れ て い る ( 大 手 町 小) 。 そ し て、 こ の よ う

で は 今 後 の社 会 ･ 時 代 に 備 え た 教 育 は 期 待 で き な い ので は な い か と い う 懸 念 を、 神 戸 大 学

附 属 明 石 小 ･ 中 は 提 出 して い る よ う に 思 わ れ る。

こ れ を 教 育 課 程 レ ベ ル で み る と、 福 島 大 学 附 属 小 は、 そ の 大 き な 問 題 点 と し て、 現 行 の

教 科 が 学 問 体 系 を 基 に 細 分 化 さ れ て い る 点 を あ げて い る。 他 方、 大 手 町 小 は、 だ か ら と い

わ ん ぱ か り に、 そ れ ら の 内 容 が、 子 ども が 学 習 す る 過 程 や 時 間 を 保 証 で きる よ う に 編 成 さ

れ て い な い の で は な い か とい っ た 問題 点 を 指 摘 して い る。

こ の た め、 解 決 の 方 向 を み る と、 同様 に、 共 通 の傾 向 が み ら れ る。 す な わ ち、 福 島 大 学

附 属 小 で は、 子 ども が 知 識 ･ 理 解 の み な ら ず、 思 考 力 ･ 判 断 力 と い っ た 高 次 知 的技 能 及 ぴ

情 操 面 に お い て 豊 か に 調 和 的 に 発 達 で き る よ う な 学 校 の あ り 方 一 そ の た め に、 現 行 の教 科

等 の 構 成 を 全 面 的 に 見 直 す構 想 を 提 出 して い る。 愛 媛 大 学 附 属 小 は、 こ の よ う な子 ど も の

統 合 的 な 姿 を 「見 え な い 学 力」 と 呼 ぴ、 大 手 町 小 は 「自 分 を 開 発 し続 け る 子 ども」 と 呼 ぴ、

神 戸大 学 附 属 明 石 小 ･ 中 は 「自 己 形 成 力」 と 呼 ぴ、 そ の 実 現 に 向 け、 現行 教 育 課 程 の全 面

的 再 編 の 方 向 を 提 出 し て い る。

( 2 ) B タ イ プ の 研 究 開 発 に み ら れ る 特 質

次 に、 B タ イ プ に属 す る 学 校 に み ら れ る 特 質 を 一 覧 し た の が、 次 の < 表 4 > で あ る。
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表4 B タイ プにおけ る教育課 程の 問題 点 の捉 え方

錦

華

小

学

校

福

岡

教

育

大

( 1 ) 教育 目標 レベ ル

< 問題 点 >

･ 知 識 を記 憶させ 技 能 を身 に付 けさ せ よ

うとす るだ けの学 習 では、 生涯 を通 し

ての 基礎 となる学 力 を養 う こ とはで き

な い。 従 っ て基礎 的 な学 力 の捉 え かた

も、 基 本か らの見 直 しが必 要 にな って

くる。

･ 未来 の 社会 は自 国の 営利 を 求 める こ と

の みで は成 り立 たず、 現在 以 上に、 い

ろい ろな 面で国 々の 交 流は 盛 ん にな り

、 人 々は 自 国に誇 り を持 ち な がら他 国

を認 めて い くこと が大 切 にな って く る

〈解決 の 方向 〉

･ そ のよう な社会 に あって、 人 が常 に忘

れて は なら ない の は、 他 人 を認 め、 他

人 と協調 しながら 生活 を築 いて い こう

とする態 度 である。 そ の上 で児 童 一人

一 人が 自 己の能 力 と特性 を 発揮 し、 主

体 的 に社会 に貢献 しな が ら自 らの 生活

を 切 り開 き、 豊か で価 値 ある 生涯 を送

る。 更 に、 自分た ち の生 活の 基盤 であ

る地域 を、 国を愛 す る心 を持 ち、 その

上 に立っ て 国どう しの理 解 を深 めてい

こう とす る態度 を身 に付 けさ せる 必要

が ある。 そ のた め には、 小学校、 中学

校 を通 して、 先 ず、 児 童 に、 目的 と場

に即 した 豊 かで確 か な判 断力 ･ 思 考力

を養 い、 次 には、 相手 を尊 重 しなが ら

自分 の気持 ちや考 えを伝 え るこ との で

きる 的確 な表現力 と、 意欲 的な実 践力

を育 てる こ とが大 切で ある。

･ 基 礎 的な 学力を 「課亀 を解 決 するこ と

に よって 身 に付 けた知 識 や技能」 に留

ま らず、 「国際社 会 の中 で、 人間 と し

て 豊か に生 きるた めに必 要 な力」 と捉

え る。

(2 ) 教 育 課程レ ベ ル

< 間題 点 >

･ 現行 の教 科 によ る指 導 では、 現在、 間

題 点 と して捉えて いる 「机 上 の学 習」

の域 を 出ず、 真 に r 生 き る力」 と して

の学 力 は育成で き な い。 「人 間 が豊 か

に生 きるた めには、 今 後 どの よ うな 力

が 必要 であ るか」 と いう こ とや、 「何

を 目標 に学 習 し、 生 活 と どのよ うな つ

な が りが あ るか」 とい うこ とが 学ぶ側

の 児 童に 明確に把 握 さ れに くい から で

あ る。

〈解決の 方 向 >

･ そ こで、 既存の 教科、 領域 を 見 直し

7 教 科 1 領域の設 定 を試 みる。

･ 「自己を 高 め、 豊か な生活 を築 くた め

の力 を培 い」 意欲 的 に学習 を進 める た

めに は、 日常の生 活 に近 い 教科 で学習

させ る こと が有効 で ある と考え る。 教

科設定 の視 点は、 あく まで 「学 習の 主

体者 であ る児童を 中心 と した学 習の体

系」 で あり たい と考 えた。

( 1 ) 教 育目標 レペ ル

< 問題 点 >

■

< 解決 の 方向 >

< 2 1 世紀 社 会と望 まれ る人 間像 〉

･ 社 会 や自 然 に積極 的に働 き か け、 地 球 市 民 と して 考 え、

行 動 で きる 人間

･ 自分 自 身の 価値 観 を確 か に し、 自分 ら しい生 き かたを創 り

だ して いく 人間

･ 目標 に向 かって、 自分 の考 え や働 き かけ 方を･ 共 に創造 で

きる人 間

･ 情報 を 的確 に処 理、 判 断 し、 活用 で きる 人間
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･ 心 身 とも に健 康 で、 生 涯 学ぴ続 けて いこ う とす る人 間

く豊 か な学 力 の構 造 >

･ 「豊 かな 心」 : 中核 をな す 内層

･ 中 層 と しての 「鋭 い感 受 性」 「柔軟 な思 考力」 「的確 な 判

断 力」 「豊 かな 表現 力」 「積極 的な行 動 力 ･ 実践 力」 」

･ 外 層 と しての 「生 きて 働 く知 識 ･ 技能」

(2 ) 教 育課 程 レ ペル

< 問題 点 >

･ r 子供 主体 の 活 動か ら みる 教育 課程 の

編 成」 という 副 主題 か らみ る と、 具体

的な 活動 や体 験 は方 法 論的 な取 り 入 れ

方に と とま って い る。 体験 を組 み 込 む

には、 子 供の 活 動 におい て、 ゆ と りが

必要 で 学習 の 時 間が保 証 され て いな く

て は なら ない。 指 導 内容 を新 しく 組 織

し、 具体的 な 活動 や体 験 を保 証で き る

教 育課 程編 成 を行 う事 が 大切

< 解 決の 方 向 >

･ 現 行教 育 課程 にお ける 教 育目標 や指 導 内

容 を 見直 し、 新 しい目標 をもっ た新 教科

、 新 設教 科 ( 生活 環境 科、 表現 科) 、 新

設 領 域 ( 領域 「人 間」 ) を設定 してい く

･ 子供 の能 力差 や個 性、 価 値観 の多 様さ に

応 じて、 一人 一 人の 子供 が 自己 表現 を図

って いく た めの教 育課 程 及 ぴそ れを 具体

化 してい く指 導 方法 を研 究 する

･ 学校 週 5 日制 を 想定 し、 指 導内 容を 組織

して い く観 点 を独 自的 に設 定 し、 年間授

業 時数 の 削減 を図 って い く観点 ( 教 科編

成 の見 直 し、 関連 指導 の 在り 方) を検討

す る

( 1 ) 教 育 目標 レペ ル

< 間題点 > < 解 決 の方 向 〉

･ < 独 り立 ちの で きる子 〉 : 他 者 との 関わ りぽ 中で 「自 ら課

題 をつ か み、 それ を 自ら の方 法 で意欲 的、 継続 的 にや りぬ

く力 と、 他 を思 いや り、 とも に より よく 高め合 お う とす る

態 度」 を 身に つ けた子 の 育成

･ < 独 り立 ちの で きる力 >

(=) 自 ら学ぷ 意 欲を 育て、 主体 的な 学習 が進 め られ るよう に

す る こ と ( 自ら学 ぶ意 欲)

◎ 他 者と積 極 的な 交流 を 通 して 思 い やり の心 を育 て、 充実 し

た集 団生 活 が過 ごせる よ うに な るこ と ( 思い や り)

◎ 相手 の気 持 ち を考 えな が ら、 豊 かな心 情 に支 えら れ、 的確

に 自己 表現 す る力 を育 て、 積極 的なコ ミ ュニ ケー ショ ンが

図 れる よう に す るこ と ( 表現 力)

@ 道 を立て て 考え る 力を 育て、 子供 な りの 論理 を大 切に させ

,創 造性 の基 礎 を養 え る よう にす るこ と ( 論理 的 な思考 力)

◎ 自 己の よさ を 生 か し、 自分の 力 で学 習 し続 ける 力を育 てる

こと ( 課題 追 求 力)

(2 ) 教 育 課程 レ ペル

< 問題 点 〉 く解決 の 方 向 >

･ 小 ･ 中学校 教 育 の中 に、 総合 的 な活 動領 域 として 「生活 交

流」 を 設 定す る

･ 独 り 立ち ので き る力 を育 て る教 育課 程を 各教科、 道徳、 生

活 交 流の 3 領 域 で構 成 する

教 育 目標 レ ペ ル で の 問 題 点 の 指 摘 が み ら れ る の は、 錦 華 小 で あ る。 しか も、 内 容 的 に は、

既 述 の A タ イ プ の 学 校 に 関 連 して 検 討 さ れ た の と ほ ぼ 類 似 の 指 摘 が み ら れ る。 す な わ ち、

同 小 は、 一 方 で は 今 日 の 生 活 か ら 遊 離 し た 記 憶 的 な 知 識 ･ 技 能 中 心 の 学 力 観 の 見 直 しを、
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他 方 で は 今 後 の国 際 化 社 会 へ の 移 行 を 視 野 に 入 れ た 教 育 の 充 実 の 必 要 を指 摘 しな が ら、 今

後 は、 両 者 を 満足 さ せ る べ く、 い う な れ ば " 新 た な" 基 礎 的 な学 力 と し て 問 題 解 決 的 な 知

識 ･ 技 能 及 ぴ 国 際 的 に 生 活 で き る 力 を 育 て る 必 要 を 提 案 して い る。 そ して、 こ の た め、

「学 ぷ 子 ども の生 活」 を 基 盤 と し て 現 行 の 教 科、 領 域 を 見 直 す と と も に、 必 要 に応 じて は

新 た な 教 科 も 創造 す る と い っ た 方 向 を 提 案 して い る。

他 方、 福 岡 教 育 大 学 附 属 福 岡 小 及 ぴ 東 小 ･ 中 は、 教 育 目 標 レ ベ ル の 問 題 点 の 指 摘 は な い

も の の、 そ の 解決 の 方 向 に お い て は、 そ れ ぞ れ < 2 1 世 紀 社 会 に 向 け た 人 間 の 育成 > 、 く

独 り 立 ち の で き る 子 の 育 成 > を 求 め、 内 容 的 に は 錦 華 小 と ほ ぼ類 似 の 方 向 を 提 出 して い る。

しか し、 教 育課 程 の 解 決 方 向 は、 錦 華 小 と は や や 異 な り、 福 岡教 育 大 学 附 属 福 岡 小 は

「具体 的 な活 動 や 体 験」 を 保 証 す る と い う 視 点 か ら、 東 小 ･ 中 は 「独 り 立 ち の で き る 力」

の 育 成 と い う 視 点 か ら、 そ れ ぞ れ 現 行 の 教 科、 領 域 を 見 直 す と と も に、 必 要 に 応 じ て 新 た

な教 科 な り領 域 を創 造 す る とい う 提 案 を し て い る。

( 3 ) C タ イ プの研 究 開 発 に み ら れ る 特 質

次 に、 C タ イ プに 属 す る 学 校、 す な わ ち 横 浜 国 立 大 学 教 育 人 間 科 学 部 附 属 横 浜 小 にみ ら

れ る 特 質 を 一 覧 し た の が、 次 の < 表 5 > で あ る。

表 5 C タ イ プ に お け る 教 育 課 程 の 間 題 点 の 捉 え 方

横 浜 国立 大 学教育 人間 科学 部 附属横 浜 小学校

( 1 ) 教 育 目標 レベ ル

< 問題 点> < 解 決 の方 向 >

' 本校 では、 「共 に学 ぴを つく り上 げる力」 を 「どの子 にも

共通 して 育 てた い力」 = r 学力」 として位 置づ けて いる。

「共 に学 び をつ くり上 げる 力」 は 「自己決定 力」 「自己責

任 能 力」 r かかわ り合う 力」 の三 つ を合 わ せた 力であ る。

* 自己決 定力 : 子 ども が自分 の意 思を もっ て学習 を決 めて

い く ことの でき る力

* 自己責 任能力 : 一度決 定 した なら ぱ、 安 易 にそれ を変え

るこ となく、 自分 の学 習 を高 めてい こう と

す る ことの で きる力

* か かわ り合う力 : 自他 とも に より よく生 きよう と して、

自分 から相 手 の働 きか けを受 け 止めた り、

自分 から 必要 と して 相 手 に働 きかけた りす

る力で あ り、 さ らに、 そ のよ さを共感 して

自分 の中 に取 り入 れ たり、 教 え合 った りし

なが ら学 習 をす すめ、 そ の過程 において、

他 者 を自分 と同 じよう な 大切 な存在 と して

認 め、 他 者 からも 認 めら れて いる という 実

実 感 をも つ こと がで きる 力

( 2 ) 教 育 課程レ ベ ル

< 問 題点 > < 解 決 の方 向 >

･ 現行 の学 習指導 要領 の教 科 ･ 道徳 ･ 特 別 活動 の枠、 時 間の

枠 を崩 さ ず に、 各 教科 ･ 道 徳 ･ 特 別活 動 の中 で、 縦 断 的な

指 導 内容 の見直 しに取 り組 む。 した がって、 教科 の 統合 ･
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再 編 につ いて は考 え ず現行 の教 科 の枠組 みの 中で児 童が ど

の よう に 学習 を広 げて い くか見 定 め、 児 童の 自律 的な学 習

を保 証す るた め の学習 展 開の あ り方を模 索す ると とも に、

そ れ に伴う 指 導 内容 と教 育課程 の 検討 に取 り組 む。

･ こ の ため、 当 初 は、 その研 究 の過 程 にお いて、 教科 関連 や

教 科横 断 的な 可能 性も 探 るこ とも なさ れ たが、 しか し、 学

習 に おけ る子 どもの思 考 の流 れ を大切 に して A 教 科か ら B

教 科 へを横 断 しよう と しても 「この 内容 は A 教 科 には よい

が、 B 教 科で は違 う学 年 で指 導 するの で横 断 はで きな い」

また は 「同 じ学 年で はあ るが、 扱 う時期 が異な る」 「横 断

は 可能 だ が、 こ れで は B 教科 で おさえ る ぺき 内容 を総て 網

羅 で きな い場 合 があ る」 な どの 意見 が交 わされ る ことも あ

った。 また、 現 行の指 導 内容 を 削減 する 時にも、 その根 拠

を 明ら か にする こ とも難 しかっ た。 そこ で、 本 校 では、 学

校 で 育て る力を 間 い直 し、 指 導 内容 その もの を子 ども の必

然性 か ら見 直 すた めに、 育て た い力 を中 心 とした もの に し

て いく 必要 が ある と考 えた。

表 中 か らう か が え る よ う に、 附 属 横 浜 小 の 問 題 意 識 は、 こ れ ま で の 7 校 の 場 合 と は 異 な

って い る。 す な わ ち、 同 小 は、 現 行 の 教 科、 道 徳、 特 別 活 動 の 枠、 時 間 の 枠 を崩 さ ず に、

指 導 内 容 の 見 直 しを 進 め る と い う 前 提 を 明 ら か に し て い る ( 教 育 課 程 レ ペ ル の 解 決 の 方 向

参 照) 。 そ して、 そ の 見 直 し の視 点 を、 同校 で 育 て た い 力 = す な わ ち、 「共 に 学 ぴ を つ く

りあ げ る 力」 ( r 自 己 決 定 力」 r 自 己 責 任 能 力」 r か か わ り 合 う 力」 ) に 求 め よ う と し た

こと が 指 摘 さ れ て い る。 こ の 見 直 し の視 点 は、 内 容 的 に は、 や や 態 度 面 中 心 に 描 か れ て お

り、 既 述 の 7 校 の場 合 と は趣 を 異 に して い る と い え よ う。

4 教 育 課 程 の 再 編 の 原 理 を め ぐ って

次 に、 各 研 究 開 発 学校 に お い て は、 現 行 の 教 育 課 程 を 再 編 な い し見 直 しを 進 め て い こ う

とす る 際 に、 い っ た い どの よ う な 再 編 原 理 を 採 用 した の で あ ろ う か。 ど の よ う な 考 え 方 を

基 本 に し な が ら 新 た な教 育 課 程 を 構 想 し て い こ う と し た の で あ ろ う か。 各 タ イ プ別 に み て、

何 ら か の 顕 著 な 違 い が あ る だ ろ う か。

こ れ ら の 点 に 関 す る 特 質 を 抜 き 出 し、 各 タ イ プ別 に 整 理 して 一 覧 した の が、 以 下 の < 表

6 - 8 > で あ る。

( 1 ) A タ イ プの 研 究 開 発 学 校 に み ら れ る 特 質

A タ イ プ に属 す る 学 校 に み ら れ る 特 質 を 一 覧 した の が、 次 の く 表 6 > で あ る。

表 6 A タ イ プに お け る 教 育 課 程 再 編 の原 理

( 1 ) 各教科 と 道徳 よ り成 る 新 しい領 域 の構 想

私 た ちは、 「教科 の 学習 の 中で こ そ、 自主 的 ･ 実践 的 な態 度 の育成 を 図る」 と い

う考 え 方に 立ち、 特 別 活動 を 発展 的に 解 消 し、 子 供 自身 が 自ら活 動 し体験 す る新 し

い教 科 の学 習を 通 して、 r 社 会 の変化 に 主体 的 に対応 しな がら生 きて いく 人 間を 育

成 して いく 新た な教 育 課程 を 構想 する」 こ とに した。

また、 物 が豊 か にな る一 方 で、 心の 貧 しさ が叫 ばれ、 心の 有り様 が 問わ れて い る

時代 に 子供 たち は生 きてい る。 だ から こ そ、 学校 教育 全体 を 通 した道 徳教 育 を一層
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充実 さ せ、 各教科 の 学習 を通 して養 わ れる道 徳 性 を、 補 充 ･ 深化 ･ 統 合 する道 徳の

時 間を 位 置付 けてい く必 要 が ある と考 え た。

( 2 ) 新 しい教科 の構 成

私 たち は･ 小学校 段 階 にお いて は･ も っ と子供 の学 習 の筋 道 や認識 の 深 まり を大

切 に した 学習 にな って い かな けれ ぱ な らない と考え、 求 め る人 間像 をも と に して、

教 科を 構 想 するこ とに した。

O 人 間が 生 きる環境 として の地 球 ( 宇宙) そ

のも の の望 まし い姿 を求 め る人 間

O 地 球 に 生 きる人 間 として、 隣人 を愛 し、 世

界 の 人 々を 愛する 心 を持 ち、 互い に理 解 を

深 め合 い、 共に生 き よう と する人 間

O 体 を 緩 え、 健康 で 安全 な 生活 を しよう とす

る人 間

O 人 間と して、 自分 な りの 思い を しっ かり 持

ち、 豊 かに 表現 す る こと がで きる 人 間

O 言語 ･ 数 量 ･ 図形 を理 解 し、 情 報 を 正 しく

捉 え 豊 かに活用 す るこ と がで きる 人 間

→ 低 学 年で は生 活科、 中 ･ 高学

では地 球 科

→ 低 学 年で は生 活科、 中 ･ 高学

で は 人間 科

→ 全 学 年に 表現 科

→ 全 学 年に体育科

→ 全 学年 に 国語科 と算 数科

( 3 ) 指 導内 容の 糟選 ･ 重 点化

(D 教 科 で こそ獲 得 さ せて い きたい 知識 ･ 技 能 と心 豊か な人 間 と して 身に付 けさ せ

たい 諸能 力を一 体 的に 学ぺ るよ う にする

の 小一 中 の連携 を図 り、 「これだ け は教 えた い」 とい う内 容を 糟選 する

@ 体 験 を通 して 自分 な り に 問題を ゆ とりを も って活 動 で きる 内容を 吟味 する

(4 ) 自主 的 ･ 実践 的 な 学ぴ の重 視

_ 子 供.た.ち一に.とっ一て.、.教.師一かム ー 方.的 に知 識 や技 能 を 受け取 る ので はな く、 学ぷ.意

欲 を も ち、 自ら計 画 し、 納 得 の いく まで た っぷ り と学ぶ こ とが 大切で あ る。

(工) 内 面性 をより 重視 した多様 な学習 展 開

･ 体 験 的学習の 重 視

･ 問題 意識の連 続 化 を図 る大 単 元の展 開

･ 学 習コ ース の選 択 の幅 の拡 犬

･ 話 し合 い活 動や 集 団思 考の 場を 取 り入 れた 多様 な学 習活 動の 展 開

◎ 子 ども の側に 立つ 教 師の 支援 と人 的 ･ 物 的環境 の 充実

･ 基礎 的 ･ 基 本的 な 内容 の明 確化

･ 個 に応じた指 示、 助 言、 励 ま し、 方 向付 け

･ 大単 元構想 に基 づ き、 長い 目で 子供 の 学習 の連続 性、 発 展性 を見 守る支 援の

在り 方

･ 子 どもの主体 的 な学 習 を促 す環 境づ く り

( 5 ) 学習 時 間の 弾 力化 と 日課 表の 工 夫

(工) 子 供 たち がゆと り を持 って 学ぺ る よう な学 習時 間、 学 習空 間 を保 証す る。

(2) 1 単位 時 間につ いて は、 低 学年 で は、 各 教 科 の学習 時 間 を 4 5 分 - 9 0 分 と幅

を持 たせ ると同 時 に、 学 習 中の 子供 の意 欲 の持 続 や 内容 の量 によ って は、 2 5

分 - 4 0 分で 終 了す る。 中 ･ 高 学 年でも、 必要 な学 習 時 間を 4 5 分 - 9 0 分 と

幅 を もたせ、 必要 に応 じて 1 0 0 分 と して 扱う な ど弾 力化 して い る。

◎ノ ーチ ャイム 制の 導 入

@ 日 課 表の工夫

( 1 ) とも に生 きる < 場 > を 報 奨す る柔 軟で 弾 力的 な教 育課 程

･ 教 育課 程 は単 な る教 師 に とって の 「指導 計 画」 と いう よう な意 味で は なく、 あ

くまで 「子 ども に とって 意 味や価 値 ある 学 ぴの経 験 の総 体」 という 意 味で とら

え た い。 教師側 の 「指 導 計画」 は、 「子 どもに とっ て意 味 や価値 あ る学 ぴの経

一{ 9 一



愛

媛

大

学

附

属

小

学
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験」 を成 立さ せ る ため の ガイ ドライ ンで あり作 業仮 説 で ある。

･ 具 休 的に は、 本校 が従来 より実 施 して きた 「総 合学 習」 ( 子 ども にと って現 実

的 ･ 必然 的な 課題 を 問題 解 決的 に 追究 する 学習) の趣 旨を 生 かし、 教科 等 の領

域 に代 わる 「教 育課 程 のゆ るや か な枠組 み」 を 設定 す る。

( 2 ) 学ぷ 喜ぴ を 味わ い、 創 造 した 文化 を共 有 する 学習 構造

客 観的 な知 識 や技 能 な どを 段階 的 に指 導 する過 程 を構成 した 「内容 単元」 から

従 来 とも する と手段 化 され が ちで あっ た 子 どもた ち の関心･ 意 欲や 問題 解決 的 な

動及 び直 接 的な 体験 な どを 中核 とした 学 習材 や他 者 との か かわり合 い を構 想 した

r活 動単 元」 へ の転 換 を 図る。

(3 ) 「活動 単 元」 を 中核 と した 教育 課 程の 開発

(工)教 科 等 の枠 組 みを 廃 し、 子 ども たち の人 間本 来 の学 ぴで あ る < 自 己活 動 = 自 己

評価 〉 が かか わる '' 対 象" と '' かか わ り方" という 点か ら･ < 環 境 との かか わ

り〉 < 文化 とのか か わり 〉 < 人 間 との かか わり > の 3 つ の基 本的 な視 点 を設定

し、 ここ か ら、 9 つ の具 体 的な視 点 ( 内容) を 設定 し、 これを縦 軸 ( ス コー プ)

とする

･ く環 境 との か かわ り 〉 : 自然、 社 会

･ 〈文 化 との か かわ り 〉 : こ とば、 数理、 音楽、 造 形、 運動、 く らし

･ 〈人 間 との か かわ り 〉 : ひ と

@ 「子 どもの 発 達」 か らの ア プロ ーチ

子 ども の 「かかわ り合う 活 動」 を分 析 ･ 類 型化 し ( 活動 の類 型) 、 その 結果、

8 つ の 「学 習領域」 と 「み んな の 時閻」 を設定 し、 これ を横 軸 ( シー ケ ンス)

とす る。

なお、 その 際、 〈 発達 〉 という 概 念 を、 従 来 の よう に、 朱 完 態 の子 ども が既

成 の 社会 的 ･ 文化 的適応 者、 っ ま り完態 として の 大人 を到 達 目標 と して、 一つ

一 つ のス テ ップ を 上が って い く過 程 と考 えず に、 個 々 の 子 ども たちが 見 せてく

れる 発達 の情 況 を 大ま か に束ね、 その 学 年の発 達 の傾 向 を 「発 達特性」 と して

とらえ、 ･ ･ そ れ ら を 1 学年 か ら 6 学 年 まで の 大ま か に系統 付 け、 低 ( 1 ･ 2 )

一 中 ( 3 ･ 4 ) 一高 ( 5 ･ 6 ) の 「発 達 の系 列」 と して 表す。

この 結 果、 8 つ の 「学 習 領 域」 と 「み ん な の 時 間」 を 次 の よ う に 設 定 す る

･ しら ぺ の 学 習 ( 低) → 調 べ の 学 習 ( 中) → 調 査 研 究 の 学 習 ( 高)

･ た ん け ん の学 習 ( 低 ) → 冒 険 の 学 習 ( 中 ･ 高)

･ そ だ て の 学 習 ( 低 ･ 中) → 育 て の学 習 ( 高)

･ は た ら く 学 習 ( 低 ･ 中) → 働 く 学 習 ( 高)

･ そ う ぞ う の 学 習 ( 低 ･ 中) → 創 造 の 学 習 ( 高)

･ な ら い の 学 習 ( 低 ･ 中) → 習 い の学 習 ( 高)

･ う ん ど う の 学 習 ( 低 ) → 運 動 の 学 習 ( 中 ･ 高)

' こ う り ゅ う の 学 習 ( 低 ･ 中) → 交 流 の 学 習 ( 高)

･ み ん な の 時 間 ( 低 ･ 中 ･ 高 )

@ どち らか と いえ ば、 横 軸 を優 位 に しなが ら、 縦軸 で その 意 味を確 定 して いく と

いう 原則 に 基づ き、 両 者 の交 叉 する と ころ に 「活動 単 元」 を構想 する。

◎ 「活 動単 元」 の 学 習活 動は、 大 きく 「課 題発 生 ･ 設 定」 → 「課題 追 究」 → 「課

題 解 決 ･ 発 展」 と考 える。

(4 ) 「み んな の時 間」 の設 定 ( 上掲)

学 校行 事 や児 童 会 集会 活 動 ･ 委員 会 活動 を 可能 な限 り 「活 動単 元」 に組 み 込み

(年 間 1 6 0 時 間 二月 2 週 の土 曜 日の 7 0 時間 + 朝 の時 間 9 0 時 間) 、 そ して

組 み 込 まれ な い部 分 を r み んな の時 間」 として 実施。

(5 ) 授 業 時数 と時 間 割 の工 夫

(工) 週 5 日制 を 前提

◎ ブロヅ ク制 の採 用、 及 ぴ ノ ーチ ャイ ム制、 1 ヶ 月 毎の 時 間割作 成 委員会 で 調整
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す る変 動 時間割制 とする。

( 6 ) 多様 な T T の 採 用

上

越

市

立

大

手

町

小

学

校

( 1 ) 「単元 群」 によ る教 育 課程 の編 成

「教 科」 とは、 教 育の 目標 を 達成 す るた め に組織 さ れた 教 育内 容の まと まり を

意味 す る。 これ に対 して、 「単 元」 とは、 子 ども が自 分 の思 いや願 いの実 現を 目

指 し、 自 ら追求 する 学習 活 動 のひ とま とま り のこ とで あ る。 この よう な単 元 の集

合体 を 「単 元群」 と 呼ぷ こ と にした。

( 2 ) 現 行 の内容 を、 「統 合」 「関連」 「重 点化」 によ って 単元 群 に再編 す る

(工) 統 合 : 同 じ視 点 か らと ら えるこ とがで き るいく つ かの 内容 を、 よ り学 習効果

を上 げる た めに 一つ に統 合 して扱 い、 新 しい活 動を 組織 する。

(2) 関 連 : 内容 や性 格 が異 なる 教科、 領 域 で あって も、 さ ら に学習 効果 を 上 げる

ため に、 そ こに 含 まれ るい くつ か の 内容を 関連 さ せて組 職 する。

◎ 重 点化 : 系統 的 な知 識 や技 能の 集 積が 求 めら れる もの、 抽 象 的 ･ 科学 的な 世

界の認 識 を育 て る土 台 とな る内 容 を集約 し、 構 成 する。

( 3 ) 年 間指 導計画作 成 上 の 手順

(工) 単 元群 の目標、 期 待 す る資 質 ･ 能力、 子 どもの 発 達特 性な どを 考慮 し、 活動

内 容 と教材 を決 める。

(2〕子 ども の意識 の 流れ や 内容 の系 統性 を 大切 に して、 単 元の 配列 と実施 時期 を

決 め る。 こ の時、 他 単 元群 の内 容 と関 連さ せ た単 元開 発 が可能 か見極 める。

◎ 実 施 時期と活 動 内容 を基 に、 授 業 時間数 を 決 める。

@ 単 元群 の特 徴 を踏 ま え、 … 指導 過程 と扱う 教材 な ど、 各単 元の学 習活動

を構想 する。

◎ 実 践を 基に評 価 し、 指 導計 画を 改 善す る。

神

戸

大

学

附

属

明

石

小

･
中

学

校

( 1 ) 4 つの 学習 領域 の設 定

「社 会及 ぴ教 育 の 現代 的 な課題」 とい う視 点 に基 づき、 「身 体健康 領域」 「心

の 表 現領域」 「環 境 探 求領 域」 「数理 表現 領域」 という 学習領 域を 設定。 そ し

て、 これ らの 各 領域 の 「目指 す能 力」、 「能力基 準 表」、 活動 や 内容の指 針 と

なる 「学 習要素 一 覧表」 及 ぴ各 学 年の 年間 「単 元原 案一 覧表」 を作 成す る。

( 2 ) 学 年区 分の 構 想

子 ども の認 識 や 諸能 力の 発達 的特 質か ら、 1 2 か年 を大 きく 「前 期」 ( 幼一

･ 3 年) と r 後 期」 ( 小 ･ 4 一 中 ･ 3 年) に二分 する教 育課 程 を編成 する。

( 3 ) 学 習指 導の 展 開工 夫

(工) 体験 活動、 主体 的活 動、 問 題解 決 学習 の重視

◎個 に応 じた 学ぴ のス タイ ル の 重視

◎ 生活 のなか に生 きて 働 く知 恵の 獲得

@ 生 涯 学ぴ続 けて いく た めの 学 ぴ方 の獲 得

◎ 地 域 の人材、 施 設 との 交流 の促 進

◎ 生 活 の場と して の学 校 をめ ざ した 時間 割、 支援 体制、 学習 形態 の刷 新

表 中 か ら う か が え る よ う に、 現 行 の教 育 課 程 の 問 題 点 や 解 決 の 方 向 に 共 通 傾 向 の み ら れ

た 6 校 で は あ る が ( 前 節 ( 1 ) 参 照) 、 そ の た め に 採 用 した 教 育 課 程 再 編 の原 理 に 関 して

は、 4 校 4 様 であ る。

す な わ ち、 福 島 大 学 附 属 小 は、 「教 科」 と い う 概 念 は 使 用 す る も の の、 従 来 の 学 問 体 系

を 基 に し た 枠 組 み を 廃 し、 む しろ " 求 め る 人 間 像" の ま と ま り ( 5 側 面) を ペ ー ス に 新 た
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な教 科 を 構 想 し よ う と して い る。 そ して、 現 行 で 問題 点 が 指 摘 さ れ て い た 特 別 活 動 ( 前 節

( 1 ) 参 照) も、 こ れ ら の新 教 科 の 中 に発 展 的 に解 消 さ れ る こ と に な っ て い る。 他 方、

「道徳」 は新 教 科 で 養 わ れ る 道 徳 性 を 補 充 ･ 深 化 ･ 統 合 す る 時 間 と し て、 一 層 の 充 実 が 図

られ る こ と に な っ て い る。

しか も、 各 新 教 科 の 内 容 は、 精 選 す る と とも に、 子 供 の 問 題 意 識 の 連 続 化 を 図 る ため に

「大 単 元」 編 成 に す る。 ま た、 低 ( 1 ･ 2 ) → 中 ･ 高 ( 3 - 6 ) の発 達 特 性 を 考 慮 して、

時 間 の 弾 力 的 運 用 の で き る 編 成 が め ざ さ れ て い る。

そ して、 実 際 の 学 習 指 導 に お い て は、 体 験 的 な 学 習、 集 団 的 な 学 習 及 ひ 個 に 応 じ た指 導、

ノ ー チ ャイ ム 制 等 に 努 め る こ と が 提 案 さ れ て い る。

愛 媛 大 学 附 属 小 は、 教 育 課 程 を 「子 ども の価 値 あ る経 験 の 総 体」 と考 え、 こ の 「経 験」

(子 ども と対 象 と の か か わ り) を も と に、 ス コ ー プ と して < 環 境 > < 文化 > < 人 間 > を 設

け計 9 つ の 視 点 ( 内 容) が 抽 出 さ れ て い る。 しか も、 週 5 日 制 に 対 応 で き る よ う構 想 す る

こ と が め ざ さ れ て い る。 他 方、 子 ども の < か か わ り 合 う 活 動 > を基 に 8 つ の 「学 習 領 域」

と 「み ん な の 時 間 ( 自 由 裁 量 ･ 学 校 行 事 等 ) 」 を 設 定 し、 そ れ ぞ れ の 内 部 を、 子 ども の 発

達 特 性 に応 じて 低 ( 1 ･ 2 ) → 中 ( 3 ･ 4 ) → 高 ( 5 ･ 6 ) ご と に、 上 記 9 つ の 内 容 を 系

統 化 ( シ ー ケ ン ス) して い こ う と して い る。

また、 各 領 域 ･ 時 間 に 配 置 さ れ る 内 容 は、 従 来 の 「内 容 単 元」 で は な く、 子 ども の 問題

解 決 活 動 を 意 図 す る 「活 動 単 元」 編 成 に す る。 そ して、 学 習 指 導 に 関 連 し て、 時 間 の ブ ロ

ック 制、 ノー一チ ャ イ ム 制 の も とで、 T T に よる、 「課 題 発 生 ･ 設 定」 → 「課 題 追 究」 →

「課 題 解 決 ･ 発 展」 と い っ た 学 習 展 開 が 提 案 さ れ て い る。

上 越 市 立 大 手 町 小 は、 現 行 の 教 科 内 容 を、 「統 合」 「関 連」 「重 点 化」 な る 方 針 の 基 に

再 編 し、 こ れ ら の 内 容 を、 子 ども の 願 い 追 究 活 動 の 一 ま と ま り と して の 「単 元 群」 と す る

教 育 課 程 の再 構 成 を 提 案 して い る。 そ し て、 各 単 元 群 に お け る 年 間 指 導 計 画作 成 上 の留 意

事 項 を 5 点 に わ た っ て 提 案 して い る。

神 戸 大 学 附 属 明 石 小 ' 中 は、 幼 一 小 一 中 の 1 2 ヶ 年 一 貫 の 新 カ リ キ ュ ラ ム と 構 想 しよ う

と して、 1 2 ヶ 年 を 視 野 に 入 れ た ス コ ー プ と して、 「社 会 及 ぴ 教 育 の 現 代 的 な 課 題」 と い

う視 点 か ら 4 つ の 学 習 領 域 ( 「身 体 健 康」 「心 の 表 現」 「環 境 探 求」 「数 理 表 現」 ) を 提

出 し、 各 領 域 内 を そ れ ぞ れ、 「目 指 す能 力」 → 「能 力基 準 表」 → 「 ( 活 動 や 内 容 の指 針 と

して の) 学 習 要 素 一 覧」 → 「単 元 原 案 一 覧」 の作 成 を め ざ し て い る。

他 方 で は、 こ れ ら の 内 容 を、 子 ども の 認 識 や 諸 能 力 の 発 達 的研 究 を進 め、 1 2 ヶ 年 を 大

きく、 「前 期 教 育」 ( 幼 - 小 3 ) → r 後 期 教 育」 ( 小 4 - 中 3 ) に 二 分 して 編 成 し配 置 す

る構 想 が み ら れ る。

ま た、 学 習 指 導 に 関 連 して、 体 験 活 動 ･ 問題 解 決 学 習 の 重 視、 個 に 応 じた 指 導 の 重 視、

地 域 の 人 材 ･ 施 設 と の 交 流、 時 間 割 の 工 夫 等 が 提 出 さ れ て い 乱

( 2 ) B タ イ プ の 研 究 開 発 学 校 に み ら れ る 特 質

次 に、 B タ イ プ に 属 す る学 校 に み ら れ る特 質 を 一 覧 した の が、 次 の く 表 7 > で あ る。

表 7 B ク イ プ に お け る 教 育 課 程 再 編 の 原 理

( 1 ) 既 存 の教科、 領域 の 見直 し
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児 童 の 実態 を基 に、 学習 指 導要領 と本校 で 加え た いと 考え た指 導 内容 を合 わせ

て 分析 し、 系 統化 した結 果、 言語、 数 量、 体 育の 外 に 「自 立する 力」 「命 を 大切

にし総 て の人 を思い や る人 間 愛の精 神」 「自 己を 適切 に 表 現する 力」 「環 境 に対

す る理 解 を深 め保全 に 努め よう とす る態度」 が共 通理 解 さ れた。 こ の結果、

(工) 国語 科、 算数科、 体 育 科、 特別 活 動は、 ほ ぼ現行 通 り。

◎ 平 成 4 年 度か ら実施 の 学 習指 導 要領で も、 そ の指 導 が協 調さ れて い る 「生活

「表 現」 「人間」 「環 境」 の ね らいや 内 容を 4 つ の 新教 科 と して設定 し、 発

達 段 階に 沿った 系統 的 な指 導 を行 う。

( 2 ) 学 習指 導上の 留 意点

(工) 児 童 が、 自分 の 力で 課 題を設 定 し、 思 考の 流れ を 重視 した 学習 過程 と 内容 を

工 夫 しなが ら課題 を 追 求す るこ との で きる指 導 法 の実 現。 この た めに、 教 育

課 程全 体を見 通 して、 指 導 内容 の 系統性、 関連 性 を理解 しや すいカ リ キュラ

ム マ トリヅク ス を作 成 し、 児 童 の思 考 を大切 に した指 導計 画 と指導 方 法を工

夫 する ( い わ ゆる 教科 間関連 指 導 = 筆 者註) 。

その 際、 特 に配 慮 すぺ き は

･ 季節 の変化 や特徴、 地 域や 学 校の 行事 と指 導 内 容と の関 連を 考え る こと

･ 他 教科 ･ 領域 間 の 関連 性の あ る単 元や 教材、 指 導内 容を 同時 期 に配列 する

◎児 童が 意欲 を もっ て発 展 的に 学 習を進 めて いく こ とが で きる教 材を 開発 する

教 科 書、 副読 本、 図 書、 ビデ オ な どの既 成 のも の だけ にた よら ず、 児童、 教

師 の創作や 広 く地 域 の人 々 にも 協力 を求 め、 生 き た教材 の 開発 を心 が ける。

◎ 児 童の 学習 に、 体験 を重視 した活 動 を多 く取 り 入れ る。

福

岡

教

育

大

学

附

属

福

岡

小

学

校

( 1 ) 蛯 谷米 司監修 『新 学 力 と学習』 の教科 構 成 論を 基 に、 子供 がも の、 入、 こと

を認知 していく活 動 に対 応 させ て教 科 を設 定。 す な わち、

(D 具 体 的な 感覚活 動→ 生 活科、 理 科、 生活環 境 科、 社会 科、 家庭 科

(2) 抽 象 的思 考活動→ 算数 科、 国 語科

◎ 表 現 的活 動→ 表 現科、 図画 工作 科、 音 楽 科、 体 育 科

@ 教 科全 体 を支え、 総 合 的 に人 と しての 在 り方、 生 き方 を考 える領域 と して の

「人 間」

註 :

〈表 現科 >

･ 低学 年 の新 設教 科。

･ 生活 科 ととも に すべて の教 科 に生 きて はた らく 心と能 力、 態度 の基礎 を餐

〈生 活環 境 科 >

･ 低 学年 の生活科 か ら、 中 学年 に新設 の 教科

< 領 域 「人 間」 >

･ 「人 間の生 き方 ･ 在 り方」 と いう心 の 教育 の 中核 を担 う道 徳 の時 間と特 別

動 ( 特に 学級 活動) との 一体 化を 図 った縫 合 的な学 習

( 2 ) 教育 的価値 ある 活動 か ら 内容 を考 える

「活 動 する ことによ っ て学 ぶ」 こ とを 学習 の基 本 と し 「活 動 する こ とが学習 の

容 で ある」 とと らえ てい る。 自分 で 活動 し、 自分で 感 じた こ とや考 え たこ とを大

切 に しな がら、 働 き か けた対 象 や 自分 の働 き かけそ の もの に価 値を 見 出 し、 学習

の喜 ぴ と 自分の成 長 を自 覚 して いく。 この よう な子 供 主体 の活 動か ら教 育課 程を

編成 して いく。

( 1 ) 研 究対 象学 年 を小 学校 5 、 6 学 年、 中学校 1 学年 ( 小 中移行 期) と する。

< 小 ･ 中移行 期の 発 達課 題 のと ら え >

(工) 問 題解 決能力 の育 成 : 論理 的思 考 力、 抽 象 的な 関係 把握 の 発達 が顕 著 なの で、

筋 道 を立てて 考 え･ 論理 を構 成 す るた めの類 推 的、 帰納 的、 演 縄 的思 考に慣 れ

させ る

◎ 内 面 の強化 : 情緒 の 内面 化 が強 ま り、 社 会 的存在 と して の 自我 に 目覚 め、 共感
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能 力 が高 ま る。 他 者 ( 人 ･ 自然 ･ 社会) との かか わ り、 特 に、 様 々 な立場 の人

々 との積極 的な 交 流を通 し、 他 人 の立 場 に立 って 感 じ、 考え、 行 動で きる よう

な生 き方 を 育て る。

◎ 自発性 の 育成 : 心理 的 離乳 が 始ま り、 自 主性 が高 まって く る 時期 であ り、 個人

差 も拡 大 さ れて く るの で、 自分 の もっ て いる よさ を発 見 させ る ととも に、 それ

を一層 伸 ば して い ける機 会 と場 を設 定 して いく こ と。

@ 社 会性 ･ コ ミュ ニ ケー ショ ン の能 力の 育成 : 集 団 意識 が 高まり、 役 割 意識 が強

まって く る ので、 価 値 あ る存在 と して の 自分 に気 付 かせ、 他者 に対 して 積極 的

にか かわ って い け る基礎 的 な 資質 やコ ミ ュニ ケー シ ョン能 力 を育 てて いく こ と

( 2 ) 教 育 課程 の 全体 像 を 「学 習 内容」 と 「学 習形 態」 の 2 面 から構 想 する

･ 「学習 内容」 に つ いて は、

(=) 論理 的 な順 序を た どっ て、 客 観 的な 知識 ･ 概 念 ･ 法則 の 習得 や発 展、 科 学的

な態 度 の育 成を 図ろう とする 学 習内 容

(2) 集 団的 ･ 社 会 的 諸能 力、 い わば 社会 性 を育成 が 図 られ るた めの、 具体 的 ･ 実

践 的な 活 動内 容

･ 「学習 形態」 につ いて は、

(工) 共 通 の課 題 を友 だ ちと共 に 追求 して い く学習

◎ 個 人 的な 課題 を その 子 なり の方 法で 追 求 して い く学 習

< 学 習の 形態 〉

(:)

学習 内 容 (D

道 徳の 時 間

各教 科 集 団活 動

課題 選択 学習 社 会的 実践 活 動

◎

◎

(3 ) 生活 交流 の構 想

･ 上図 にお ける 集 団活 動、 社 会 的実 践活 動、 課題 選 択学 習 を統合 し、 「生活 交

流」 と して設 定 す る。

(D 生活 交流 のね ら い :

子供 自 身が、 自 分 を取 り巻 く様 々 な人 や社 会 や 自然 との 交流 を通 して、 自分

自身 を見 つ め、 よ り多 面 的 ･ 総 合 的 な見 方 ･ 考 え方を 育 て、 何 よりも 実 生活

にお いて 実践 で き る力 の 育成 をね ら い として い る。 単 な る細切 れの知 識 の蓄

積 で はな く、 ま さ しく 知識 を統 合 し、 次 なる場 面 へ と応 用、 転 移 して い く力

… 言 い換 え る な らぱ、 人 と して生 きて い く ため に必 要な資 質 を育 て、 究

極 的 には、 自 らの 生 き方 を創造 して いく 力の 育成 を 目指 す。

◎ 生 活 交流 の設 定 要 因

ア. 総 合 的活 動 の構 想

･ 道 徳 的実 践の 場 と して

･ 各 教科 で 学習 さ れた 知識 や 技能 が 実践 化さ れる 場 と して

イ. 体 験 学習 の 重視

･ 仕 事の 楽 しさ、 完成 の喜 ぴ の体 得、 勤 労観 ･ 職 業 観の 育成

･ 間 題解 決 の能 力 や総 合 的な 学習 の力 の 育成

･ 学校 や 社 会の 集 団的 な活 動 への 参加 や 奉仕 活動 に より 連帯 意識 やよ り

よい社 会 生活 を 営む 資質 の 育成

･ 地域 の 文 化や 社会 生 活等 に つい ての 認識 を 新た に し、 生活 ･ 文化 の発

展 ･ 向上、 創 造 を志 向 する 意欲 や態 度 を生 み 出す

ウ. 集 団 生活 の 見 直し

･ 従来 の 学 級集 団、 学 年集 団、 全 校集 団 の みなら ず、 地域 社会 に ある 関

係 諸機 ･ 団体 ･ 各集 団等 に おけ る集 団活 動 も取 り入 れる

工. 個 性化 教 育 の推 進

･ 課題 の み なら ず、 解決 の 手段 や 方法 まで も 自分 で選択 し て進 める 学 習
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の 導入

オ. 地 域社 会 や家庭 と学 校 の連 携

･ 連携 を より強 固 に し、 地 域 に根 ざ し開 かれ た学 校 へ

( 4 ) 教科 指 導内容 の 重点 化

O 独 り立 ちで きる 力を 育て るう え か ら、 各教 科 が担 う主 要 な課題 として、 表

現 力 と論理 的 な 思考 力 に着 目 し、 基 礎 的な 教科 で ある < 国語科 > と < 算数 ･

数 学科 〉を 研 究対 象 と する。

◎ 育て た い表 現 力、 論 理 的な 思考 力の 内 容を 明ら か に し、 指 導 の重 点化 と 系統

化 を図 る

◎教 材 の精選、 重点 化 を 図り、 配 列教 材の 検討 を 加 え、 指 導 計画 を作 成 する

@ 教材 ･ 教 具も 含 め、 学習 材の 開 発、 研 究 を する こ と

(5) 子供 一 人一人 の学 ぴ の 姿に焦 点 を当 て た授業 構 想

◎ 間題 解決的 な 学 び方の 定 着を 図 る授業 構 想 と基 礎 的な指 導 過程 の研 究

表 中 か らう か が え る よ う に、 B タ イ プ の 学 校 に お い て も、 A タ イ プ の場 合 と 同様、 そ

の 教 育 課 程 再 編 の 原 理 は 3 校 3 様 で あ る。

す な わ ち、 錦 華 小 は、 先 の 基 礎 的 な 学 力 の 育 成 と い う 観 点 か ら、 現 行 の 国語、 算数、 体

育 の 各 教 科 及 ぴ 特 別 活 動 は そ の ま ま を踏 襲 し つ つ、 他 の 教 科 等 に つ い て は 全 面 的 に見 直 し、

そ の 結 果、 4 つ の側 面 な い し分 野 に 基 づ く 指 導 内 容 = 教 科 の 新 設 を 行 う こ とに な っ た と 報

告 し て い る。 す な わ ち、 自 立 す る 力 を養 う → 生 活 科、 命 を 大 切 に して 総 て の 人 を 思 い や る

人 間 愛 の 精 神 を 養 う → 人 間 科、 自 己 を 適 切 に 表 現 す る 力 を 養 う → 表 現 科、 環 境 に 対 す る 理

解 を 深 め 保 全 に 努 め よ う と す る 態 度 を 養 う → 環 境 科 の 新 設 で あ る。

そ し て、 自 ら 課 題 を 設 定 し→ 追 求 す る と い う 子 ども の 思 考 の 流 れ を 重視 した 学 習指 導 を

展 開 す る た め に、 こ れ ら の 各 内 容 を 相 互 に 関 連 づ け る カ リ キ ュ ラ マ ト リ ッ ク ス の作 成、 及

ぴ 生 き た 教 材 開 発 の 必 要 に辿 り 着 い た と し て い る。

また、 学 習 指 導 に お い て は体 験 を 重 視 し た 活 動 の 導 入 を 提 出 して い る。

福 岡 教 育 大 学 附 属 小 は、 蛯 谷 氏 の 教 科 構 成 論 に 着 目 し、 子 ども がも の、 人、 こ と を認 知

して い く 活 動 ( 具 体 的 な 感 覚 活 動、 抽 象 的 思 考 活 動、 表現 的 活 動) を ペ ー ス に 現 行 教 科 ･

内 容 を 見 直 す と と も に、 そ の過 程 で新 教 科 と して < 表 現 科 ( 1 ･ 2 年) > 及 ぴ < 生 活 環 境

科 ( 3 ･ 4 年) > を設 定 す る 必 要 に た ち 至 っ た こ と、 さ ら に は、 こ れ ら の 各 教 科 を支 え、

総 合 的 に 人 とし て の在 り 方 生 き 方 を 考 え る 「人 間」 領 域 を新 設 す る 必 要 を 提 出 して い る。

束 小 ･ 中 は、 研 究 開 発 の焦 点 を 小 5 - 中 1 の移 行 期 3 年 間 に 定 め、 一 方 で は、 い う な れ

ば 現 行 の特 別 活 動 を、 道 徳 的 実 践 及 ぴ 各教 科 で の 学 習 成 果 を 実 践 す る 場 と して 再 編 す る た

め に 「生 活 交 流」 を構 想 し、 他 方 で は、 現 行 の 国 語 科、 算 数 ･ 数 学 科 の 2 教 科 に しほ り、

そ の 中 で 表 現 力 の 育 成 及 ぴ 論 理 的 な 思 考 力 の 育 成 の た め の 内 容 及 ぴ 教 材 ･ 教 具 を開 発 し て

い く と の 方 針 を 提 出 して い る。

また、 学 習 指導 に 関 連 し て、 「生 活 交 流」 に お い て は 体 験 学 習 の 重 視、 集 団 学 習 と と も

に個 別 学 習 の 採 用、 地 域 社 会 ･ 家 庭 と の 連 携 の 必 要 を、 他 方、 国語 科、 算 数 ･ 数 学 科 に お

いて 開 発 さ れ る 内容 の 間 題 解 決 授 業 の 構 想 を 提 案 して い る。

( 3 ) C タ イ プの研 究 開 発 学 校 に み ら れ る 特 質

次 に、 C タ イ プ に 属 す る 学 校、 す な わ ち 横 浜 国 立 大 学 附 属 横 浜 小 に み ら れ る特 質 を 一 覧
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した の が、 次 の < 表 8 > で あ る。

表8 C タイ プにお ける 教育課程 再編の原 理

'
( 1 ) 各教 科 とも r 共 に学 ぴを つ くり 上げ る 力」 で ある r 自 己決定 力 ･ 自己責 任 能力 / か

かわ り合 う 力」 の 3 つ の 力 につ なが る力 を 明ら か に し、 そ れぞ れの教 科 で どの よう な力

を大切 に したい の かを 考 えて 本校 独 自の 教育 課程 ( 横 小ブ ラン) を創 造 する。

例 えば、 現行 の生 活科 第 1 学 年内 容の 2 には 「近 所 の公 園な どの 公共施 設 は みん なの

もの で ある こ とが わか り … 」 という 一 文が あ るが、 これを、 本 校で は、 共通 して子

ども にわ か らせ て いく こ とよ り も、 それ 以 上に、 「白分 か ら学 習 を決 めた り、 自分 の活

動 を振 り返 りな が ら、 学 習の 価値 を 高 めて いく」 な ど 「共 に学 ぴを つ くり あげ る力」 に

つ ながる 力 の育 ち を大 切 に して い きたい と考え た。

他 の教 科、 例 え ば、 理 科 に お いて も、 本校 で は、 空 気や 光、 音 な どの個 々の 性質 につ

いて理 欝 す る こ とを 目的 にす る ので はな く、 3 つ の力 を伸 長す る こ とを第 一 に考 え、 学

習の 対象 と する 自然 事 象 は、 空 気で も光 で も音 で も、 また はそ れ らに 代 わるも ので も、

同 じよう に 力 を伸 長で きるも の な らば、 どれで も よい ので あ る。

(2 ) 各教 科 の基 本 構成 は 次の 通 り。

O 「教 科 目標」

(2) 「教 科 にお ける 3 つ の力 の と らえ か た」

(3 「学 年 目標 と育 てた い力」

「活 動例」 : 従 来、 内容 と呼ば れ て いたも の もの を 「活動 例」 と して 示 す。 ここ か

ら単 元構 成 を工 夫 する。

( 3 ) 単元 を 「子 ども が 自分 の思 いや願 いを 実現 す るた めに、 か かわ り合 い なが ら追 究 し

てい く学 習活 動 のひ と ま とま り」 と して とらえ て いる。

( 4 ) 指 導 内容 を能 力 を 中心 と した表 記 にす るこ とで、 内容 の規 定 から はな れ、 教科横 断

的な学 習 も構成 しや すく なる と ころ か ら。 → 「教科横 断型 学習」 と して位 置づ ける。 こ

の た め、 環 境、 福 祉 な ど学際 的 学習 につ いて も、 教 科外 に新 たな枠 組 み を作 らなく と も

、教 科の 中であ る いは 教科 を横 断す る学 習 を構 成 する こ とで、 十分 に 対応 で きる。

(5 ) 授業 時間 の工 夫

基 本 的に は 1 単位 時 間 4 5 分で あ る が、 実 際 に は、 子 ども の学習 の すす め 方に合 わ

せて、 6 0 分授 業 ( 4 5 分 × 4 時 間分 を 6 0 分 ず つ 3 回 にわ けて 行う) 、 9 0 分 授業 (

4 5 分 x 2 時 間分 を 1 回 として 扱う) な ど、 柔 軟 な扱 い 方 にす る。 チ ャイ ムも 多い 日で

も 1 日 3 回 とす る。

す な わ ち、 同 附 属 小 は、 現 行 の 教 科、 道 徳、 特 別 活 動 の 内 容 を 「共 に 学 ぴ を つ く り 上 げ

る 力」 と し て の 「自 己決 定 力」 「自 己 責 任 能 力」 「か か わ り 合 う 力」 の 3 つ の 力 の 育成 と

い う観 点 か ら 見 直 す と い う 方 針 を 明 ら か に して い る。 ま た、 そ れ ら 見 直 し内 容 を、 子 ども

の願 い 実 現 活 動 の 一 ま と ま り と して の 「単 元」 編 成 す る と して い る。

そ して、 学 習 指 導 に 関 連 して、 教 科 横 断 型 学 習 を 展 開 し た り、 子 ども の 学 習 状 況 に 応 じ

た 1 単 位 時 間 の 弾 力 的 運 用、 チ ャ イ ム の 削 減 等 の提 案 を して い る。

5 再編後 の 各学年別 の年 間総 授 業時数 をめ ぐっ て
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次に、 各研究開発 学校に おいて は、 前節 の よう な諸原 理に基 づいて教 育課程 を再締 した

結果、 いったい どのよう な新 教育 課程 を創 造 するこ とになっ たのであ ろうか。 その検討の

前に、 まず、 この節 にお いて、 こ の よう に して 開発 さ れた教 育課程 における各 学年別の年

間総 授業 時数の特質 につい て検 討 するこ とに したい。 という のも、 開発 された教 育課程が

現行 の総授 業時数 の 中で、 あ るい は平成 1 4 年度以 降実施 さ れること になる新規定 の中で

実施 可能で あるか、 あ るい はさら なる時数 改善の 必要 があるか、 の見通 しを予 め得 ておき

たいか らである。

そこで、 次に、 各研究 開発 学校 において新 たに研 究開発 された新教 育課程 にお ける 各学

年別 年間総授 業時数を 一 覧すれば、 次の< 表 9 > の 通り となる。 なお、 小学校 第 1 学年 は

年間 週3 4 単位時間、 第 2 学年 以降 は週3 5 単位時 間、 1 単 位時間 は4 5 分 で計算 ( 以 下、

同様) 。 また、 表中の ( ) 内は、 現行 の年 間総授 業時数 からの 削減 率 を% 表示 してい る。

表9 研 究開発 学校にお ける 各学年別 年間総 授業時数
学 校 名 学 年 第 1 学 年 第 2 学 年 第 3 学 年 第 4 学 年 第 5 学 年 第 6 学 年
福 島 大 学 附 属 小 7 7 0 8 2 4 9 3 0 9 3 0 9 3 0 9 3 0

(一9. 4 ) (一9 . 5 ) (一5 . 1) (' 8 4 ) (i 8 4 ) (一8 4 )
愛 媛 大 学 附 属 小 7 4 8 8 0 5 8 7 5 9 8 0 1 0 1 5 1 0 1 5

(･ 1 2. 0 ) (一ll .5 ) (一1 0 7 ) ( ･3 4 ) (･ 0 0 ) (一〇 〇)
上 越 市 立 大 手 町 小 7 6 5 8 2 3 9 2 8 9 6 3 9 9 8 9 9 8

(一10 . 0 ) (一9 .6 ) (一5 3 ) ( 一5 1) (一1 7) (一1 7 )
神 戸 大 学 小 7 4 8 8 0 5 8 7 5 9 1 0 9 1 0 9 1 0
附 属 明石 (- 12 . 0 ) ( 一11 .5 ) (一10 . 7 ) (一1 0 3 ) (一1 0 3 ) (一1 0 3 )

中 1 0 8 0 1 0 8 0 1 0 8 0

(+ 2 .9 ) (+ 2 9 ) (+2 9)

泉 '、 一 9 1 8 9 8 0 1 0 1 5 1 0 5 0 1 1 2 0 1 1 2 0
(+ 8 .0 ) (+ 7 .7 ) (+3 6) (+3 4 ) (+1 0 3 ) (+ 10 3 )

福 教 大 附 属 福岡 小 7 8 2 8 4 0 9 1 0 9 4 5 9 8 0 9 8 0
(一8 .O ) (一7. 7 ) (･ 7 1 ) (一6 9 ) (一3 4 ) (一3 4 )

函 南 町 立 東 小 (現 行) ( 現 行) (現 行 ) (現 行) 1 0 8 5

(+6 9 )

1 0 8 5

(+ 6 9 )
中 1 1 0 1 ( 現 行) (現 行)

(+ 4 .9 )

横 国 大 附 属 横 浜 小 8 3 2 8 6 4 9 2 8 9 4 8 9 5 8 9 5 8
(一2 .1 ) (一5 1) (一5 3) (一6 6 ) (一5 6 ) (一5 6 )

小学 校 年 間 現 行 8 5 0 9 1 0 9 8 0 1 0 1 5 1 0 1 5 1 0 1 5
総 授 業 時 数 新 7 8 2 8 4 0 9 1 0 9 4 5 9 4 5 9 4 5

(一8 . 0 (一7 .7 (.7 1) (一6 9 ) (一6 9 ) (一6 9 )
中学 校 年 間 現 行 1 0 5 0 1 0 5 0 1 0 5 0
総 授 業 時 数 新 9 8 0 9 8 0 9 8 0

(一6 . 7 (一6. 7 ) (一6 . 7)

表 9 よ り、 各研 究 開発 学 校 で 開 発 さ れ た 教 育 課 程 に み ら れ る 年 間 総 授 業 時 数 は、 各 校 に

お け る 現 行 の 教 育 課 程 を 再 編 す る 際 の 諸 原 理 の 違 い を 反 映 して、 ま さ に 各校 各 様 で あ る こ

とが わ か る。

あ え て い く つか の特 質 を あ げ れ ば、 (D 錦 華 小 と東 小 にお い て は、 現 行 時数 よ り 増 加 し て

い る こ と、 (2) 神 戸 大 学 附 属 明 石 中 及 ぴ 東 中 と い う、 中 学 校 に お け る研 究 開発 学 校 で は と も

に 現 行 時数 よ り増 加 して い る こ と、 ◎ 他 の 研 究 開 発 小 学 校 は、 お し な ぺ て 現 行 時 数 よ り 削
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減さ れてい るこ と ( 但 し、 愛媛大 学附属 小の 5 ･ 6 学 年は現行 時数) 、 @ 中で も、 削減率

は、 A タイ プに属 する各 4 小学校 が、 B タイ プ及 ぴ C タイ プの小学校 よりも概 して高くな

ってお り、 そ の削減 率は、 週5 日制完全 実施 を前提 として平成 1 4 年度 より実施 される新

らしい年間総授 業時数 ( 現 行より 週2 、 年間総 授業時数 平均で 7 . 2 5 % 削減) よりもさ

らに高く. な ってい ること ( 但 し、 福島大 学附属 小の第 3 学年、 愛媛大学 附属小 の第4 - 6

学年、 大手町 小の第 3 - 6 学年 は削減 内) 、 ◎福 岡教 育大学 附属福 岡 小と横 浜 国立大学附

属横浜 小は、 ともに、 現行 よりも 削減 してい るが、 新 ら しい年 間授業時数 から みれぱその

範 囲内に落ち着 いて いる こと、 等 を指摘 す ることが できよう。

6 再編後 の教 育課程 の特 質を めぐって

各 研 究 開 発 学 校 で 開 発 さ れ た 教 育 課 程 の 特 質 を み る と、 前 節 ま で の 検 討 か ら 示 唆さ れ る

よう に、 A - B の 各 タ イ プ別 に お い て は も ち ろ ん の こ と、 各 タ イ プ 内 に お い て も 互 い に 異

な り極 め て 多 様 で あ っ た。 こ の た め、 本 節 で は、 各 タ イ プ 別 の検 討 を と り や め、 各 学 校 ご

とに そ の 特 質 を 紹 介 し、 検 討 を 加 え る こ と に し た い。

く6 - 1 福 島 大学教育学 部附属 小学校 の場合 >

(1 ) 全体的特 質

同附属 小学校にお いて 開発され た教育課 程の全体 的な特 質を紹介 すれ ば、 下図の よう に

な る。

< 低 学 年 ( 1 ･ 2 年) > < 中 ･ 高学 年 ( 3 - 6 年) >

＼

徳

ノ

、

、/

生

去自

、

.!

】広H
、

現

'一

/

道

＼

士14 騰

く 年 間 の 授 業 時 数 〉

区 分 第 1 学 年 第 2 学 年 第 3 学 年 第 4 学 年 第 5 学 年 第 6 宇 年

輿 語 2 7 2 2 8 0 2 4 5 2 4 5' 2 1 0 2 1 0

各

教

算 数 1 3 6 1 7 5 1 7 5 . 1 7 5 1 7 5 1 7 5

科 生 活 1 3 2 1 3 4

道

徳

人. 間 1 4 0 1 4 0 1 4 0 1 4 0

の

授

地 琢 1 0 5 1 0 5 1 4 0 1 4 0

業

時

表 現 1 3 6 1 4 0 1 4 0 1.4 0 1 4 0 1 4 0

数 休 育 6 0 6 0 9 0 9 0 9 0 g o

ilo時1 3 4 3 5 3 5 3 5 3 5 3 5

組授業時数 7 7 0 8 2 4 9 きo
9 3 0. 9 3 0 9 3 0
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すな わち、 教育課程 は、 低学 年 ( 1 ･ 2 学年) で は、 国語、 算数、 生活、 表現、 体育の

5 教科 及ぴ道 徳の時間 より構成 されて いる。 中･ 高 学年 ( 3 - 6 学年) では、 低学年の生

活 が人間、 地 球の2 教科 に分化 する ことに なり、 他 の国語、 算数、 表 現、 体育 と合わせ、

計 6 教 科及 ぴ道徳 の時間 より構 成さ れてい る。

また、 各新 教科 に配当 される 年 間総 授業 時数をみ る と、 < 国語科 > で は、 現行の授業時

数 に比べ、 第1 - 4 学年 で は週1 単位 時 間分の減、 第5 、 6 学年 では現行 と同 じとなって

いる。 < 算数 科 > の年 間授業 時数 は、 各学 年とも、 現行 と同 じ時数 が配 当されている。 <

生活科 > で は、 現行 より、 第 1 学 年で は年 間で3 0 単位 時間、 第 2 学年 で年間 2 9 単位時

間多く配 当されて いる。

新設 の< 人間科 > には、 第3 - 6 学年 にか けて 年間 1 4 0 ( 週 4 ) 単 位時間 が配 当さ れ

ている。 < 地球科 > には、 第3 、 4 学年 では 1 0 5 ( 週 3 ) 単位 時間、 第5 ･ 6 学年で は

1 4 0 ( 週 4 ) 単位 時間 が配当さ れ、 現行 の理科 に比 べ、 第 3 ･ 4 学 年では 同 じ、 第5 ･

6 学年 では年間3 5 ( 週 1 ) 単位 時 間の増 となってい る。 また、 < 表現 科 > で は、 各学年

とも週 2 単位時間分 が配 当され、 現行 の音楽科 と図画 工作 科 の年間時数 を合計 した時数 と

なって いる。 他 方、 < 体育 科 > は、 現行 に比べ、 各学 年とも 週1 単位 時間分の 減となって

いる。

なお、 < 道徳 > には、 各学年 とも、 現 行 と同 じ授業 時数が 配当され てい る。

(2 ) 開 発 さ れた 各 教 科 等 の 特 質

そ れ で は、 新設 の 各 教 科 は、 どの よう な 意 図 ･ 目 標 を 持 っ て 新 設 さ れ、 そ の 結 果、 どの

よう に 内 容 編 成 ざれて い る の であ ろう一か。一現 行 の教一科 ･ 一内 容 が ど の よ う一に再 紆 ない し一統合

さ れ て い る の で あ ろ う か。

(2 ) 一 1 国語 科 の 特 質

O 再 編 の ため の 間 題 意 識

同 附 属 小 は、 現 状 の 問題 点 を 「国 語 科 で の 学 習 が 次 の学 習 や 他 教 科 で の 学 習 に 十 分 に役

立 て ら れ な か っ た り、 日 常 生 活 で 実 際 に発 揮 さ れ な い」 こ と を 反 省 し、 子 ども が 「生 き て

働 く 言 語 能 力 : 日 常 生 活 の 中 で 自 分 の思 い を 実 現 す る た め に、 言 語 を 用 い て、 よ り 適切 に

表 現 した り よ り 正 確 に 理 解 し た り する 力」 を 育 て る こ と を課 題 と し て い る。

こ の た め、 現行 の 目 標 を 改 め、 新 た に 「国 語 を 正 確 に理 解 し適 切 に 表 現 す る 能 力 を 育 て

る と と も に、 思考 力 や 想 像 力 及 ぴ 言 語 感 覚 を 養 い、 国語 に 対 す る 関 心 を 深 め 国 語 を 尊 重 す

る態 度 を 育 て る」 と 設 定 して い る。

(2) 内 容 ･ 方 法 の 改 善 策

そ して、 こ の た め に、 次 の よ う な 2 つ の 方 針 か ら 内 容 ･ 方 法 の 改 善 に取 り 組 ん で い る。

ア. 内 容 を 「表 現」 と 「理 解」 の 2 領 域 及 ぴ 「言 語 事項」 よ り構 成 す る が、 そ の際、

「表 現」 と 「理 解」 の 関 連 的 指 導 を 行 う こ と を 眼 目 に、 ( ア) 「話 す ･ 書 く ･. 聞 く ･ 読

む」 の 4 つ の 言 語 活 動 を 組 み 合 わ せ、 子 ど も の 「目 的 意 識」 及 ぴ 「相 手 意 識」 を 明 確

に し た 指 導、 及 び ( イ ) 日 常 生 活 と の 関 連 を 重 視 した 指 導 を 行 う よ う、 総 合 的 な 単 元

に よ る 内 容 編 成 を進 め る。

イ. 「言語 事項」 の 指 導 に お い て は、 「目 的 意 識」 及 ぴ 「相 手 意 識」 を き ち ん と持 た せ、
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そ れ を 日 常 生 活 場 面 で 実 際 に 用 い る よ う な 指 導 を 行 う。

( 2 ) 一 2 算 数 科 の 特 質

(工) 再 編 の た め の 問題 意 識

同 附 属 小 は、 「数 理 的 に 処 理 す る能 力 や、 進 ん で 生 活 に 生 か そ う と す る態 度 が 思 う よ う

に 育 成 さ れ て い な い。 基 礎 的 な 知 識 と 技 能 は 教 師 か ら 一 方 的 に 教 え 込 ま れ る も の で は な い」

とい う 間題 意 識 か ら、 「基 礎 的 な 知 識 と 技 能 は、 実 際 に 問 題 を 処 理 す る 場 合 に、 的 確 か つ

能 率 的 に 用 い る こ と が で き る よ う に な っ て 初 め て そ の 真 価 が 発 揮 さ れ る とい え る。 ま た、

数 理 的 に 処 理 す る 能 力 は、 … 帰 納、 演 縄 な ど の 考 え を も と に、 結 果 や 方 法 に つ い て 見

通 し を も ち 筋 道 を 立 て て 考 え た り、 結 果 や 方 法 の 正 し さ を 他 人 に 順 序 よ く 説 明 した り す る

能 力 で あ り、 こ の 能 力 は、 基 礎 的 な 知 識 と 技 能 を よ り よ く 身 に つ け る 過 程 で 育 て ら れ る」

と改 善 の 方 向 を 述 ぺ て い る。

この た め、 現 行 の 目標 を 改 め、 新 た に 「数 量 や 図 形 に つ い て の 基 礎 的 な 知 識 と 技 能 を 身

に 付 け、 そ の 過 程 に お い て 数 理 的 に 処 理 す る 能 力 を 育 て る と と も に、 進 ん で 生 活 に 生 か そ

うと す る 態 度 を 育 て る」 と設 定 し て い る。

(2) 内 容 ･ 方 法 の 改 善 策

そ し て、 こ の た め に は、 教 師側 の視 点 で 構 成 さ れ て い た従 来 の 内 容 を、 子 ども の側 に 立

っ て 再 検 討 す る こ と が 大 切 で あ る と し、 次 の よ う に 内 容 を再 編 し て い る。

す な わ ち、 現 行 の 1 ･ 2 学 年 の 「A 数 と 計 算」 「B 量 と測 定」 「C 図 形」 を、 「数 と 量」

「図 形」 に再 編 す る。 「数 と量」 に 統 合 す る の は、 子 ども の 生 活 で は 両 者 は 混 在 して お り、

こ の た め、 量 の 測 定 を 通 して 数 概 念 を と ら え た り、 大 き な 数 の 仕 組 み を 学 ぷ 過 程 で 長 さ、

か さ の 測 定 能 力 を高 め た り す る と い う よ う に、 両 者 の 関 連 指 導 が 大 切 で あ る か ら、 と す る。

ま た、 現 行 の 3 - 6 年 の 「 A 数 と計 算」 「B 量 と測 定」 「C 図 形」 「D 数 量 関 係」 を、

「数 と 式」 「図 形 と 量 ( 図 形 や 空 間概 念 と 量 の 測定 の原 理 と方 法、 測 定 能 力 を 関 連 さ せ る) 」

「数 量 関 係 ( 他 教 科 で の 事 例 の 考 察、 他 教 科 の 学 習 へ の積 極 的 な 活 用 を 図 り な が ら) 」 に

再 編 す る。

な お、 こ れ ら の 結 果、 例 え ば、 5 年 生 の 「倍 数 と 約 数」 と 「分 数 の た し 算 と ひ き数」 を

合 わ せ た 大 単 元 編 成 を し た り、 「立 体」 と 「立 体 の 体 積 と 表 面 積」 を 一 つ の 大 単 元 に編 成

す る 等 の、 内 容 の 再 編 ･ 統 合 が 随 所 に 報 告 さ れ て い る。

( 2 ) 一 3 生 活 科 の 特 質

(D 再 編 の た め の 問 題 意 識

子 ど も が 「生 活 す る 喜 ぴ、 活 動 す る 楽 し さ」 を 大 切 に す る と こ ろ か ら、 子 ど も が 進 ん で

働 きか け る 「環 境」 を 大 きく 捉 え、 こ の た め、 目標 を 「具 体 的 な 活 動 や 体 験 を 通 して、 自

分 と環 境 と の か か わ り に 関 心 を も た せ、 自 分 自 身 や 自分 の 生 活 に つ い て 考 え さ せ る と と も

に、 そ の過 程 に お い て 生 活 上 必 要 な 習 慣 や 技 能 を 身 に 付 け さ せ、 自 分 を 取 り 巻 く 環 境 へ 積

極 的 に 働 き か け る 態 度 を 育 て る」 と設 定 し て い る。

(2) 内 容 ･ 方法 の 改 善 策

子 ども の 思 い や 願 い を 基 盤 に 大 単 元 を 構 想 した 授 業 の 開 発 に 努 め て い る。
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( 2 ) 一 4 人間科 の特 質

O 再 編の ため の問題 意識

この教科 は第3 - 6 学 年に新 設さ れた教科 である が、 目標 を 「人間の生活 を見つめる活

動 を通 して、 人と人との 関わ りや人 間の営 みについ て理解 を図り、 国際社会 に生 きる人 間

として、 共 によりよい生 き方 を求 めよう とする態度 を育て る」 と設定 している。

(2) 内容 ･ 方法の改 善策

この教科の 内容 は、 「家庭生 活･ 学校生活」 「生 産･ 消 費 ･ 環境」 「文化 ･ 伝統」 「公

共･ 福 祉」 「国際理 解」 の6 つよ り構 成さ れ、 各内 容は、 さ らに第 3 - 6 年 ごとに具体化

されて いる。 現行教 科 との対象 関係 は必ず しも明ら かでは ないが、 低 学年 の生活科との 関

連や現 行 の社 会科、 家庭 科の 内容等 を参 考に しなが ら、 独自 の内容 づく りがみられる。

また、 各 内容の関連指 導を意 図 する内容 の 「単元」 編成が進 められ ている。

(2 ) 一 5 地球 科 の 特 質

(工) 再 編 の た め の 問 題 意 識

こ の 教 科 は 第 3 - 6 学 年 に 新 設 さ れ た 教 科 で あ る が、 こ れ ま で の 自 然 科 学 の学 間体 系 の

枠 を は ず し、 身 近 な 自 然 を 総 合 的 に と ら え る 学 習 の 展 開 を 意 図 し、 目 標 を 「身 近 な 自 然 に

働 き か け る 活 動 を 通 し て、 科 学 的 な 見 方 や 考 え 方 を 養 う と と も に、 自 然 と人 間 との か か わ

りに っ い て理 解 を 図 り、 自 然 を 愛 し、 大 切 に して い く 態 度 を 育 て る」 と 設 定 して い る。

(2) 内 容 ･ 方法 の 改 善 策

この 教 科 の 内 容 は、 「 ( 人 間 が 住 む 地 球 そ の も の に 必 要 な) 天 体 の 動 き」 「 ( 人 間が 生

きる一た め に不 可欠 な一) 一大 魚 一水 r 大 地 の 変 化 T f 一( 大 間 ど共 生一･一共 存 す る毛 の と一し て の)

生 物 の 適 応」 「 ( 人 間 が 生 活 す る た め に 必 要 な) 物 質 と エ ネ ル ギ ー の 利 用」 の 4 つ よ り構

成 さ れ て い る。 生 活 科 や 人 間科 と の 関 連 を は じめ、 現 行 の理 科 に み ら れ る 「A 生 物 と そ の

環 境」 「B 物 質 と エ ネ ル ギ ー」 「C 地 球 と宇 宙」 を ペ ー ス に しな が ら の、 内 容 の再 編 ･ 統

合 が う か が え る。

また、 こ れ ら 各 内 容 の 関連 指 導 を 意 図 し て、 内 容 の 「単 元」 得 成 が 進 め ら れ て い る。

( 2 ) 一 6 表 現 科 の特 質

(工) 再 編 の た め の 問題 意 識

この 教 科 で は、 従 来 の 音 楽 や 図 画 工 作、 体 育 な ど の 教 科 の 枠 を 超 え て 子 ども が 自 分 の や

っ て み た い こ と を 考 え、 工 夫 す る こ と を 意 図 し、 目 標 を 「表 現 及 ぴ 鑑 賞 の活 動 を 通 して、

創 造 活 動 の 基 礎的 な 能 力 を 育 て る と と も に 表 現 の 喜 ぴ を 味 わ わ せ、 豊 か な 情 操 を 養 う」 と

設 定 して い る。

(2) 内 容 ･ 方 法 の 改 善 策

こ の た め･ 内容 に お い て も、 「素 材」 r 場 所 の 特 徴」 r テ ー マ ( イ メ ー ジ) 」 r よさ や

美 しさ の艦 賞」 と い っ た 4 つ の 表 現 対 象 を 設 け、 そ れ ぞ れ に お い て 子 ども の 「串 会 い」 →

r 表 現 活 動」 を 重視 す る 編 成 が め ざさ れ て い 乱

この 結 果、 例 え ば、 4 年 生 で は 単 元 「O O に 変 身」 ( 9 0 分 × 5 ) に お い て、 (D 一 番 変

身 した い も の に 変 身 して み よう → ◎ 自 分 な り の 表 し 方 や 手 順 で 自 由 に 表 現 → ◎ 変 身 した も

の か ら イ メ ー ジ を 膨 ら ま せ て 表 現 ( お 話 を 作 り劇 を す る、 本 物 を ま ね る、 音 楽 に 合 わ せ て

一3 1 一



踊 る 等 ) と い っ た 活 動 が 展 開 さ れ て い る。

( 2 ) 一 7 体 育 科 の 特 質

(D 再 垣 の た め の 間 題 意 識

従 来 で は 教 師 主 ■ に 一 律 的 な 技 能 の 向 上 が め ざ さ れ た り、 迎 動 量 を 保 証 す る た め 子 と も

が ル ー ル を 決 め た り 作 戦 を 立 て て 練 習 す る と い っ た 時 間 が 少 な か っ た こ と 等 が 反 省 さ れ、

今 後 は、' 運 動 の 楽 し さ を 求 め、 進 ん で ル ー ル や 作 戦 を 考 え た り、 学 習 の 計 画 を 立 て た り し

な が ら 運 助 の 仕 方 を 学 ぴ な が ら、 日 常 生 活 や 生 涯 に わ た っ て 運 動 に 親 し む 態 度 を 賛 い た い

と 考 え、 こ の た め、 目 棟 を r 迎 動 の 楽 し さ や 喜 ぴ を 味 わ う 経 験 と 心 身 の 健 康 ･ 安 全 に つ い

て の 理 解 を 通 し て、 進 ん で 運 動 に 親 し み、 健 康 で 明 る い 生 活 を 営 む 態 度 を 育 て る」 と 設 定

して い る。

0 内 容 ･ 方 法 の 改 善 策

こ の た め、 現 行 の 迎 動 種 目 別 の 内 容 編 成 を 改 め、 1 - 6 学 年 を r 運 動」 r 健 康 で 安 全 な

生 活」 の 2 領 域 に 再 編 ･ 統 合 し て い る。 さ ら に、 r 運 動 」 を 走 る、 跳 ぷ、 転 が る、 泳 ぐ、

投 げ る、 蹴 る な ど の < 基 本 遅 動 > と < 発 展 運 動 > と に 分 け て い る。 「健 康 で 安 全 な 生 活」

で は、 病 気 の 予 防、 身 の 回 り の 危 険 な 場 所 や 事 柄 に つ い て の 理 解 が 中 心 と さ れ て い る。

( 2 ) 一 8 道 徳 の 特 質

こ こ で は、 従 来 の 資 料 に よ る 道 徳 的 価 値 の 理 解 を 中 心 と し た 受 動 的 な 学 習 の 結 果、 子 ど

も に 道 徳 的 な 実 践 力 が 身 に 付 け ら れ な か っ た こ と が 反 省 さ れ、 道 徳 的 価 値 の 内 面 化 と 道 徳

的 実 践 を 一 体 的 に 捉 え て い く 必 要 が 提 出 さ れ、 こ こ か ら 改 善 策 と し て、 (=) 教 科 の 学 習 の 中

に 含 ま れ る 道 徳 的 価 値 を 取 り 上 げ た 道 徳 の 時 間 の 設 定、 (2) 教 科 の 単 元 の 展 開 に 道 徳 の 時 間

を 組 み 合 わ せ て 設 定 す る 方 策 が 採 ら れ て い る。

〈 6 - 2 愛 媛 大 学 教 育 学 部 附 属 小 学 校 の 場 合 >

( 1 ) 全 体 的 特 質

同 附 属 小 学 校 に お い て 開 発 さ れ た 教 育 課 程 の 全 体 的 な 特 質 を 紹 介 す れ ば、 下 図 の よ う に、

8 つ の 「学 習 領 域」 及 ぴ 「み ん な の 時 間」 よ り 構 成 さ れ て い る。

各 「学 習 領 域」 の 年 間 授 業 時 数

学年 た人けん･冒険 しちぺ･ 1圭研究 モだて･育て そうそ巧･創造 ならい･習い うんと「･ 泄動 _うij●1 ･交流 Uた'.く･画( Aん' n時岡 標準時数

1年 67 ( 9 % 〕 47 ( 6 % ) 57 ( 8 % 〕 2 16〔29 % ) 187 (25 % ) 64 ( 8 % ) 77 0 0 % 〕 33 ( 5 % ) 0 60} 748

2 年 64 ( 8 % ) 46 ( 6 % 〕 8 2(IO % 〕 24 6 (31 % 〕 181 (2 3 % 〕 61 ( 8 % ) 96 (]2 % ) 27 ( 2 % ) 、16 0) 80 3

3 年 44 ( 5 % 〕 18 5(21 % ) 35( 4 % 〕 229 (26 % ) 166 (19 % ) 69 ( 8 % 〕 11 8 (i4 % ) 25( 3 % 〕 く16 0) 87 1

4 年 48( 5 % 〕 19 1(19 % ) 39 ( 4 % ) 254 (26 % 〕 194 (20 % 〕 72 ( 7 % ) 145 (1 5% ) 35( 4 % ) (ll60) 9S O

5 年 32 ( 3 % 〕 242 (24 % 〕 36 (弓% ) 248 (24 % ) 126 (12 % ) 70 ( 7 % ) 156 (15 % ) 105(ll % 〕 〈1 60) iOi5

一一一一一一一
6 年 20 ( 2 % ) 240 (24 % ) 12 ( 1 % ) 3 00 (30 % ) 91 (iO % 〕 70 ( 7 % 〕 224 (2 2 % ) 41 ( 4 % 〕 く160〉 1015

( 2 ) 開 発 さ れ た 各 「学 習 領 域」 の 内 容 編 成 の 特 質 一

ま ず、 8 つ の 「学 習 領 域」 及 ぴ 「み ん な の 時 間」 の 願 い ( 目 標 ) を 紹 介 す れ ぱ、 次 の よ
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うであ る。

学習領域 籏 い

たんけん O 期待や不安を抱きながら, 未知の環境や他者と出会い, かかわる活動を通して,
剛喚の学習 環境や他若との新たなかかわりを見出したり, 自己信頼感を高めたりするような経

験をもつ。

しらべ 0
0 実験や調査などにより情報を収集したり, 処理して発表や報告したりして自分な

調査･研究の学習 りのまとまりをつくるような活動を通して, 調査･ 研究することの而白さを味わい,
課題解決のよりよい在り方に目を向けていくような経験をもつ。

そだて O 生き物の誕生や成長の姿, 死など生命と一体的にかかわるような体験の中で生命
育ての学習 のもつ不思議さや生命の尊さを感じ取り, 生き物とのかかわり方を考えた1〕生き物

を育てる喜びを味わったりするような経験をもつ。

そうぞう ○ 自分の思いや願いを明らかにしながら自分なりの方法で表したり, さまざまな発
創造の学習 信を感受し味わったりすることを楽しみ, 他者と相互作用しながら新たな自己と出

会い, 自分なりの文化を創りだしていくような経験をもつ。

ならい O 記号や用具を操作する面白さや楽しさを味わいながら, それらについての概念を
翌いの学習 見出した'L 操作能力を高めたりする (身につける) ような経験をもつ。

うんどう O 運動する楽しさや喜ぴを味わないがら, 運動文化のよさに気づき, 各種の運動能
運動の学習 力を高める(身につける〕ような経験をもつ。

こう1〕ゆう ○ 他者と一体的･ 相互主体的にかかわったり自分自身を見つめたりする活動を通し
交流の学習 て･ 交流する楽しさや人のすばらしさを味わい, 認め合いながらともに生きようと

するような経験をもつ。

はたらく 一 一-一-■-○ 奉什的な活動やボランティア活動などを通して, 他者や環境のために役に.、乞つ楽
働く学習 しさや喜びを味わったり, 集団の一員としての白覚をもったりするような経験をも

つo

みんなの時開 一一一■一一-一一一一-一一一一一一一一一 一一一 _ _ 一■ -_ 一一一■■-L 一一一-一一一一一■■一■■○ 変化とゆとりのある学校生活を願い, 弾力的な運用ができるように配慮した自由

裁量の時間や学校行事等の時間である。

そして、 このような目標 のもとで、 同附 属小は、 各 「学習領域」 ごとに、 そ の内容を、

低 一中一高学年別に、 < 環 境 とのかかわり > < 文化 とのかかわり > < 人 間とのかかわり >

の 3 つ の基 本的な視 点を手が かりに具体化 している。 その特質を整理 すると、 概略、 以下

の通りである。

学習 領域 3 つの基本的な視点 低学年の 中学年の 高学年の

内容数 内容数 内容数

環境とのかかわり 7 o o

たん けん ･ 冒険 文化とのかかわり 4 3 2

人間 とのかかわり 1 1 1

環 境 とのかかわり 1 1 2 1 0
しらぺ ･ 調 査研究 文化とのかかわり 2 7 4

人間 とのかかわり 0 o O

環境 とのかかわり 3 1 5

そだて ■育て 文化とのかかわり 1 O O

人 間とのかかわり 0 0 0

環境 とのかかわり 1 o O

そう ぞう ･ 創 造 文化とのかかわり 1 3 1 5 1 7

人 間とのかかわり 0 0 o

環境 とのかかわり 0 0 o

な らい ･ 習 い 文化とのかかわり 6 6 6

人 間とのかかわり o o o

一33 一



環 境 と の か か わ り O o o

う ん どう ･ 遅 動 文 化 と の か か わ り 2 2 2

人 間 と の か か わ り 1 1 1

環 境 と の か か わ り O o 0

こ う り ゅ う ･ 交 流 文 化 と の か か わ り 2 2 3

人 間 と の か か わ り 3 4 3

環 境 と の か か わ り 1 o o

は た ら く ･ 働 く 文 化 と の か か わ り 2 2 2

人 間 と の か か わ り 1 1 1

学校行■■係 = ■式■係、 保4 ･ 安全行■

み ん な の 時 間 その他 : 知鷹テスト、 ■労 {卓 引き〕、 低宇年との交流、 音崇■会、 兄

i 業 会、 字載活●、 お楽しみ会、 字年■会、 実カテストなと

注 : < 現 境 との かかわ り > は 「自然」 『社 会」 から内 容構 成

< 文 化と のか かわ り > は r こ とば」 r 故 理」 r 音 楽」 r 造 形」 r 運 O 」 「く らし」 か ら内容構 成

< 人 間と のか かわ り > は 「ひ と」 か ら 内容構成

上 記 の r 自 然」 r 社 会 」 r こ と ば」 r 数 理 」 r 音 楽 」 r 造 形」 r 運 動 」 r く ら し」 r ひ

と」 と い う 9 つ の 内 容 は、 ほ ぽ 現 行 の 教 科 名 に 対 応 さ せ て 考 え ら れ て い る よ う に 思 わ れ も

す る が ( し か し、 「く ら し」 に は 広 く 保 健、 社 会、 家 庭、 道 徳 な ど が 再 編 ) 、 現 行 内 暑 を

精 選 し た り、 統 合 ･ 再 得 し た り し て い る 特 質 が う か が え る。

そ し て、 こ れ ら の 各 内 容 は、 各 領 域 ご と に、 3 つ の < か か わ り 〉 内 容 を、 別 々 に で は な

く･ 総 合 的 に 関 連 し た 指 導 を す る た め に、 内 容 の r 活 動 単 元」 編 成 が 試 み ら れ て い る。

< 6 - 3 新 潟 県 上 越 市 立 大 手 町 小 学 校 の 場 合 >

( 1 ) 全 体 的 特 質

大 手 町 小 学 校 に お い て 開 発 さ れ た 教 育 課 程 の 全 休 的 な 特 質 を 紹 介 す れ ぱ、 下 図 の よ う に、

7 単 元 群 よ り 構 成 さ れ て い る。

単元群 学年 第 1 学 年 第 2 学 年 第 3 学 年 第 4 学 年 第 5 学 年 第 6 学 年

生 活 ･ 環 境 1 0 2 1 0 5 1 4 0 1 4 0 1 4 0 1 4 0

言 語 2 3 8 2 4 5 2 1 0 2 1 0 1 7 5 1 7 5

数 量 ･ 図 形 1 3 6 1 7 5 1 7 5 1 7 5 1 7 5 1 7 5

総 合 科 学 7 0 1 0 5 1 4 0 1 4 0

創 造 表 現 1 0 2 1 0 5 1 0 5 1 0 5 1 0 5 1 0 5

身体 ･ 健 康 1 0 2 1 0 5 1 0 5 l O 5 1 4 0 1 4 0

自 分 ･ 集 団 8 5 8 8 1 2 3 1 2 3 1 2 3 1 2 3

縄 授業 時 数 7 6 5 8 2 3 9 2 8 9 6 3 9 9 8 9 9 8

な お、 現 行 の 国 語 科 と 算 数 科 の 内 容 は、 そ れ ぞ れ 「言 語 単 元 群」 、 「数 i ･ 図 形 単 元 群」

とい う 新 た な 単 元 群 ( 教 科 ) へ と 単 独 で 再 編 ･ 統 合 さ れ て い る の で ( 後 出 参 照 ) 、 そ の 年

間 授 業 時 数 を 現 行 と 比 ぺ る と、 国 語 科 は 第 1 - 4 学 年 で は 週 2 単 位 時 間、 第 5 ･ 6 学 年 で

は 週 1 単 位 時 間 分 が 削 減 さ れ て い る こ と に な る。 算 数 科 は 現 行 の 授 業 時 数 が そ の ま ま 維 持
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されている。

( 2 ) 各 単 元群 の内容編成 の特 質

同小によれば、 上記 の7 単 元群 は、 既に検討され たように、 「統合」 「関連」 「重点化」

という 3 つ の再編原理 に基 づいて、 現行の教科内容 を再編 ･ 統 合 して誕生したという。 そ

の要領 は下図の よう である。

< 現行教科>

国 語

社 会

算 数

理 科

生 活

音 楽

図画工作

家 庭

体 育

< 再 編 ･ 統合 の要領>

体 験活動を中核に自然や社会 「環境」

に勧きかける視点より内容を 「統合」

音声言語を重視しコミュニケーション

能力を育成するよう内容を「重点化」

論理的思考力の育成、 数理的な処理

のよさを生活に生かせるよう内容を

「重点化」

社会科学、 自然科学の価値や必要性

を見出すよう内容を 「関連」

自分の思いの1 か な表現力と感性を

育成するよう内容を 「関連」

健康という視点から内容を「■違」

白分らしい在り方生き方を探るとと

もに、 他者を尊重し共に生きる心の

教育から内容を 「統合」

< 開 発単元群 >

→ 「生活･ 環境単元群」

→ 「言語単元詳」

→ 「故量･ 図形単元群」

→ 「総合科学単元群」

→ 「創造表現単元群」

道 徳

→ 「身体･ 健 庫箪元詳」

特別活動

→ 「自分･ 集 団単元詳」

( 3 ) 現 行 の学 習指 導要領の内容 の厳選例

そして、 同小は、 これらの各単元群 内の内容を整 理 しながら、 その学習指 4 の ために

「活動 単元」 ( 願 い実現活動 の一 まとまり) に よる内容編成 を進 めたわけであるが、 その

過程で厳選 されるようになっ た現行学習指 導要領 の内容を、 次図のように一覧表に整理 し

ている。

浮かぴ上がった厳選視点 現行の学習指導要領と比較した場合の主な厳選内容例

別々に扱われていた内容 ･算数1 年の加法、減法の意味や立式は、 一体化して学習。

を統合して扱いスリム化 ･算数6 年の分数の乗除は、 連続一体化して学習。

･社会、理科4 年の r関川調査隊」に関する内容を総合的に学習。

他単元群で扱うことになっ ･算数4 年の小数の加減乗除は「おすすめ 嫌いこくふくジュース」'

ている内容を関連させて で身体･ 健康単元群の 「ぼく、わたしの健康宣書」と関連化。

スリム化 ･理科6 年の水溶液の内容は、 5 年の総合科学単元群の酸性雨の調査

で扱ったので、 6 年の生活･ 環境単元群で内容を軽減。

単元の内容の中で中心と ･算数1 年の 「くりあがりとくりさがり」は2 か月聞集中して学習。

なる見方･ 考え方にかか ･算数2 年の 「数えて元気!」 で十進位取り記数法を実感的に学習。

わる活動を重点化 ･理科4 年 「てんぴん」を削除し「てこ」に関連する単元に統合。
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単なる知識 ･ 技 能の伝達 ･ 理 科 3 年 の昆虫の体 のつくりは、 教え込みになりやすく 削除。

や暗記 に陥りがちな内容 ･ 社 会 6 年 の神話 ･ 伝 承や人物に関するものにつ いて は軽減。

は、 削除または軽減 ･ 算 数 3 、 4 年 のそろばんの内容を削除.

･ 音 楽や図工で画 一的 な知識 ･ 技 能習得の性格 が強 い学習 はしない、

子 どもにとって高度 な内 ･ 国 語の全学年で段落分けや人物の気持ちの読取り を軽減。

容は、 削除または軽減 ･ 算 数 6 年 の角錐や円錐の体積と表面積 について は応用と して扱う。

･ 理 科 6 年 の 「堆積岩 と火成岩の粒の様子の違 い」 の内容は軽減。

子 どもの日常生活 で身 に ･ 家 庭科 6 年 め被服製作 に関するものは軽減。

付け られ る内容は軽減 ･ 算 数 1 年 の時計や時 間、 時刻に関する内容は、 確 認程度 にする。

･ 道 徳の指導内容 を時 間で割 り振って扱うような学習は行 わない。

中学校で同様に扱うこと
一

･社 会 6 年 の歴 史に関す る内容 は、 通史的に取り扱 わない。

になっている内容は削除 ･理 科 5 、 6 年 の 「太陽や月 の位置関係 と見え方の違 いに関するもの」

また は軽減 「星の日周運動 と位置や方向に関するもの」 は軽減 した。

< 6 - 4 神 戸 大 学 発 達 科 学 部 附 属 明 石 小 ･ 中 学 校 の 場 合 〉

( 1 ) 全 体 的 特 質

同 附 属 明 石 小 ･ 中 で 開 発 さ れ た 教 育 課 程 の 全 体 的 な 特 質 を 紹 介 す れ ば、 次 図 の よ う で あ

る。

O 小 学 1 _ 3 年 生 く 小 学 校 > < 中 学 校 >

」･' 元 学 習

■一■■■一 ■,一- 一一■一
■■后● 生渚真且 学年 1 宜 3

羊

年

各, ■

丑び舌●

口 ●● ■

■ ■1 ■ ■●轟皿 生后■■ 1阯一, 仏 叶

学習 年 年 年

赦=科' 学" 習 T S 8 7 苫7 7 5 3
1 早' 了年■ 3 2 6 4 5 1 1 2 2

"
年 ■行" ■■■ → 3 0 音2 ■2 生3 ■1 ' 一 ■1 2 5 国 語 l o 9 0 4 1 2 邑

2 平' 了年■ 4 2 5 4 5 1 1 2 3 社 会 7 9 0 4 8 5

年 ■日" ■■■ 5 3 0 音2 ■2 生3 ■1 一一 ●1 2 e
敏 学 9 4 l o o 1 2 6

3 平庄了年度 4 2 6 4 了 1 1 2 5

i 2 ■2
■一一'一■■
杜3 ■3 ■1 一一 ■1 2 8

理 科 9 4 7 9 0 4

年 壇行櫓■■■ 5 3 9

音 楽 6 3 5 4 3 1

O 小 宇 4 - 5 年 生
美 術 6 3 臼3 j 6

学 書学■

一

■ ●1 ■

元 学

■■轟■

習

■ 4 人 ■

■帆后● 生后■且 保 健 体 育 7 9 9 4 1 0 0

年 丑び旨● ■ ●1 ■ 1り" " 叶 技術･ 家庭 6 3 5 6 7 2

4 平庄了年■ 4 2 8 4 5 3 1 1 2 6
外 国 藷 0 4 8 4 I o 3

年

5

■行獅●■■

平庄了年度

5 3 8

4 2 5

i 2 ■2

4

■3 杜2 社1■1 H

O 3

ク1

1

学1

1

2 0

2 后

年 ■行獅■■■ 5 3 6 ■2 目2 13 11 12 社2 ■1 ク1 学1 2 0

O 、一

,
4 5 年 生
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榛求 学習 1 4 5 1 4 5 12 8

o 小宇后年生 環境 学習 ' 5 3 9

皿 一一-■■一一一一一一■■0 5 4
■元学■ 9女 事4

一■■■,■■■■■

学 習
" ホ
' 元 ■■君● 生着■■

国康理解学習 2 5 3 1 =

羊 ' 羊■ ■ 1● ■ ■ ■ ■ 杜 1●
年 丑ぴ旨● ■ ●, ■ 章 縄 ■ ● " '･, " " =f

人 間 字習 3 5 3 5 ･ 3 5

6 平' 1 年■ 4 2 5 2 2 2 2 2 3 1 1 2 6 選幽合学習 4 0 4 0 4 0
↓

年 ■行" ' ■■ 5 3 6 2 2 2 2 2 11-111 ク1 , 1 2 9 津醸 鮮貫 19 7 l o 9 1 9 8

儀式的活動 1 3 1 1三 i3

自治的活動 17 5 1 8 0 = I T O

健康安全活動 9 7
一一
H

瓢 .食･ =計 1080 .!卿 Io凹

o 小宇后年生

( 2 ) 各 4 領 域における内容編成 の特 質

(2 ) 一 1 身 体健康領域

ア. 目標

この領城の目標を、 「自分 の身体 を知り、 健康の保持増進を図る とともに、 自分の体 の

動きをイメ ージ し、 具体的に表現 していくための身体操作能力を身に付ける」 と設定 して

いる。

イ. 内 容

そして、 このために、 内容 として、 大きくO 「保健体育学習」 との 「健康 安全活動」 の

2 っ が設定 されている。 このう ち、 「保健 体育学習」 には、 内容として 4 つ の学習要素

(スコ ープ〕 を、 すなわち 「から だ」 ( 進 んで運 動に親しむ態度 や能 力、 各種運動の基 礎

的基本 的な動きの学習) 、 「ここ ろ」 ( 人 間相 互の関係 についての正 しい理解、 望ましい

態度や行動 の仕 方の学習) 、 「表現」 ( 日 本古来の伝統文化や世界の民族文化に親 しみ、

交流で きる ことの学習) 、 「健康生活」 ( 健 康 な休 の保持増進を考え、 健康の課題 につい

て の正 しい認識 の育成) を 設 け、 それ ぞれ の内容 を、 小 1 - 3 学 年、 小4 - 中 3 学 年の発

達 区分 に応 じて 具体化 している。

他方 の 「健康 安全活動」 は、 幼稚園では 「総合的 な遊 ぴ」 →小 1 - 6 学 年 の 「生活実践

活動」 → 中 1 - 3 学 年 の 「生活実践学習」 として実施さ れる ことになる。

( 2 ) 一2 心 の表現領域

ア. 目標

この領域 の目標 を、 「記号や技術を使い、 自分 の思いや考 え、 夢や 願いなどを豊 かに表

現 する とともに、 表現を通 して思考操作を学ぴ、 自 己や外界 などの認識を深める」 と設定

してい る。

イ. 内 容

内容 としては、 大きく3 つ の系統が設け られてい る。

O 一 っは、 小 1 - 3 学年 での 「想像表現学習」 → 小4 ･ 5 学年 の 「創造 表現 学習」 →小

6 - 中 3 学 年に おいて r 音 楽学習」 と r 美 術学習」 とに分化 するという分野で ある。

そして、 「想像 ･ 創 造学習」 のためには、 内容決定の ため に 4 つ のスコ」 ブが、 すなわ

ち、 「感覚」 ( 自然や事物と感覚的に交流 し感応す る活動) 、 「ファンタ ジー」 ( 子 ども
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の 心 の 現 象 を 対 象 化 さ せ る た め の 活 動 ) 、 r ふ れ あ い」 ( 人 や 自 然 と ふ れ あ い、 表 現 ･ 発

表 す る 場 ) 、 '「 生 活 」 ( 家 庭 生 活 や 学 校 生 活 を 楽 し く 豊 か に す る た め の 表 現 活 動 ) が 設 定

さ れ て い る。

r 音 楽」 で は、 子 ど も 独 自 な 表 現 活 動 を 重 視 す る と い う 立 場 か ら、 歌 唱 ･ 器 楽 ･ 艦 賞 の

領 域 を 「創 作 」 表 現 す る と い う 学 習 領 域 を 新 設 し て い る。

r 美 術 学 習」 で は、 造 形 性 と い う 視 点 を 重 視 す る と と も に、 高 学 年 以 降 の 発 達 特 性 や 従

来 の 美 術 領 域 で は 包 み 込 め な い よ う な 美 術 的 活 動 や 作 品 群 の 発 展 等 を 考 慮 す る と こ ろ か ら、

横 柚 に 「造 形 要 素」 を、 縦 軸 に 発 達 特 性 を 考 慮 し た 「造 形 活 動 に お け る 能 力」 を 整 理 し な

が ら 造 形 活 劾 能 カ ー 覧 表 を 作 成 し て い る。

(2) 二 つ め は、 小 1 - 中 3 学 年 に か け て の 「国 語 学 習」 で あ る。 そ し て、 こ こ で は、 従 来 の

r 始 め に 教 材 あ り き ( 教 科 書 が あ る か ら 学 ぷ べ き 内 容 が あ る ) 」 か ら 転 換 し、 子 ども が 自

ら学 ぽ う と す る 言 語 活 動 を 重 視 す る た め に、 目 標 を 「子 と も 自 ら の 思 い や 考 え を 表 現 す る

た め に、 ふ さ わ し い 言 葉 を 選 ぴ、 言 い 表 し、 書 き 表 し、 伝 え 合 う 態 度 と 能 力 を 育 て、 心 と

言 葉 を み が く 学 習 」 と 設 定 し て い る。

そ し て、 こ の た め に、 ス コ ー プ と し て、 現 代 的 課 題 を 含 む よ う に、 「こ と ば」 ( 語 句 や

文、 文 章、 表 現 や 伝 統 技 術、 日 本 語 の 様 々 な 表 現 方 法 等 ) 、 「人 間」 ( 人 々 相 互 の つ な が

りの 理 解、 命 を 尊 ぴ 平 和 な 地 球 を 愛 し、 広 く 働 き か け る、 よ り よ い 人 間 関 係 や 社 会 と の 接

し 方 等 ) 、 「自 然」 ( 変 化 す る 自 然 や 地 球 環 境 の 仕 組 み と 私 た ち の 生 活 と の 結 ぴ 付 き の 理

解 と よ い 接 し 方、 地 球 環 境 問 題 の 理 解 と 国 際 社 会 へ の 働 き か け) 、 「情 報」 ( 情 報 の 収 集

･ 整 理 ･ 選 択 ･ 活 用 ･ 情 報 を 生 み 出 し 伝 え る ) 、 r 国 際 」 ( 国 際 社 会 の ひ と ･ も の ･ こ と

と 日 本 文 化 へ の 興 味 ･ 関 心、 開 か れ た 心 で 接 す る、 古 典 を 中 心 に 日 本 文 化 に ふ れ、 創 造 し

伝 え る ) の 5 つ を 設 定 し て い る。

◎ 三 つ め は、 「英 語 学 習」 で あ る。 そ し て、 現 行 学 習 指 導 要 領 の 方 向 に 沿 い、 目 標 を 「英

語 を 理 解 し、 英 語 で 表 現 す る 基 礎 的 な 能 力 を 巷 い、 英 語 で 積 極 的 に コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を

図 ろ う と す る 態 度 を 育 て る と 共 に、 言 語 や 文 化 に 対 す る 関 心 を 深 め、 国 際 理 解 の 基 礎 を 培

う」 と 設 定 し て い る。 そ し て、 こ の た め に、 小 学 校 に お け る 国 際 理 解 学 習 の 一 環 と し て 英

語 に 親 し む 活 幼、 中 学 校 に お け る 英 語 を 積 極 的 に 使 う 学 習 に 力 点 を 置 い て い る。

( 2 ) 一 3 環 境 探 求 領 域

ア. 目 標

こ の 領 域 の 目 標 を、 「自 分 を 取 り 巻 い て い る 自 然 的、 社 会 的、 そ し て 人 間 的 環 境 に 対 し

て、 自 律 的 に 働 き 掛 け 科 学 的 な 見 方 や 考 え 方 を 深 め、 そ の 価 値 を 見 い だ し、 自 ら の 生 き 方

や 生 活 を よ り 良 い 方 向 に 導 い て い こ う と す る 力 を 育 て る」 と 設 定 し て い る。

イ. 内 容

そ し て･ こ の 領 域 に 属 す る 全 て の 学 習 ( 後 出 ) に 共 通 の ス コ ー プ と し て、 r 国 際 性」

( 人 と 人 と の か か わ り、 地 球 人 的 資 質 か ら の 人 間 性、 文 化 を 重 視 す る 視 点 ) 、 「生 活 性 」

(生 活 に 根 ざ し、 生 き 方 に 遺 元 す る 視 点 ) 、 「感 性」 ( 体 験 的 で 豊 か な 感 性、 感 性 へ の 働

き掛 け を 重 視 す る 視 点 ) 、 「科 学 性 」 ( 社 会 的、 自 然 的 関 係 認 識、 科 学 的 な 学 ぴ の 育 成 を

重 視 す る 視 点 ) を 設 定 し、 幼 稚 園 - 中 3 学 年 に か け て 次 の よ う な 学 習 展 開 を 展 開 し て い る。

す な わ ち、 、 前 期 教 育 の 幼 稚 園 に お け る 「総 合 的 な 学 ぴ」 → 前 期 教 育 後 半 ( 小 1 - 3 学
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年) に お ける 「生活表現学習」 →後期教育 前半 ( 小 4 - 5 学 年) で の 「環境学習」 と 「人

間学習」 へ の分化→ さらに、 後期教育後半 ( 小 6 一 中 3 学 年) に おける 「理科学習」 と

「技術 ･ 家 庭学 習」 と 「社会学習」 へ の分 化、 といった展開である。

(エ)な お、 4 ヶ 年にわたる 「柱会学習」 と して、 第 1 期 ( 準 備期間 : 小 5 学 年 1 月 - 3 月)

におけ る、 環境 学習と人間学習に またがる " 総 合学習" ( 後 出) = 「く ら しと社会の結ぴ

つき」 の間題解 決学習を展開→第 II 期 ( 小 6 学 年 4 月 - 中 1 学 年 8 月) にお ける、 「人々

の様々 な営 み」 の '' 探 求学習" ( 後 出) を 中心に地理的分野、 歴史的分野の関連学習→第

m 期 ( 中 1 学年 9 月 - 中 2 学 年 1 2 月) で の、 地理的分野、 歴史的分野 の各内容の間題解

決学習 の展 開→ 第IV 期 ( 中 2 学 年 1 月 - 中 3 学 年) で の、 公民的分野における問題解決学

習 の展 開、 といった計画が示されている。

◎ 「理科学習」 では、 社会 文化 の中での科学的内容の価値や必要性 を認 め、 間い直す立

場 を重視 し、 そのため、 スコ ープと して、 「生活 ･ 技 術」 ( 日常生活 に見 られ る自然的事

象とその人間生活 ･ 技 術の適応範 囲や限界) 、 「地球」 ( 地 球上や宇宙 の諸現象と日常生

活との関連) 、 「変化 ･ エネ ルギー」 ( 物 理 ･ 化 学的内容 と日常生活 におけ る利用) 、

「生命」 ( 生 活や生体 をペースに した健康問題、 脳死、 エイ ズ間題 など生命倫理や価値観、

科学的適用) を 設定 している。

(3) 「技 術 ･ 家 庭学習」 では、 科 学技術と生活環境 という 2 つ の柱 を中心に、 新たな窓口

として 「A 物 質 ･ 材 料 と総合加工」 「B 機 械 ･ エ ネル ギー」 「C 電 気 と電子 ･ 情 報」 「D

ラ ィフサイエ ンス と技術」 という 4 つ のスコー プを新 たに設 けている。

そ して、 4 ヶ 年 にわ たる学習の 1 年 目 ( 小 6 学 年〕 では、 中学校 3 年 間での全学習の基

礎を養う時期と とらえ、 体験 的 ･ 直 感的な題材を導入 した学習を展開することにしている。

( 2 ) 一 4 数 理表現領域

この領域では、 小 1 - 中 3 学 年にわたる 「算数 ･ 数 学学習」 がイメ ージされ ているので

あるが、 その目標 を 「定義 : 身 の回りの事物や現象を、 数量 ･ 形 の観 点からとらえ、 数 ･

量 ･ 形 ･ 関 係 ･ 論 理 に関する記号 を使って、 処理 ･ 表 現 しながら、 関心 ･ 意欲 ･ 態 度、 考

える力、 知識 ･ 技 能を高める」 と設定 して いる。

そして、 内容的には、 従来 の算数 ･ 数 学 の内容が維持され てい る。 しか し、 従来の扱 い

が、 生 活から遊 雌 していた点 を反省 し、 生活 の中か ら題材を見つ け、 学んだ事柄を生活 に

返 すという方針から、 それら の内容や学習順序 を整 理し直すことがめざされて いる. こ の

ため、 前期教育 後半 ( 小 1 - 3 学 年) で は 「生活」 「ゲーム」 を、 後 期教 育前 半から後半

(小 4 - 中 3 学 年) で は、 さ らに 「創造」 を加 え学 習活動 ( 内 容) を 再構成 している。

( 2 ) 一 5 探 求学習

ア. r 総 合学習」 ( 小学校) は、 いうなれば方法的 ･ 操 作的概念で あり、 '' 総 合学習単

元化" に よる学習 として 規定されている。 具休的に は 「単元学習」 と 「選択活動」 と

「生活実践活 動」 より構成されている。

･ こ のうち、 「単元学習」 は、 上記 のよう な各教科 の学 習指 導において、 '' 一 つの学習

の要素 ( 内 容 = 筆 者注) で 単元が構成される" 場 合 を指 す、 としている。

･ r 生 活実践 活動」 ( 小 学校) は、 子 ども たち が自ら自治的な活動 ( イ ペント、 オープ

一39 一



ン タ イ ム、 ル ー ル ) の 計 画 を 立 て 準 備 や 運 営 を 行 っ て い く 活 動 の 場 で あ る。 そ し て、

中 学 校 で'は 「生 活 実 践 学 習」 と 命 名 さ れ、 こ こ で は、 生 徒 が 自 治 的 活 動 ･ 安 全 学 習 ■

行 事 等 と そ れ ら を 円 滑 に 運 営 し 参 加 す る た め の 準 備 ･ 会 議 を 行 う こ と が 目 指 さ れ て い

る。

イ. 「 探 求 学 習」 ( 中 学 校 ) は、 今 日 的 な 教 育 課 題 で も あ る 「環 境 ･ 国 際 理 解」 「人 間」

r 選 択」 と い う 3 つ に 焦 点 を あ て た 学 習 で あ り ( 直 接 的 に は、 今 日 的 な 課 題 を い ろ い ろ

な 教 科 の 専 門 的 な 内 容 を ク ロ ス カ リ キ ュ ラ ム と し て 関 連 的 に 指 弓 す る r 環 境 学 習」 と

「国 際 理 解 学 習」 が 該 当) 、 小 学 校 第 6 学 年 の 「探 求 単 元」 ( 環 境 ･ 国 際 ･ 人 間 を 主 題

と す る ) と 連 続 し て い る。 ま た、 r 選 択 」 は 小 学 校 の r 選 択 活 動」 と 連 続 し て い る。

〈 6 - 5 東 京 都 千 代 田 区 立 錦 華 小 学 校 の 場 合 〉

( 1 ) 全 体 的 特 質

同 小 で 開 発 さ れ た 教 育 課 程 の 全 体 的 な 特 質 を 紹 介 す れ ば、 次 図 の よ う で あ る。 な お、

( ) 内 は、 現 行 の 年 間 授 業 時 数 の 削 減 率 を % 表 示 し て い る。

学 年 教 科 国 語 算 数 体 育 生 活 表 現 人 間 環 境 特 活

第 1 学 年 2 3 8 1 3 6 1 0 2 3 4 . 1 3 6 6 8 1 0 2 1 0 2

{一2 2 . 2 (一〇. O ) ( 一〇. 0 ) ( + 2 0 0 )

第 2 学 年 2 4 5 1 7 5 1 0 5 3 5 1 4 0 7 0 1 0 5 1 0 5

(一2 2 . 2 (一〇. 0 ) ( 一〇. 0 ) ( + 2 0 0 )

第 3 学 年 2 1 0 1 7 5 1 0 5 3 5 1 4 0 7 0 1 7 5 1 0 5

(一2 5 . 0 (一〇. 0 〕 { 一〇. O ) ( + 2 0 0 )

第 4 学 年 2 1 0 1 7 5 1 0 5 3 5 1 4 0 7 0 1 7 5 1 0 5

(一2 5 . O (一〇. 0 ) ( 一〇. 0 ) ( + 1 0 0 )

第 5 学 年 2 1 0 1 7 5 1 0 5 3 5 1 4 0 7 0 2 1 0 1 0 5

(一〇. O ) (一〇. O ) ( 一〇. 0 ) ( + 1 0 0 )

第 6 学 年 2 1 0 1 7 5 1 0 5 3 5 1 4 0 7 0 2 1 0 1 0 5

(一〇. 0 ) (一〇. O ) (一〇. O ) ( + 1 0 0 )

同 小 に よ れ ば、 上 記 の う ち、 国 語、 算 数、 体 育、 特 別 活 動 は 現 行 の 枠 組 み に 沿 っ て い る

と さ れ て い る の で あ る が、 し か し、 年 間 授 業 時 数 を み る と、 国 語 で は 第 1 - 4 学 年 に か け

て 週 2 単 位 時 間 分 が 削 減 さ れ て い る。 算 数、 体 育 は 時 数 も 現 行 通 り で あ る。 他 方、 特 別 活

動 に お い て は、 逆 に、 第 1 - 3 学 年 で は 現 行 の 週 1 か ら 週 3 単 位 時 間 へ、 第 4 - 6 学 年 で

は 週 2 か ら 週 3 単 位 時 間 へ と、 そ れ ぞ れ 増 加 し て い る。

な お、 同 小 の 研 究 開 発 学 校 の 指 定 は 平 成 3 ･ 4 年 の 2 ヶ 年 で あ っ た た め で あ ろ う か、 平

成 元 年 の 学 習 指 弓 要 領 に よ っ て 新 設 さ れ る こ と に な っ た 「生 活 科」 は、 同 小 で は 新 設 教 科

と し て 取 扱 わ れ て い る ( 後 出 参 照 ) 。

( 2 ) 開 発 さ れ た 新 教 科 の 特 質

( 2 ) 一 1 環 境 科
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ア. 目標

同小は、 この教科の新設理 由を 「今、 環 境問題は、 全人類の将来 の生存と素栄にとって

重要な課題 である。 … 児責も … 環 境問題に対 して一応 の関心 を持ち、 知議として

は近 い将来 に遭 過するであろ.う生 活の危機 を予感 して いる よう に見 える。 しか し、 日常の

生活そ のものは、 知り得た知識 とは別 に、 目先の便利さと楽 しさに流さ れたものに終わっ

ている。 そこで、 このような児童 に、 人間を取り巻く環境に直接触 れる体験 を通 して、 自

分達 の生活 は自然 ･ 社 会 ･ 文 化 と互いに関連を保ちながら強く結ぴ ついてい るこ とを鋭く

感 じ取 り、 知覚する感性と理解 力を系統的に養いたい。 更に、 自分達 に直接 関わりのない

ところで起 きている出来事 も他 人事とせず、 自分の生活 と関連 づけて見 たり考 えたり して、

よりよい環境保 全の方向を目指 して行 動できる児童を育てたい」 と説 明している。

そして、 このため、 この教科 の目標 を 「自然や社会 ･ 文 化に 関心 をもち、 それ らの変化

のよう す、 及ぴ現状を理解 するとともに、 未来に向 けてそれ らのよりよいあり方を考えよ

うとする態 度を養う」 と設定 している。

イ. 内 容

スコープと して 「A 自然事 象」 「B 社 会事象」 「C 文 化 ･ 伝 統」 「D 環 境 ･ 保 全」 の 4

領 城を設け、 各領域 ごとに、 第 1 - 6 学 年 別の指導内容を具体化 してい る。

( 2 ) 一 2 表 現科

ア. 目標

同小は、 この教科の新設理 由を 「自己の内面を表現する技能を身に付 け、 遺切な方法で

他 人に伝 えよう とする態度 と豊か な情操 を養う」 一 「･ ･ 自 己表現力育成の具体的な方法

として、 現行 の音楽 ･ 図工を はじめとする芸術 教科 の枠をさらに広ぱ、 ディベート、 文章、

舞踊 ･ 演 劇 からパフォーマ ンスま で、 児童 の発 達段 階に即 して、 総合的に表現活動 に取り

組 めるよう」 配 慮する ところか ら、 と説明 している。

そして、 この教科の目標を 「自分 をみつめ、 心身の高揚と豊かな自己の確立 を図るとと

もに、 自分 の感 情や思考をさま ざまな 方法 で表 すこ との喜ぴを体得 したり、 目的や意図に

応 じて 適切 に表現できる力を養う」 と設定 している。

イ. 内 容

現行 の音楽、 図工のそれも視野 に入 れな がら、 ス コー プとして 「A 創 作 ･ 創 造」 「B 匿

賞」 「C ミ ュージ ック ･ ペ ー シック」 「D ア ート ･ ペ ーシック」 「E パ フォーマンス ･ ペ

ーシック」 の 5 領 域を設け、 各領域 ごとに、 低 一中一高学年別 の指導 内容 を具体化 して い

る。

( 2 ) 一3 生 活科

ア. 目標

同小は、 この教科 の新設理由を 「児童が 生命 を維持 し、 社 会の中に生きる個 人として、

自立した生活 を送ることがで きる よう にする」 一 「児童に、 身近な日常の生活に目を向け

させ･ 生 きていくために必要な学習 内容 について考 えさせたい。 規則正 しく、 節度 と規律

ある生 活の大切 さ、 自分の身体は 自分 で守 ると同時に、 より丈夫に育てていこうとする態

度 を持 つことの重要性、 生活 する ために知 って おかなくてはならない様々な知 識や技能の
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必要な ど、 … 一人一人の児童 が、 社会 の中で自立した個 人と して健全な生活を送るこ

とができるよう な知識 や技能及ぴ実践 力を養う ことをねらい」 と した、 と説明 している。

このため、 現 行のそれ とはやや趣 を変え、 この教 科の目標 を 「児童が、 現在及ぴ将来に

わたって、 人間として健全な生活 を営 むために必要な基礎的な知識や技能を賛い、 自立で

きる能力を養 う」 と設定 している。

イ. 内 容

このた め、 内容も現行 のそ れとは異なり、 スコープと して 「A 規 則正 しい生活」 「B 健

康で安全 な生活」 「C 節 度ある生 活」 「D 食 生活の意義とパラ ンスの よい食事」 「E 衣 服

の働きと整え方」 「F 快 適な住 まい」 「G 情 報活用の仕方」 の7 領 域 を設 け、 各領域 ごと

に、 第 1 - 6 学 年 別の指斗内容 を具体化 している。

(2 〕 一 4 人 間科

ア. 目標

同小は、 こ の教科 の新 設理由を 「国際化、 高締化 がより進 んでいく社会をむかえ、 人と

人とが交 わる生活 の重要性が見直されて きて いる現 在、 無関心、 無感幼等、 ますます希薄

になる児童 の.人 間関係 を改善 して いく ことは大 きな課題 である。 … 人間科では、 講師

による英会話や 手話 ･ 点 字の学習、 地域 の人々との交流、 ボランティア活動な との実体験

学習 を通 して、' 系 統的、 発展的に 人間としての在 り方や人間 同士のつなが りを追求させた

い。 … 人間尊重の精神を基に、 生きることのすばら しさや生命の尊さ、 人 の心 の温か

さに気付 き、 積極 的に他 の人々 とかかわっていくことができる児童を育てるこ とを 目指 し

た」 と説明 している。

このため、 この教科の目標を 「生命 に対 する畏敬 の念を基に、 自他を大切に し、 共に協

力して生活 することを通 して人間愛 の精神 を養 い、 さらには、 全人類 に対する 畏敬 の念を

育てる」 と設定 している。

イ. 内 容

このため、 スコープと して 「A 生 命 に対 する捉 えかた ･ 接 し方」 「B 人 に対 する接 し方」

「C 家 庭 の中で の自分」 「D 学 級 ･ 学 校の 中で の自分」 「E 地 域社会の人々や 日本 人と し

ての支 え合 い」 「F 外 国人と日本人 との支 え合 い」 「G い ろいろな時代に いきた人々の生

き方」 の 7 領 域 を設け、 各領域 ごとに、 第 1 - 6 学 年 別の指 導内容を具体化 している。

( 3 ) カ リ キュラムマトリックスの作成

なお、 同小は、 既 に前節で検討され たように、 各 教科の指 弓内容をそれ ぞれ別々にで は

なく、 児童の思考 の流 れ ( 自 ら課題を設定 し主体的 に追究していく活動) を 重視 した学習

指弓 を展開 するために、 学習のね らいや 内容、 身に付けさせたい力に対 していくつかの教

科･ 領 域での 関連 する指 導内容を組み合わ せて縛成 する指 導計画 = 「カリキュラムマ トリ

ックス」 を作成 しているこ とも注 目さ れる。 縦 列に中心にする教科の単元 の指導計画を、

そしてそ れに 対応する形で横列に他教科 ･ 領 域 を配置し、 縦 ･ 横 を関連させな がら指導内

容を配置していくわけである。
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< 6 - 6 福 岡教育大学教育学部附属福岡小学校の場合〉

( 1 ) 全 体 的特質

同附属 小で開発 された教育課程の全体的な特 質を紹 介すれば、 下図の通りである。

区 分 第1 学年 第2 学年 第3 学年 第4 学年 第5 学年 第6 学年

国 益
OO
238 (7) 245 (7) 210 (6) 210 (6) 175 (5) 175 (5)

各 算 数 136 (4) 175 (5) 175 (5) 175 (5) 175 (5) 175 (5)

教 生 活 102 (3) iO5 (3)

科 生 活瑛境 210 (6) 210 (6)

の 社 会 105 (3) 105 (3)

総 理 科 105 (3) lO5 (3)

授 家 庭 70 (2) 70 (2)

業 表 現 136 (4) 140 (4)

時 立日 楽 70 (2) 70 (2) 70' (2) 70 (2)

数 図 工 70 (2) 70 (2) 70 (2) 70 (2)

体 育 102 (3) 105 (3) 105 (3) 105 (3) 105 (3) 105 (3)

道徳 ･ 学級活動 68 (2) 70 (2) 70 (2) 70 (2) 70 (2) 70 (2)

ク ラ ブ 35 (1) 35 (1) 35 (1)

総 授 業 時 数 782 (23) 840 (24) 910 (26) 945 (27) 980 (28) 980 (28)

現行総時数との差 一68 一70 一70 一70 一35 一35

表 よ り、 いくつかの特質を挙 げれば、 次 のようなことがいえよう。 すなわち、

O 国語 の時間は第 1 - 4 学 年 で は週 2 単位 時間分の減少、 第 5 - 6 学 年 では週 1 単 位時

間分の減少になって いる。

(2} 算 数、 理科、 社会、 生活、 家庭、 音楽、 図工、 体育では･ 各 学年 とも･ 現 行の年 間授

業時数 と同 じになっている。

◎新設教科、 領域 をみると、 「生活環境科」 ( 第 3 ･ 4 学 年) に は週 6 単 位時間分が、

「表現科」 ( 第 1 ･ 2 学 年) に は週 4 単位 時間分が、 領 域 「人間」 には ( 表 中の道徳 ･

学 級活動参照) 、 各学年 とも、 週 2 単 位時 間分 が、 それ ぞれ配当されている。

( 2 ) 新 設 教科 の特 質

(2 ) 一 1 表 現科

ア. 目標

同附属小は、 この教科の新設理 由を 「･ ･ す べての教科に発展 していく多様 な表現活 動

の経験を豊かに しながら、 創 造的に自巴表現する喜ぴを味わわせていくこ とが 小学校低 学

年期に必要であ る」 と考えたから、 と説明 している。

この ため、 目標 を 「多様 な表現活動を重視 し、 豊 かに感 じ取 り創造 的に表現 していく喜

ぴを味 わう 子供 を育てる」 と設定 して いる。

イ. 内 容
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内 容 と し て は、 言 葉、 声、 動 き、 音、 材 料 等 の 表 現 活 動 と、 言 語、 身 体、 音 楽、 造 形 な

どの 表 現 方 法 と を 組 み 合 わ せ な が ら、 大 き く r A 中 心 と な る 表 現 素 材 や 表 現 方 法 で 表 す」

と 「 B 表 現 経 験 を 生 か し て 様 々 な 表 現 方 法 で 表 す」 に 再 編 し、 第 1 、 2 学 年 別 に 内 容 を 具

体 化 し て い る。

( 2 ) 一 2 生 活 環 境 科

ア. 目 楳

同 附 属 小 は、 こ の 教 科 を 低 学 年 の 生 活 科 の 継 続 と し て イ メ ー ジ し て い る が、 そ の 新 設 理

由 を 次 の 2 つ に、 す な わ ち、 (工) 子 供 が 「自 分 が 生 活 し て い る 身 近 な 環 境 の 中 で の 自 分 自 身

の 在 り 方 や 生 き 方 を 考 え さ せ、 自 分 が 生 活 し て い る 環 境 へ 主 体 的 に か か わ っ て い こ う と す

る態 度 を 育 て て い く と い う 教 科 の 必 然 性 」 、 (2) 「も っ と 生 活 に 密 着 し た、 子 供 が 調 べ る こ

と に 臭 味 が 喚 起 さ れ る よ う な、 ま た、 学 習 し た こ と を 生 か し て い け る よ う な 内 容 … 身

の ま わ り の 社 会 事 象 や 自 然 事 象 に は、 社 会 問 題 に な っ て い る こ と、 社 会 的 関 心 を 高 め て い

る こ と、 生 活 の 中 に よ り よ く 活 用 で き る こ と … そ う い っ た 内 容 を 生 活 環 境 科 に 求 め て

い る」 こ と、 に 求 め て い る。

こ の た め、 目 標 を 「生 活 事 象 と の 関 わ り を 重 視 し、 生 活 環 境 と の よ り よ い 関 係 を つ く り

出 す 子 供 を 育 て る」 と 設 定 し て い る。

イ . 内 容

内 容 選 択 の 視 点 と し て、 生 活 科 の 内 容 選 択 の 視 点 と の 関 連 も 考 え な が ら、 「 A 生 命」

「B 季 節 ･ 自 然」 「 C 健 康 ･ 安 全 」 「 D 地 域 の 歴 史 ･ 文 化」 「 E 社 会 的 奉 仕 」 「 F 生 産 ･

消 費」 の 6 領 城 を 設 定 し、 第 3 、 4 学 年 別 に 内 容 を 具 体 化 し て い る。

そ し て、 学 習 指 導 に お い て は、 一 つ の 対 象 や テ ー マ の も と に、 各 教 科 ･ 領 域 の 内 容 を 関

連 さ せ た 指 導 を 展 開 し て い る。

( 2 ) 一 3 領 域 「人 間」

ア. 目 標

同 附 属 小 は、 最 近 の い じ め 問 題 や 若 者 の 自 殺 等 の 社 会 的 な 間 題 の 解 消 を 意 図 し て、 こ れ

を 「人 間 の 生 き 方 ･ 在 り 方」 と い う 心 の 教 育 の 充 実 の 必 要 だ と 受 け 止 め、 こ の 領 域 を 道 徳

の 時 間 と 特 別 活 動 ( 特 に 学 級 活 動 ) と の 一 体 化 を 図 る 総 合 的 な 学 習 と し て 構 想 し て い る。

こ の た め、 こ こ に は、 (工) こ れ ま で の 道 徳 の 時 間 の 学 習 が 「自 己 の 価 値 観 の 振 り 返 り」 に

重 点 が お か れ て い た こ と を 改 め、 具 体 的 な 活 動 か ら 内 面 的 資 質 を 耕 し た り、 学 習 成 果 を 具

体 的 な 活 動 や 道 徳 実 践 と し て 行 う こ と、 の 社 会 的 ･ 集 団 的 体 験 の 場 を 組 織 し、 自 分 を 取 り

巻 く 人 間 の 生 き 方 を 見 つ め る 活 動 や 集 団 で の 実 践 活 動 を 通 し て、 感 性 や 実 践 力、 社 会 性 や

協 調 性 を 高 め て い く こ と、 と い っ た 2 つ の 願 い が 込 め ら れ て い る。

そ こ で、 目 標 も 「人 に か か わ る 体 験 活 動 と そ の 経 験 化 を は か る こ と を 重 視 し、 と も に 生

き る こ と の 喜 ぴ を 味 わ い 豊 か に す る 子 供 を 育 て る」 と 新 た に 設 定 し て い る。

イ. 内 容

内 容 と し て、 「自 分 」 「仲 間」 「生 命」 「福 祉 」 「国 際 臨 力 ･ 理 解 」 「環 境 」 の 6 つ の

学 習 対 象 領 域 を 設 け、 学 年 別 に 内 容 を 具 体 化 し て い る。

ま た、 方 法 と し て は 学 級 活 動 及 ぴ 教 科 で 培 っ た 学 習 意 欲 を 学 級 活 動 を 通 し て 実 践 す る 活
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動と道徳の学習 を 「総合単元的道徳学習」 として一体化した指導を展開 している。

( 3 ) 現 行 教科の見 直しの特 質

他方、 同附属 小は、 現行教科の枠組みは残 しつつ も、 それらの内容の見直しにも取り組

んでいる。 その特質 を紹介すれば、 下記の よう な特 質がみられる。

(=) 国 語 において は、 従来分断されがちで あっ た理解 と表現 の言語活動の統合を意図して、

目標を 「子供主体の 亘茜遁塑を通 して、 個竺血 幽 能力を育てる と

ともに、 思考力や想像 力及ぴ豊かな言語感 覚を養い、 国語に対する関心を深め、 国語を尊

重する態度 を育 てる」 と捉えなお して いる。

そ して、 この ために、 情報の受信→創造→発信 という 情報操作 の過 程を基に低→ 中→高

学年別 の内容 ( 言語 活動) を 抽出 し、 具体 的な 「単元」 の展開過程に現行内容を配置しな

がら、 一部 に他教科 内容も関連させな がら、 見直し ･ 削 減を行っている。

(2) 算 数 科 にお いては、 現行の目標 を維持 しながらも、 子供が 「数」 「i 」 「図形」 「数

量 関係」 の 4 つ の対象に働きかけ る価値 ある 「数 学的活動」 を計 1 1 抽 出し ( 例 え ば数を

数 える、 加 減乗 除の計算を する等) 、 これを基 に現 行内容を各学年別 に再 配分 している。

(3〕生 活科も現行の目標を維持 している。 そ して、 保護者へのアンケート等 をもとに、 特

に 「自然とかかわる活動」 と 「人と深くかかわる活 動」 及 ぴ 「対象へ の愛着の深まる活動」

を重点 的な価値ある活動 ( 内 容) と定 め、 単元の構 成、 配列 に努 めて いる。

@ 社 会科は、 「生活環境科」 から発 展することも あり、 第 5 ･ 6 学 年 に位置づけられて

いる。 そ して、 ここで は、 子供 が積極 的に地域にかかわり、 よりよい地域社会をっくりだ

していく実践的 な態度を育てたい ところから、 目標 を 「旦分ヱ魁 我が国の国土や歴史

とのかかわりに 心を たせ ムに ･ す る主 方 ･ え に、 国際

社会に生きる民主的、 平和的な社会の形成者としてよ 幽

的螢 を養う」 と捉えなおしている。

このため、 内容としても、 大きく、 地域の人物の問題解決の仕方を調べて理解する内容、

及ぴ子供が社会とのかかわりについて考える内容、 の2 つを視点から現行内容を見直して

いる。

◎理科も、 社会科と同様に 「生活環境科」 からの発展教科とされ、 このため、 現行目楳

を見直し、 「 と 然 とのかかわりに 心をもち 観察･ 実験などを 幽

をるなかで科学的な見方や考え方を養うとと立に 皿 2 三一:2一:こ
いこう とする な を てる」 と捉 えなお している。

内容 としては、 大きく2 つ の視 点から、 すなわち、 生活環境科 の発展 として、 個々の事

象 の知識 を増や すよりも、 個々の事象のつ なぐ共通 のきまり を学 習対 象とする、 及 ぴ自然

事象の もつ性質 やきまりそのもの よりも、 子供がそ れらに働 きかけ問題解 決する 3 つ の活

動 ( 生 物 とその環境 へのかかわり、 物質と エネル ギー、 地球 と宇 宙へ のかかわり) を 内容

とする、 という 2 つ の視点より、 現行 内容 を再構成 している。

◎家庭科

子供 が家族 の一員と して家庭生活に働 きかけ豊 かな家庭 生活を創り出すことを願い、 目

標を新たに 「塞庭一生並 に関する実践的な活動を通 して、 日常生活に 必要な 幽 ユ上

と に の生' に ･ す る ･ え を い 家 族の一員と して家庭生活をよりよく し
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よ う と す る 実 學 的 な 態 度 を 育 て る」 と 設 定 し て い る。

こ の た め、 内 容 に お い て も、 子 供 が 家 庭 生 活 か ら 課 題 を 見 つ け 情 報 を 収 集 し、 課 題 解 決

に取 り 組 み、 実 践 す る と い う 働 き か け を 行 う 対 象 と し て 「家 族 の 生 活 と 被 服」 「家 族 の 生

活 と 食 物」 「家 族 の 生 活 と 住 居」 を 設 け、 現 行 内 容 を 再 構 成 し て い る。

@ 音 楽 科

子 供 が 生 涯 に わ た っ て 音 楽 と 関 わ り、 楽 し み、 音 楽 を 生 活 の な か に 生 か し て い く こ と を

願っ て、 目 標 を 「 ' な 立 を 通 し て、 章 幽 と 音 楽 性 の 基 礎 を

培 う と と も に、 生 に わ た っ て 音 楽 を 愛 好 す る 心 情 を 育 て、 豊 か な 情 操 を 讐 う」 と 捉 え な

お し て い る。

こ の た め、 内 容 も、 活 動 を も と に、 各 学 年 の 内 容 を 「聴 く 活 動」 「歌 う 活 動」 「学 期 を

弾 く 活 劫」 「音 楽 を つ く る 活 動 」 の 4 つ に 整 理 ･ 構 成 し 直 し て い る。

◎ 図 画 工 作

現 行 の 表 現 と 艦 賞 領 域 を 多 様 な 造 形 活 動 と し て 一 体 化 し た 指 導 を 重 視 す る と こ ろ か ら、

目標も 「多 幽 を 通 し て、 造 形 的 な 幽 表 現 す る

喜 ぴ を 味 わ わ せ、 豊 か な 情 操 を 者 う」 と 改 め て い る。

こ の た め、 各 学 年 内 容 を r 材 料 を も と に し た 造 形 遊 ぴ」 r 表 し た い こ と を 絵 や 立 体 に 表

す」 「つ く り た い も の を つ く る」 の 3 つ に 構 成 し 直 し て い る。

◎ 体 育 科

生 涯 休 育 の 立 場 か ら、 子 供 が 運 動 の 楽 し さ を 享 受 し、 ま た 運 動 へ の 主 体 的 な 態 度 を 育 成

する と こ ろ か ら･ 目 椋 も r 運 動 の 経 験 幽 理 解 を 通 し て、 す る ぴ を

わ わ せ る と と も に、 健 康 の 増 進 と 体 力 の 向 上 を 図 り、 生 ' に ' い て を 志 ロ し で

明 る い 生 活 を 営 む 態 度 を 育 て る」 と 改 め て い る。

そ し て、 迎 動 内 容 を r 走 ･ 跳 ･ 投 ･ 泳 」 r 用 具 ( 手 具 ) 」 r 固 定 施 設 」 「器 械 ･ 器 具」

「表 現」 に 再 構 成 し、 そ れ ぞ れ の 内 容 に お い て 克 服 型 活 動、 達 成 型 活 動、 競 争 型 活 動、 表

現 型 活 動 を 展 開 し て い る。

く 6 - 7 静 岡 県 函 南 町 立 東 小 学 校 ･ 東 中 学 校 の 場 合 >

( 1 ) 全 体 的 特 質

同 小 で 開 発 さ れ た 教 育 課 程 の 全 体 的 な 特 質 を 紹 介 す れ ば、 以 下 の 通 り で あ る。 な お、

表 中、 下 橋 の 数 字 は、 現 行 の 年 間 授 業 時 数 の 削 減 率 を % 表 示 し て い る。

教 科 国 語 社 会 算 数 理 科 音 楽 図 工 家 庭 体 育 英 語 道 徳 生 活

学 年 数 学 美 術 技 家 保 体 交 流

小 学 校 第 2 0 5 9 5 1 7 5 9 5 6 0 6 0 6 0 1 0 5 2 5 2 0 5

5 学 年 一2 . 4 一9 . 5 0 . 0 一9 . 5 一14 . 3 一1 4 .3 一14 . 5 O . 0 一2 8 . 6

小 学 校 第 2 0 5 9 5 1 7 5 9 5 6 0 6 0 6 0 10 5 2 5 2 0 5

6 学 年 一2 . 4 一9 . 5 O . O 一9 . 5 一14 . 3 一1 4 .3 一14 . 3 O . 0 一2 8 . 6

中 学 校 第 1 7 0 1 3 6 1 0 2 1 0 2 6 8 6 8 6 8 1 0 2 1 0 2 1 7 1 6 6

1 学 年 一2 . 9 一2 . 9 一2 . 9 一2 . 9 一2 . 9 一2 . 9 一2 . 9 一2 . 9 一2 . 9 一5 1 . 4

表 中 よ り う か が え る よ う に、 小 学 校 で は 算 数 と 休 育 を 除 く 各 教 科、 道 徳 の 年 間 授 業 時 数
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を 2 . 4 - 2 8 . 6 % の範 囲内で削減 し、 他方、 中学校で は各教科 より一律 に 2 . 9 % 削

減 し、 そして、 道徳を 5 1 . 4 % 削 減 している。 また、 新設 の 「生活 交流」 には、 小学校

第 5 ･ 6 年 に は、 それぞれ年 間に 2 0 5 ( 週 5 . 8 6 ) 単 位 時 間、 中学校第 1 学 年に 1 6

6 ( 週 4 . 7 4 ) 単 位 時間が配当されている。

なお、 同小の年間総授業時数 は、 既 に検 討 したように、 小学校第 5 ･ 6 学 年 は 1 0 8 5

(現 行 は 1 0 1 5 ) 、 中学校第 1 学 年は 1 1 0 1 ( 現 行 は 1 0 5 0 ) で あ り、 現行よりも

増加 している。 このため、 このようにして各教科、 道徳よ り削減 した時数分 に、 さらに上

積み して 「生活 交流」 の時 間を確 保している特質がうかがえる。

( 2 ) 新 領 域 「生活 交流」 の特質

(=) 目標

前節 に検 討されたねらいや趣 旨を反 映して、 新設領域 < 生 活交流 > の 目標 は次のように

規定さ れて いる。 すなわち、 「具体 的な活 動や体験 を通 して、 自己を見つめ、 社会生活 へ

の関心 を高 めるとともに、 よりよい生 活を築くために必要な知識、 技能、 習慣を身に付 け

させ、 社会 の形 成者と しての基礎 を養 う」 と。

(2) 内 容

以下 の内容が構想され、 各学年別 に系統 的な活動 が展開さ れている ･

ア. 集 団活動を通 して、 自分 と他 の人のよさ をみ つける活動

イ. 学 級や学年の所属を雌れ、 自らの與 味 ･ 関心 を基に自分の課題をみつけ、 その解決

を図る活 劫

ウ. 地 域社会 に積極 的にかかわる活動

工. 世 界 を見 つめ、 国際理解を深める活動

( 3 ) 国語 科及 ぴ算数 ･ 数 学科の再検 討

(D 国 語科

同小では、 国語科で育てたいく 表現 力 > と < 論理 的な思考力 > を 具体化 し、 これを現行

学習指 導要領 の 「表現」 「理解」 「言語 事項」 との関連に配慮 しながら、 その内容を、 小

中連携 による学 年の発達段階別に 整理 して いる。

そして、 その結果、 両能力育成 のため、 新 たな指 導内容として、 小学校は音声言語重視

の立場 から 「話しことば」 ( 3 0 時 間) を、 中学校 では豊かな表現力育成の視 点から、 指

導 内容 を見 直し、 「総合単元学習」 を展開 して いる。

< 註 〉

･ 表 現 力 : 言語 を用いて、 主題 ･ 要 旨を 明確 にし、 適切 かつ意欲的に表現する能 力

･ 論 理的 な思 考力 : 言語活動において、 根拠 を基 に自分の考えを明確にし、 筋道を立て

て考え る力

(2) 算 数 ･ 数 学科

算数 ･ 数 学科 で育てたい〈論理的な思考 力〉 と〈 表現 力 > を 具体化 し、 内容 を再検討 す

るとともに、 そ の成 果の一環と して、 小学校 5 - 6 一 中学校 1 の移行 期の 「図形」 領域に

おいて論理的な 思考 力の基礎を育成するこ とから考 える と、 現行 の小 6 の指斗 内容には、

これに結ぴ付く 内容 が少ないことが分かり、 「図形領域 の新 カリキュ ラム」 を作成 するに
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至 っ て い る ( す な わ ち、 小 6 に 「三 角 形、 四 角 形 の 相 互 関 係」 の 新 設、 平 面 図 形 の 理 解 の

うち の 「線 対 称、 点 対 象 な 図 形 の 概 念、 性 質、 か き か た」 は 残 し つ つ も、 「拡 大 図、 縮 図

の 概 念、 か き 方、 縮 尺 」 を 中 2 の 「相 似 な 図 形、 相 似 の 応 用」 で の 扱 い に 移 動 す る ) 。

〈 註 >

･ 論 理 的 な 思 考 力 : 正 し い と 分 か っ て い る 事 柄 ( 定 義 ･ 定 理 ･ 法 則 ･ 基 本 性 質 ･ 学 習 で

得 ら れ た 具 休 的 事 実 ) を 根 拠 に し て、 筋 道 の 通 っ た 考 え 方 ( 筋 道 を 立 て て 結 論 を 4 き

出 し た り、 結 論 を 確 か め た り、 思 考 過 程 を 順 序 良 く 人 に 説 明 す る と き に は た ら く 力 )

の 通 っ た 考 え 方 を す る 能 力

･ 表 現 力 : 目 的 に 応 じ て、 簡 潔 で、 し か も 明 確 に 表 現 す る 能 力。 次 の 2 つ の 場 面 で 育 成

で き る。

ア. 目 常 生 活 で の 事 象 や 文 章 で 書 か れ た 内 容 や 空 間 概 念 な ど か ら、 数 量 関 係 や 本 質

や 図 形 的 解 釈 を 見 出 し、 数 学 的 に と ら え る 場 面

イ. 数 学 的 に 考 察 し た 思 考 の 過 程 や 結 論 を 言 葉、 図、 文 字、 記 号、 用 語、 式 表、 グ

ラ フ な ど を 使 っ て 数 学 的 に 表 現 す る 場 面

< 6 - 8 横 浜 国 立 大 学 教 育 人 間科 学 部 附 属 横 浜 小 学 校 の 場 合 >

( 1 ) 全 体 的 特 質

同 附 属 小 は、 前 節 で 明 ら か に さ れ た よ う に、 現 行 の 教 育 課 程 の 枠 組 み は そ の ま ま に 維 持

しな が ら、 現 行 内 容 の 精 選 の 研 究 に 取 り 組 ん だ わ け で あ る が、 そ の 結 果、 明 ら か に さ れ た

各 教 科 別 等 に み ら れ る 年 間 総 授 業 時 数 を 見 る と、 現 行 の そ れ と 比 べ、 次 の よ う な 時 数 上 の

削 減 の 特 質 が み ら れ る。

(=) 第 1 学 年 の、 す ぺ て の 教 科、 道 徳、 特 別 活 動 の 年 間 総 授 業 時 数 は、 現 行 の そ れ か ら

5 . 9 % 単 位 時 間 分 削 減 さ れ て い る。

{2) 特 別 活 動 を 除 き、 第 2 - 6 学 年 の す べ て の 教 科、 道 徳 の 年 間 総 授 業 時 数 は、 現 行 の

そ れ か ら 8 . 6 % 単 位 時 間 分 削 減 さ れ て い る。

◎ 特 別 活 動 の 年 間 総 授 業 時 数 は、 現 行 の そ れ に 比 べ、 第 2 ･ 3 学 年 で は 8 . 6 % 単 位

時 間 分、 第 5 ･ 6 学 年 で は 1 1 . 4 % 単 位 時 間 分 削 減 さ れ て い る。

( 2 ) 精 選 の 特 質

同 附 属 小 は、 前 節 で 検 討 さ れ た よ う に、 「共 に 学 ぴ を つ く り あ げ る 力」 = 「 自 己 決 定 力」

r 自 己 責 任 能 力 」 r か か わ り 合 う 力」 の 育 成 と い う 視 点 か ら、 現 行 の 学 習 指 導 要 領 の 内 容

の 精 選 に 取 り 組 ん だ わ け で あ る が、 そ の 研 究 成 果 の 特 質 を 一 覧 す れ ば、 次 図 の 通 り で あ る。

な お、 そ の 際、 同 附 属 小 は、 以 下 の 4 つ の 視 点 よ り み た 時 の 現 行 内 容 と の 対 照 関 係 を 報

告 書 に 掲 載 し て い る の で あ る が、 以 下 で は、 こ の う ち、 削 減 内 容 ( x 印) と 新 設 内 容 ( ◎

印) を 中 心 に 紹 介 す る こ と に し た い。

O … 現 行 の も の で 横 小 プ ラ ン に あ る も の

△ ･ 現 行 の も の で 横 小 ブ ラ ン で 選 択 可 能 な も の

x ･ 現 行 の も の で 横 小 ブ ラ ン に は な い も の

◎ ･ 現 行 の も の に は な く 横 小 ブ ラ ン に あ る も の
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O i 故の場合

移 動 内 容 削 除 ( x )

1 年 2 年から「時刻と時間」 「広さくらべ」

2 年 「時刻と時間」を1、 3 年に分けて移動

･ そろぱんは教具として扱う

3 年 「重さ」を4 年へ (理科のてんぴんとの関達) 「円と球」の内容

2 年から「時刻と時間」 の「球の扱い」

4 年 6 年から「比例」 3 年から「重さ」

5 年 r百分串」 ( 表現〕を6 年へ

r帯･ 円グラフ」を6 年へ

6 年 「比例」を4 年へ ●「立休の表面覆･

6 年 体秘」 「反比例」

〔2) 他の教科の堵合

教科 学年 削 減 内 容 ( x ) 新 設 内 容 ( ◎〕

社会 3 年 地域の地形土地利用･ 交通の様子･ 自 地域の福祉施設との交流･ ボランティア

然環境 活動

地域をよりよくしていく実践的な活動

4 年 地域の飲料水･ 電気･ ガスの確保 地域の間題探し

県内における白分たちの市の地理的位 地域の公園･ 緑地など町をよりよくし

置 ていく取り組み

県の主な産業、 都市、 交遍絹

県の生活と国内外とのかかわり

5 年 我が国の水産業 我が国の国土の様子･ 森林保誕ポランテ

イア

我が国の工'業生産･ 工業地帯分布･ 工 地域の公園･ 紀地など町をよりよくして

業生産の特色 いく取り組み

我が国の運愉業･ 貿易の特色 全てを環境とのかかわりから見る

我が国の通信業･ 日常生活とのかかわ

り

情報の有効利用

我が国の国土の様子･ 土地利用･ 人口

分布･ 資源分布･ 交遍網■自然災害

6 年 我が国の歴史 大化の改新、 大仏造営 全ての人にとって優しい町のあり方を

探る

我が国の歴史 責族を中心とした生活、 全ての人にとって■しい町 ポランテ

国凪文化 イア活動

我が国の歴史 室町に幕府がおかれた 外国の子ともたちとの交流

ころの文化 世界の中の悟状、貧困と日木からのポラ

我が国の歴史 鉄砲、 キリスト教伝来、 ンイア

天下統一 世界の中の棲状 貧困と自分たちにでき
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るこ と

我 が 国の歴史 江戸時 代の文 化、 暮 ら

し、 学間

我 が 国の歴 史 大 日本 帝国慮 法 ･ 日 清

日£戦 争

･ 轟 会政 治、 国民 主権

程 科 3 年 人 の目、 耳、 皮 "

･ 人 の 骨や筋 肉

光 による 明る さや緩 まり 方の ちが い

4 年 植物 の迎 動や成 長 の天気 ･ 時 刻に よる

ちが い

助物 の活動 の 天気 や時刻 に よるち がい

人 の活動 の時 刻や季 節に よる ちが い

光電 池

流 れる水 の勧 き

水 の速さ や水 量 による川 原や 川岸 の様

子

水 の逮 さ、 水 i と 降水 量 との関係

5 年 ･ 衝 突

気温 の変化 と太 陽高度、 雲、 風、 降水

太冊 と月 の助 き

月の 形の 変化 と太陽 との位 置 関係

月 と太 陽の表 面の様 子

6 年 星 の明 るさ、 色 の違 い 一地 中の生 き物

星の 集 まりの 位置、 向き、 並 ぴ方

星の 動 き

1 目 で元 の位 置

土地 の構成 物 と層

地層 の出 来方 と化石

堆積 岩 と火成 岩の粒 のち がい

音 楽 1 年 < 表 現 > 1 隼 の < 表 現 〉の 内容 ( 4 ) の

ア、 イを分 けず に、 今 まで以 上に重 点 を

か けて 扱う

1 / 2 1 ･ 2 年 の < 鑑 賞 〉の ( 2 〕 ア をもっ と

ふく らませ る傾 向

3 / 4 3 ･ 4 年 の 〈 表現 > の ( 4 ) の ア、 イ を

分 けずに、 互い に聴 き会う ことを大 切に

し、 今まで 以上 の重 点をか けて扱う

3 /4 3 ･ 4 年 の 〈監 賞 > の ( 1 ) は、 領域 と

は しては削 除 するが、 表現 と関連 づけ、
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現行よりふくらませる

5 /6 5 ･ 6 年の< 表現> の { 4 ) のア、イを

分けずに、他の内容との目達を図る

5 /6 5 ･ 6 年の< 監資> の ( 1 〕は、■■と

しては削除するが、表現と聞追づけ、現

行よりはふくらませる

なお、 以上は削減 内容及 ぴ新設内容のみられる教科 を紹介 したわけであるが、 同報告■

には、 他の教科に関 しては、 次のような研 究開発結果 の特 質がみられる。 すなわち、

･ 国語 科の場合は、 明示はされていないが、 現行の全て の内容に△印がつく、 とされてい

る。

･ 生活 科の場合は、 現行の全 ての内容に△印が付け られてい る。

･ 家庭 科の場合は、 現行の、 「B 食 物」 の 5 学 年の食 品の組 み合 わせ、 簡 単な野菜や卵料

理 、 6 学 年 の 3 つ の内容 ( 栄 養を考 えた食 物のとり方、 簡単な調理、 家庭生活における

会食 の意義) 、 及ぴ 「C 家族 の生活と住居」 の 6 学 年 の家族生 活に役立つ簡 単な物の製

作 ･ 活 用には O 印 が付けられている。 なお、 その他 の全て の内容には△ 印が付 けられて

いる。

･ 図 画工作科の場合 は、 現行 の、 1 ･ 2 学 年 「B 鑑 賞」 の ( 1 ) 、 3 ･ 4 学年 の 「B 窪 賞」

の ( 1 ) 、 5 ･ 6 学 年 の 「B 鑑 賞」 の ( 1 ) には O 印 が付 けられて いる。 その他の 1 -

6 学 年 の全て の内容には△印が付けられている。

体育科の場合は、 1 ･ 2 学 年 の内容には全て O 印 が、 3 ･ 4 学 年 の 「A 基 本運動」 の走

･ 跳･ 力 試 し･ 器 械 ･ 器 具、 用具、 浮く ･ 泳 ぐ運動に O 印、 隊列の集合、 整 頓、 行進な

どの集団行動には△印が付 けられている。 さらに、 5 ･ 6 学 年 では、 「G 保 健」 の内容

は全 て O 印、 その他の内容全 てには△印が付 けられて いる。

7 迎 営指 導委員会の構成 をめぐって

各研 究開発学 校には、 研究開発 に関する指導 ･ 助 言を得 るために、 外部の人材を 「運営

指導委 員」 として登用 し、 運営委員会 を構成 するこ とが義務 づけられている。 各研 究開発

学校が 委嘱 した運営指導委員の構成 をみる とき、 そ こにはどのような特 質がみられるであ

ろうか。 この点 を一覧 したのが、 次 の < 表 1 0 > で あ る。

表1 0 運営指導委員の■成メンバー

タ 委嘱 内 訳
イ 学校名 人数 県市教 教育セ 園長･ 大学 ･研究機闘
プ (名〕 委関係 ンクー 学校長 一般 教科

福島附小 9 3 2 3 1

1 媛附小 1 0 1 1 5 2 1
A

大手町小 8 0 0 4 1 3

明石小中 1 3 4 1 3 5
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'編 華 小 7 O 0 1 6

B 福 岡 附小 1 0 4 0 3 1 2

東 小 ' 中 1 1 ( 不 明 〕

C 横 浜 附 小 不 明 ( 不 明)

表 よ り、 運 営 指 導 委 員 の 委 嘱 人 数 に 関 し て い え ば、 各 学 校 と も 7 名 - 1 3 名 の 範 囲 内 に

あ る が、 中 で も、 神 戸 大 学 附 属 明 石 小 ･ 中 学 校 が 1 3 名 と も っ と も 多 く、 次 い で 函 南 町 立

東 小 ･ 中 学 校 の 1 1 名 と な っ て い る。 両 校 と も 小 ･ 中 連 携 に よ る 研 究 を 目 指 し て い る と い

う 特 殊 性 に よ る の で あ ろ う か。

他 方、 委 嘱 さ れ た 運 営 委 員 の 内 訳 を み る と、 錦 華 小 学 校 が 大 学 ･ 研 究 機 関 か ら の 登 用 傾

向 が 図 抜 け て 高 く ( 8 5 . 7 % ) 、 次 い で 大 手 町 小 学 校 ( 5 0 . 0 % ) と な っ て い る。 こ

れ に 比 べ、 大 学 附 属 小 / 小 ･ 中 学 校 で は、 い ず れ も 概 し て 低 く ( 3 8 . 5 % - 1 1 . 1 % ) 、

そ の 分、 教 委 ･ 教 育 セ ン タ ー ･ 園 長 ･ 学 校 長 と い っ た 学 校 関 係 者 の 比 率 が 相 対 的 に 高 く な

っ て い る。

( 高 浦 勝 義)
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皿 情報教育の創造に向けた研究開発

1. 研究開発学校の取り組みと現在の状況

(1 ) 情報教育の研究開発の流れ

情報教育に関する研究開発は、 これまでの取り組みを3 期にわけて考えたい。第1 期は

学校教育に情報教育を取り込むことに関して試行した昭和6 3 年から平成2 年の現行学習

指導要領の実施までの期間の研究開発であ乱 第2 期が学習指導要領実施中の平成6 年頃

までのコンピュータ等の導入が進んでインフラ整備が中学校を中心に行われ、 技術科情報

基礎領域が定着する期である。 第3 期は平成9 年以降の次期学習指導要領における情報教

育を目指した研究開発期である。 この調査にはインターネットによるホームページ検索を

利用した。 情報教育の研究開発学校は次の通りである。

学 校 名 研究開発期間
ホームペー

ジ開設
インターネット情報からの特徴

滋賀大附属中 昭和6 3 - 平2 O 琵琶湖を調ぺる総合的な学習に進展

長崎大附属中 昭和6 3 - 平2 ○

北大附属旭川中 平2 - 4 O http:〃w w w .asa.hokkyodai.acjp/f■zokH/fn

hu伽 chu.htm l

加須平成中 平9 - 1 1 O http:〃w w w19.m esh.nejp 血ei剛

長崎鶏知中 平3 - 5 ×

兵庫教育大附属中 平4 - 6 O 情報通信手段を利用した海外の学校と

の交流学習

埼玉･ 和光国際高 昭6 3 - 平2 O

鹿児島･ 甲陵高 平9 - 1 1 ×

三重･ 名張西高 昭6 2 - 平元 O 情報教育を特色にしたカリキュラム

兵庫･ 相生産業高 平元- 3 O

大分･ 情報科学高 平元- 3 O

第1 期は情報活用能力の育成と教科における道具的な利用や学習の個別化などコンピュー

タを利用した学習活動がすぺて情報教育と呼ばれており、 授業の中でいかに効率的に利用

できるかを研究することが主であった。 そのために、 特にカリキュラムの変化として表面

に現れたものはない。

第2 期は「新しい学力観」に代表される、 指導から学習の支援へ指導観が変わった時点で

あり、 後述の長崎県の鶏知中学校のように、 生徒が主体的に取り組む学習活動にコンピュ

ータ等がどのように寄与できるかを試行する取り組みであった。

第3 期は次期学習指導要領をにらんで、 高校の普通科と情報科などの併設校での普通科に
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お ける情 報教 育 の実施 な どが進 め られ た。 中学校 ( 埼 玉 県の加 須 平成 中 学校) で は、 生 き

る力 を 具体 的 に 育む 学習 活 動 を展 開 す るた め に、 「自 主創 造 科」 を創 設 し、 生 徒 の 「学 ぴ

の構 築」 と 「自分 探 しの旅」 を扶 け る教 育 を展 開 して い る。

(2 ) 中 学校 の取 り組 み

滋 賀大 附属 中

総合 的な 学習 ( BI W A K O TI M E) を 通 して、 学 年の枠 を越 え た学 習 グルー プを構成 して、

課 題探 求学 習 を実施 して いる。 そ の 中で、 情 報手 段 が利用 さ れて い る。 また、 1 年次 の選

択 1 で 国 ･ 社 ･ 数 ･ 理 ･ 英よ り 1 教科 選択 して課 題研 究 を行 って い る。 2 , 3 年 次の 選択

2 では、 音 ･ 美 ･ 体 ･ 技 ･ 家 か ら 1 教 科選 択 で、 同様 に課 題研 究 を行 って い 乱

また、 2 年次 後期 には合 科 的な 学習 を展 開 して い る。 3 年 次 には卒 業研 究 で最 終 的 ･ 総

合 的な 課題 研究 を 行っ て いる。こ のよ うに、中学校 3 年 間で 多く の課 題研 究 を行 って お り、

情 報教 育 はそ の 中で情 報 手段 と して活 用 する 中で 行わ れて いる。

北 大附属 旭川 中

平成 4 年 度末 にパ ソコ ン室 を 更新 ( 生 徒 用 2 2 台、 教 師 用 2 台) して、 情 報 手段 を活 用

する環 境 がで きた。 研 究 テー マ と して 「自己の 持 ち味 を主体 的 ･ 創 造 的 に発揮 し、 自 ら学

ぴ続 ける生 徒 の育成」 を立て て研 究 した。 そ の後、 思 考力 ･ 判 断 力を育 て る学 習指 導 の実

践 的な研 究 の中で、 課題 づく りの 工夫、 課題 追 求 の工 夫、 ま とめ の工 夫 に焦点 を あてて 取

り組 ん でい る。

加 須平成 中

平成 8 年 4 月 に加 須市 立加 須東 中 から 分離 設立 され た学 校で、 新 しい 学校 であ る。 情 報

教 育の設 備 と して は、 多 種メ ディ ア の有機 的 結合 を 目指 して情 報 セ ンタ ーが 設 けら れて い

る。 情 報 セ ンタ ーは コ ンピュ ータ、 図書、 視聴 覚機 器 等 を備 え た多 目的利 用 が 可能 な施 設

で、複 数の 学級 が利 用 で きる よう に広 いス ペ ース を持 って いる。授業 で の利 用だ け でな く、

個 人や グル ー プ学 習 での利 用、 集 会 での利 用 な ど将来 を 見据 えて 教 育活 動 が展 開で きる よ

うに工 夫 して いる。 「自 主創 造 科」 を創 設 し、 多 様 な教 育 方 法 に柔 軟 に対応 で きる 学習 空

間 ( 学 習セ ンタ ー ) を設 け、 個性 を 育む 多様 な 教育 が展 開 でき 乱
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加須平成中学校 研究開発学校公開の様子など、自主創造科の取り組み(1)

平成9 ･1 0･1 1 年度文部省研究開発学校指定

文部省研究開発学校公開のようす

あらためて本校の研究(文部省研究冊発学校) が全国から注目されていると実感した研究公開

でした。北 は 北 海 道 から、甫 は 庫 児 島 ま で、7 6 9 名 の先生方の御参加をいただき、

盛会のうちに終えることができました。心より御礼申し上げます。

新たなる時代、新たなる教育。本校の研究が多くの学校、先生方の参考になればという思いを

強く持ちました。

第5 校時 自主創造(第2 学年) 公開授業のようす

http://w w w19.m esh.neJP/heisei/hei8einet/jisyu/991130.htm

一一55 一



加須平成 中学校 研究 開発学 校公 開の 様子など、自 主創 造稗 の取り組み( 2)

生 き が い を 見 い だ し

白 ら 生 き 抜 く 力 を 育 む 載 育 ■ 程 の 創 造

ひとりの人間として、生きがいと豊かな心を持ち、まわりにある課題に対して積極的に関わり、自分なり

の方法で主休的に解決していく力を育みたい 一 加須平成中学校では、生徒たちへのそんな願いのも

とに、「自 主 ■ 造 科」を創設し、生徒のr 学びの構築止r 白分探しの旅」を扶ける教育を展開していま

す。

欝き◆

盲主 創 造科 ホップ学習 鶴
綴 雛

H O M E へ

http:/ / w w w l g.m e s h.n e j p / h eis oi/ h eis ein e凶 is y u乃is y u O O 1 上tm

一5 6 一



長崎鶏知中

「生きて働く確かな情報活用能力を育てる教育課程の創造」 で研究に取り組み、 現行学

習指導要領の枠内の情報教育を研究した。情報活用能力についても、 4 つの内容で定義さ

れる部分を最大限に解釈して取り込んだ。 ネットワーク研究、 データペース研究、パール

ハート研究を通して地域教材の情報化と、 コミュニケーション、 表現活動などに情報手段

を利用する活動を展開した。 カリキュラムとしては、選択教科 「情報生活科」 を技術家庭

科の時間、 学校裁量の時間を合わせて、 各学年7 0 時間以上を生み出して取り組んだ。

情報生活科の構成は、 情報生活基礎、 情報生活表現、 情報生活活用の3 つの領域で取り

組んだ。

兵庫教育大附眉中

「人生をたくましく豊かに生き抜くために考え、 鍛え、 行動する生徒」 という教育目標

で指導にあたっている。学校 のホームページに関 しては日本語のページは1 ページだけで、

研究開発学校や情報教育に関する情報は全くないが、 英語のページの方が充実 している。

Glob al Ed ucatio n Projec1 で 韓 国 ( ソ ウル) とアメリカ (ナ ッシュビル) な どと英語でホ

ームページを作成 してコミュニケーションしている。

(3 ) 中学校の情報教育の実施状況

中学校では小学校の情報教育が r慣れ親しむ」 ということで情報教育を熱心に取り組ん

でいる小学校がある一部の地域を除いてほとんど授業で使っていない状況から、実際には

ゼロスタートの生徒を対象とした情報教育となっている。 現行学習指導要領の技術科では

学年指定の領域があるために情報基礎領域が実際には3 年前期まで行えないことから、 情

報活用能力を獲得する学習活動終わった時点で卒業時期になり、 情報活用能力を発揮する

学習場面を作りにくい。さらに多くの中学校への導入直後に Windows への移行が起こっ

たことから、 M S-D OS での実施という設備の古さ、 台数の少なさ、 指導できる教員の少な

さなどがあり、情報手段を生かした豊かな学習活動を行いにくい状況がある3

情報教育の研究開発学校では、 附属学校のようにカリキュラム編成を比較的自由かっ大

胆に行える学校では、 多くの課題探求活動を取り入れ、 その中で情報手段の活用を工夫し

ている。そのために、 情報活用能力を獲得する学習活動よりも発揮･ 活用･ 応用する活動

を中心にして、 必要に応じて情報活用能力を育んでいく学習活動が可能になっている。

(4 ) 高等学校の取り組み

埼玉･ 和光国際高

この学校は国際化･ 情報化を特色にした学校で昭和6 2 年に設立された。情報処理科が

2 学級あり･ 普通科や外国語科でも r情報処理」の履修を必修化している。普通科での情

報処理教育の取り入れを実践した。最近では海外の学校との交流を含めて、 電子メールや

ホームページなど電子的なコミュニケーション能力の育成に力を入れてい糺
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名 張 西 高 校 の 情 報 教 育 情報 教 育を 特色 に して、 普 通科、 英 語科 と 情 報科 の 情報 教

育部 分の カ リキ ュラ ム と情報 教育 環境 を ホー ムペ ー ジで 公開 して い る。 ( そ の 1 〕

櫨 '
仙報教育

1. 木 核情■ 科の■■

三 ■ 県 立名 張 西高 等 学校 は、三 ■ 県 の 西 端、奈 長 県も程近 い名 張 市 の 高 台に位 ■し、普通

科、英 語 科、桁 報 科 の3 科 を擁 す る、今 年 で■ 立1 4 年 目の字 校 である。

情報 科 においては、木校 創 立 以 来、一 貫してr 高 度 鷺 報 処理 技 術者 の育 成」を教 育 日標 に掲

げ、今 日 に至っている。その 内容 は、2 0 0 3 年 度 か らの 新 学習 指 導 要領1二お ける 4 門 教 斜r 情

報」を先 取りしたものと言え、工 業 轟 程 の 学 科でありながら、そ の教 育カリキュラム ば工業 に韓

られ ず、 広く将 来 の情報 処 理 技 術 者 に必 要 であると考 えられ るものを取り入 れている。工業 以

外 の設 ■ 科 目例として、遣 去 には「薄 記」、「マー ケティング」、現 在 では「情 報 システ ム」、「桁報

リテラシー」といったもの が あ げられ る。

i 産 省 の情 報 処 理技 術 者 試丘 にも毎 年 合格 者 を■ 出し、箒 2 種 に 留まらず、箪1 覆 にも幾名

か合 格している.

卒 桑 生の 殆 どは、理 工 系大 学 や 仙 報 関 遣 の 上織 学 校 に進学 してゆく。

本 校仙 報 科 では、常に先 進 的 な教 青実 凹を行 い、多 大な成果 をあ げてきた。その 中 の1 つ と

して、ネットワ ークの逗 用 1 理 に閨して■ 積 されたノウ ハウは、他 の学校 における迎 用技 術 の

確立 と讐 及に 大いに役 立 つものと考 え、ここにそれを報 告するとともに、そ の仙 報 教 育量 境を

利用した 教青 実 翻 をい< つ か 組 介する。

2. システム ■ 填

生 徒 実 習用として、4 0 人 が一 斉 に受講 できるP C ラポ が2 室 ある他、C A D 、 マ ルチメチィア処

理、制御 技術といった、目 的別 に 十 数台 ず つP C を 設置 した実習 室 が3 室、さらに、す べてのH R

にもP C を1 台 ず つ配 ■している。教 ■ 員用 としては、 各教 群教 官 室 およぴ 共 用 ' 員 室 に数台 ず

つまとめ て設■ している。また、■ 員 室 の 各 島 には、ハ ブを設■ してあり、教● 員 目 人 所有 のノ

ートP C も 接続 できるようにして ある。これら全 てあわ せると、■ 大2 0 0 台 近 いP C が 同 時 に葎 動し

ていることとなる。

サ ー パ 環境として1ま、Win do w s N T S o n,o rをファイル サ ーバ や プリントサ ー バ等、L A N の ■ 幹 サ

ーバ として位■ 付 けている。ディスク容 ■ は4 5 G 8 のR A[D とし、ディスク･ クラッシュに丘 えてい

る。w c b サ ー バ やメー ル サー バ 筆、インター ネットに 四違 する外 部とのやり攻りは、各 パーツを

厳 選して 自作したチュアル C P U マ シンにro d h 8t Linu N 6.0 を 搭 載 して運用 している。

クライアント環境 は、在 来 のP C な らぴ に ■ 人所 有 のノートP C の 大 半 は W in d o w s9 5 & 9 8 で ある

が、昨年 度 末 に導 入したP C に ついて は、O S の 安 定性 と管 理者 以 外 にシステム環 境 の 吏更 が

できないという点 から一n d o w 3 N T W o A 雌 io n としている. H R 導 入 のP C なら ぴにマル チメディア

処理 の 実 習室 に はその 利用 ■ 便 性 か らi M a o( M 8 c O S) を 導 入している。

教材 提 示法 につ いて、定 員4 0 人 の2 つ のP C ラ ポ で は、実習 室 の前 方 に約5 0 インチ のカラー プ

ラズ マディスプレイまたはタッチスクリーンプロジェクタを記■して全 般的 な説 明を行 い、緬 部 に

ついて は、教 莇 用 ディスプレイ侶 号 を2 系 統 入 力対 応 の 生 徒用 ディスプレイに記 悟することによ

り、生徒 は自分 の ■ 面と教 岬 の百 面を切り替 えながら作 実をす すめることを可 能にしている。

NT S C 信 号 もR G B 僧 号 に■ 換 できるので、ピデオ配 信 も行うことができる。サ ブモニタ方 式のよ

うにレイアウトの耐 約もなく、また 天 吊りディスプレイの ような圧 迫 感もなく、実 に使 い后 手の 良

いシステ ムとなっている.

これらシステム にっいては、す ぺ て自前 で計 画･ 設 計- 構 集･ 違 用 することにより、業 者依 存 に

ならないよう記 慮している。また、特 定 の 個 人 に依 存 することのな いよう、組 織( 情 報 教 育 部) で

拙中:〃 … .ni3 hik o.o dj p /i ■o - od u上t m
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名 張 西高校 の情 報教育 情報教育を特色にして、 普通科、 英語科と情報科の情報教

育部分のカリキュラムと情報教育環境をホームページで公開している。(その2 )

管理･違用するようにしている。

3.インターネットとの撞練

従来【S D N のダイヤルアップにて実現していた。接続に瞭しては情報科教官室へ内線■話に
て依頼するマニュアル接続とし、

. 不妄な接続を抑例し、通信コストを削鷺する

･ 接続夏求内容の正硅な把握をすることにより、今後の運用管理の暮覆資料を収i する

等の目的を達成してきた。しかしながら回線速度と接続料金の間■により、現在は、Li m■サー
バを、C AT V を利用した常時接続環境とした。それに伴い、ゲローバルIP アドレスを固定して独

自ドメインni3hiko.odJp を取得し、独立サイトとして遅用している。これにより、メールユーザの追
加･ 削除･転送設定等が自由に行えるので、■子メールアドレスを全赦■員と必夏のある生徒

に付与している(林中@ nishiko、odjp)。

4.LA N ■壇

ファイルサーバのアクセス権を、教●員については

. 教科( 読み■き可)

. 分■( 続み■き可〕

. 共通( 読み■き可、一部読み取りのみ可)

とし、各 '々 s, tというネットワークドライブレターを訂り当てている. 例えぱ、担当歓君が載学で
進路指導部所■の教員の場合、rドライブには『数学」、sドライブには「進旨指' 」、tドライヲに

はr 共通」が接読される。r 共通」は、教科も分■も■なる赦員間でテータを共有するために設け

ている。一部航み取りのみ可としているのは、各分■から全敏●■ヘデ→ を公調する僚、雌

もが読み■きできると、ファイルを退って刮際したり上■き標存してしまう恐れがある･ 一" とし
て、雀務部管理の年間行事予定や、敏務部管理の生徒名列にそのような' 改が起きると影●

が広竈囲1二及んでしまう可能性がある. そこで、これら各分■から全休へ公■するようなものに

ついてはr 繧君から」やr赦君から」といったサブフォルダをおき、そのフォルダについては、誠当
の分■に所" する者は葺み■きできるものの、他の分■のフォルダについては■み聰りしかで

きないようにしてこのような事鼻を未然に防いでいる。
生徒については

. 僧人( 読み■き司)

. クラス(饒み聰りのみ可)

とし、各々一というネットワークドライブレターを割り当てている･ rクラス」のネットワークドライブ
は、主に教師働からサンプルや素材を全員に提供する瞭に利用している。りムーパブルメディ

アの実習室への持ち込みや、ローカルディスクの使用を禁じているため、これにより、生徒間で

のデータ融通を防止している。

wohについて1ま、枳準ブラウザとしてNot3capc C o m m unicatorを利用しているが、このプロフ7

イルの在り処をサーバ上に設定することにより、いちいちユーザがプロフ7 イルの遭択をするこ

となく、ドメインにログオンしたユーザ各々の独自■境が現出するようにしている。

5. 4 ●■の4 解を得るために

共用●員室のP C についてはまとめて記■することにより、瞬庸同士■間や相議をしながら作

業が進められるよう記慮した。また、P C 処理→大量印刷という動臓を考え、印剛室の隣に記丘

した。

更に、全プリンタをネットワークプリンタとし、ドメインにログオンしないことには印剛できないよ

htヒP://… w.ni3hiko.odjp/irlfb-odu.htm
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名 張 西 高 校 の 情 報 教 育 情 報 教育 を 特 色 に して、 普通 科、 英 語 科 と情 報 科の 情 報 教

育部 分の カリ キュ ラム と情 報教 育環 境 を ホー ムペ ー ジで公 開 して いる。 ( その 3 〕

うにした. 少 し強 引では あるが、これ により、量 初 から全くネ 外 ワークを利 用しないといった、 所

調 食 わ ず■ い がなくなり、ネットワ ーク■境 の 利 便 性 理 " が 広く浸 這した。

● 員 琳 を年 間 行 ' 予 定 に岨 み 込 むことで、会 ■ 等 他 の 行■との 1 標 を丑 け、計画 的な 研

' を 行 えるよう記慮して いる. ま た 外 部■ 5 に よりi ■ を行うことで、■ れ 合 いを防いでいる.

そ の 他、県の S E 派 遣 ' 業 ■を活 用し、定朔 的 に歓● 且 の抱えるコンピュータに凹する蓄 間■

を解 決 している.

0 カリキ ュラム

昔 i 科 の 生徒 も情報 科 目を■ ' で きるよう、選 択 群 目 にr 情 報 科 学1」という科 目を■ いてい

る. 主 に、ワー プロや表 計 # 、 プレゼ ンテーションや 面像 処 理といったコンピュータリテラシー教

青 を行 っている.

廿 報 科 では工 ■有必 ■ ' 科 目 の 他 に、「ハ ードウェア技 術」、「ソフトウェア技術」、「プログラミ

ング技 術」、『コンピュータ応 用」、「工 業 英 語」. 「仙 { システム」、「情 報リテラシー」箏を■ いて

いる. r 情 4 シ ステム」では、● 理･ 法 創 度･ ■ 準 化･ 庄 業社 会と情 ■ 化･ 表 現 技 法 ヰ の敦 育を行

って いる. r 桁 ■リテラシー」では、ワー プロ･ 豪 計 # ･ ブレ ゼンテーション･ 画 像 血 理 ' の 仙 報 活

用 能 力を、より仲■ するた めの敦 育 を行っている.

7. ■ ■■■■

この 情 4 敏 育 ■ 境 の 申で現 在 行わ れ ている赦 育 実 8 例 を■らか緬 介 する. U S を はじめとす

る英 語 ■ の学 校 の 生徒 と■ 子メー ル 文 i を 定 期 的に行うことにより、英語 表 現 能 力の 向上 や

情 報 交 ■を行っている。

… を利用したものとして1ま、各 種 の ■ ぺ学 晋 を行ったり、地 筆 で■査 研 究したデ ータの 加

工■尭 仙 を行ってい孔 これ は 日木 傭 で行うのみ ならず、外 目の サイトを利 用したり、また英 語

版 の ぺ 一ジを作 成することによって、英 語 力を付 けることにも寄 与している。

敏 ● ■も肚m l 形 式の 歓 材 を■尭し、 生徒 に提 供 している。このことによリ、… ブラウザさえ

■ けぱ、どんな端 末からでも歓材 を利 用 できる･ ま たロゲを■ 査することにより、生 徒 の学 習軌

■を追 跡 できるため、生 徒 にとってより効 県 的な学 ■方 法 の研究 を進 めることにも役立ってい

る。

さらに、シンガ ポール のタングリン中 等敏 育 学校 とインター ネット交 流を行っているが、この 中

でピデオ 会■ を取り入 れ ている。リアル タイム で意 見 の交 換を行うことにより、轟 文 化 交涜、英

語 学 習 を也 めることに役 立 っている。

8. これ か ら

生 徒 がコンピュータを利 用するため に、わ ざわ ざそれ が ある 4 所 まで行か なくても、ちょっと使

いたい時 にいつ でも使 えるため には、生 徒 の居 室 にP C が 設 ■され ていなけれ ばならない。そ

のた め、全H R にi M oo を1 台 ずつ 記■ した. これ により業 聞 や 汝課 後 箏 に生徒 が 自由 にコンピュ

ータ、とりわ1ナインター ネットを利 用す ることで、桁 報 活用 能 力の 向上 が 期 待 できる。高学 年 で

あれ ば、進珊 報 の検 棄 ■、進 距指 4 上 でも今 螢 ますます 活用されると思 われ る。これ から、

実 課 の 利 用状 況を検肘 し、そ の活 用 方 法 につい ての 研 究を進 めていきたいと考 えている。

◎1 998-1999 N ab8ri-ni8hi High SchooI

AII -811t3 rO30n'od'

L a 8t m o d研c d at 1 2/ 0 1 / 1 9 9 9 22:1 3:5 5

http:〃… ■3hiko.odjp/i伽 d-htm
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三重･ 名張西高

この学校は校内L A N を構築して、パソコン室だけでなく、 校長室、 事務室、 職員室、

進路指導室、 図書室、 保健室、 L L 教室等、 校内各所からサーバーにアクセスして、 電子

資源の共有化を進めている。 情報コンセントを設置して、 コンビュータの無いところでも

ノートパソコン等を移動して利用できるようにしている。 また、 C A I による学習の個別

化の取り組みも行っている。

兵庫･ 相生産業高

この学校は機械科、 電気科、 商業科、 彼服科と定時制機械科から成り、 全教科における

情報教育の充実と体系化及ぴ校務のO A 化に取り組んでいる。 また、 課題研究の推進をは

かって生徒の自己教育力を高める取り組みをしている。また、教務規定、 生徒指導規程の

見直し及ぴ弾力的な運用に関する研究を行って、 教科、 学科の枠を超えた学習活動に取り

組んでいる。

大分･ 情報科学高

この学校は情報電子科、情報管理科、 流通経済科から成り、 全学科における情報通信手

段の活用と、 情報通信手段に精通した社会人の育成を目指している。 マルチメディア国際

交流推進事業としてイギリスのブライスジェックス高校との交流を行っている。 英語のホ

ームページでの情報発信はもとより、 ブライスジェックス高校のホームページを日本語化

してホームページで紹介するなど、 情報通信手段を活用した海外との交流を行っている。

(5 ) 高校の情報教育の現状

基本的には普通科の情報教育と、職業教育関係の情報教育で異なる。職業教育関係の情

報教育は従来から情報処理教育として行われてきたし、 機械科や電子科などでは内容とし

て多数の科目で取り組まれていた。

一方、 普通科の情報教育は現行学習指導要領では数学A、 数学B、 数学C で行うことに

はなっているものの、 それ以外の教科での利用は少なく、教師の裁量に任されている状況

にあっ右 次期学習指導要領では r情報」 が教科として立てられて、 しかも必修化が決ま

り、 様相が一変した感がある。これを実施するために、 免許法の問題や実習を義務づけて

いる状況からインフラ整備が急がれている状況にあ乱

2. 開発学校の研究成果とカリキュラム変化

情報教育に関しては、 研究開発学校の成果が地域や全国に広まっていくというよりは、

その学校のレペルアップにとどまっている。 技術的な変化が早く、 激 しく、 インフラ整備

の状況によっても大きく異なることから、 ボトムアップというよりはトップダウン的な変

更が続いている。 例えぱ、 M S-D O S から W in do w s3.1 へ、 そ してすぐに W indo w s9 5 98 へ

と大きな階段を上がった。 また、 ネットワークの進歩も大きく状態を変えた。 スタンドア

ロンでの導入から教室内L A N 、 さ らに校内L A N やパ ソコン通信に進み、 今はインター
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ネ ッ ト に移 行 し て い る。 さ ら に は、 文 字 中 心 の デ ー タ 処 理 か らメ デ ィ ア ミ ヅ ク ス ヘ、 次 に

マ ル チ メ デ ィ ア で 表 現 力 の 重 視 へ と 発展 した。 イ ン フ ラ 整 備 も 設 置 台 数 が 学 校 に 数 台 の 状

態 か ら グ ル ー プ に 1 台 で の 学 習 へ、 次 い で 2 人 に 1 台、 そ し て 現 在 の 設 置 基 準 は 1 人 1 台

( 2 人 で 2 台 な ど) へ 移 行 して い る。 ま た、 パ ソ コ ン室 の み の コ ン ピ ュ ー タ か ら オ ー ブ ン

ス ペ ー ス、 教 科 特 別 室、 そ し て 一 部 は 普 通 教 室 へ の 設 置 を 始 め て い る。 こ れ ら の 変 化 は、

現 行 学 習 指 導 要 領 の 実 施 中 に起 こ っ た の で あ る。 こ の よ う な 技 術 と イ ン フ ラ の 急 速 な 変 化

に よ っ て、 工 夫 し た こ と が そ れ ほ ど 重 要 で な く な っ た り、 で き な い と 思 っ て い た こ と が で

き る よ う に な っ た り、 そ れ に よ っ て 使 い 方 も 学 習 活 助 も 変 わ っ て き た。

名張 西高 校 は普 通科、 英語科、 情 報科 が設 置さ れて い る。 この 学校 のカ リ キュ ラム は、

「変化 の激 しいこ れか ら の社 会 を 生 き抜 いて いく ため には、 自 ら考 え、 判 断 し、 行

動す る こ とが 求め られ ます。 個 人の 興味 ･ 関心 ･ 進 路 に応 じて 多様 な教科 ･ 科 目

を設 け、 自分 で選択 で きる 教育 課程 を編 成 しま した。 将 来 を考 え、 そ れぞ れの進

路 目標 にあ っ た科 目 を選 択 す るの はあ なた で す。」

と書 かれ て いる よ うに、 選択 を大幅 に取 り入 れ た カリ キ ュラ ムに なって い る。 この 中で 情

報教 育 に関 して は、 選 択科 目に 「情 報科 学 1」 という 科 目を 置 いて いる。 3 年 次 に履修 す

るが、 2 通 りの選 択 方法 が あっ て、

2 単位 の 場合 : 数 学 C 、 環 境科 学、 音楽 m 、 美術 m 、 書道 III、 食 物、 情 報科 学 1 の 中か

ら 1 科 目 を選択 す る。

3 単位 の場合 : 数 学演習、 リー ディ ング、 情報 科 学1 の 中か ら 1 科 目を選 択 する。

内容 は、 主に、 ワ ー プロ や表計 算、 プレゼ ンテ ー ショ ン や画像 処 理 といっ たコ ンビュ ータ

リテ ラ シー教 育 にな って いる。

情 報科 で は 工業 科 必履 修科 目 の他 に、 「ハ ー ドウェ ア技 術」、 「ソフ トウ ェア 技術」、 「プ

ログラ ミ ング技 術」、 「コ ン ピュー タ 応 用」、 「工 業 英 語」、 「情報 シ ステ ム」、 「情 報 リテ ラ

シー」 等 を 置 いて い る。 「情報 システ ム」 で は、 倫理 ･ 法制 度 ･ 標 準 化 ･ 産 業 社会 と情 報

化 ･ 表現 技 法等 の教 育 を行 って いる。 r 情 報 リテ ラ シ ー」 で は、 ワー プロ ･ 表 計 算 ･ プレ

ゼ ンテー ショ ン ･ 画像 処 理等 の情 報活 用 能 力を、 より伸 長 する ため の教 育 を行 って いる。
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3. 現行学習指導要領から次期学習指導要領への情報教育の変化

情報教育が部分的に導入された現行学習指導要領から、 次期学習指導要領では体系的な

情報教育の実施に進もうとしている。 また、 最近では総合的な学習の時間の試行の中や特

別活動での利用の中で使われるケースが多くなってきた。 インフラの整備状況のタィミン

グによっては、 情報教育の研究開発学校がその地域で一番遅れた機器を利用しなければな

らない状態が存在したこともある。このような状況では、 研究開発学校の成果が必ずしも

他の学校で活かせない。

情報教育に関しては、 テクノロジーによってできることが異なり、 そのテクノロジーの

変化が急激であるために、社会が先行してしまい、学校のインフラ整備がそれに追いつけ

ない状況が続いている。 マルチメディア化、 インターネットの普及など予想を超える早さ

でテクノロジーが変化しており、 それに応じて学習内容や学習活動も変化せざるを得ない

状態である。現行から次期へ、 学習指導要領の変化を整理すると、

(1 ) 情報教育の定義の変化

･コンピュータから情報、 通信 (インターネット) へ (現場の変化)

･情報教育の枠組みの変化 (情報活用能力の育成を目標として掲げて取り組める授業

のみを情報教育と呼ぷ。 例えば情報通信手段を利用した教科の調べ学習は情報活用

能力はついても目標として掲げられない学習活動なので情報教育ではない。)

(2 ) 情報活用能力の変化

現行の情報活用能力

1) 情報判断、 選択、整理、 処理能力、 新たな情報の創造、伝達能力

2) 情報化社会の特質、 情報化の社会や人間に対する影響の理解

3) 情報の重要性の認識、 情報に対する責任感

4) 情報科学の基礎、 情報手段 (コンピユータ) の特徴の理解、 基本的な操作

能力の習得

新学習指導要領での情報活用能力

(1) 課題や目的に応じて情報手段を適切に活用することを含めて, 必要な情報を

主体的に収集･ 判断･ 表現･ 処理･ 創造し, 受け手の状況などを踏まえて発

信･ 伝達できる能力 (r情報活用の実賎力」 と略称する。)

(2) 情報活用の基礎となる情報手段の特性の理解と, 情報を適切に扱ったり, 自

らの情報活用を評価･ 改善するための基礎的な理論や方法の理解 (「情報の

科学的な理解」と略称する。)

(3) 社会生活の中で情報や情報技術が果たしている役割や及ほしている影響を理

解し, 情報モラルの必要性や情報に対する責任について考え, 望ましい情報

社会の創造に参画しようとする態度(「情報社会に参画する熊度」と略称する。)

となってい乱 今後の情報教育が、機器やソフトウェアの理解や操作技能でなく、 課題解

決に役立てられるというようなアウトプヅトを明確に定めた情報教育であり、 具体的な児

童生徒の力として認識できる情報教育へ発展することが期待されている。

(堀口秀嗣)
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IV 「総 合 学 科」 高校 を 中 心 と した カ リ キ ュ ラ ム 開 発研 究

1 分析の諸前提

(1 ) 分 析 対象の研究開発学校

本 章の課題は、 r 総 合学 科」 を設置 して いる高等学校を取り上 げ、 カリ キュラム開発研

究 に対するイ ンプリ ケーショ ンを考察す ること にある。 研究 開発学校 のう ちこれ に該当す

る高校 は、 岩手県立岩谷堂高等学校 ( 委 嘱年度 : 平成 6 - 8 年 度)、 三重 県立昴学園高等

学校 ( 平成 8 - 1 0 年 度)、 鹿 児島県立甲陵 高等学校 ( 平 成 9 - 1 1 年 度) の 3 校 にと ど

まった。 このう ち鹿児 島県立 甲陵 高等学校 は開発研究に資する資料の作成途上にあると判

断 し、 分析 の対象か ら外さざるを得な かっ た。 したがって、 ここ では、 岩手県立岩谷堂高

等学校と三重県 立昴学園高等学校の両校について、 少 し詳細に検討を加えることとする。

ただし、 両校の研究テーマ はかなり異 なっており、 今回 は両校の比較分析 にまで踏み込む

作業 は見送 らざるを得なかった。

(2 ) 分 析 の視点

研究 開発学校 として取り上 げる こと ができる r 総 合学科」 は、 いわ ぱ例外的 ･ 実 験的措

置と いう位置づ けのもとで新 しい研究課題 に取り組んで いる もの である。 この方式は、 高

等学校 の場合 には他校種にも増 して多くの限界を孕 んでいる。詳細 につ いては後述するが、

それ とは対照的な方式 でつくられてきた 「も うひとつの試 み」 ( 自 生的改 革) と の比較分

析 によってはじめて、 研究開発 の実践 を正 しく評価することができる。 研究開発校の大ま

かなレ ビューに引き続 いて、 「総合学科」 のみ ならず 高等学校全体のカリ キュラム開発研

究が克服すべき課題 を整理 しておく。

2 岩手県立岩谷堂高等学校の事例

(1 ) 学校の概要

(D 学校の社会的文脈

岩手県立岩谷堂高等学校は、 大正7 ( 1 9 1 8 ) 年に設立された岩谷堂町立実科高等女

学校 ( のちに県移管し岩谷堂高等女学校) の伝統を有する。 昭和 2 3 ( 1 9 4 8 ) 年、 学

制改革により岩手県立岩谷堂高等学校となり、「全定」 を併置するところとなった。 定時

制課程と農業科の分離独立( 各昭和 3 5 年･ 3 8 年) と商業科新設 ( 昭和 3 8 年) を経て、

平成 6 ( 1 9 9 4 ) 年普通科と商業科を募集停止し、 全国に先駆けて総合学科を新設する

ところとなった。

胆沢平野を一望する同校は館山という旧城趾に位置し、 眼下の街並みは静かな城下町の

たたずまいを残してい乱 r本校を温かく育んできた地域の人々の昔ながらの純朴な人情

に包まれた絶好の学習環境にある」 という。 通学域は江刺市を主とし、川を隔てた水沢市

に及ぶ。

◎系列の種類
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岩 谷 堂 高 等 学 校 の 新 し い 教 育 課 程 に は 総 合 選 択 科 目 群 が設 け られ て お り、 主 に 7 つ の 系

列 を念 頭 に 置 い て、 生 徒 の 科 目 選 択 が促 さ れ る。 具 体 的 に は、 以 下 の 7 系 列 が 設 定 され た。

1) 人 文 科 学 系 列 一 文 系、 2 ) 自 然 科 学 系 列 一 理 系、 3 ) 情 報 サ ー ビス 系 列 一 商 業

系、 4 ) 流 通 シ ス テ ム 系 列 一 同 上、 5 ) 福 祉 サ ー ビス 系 列、 6 ) 体 育 ･ 健 康 系 列、 7 )

国 際 協 力.系 列。 と り わ け、 普 通 科 と 商 業 科 の 併 設 校 で あ っ た と い う事 情 は、 系 列 の種 類 に

大 き な 影 響 を及 ぼ し た。 も ち ろ ん、 系列 は た い て い の 類 型 ･ コ ー ス と 異 な り、 生 徒 の所 属

集 団 と は 無 関係 で あ る。 そ れ は 科 目 選 択 の ひ と つ の 目 安 に過 ぎず、 系 列 の 枠 を 超 え て科 目

を 選 択 す る こと も 事 実上 可 能 で あ る。

◎組 織 の 成 員 と 進 路 状 況

教職 員 ･ 在 校 生 ･ 進 路 状 況 は、 以 下 の 通 り で あ る。

1) 教 職 員 : 校 長、 教 頭、 教 諭 ( 4 8 名) 、 養 護 教 諭、 常 勤 講 師 ( 5 名) 、 非 常 勤 講 師

(8 名) 、 実 習 助 手、 英 語 指 導 助 手、 事 務 長、 事 務 職 員 ( 4 名) 、 用 務 員、 ボ イ ラ

ー 用 務 員 計 7 0 名。

2 ) 在 校 生 ( 平 成 9 年 3 月)

男 2 1 1 名、 女 3 9 1 名、 計 6 0 2 名 ( う ち、 江 刺 ･ 水 沢 地 区 中 学 校 出 身 が 5 8 9

名)

3) 進 路 状 況

表 1 最 近 3 ヶ 年 の 進 路 状 況 ( 実 数)

進 路 国公立大学 私立大学 麟大学 静学柳医 専修各騨校 県内企業 県外企業 公韻 麟

卒辮度 鱒門学校

5 8 3 4 4 5 5 8 6 2 6 7 2 1 6

6 4 2 8 1 7 2 0 8 9 4 2 2 0 5

7 1 I
l
2 7 1 2 3 1 6 4 1 6 8 1 6 0 l l 2 1

一
1

* 『報 告 書』 5-6 頁 を も と に作 表 (「現 役 の み」)。

な お、 進 路 状 況 に 関 し て は、 「以 前 の 普 通 科 ･ 商 業 科 の と き と 比 較 す る と、 就 職 者 が 減

少 し、 進 学者 が 増 え る傾 向 に あ る」 と いわ れ る。

@ 教 育 課 程

岩 谷 堂 高校 の 教 育 課 程 表 は、 【資 料 1 】 に 示 す 通 り。

( 2 ) 実 践 の 成 果 と 課 題

岩 谷 堂 高 校 の 研 究 開 発 の ね ら い は、 「総 合 学 科 の 創 設 に 係 わ っ て、 生 徒 の 個 性 の 伸 長 及

ぴ 主 体 的 な 学 習 意 欲 の 酒 養、 自 主 的 ･ 積 極 的 な 科 目 選 択 と い う 観 点 か ら、 必 修 科 目 の 履 修

に つ い て も 生 徒 が 主 体 的 に 選 択 で き る よ う に す る な ど、教 育 課 程 の 弾 力 化 を 図 る と と も に、

生 徒 一 人 ひ と り の 個 性 や 適 性 に 応 じ た 進 路 選 択 が 可 能 に な る よ う、 総 合 学 科 に お け る 教 育

課 程 の 実 践 的 な 研 究 を 行 う こ と」 に あ る。 具 体 的 は テ ー マ は、 ○ 必 修 科 目 の 弾 力 化、 ◎ 「産

業 社 会 と 人 間」 の 再 検 討、 ◎ 「家 庭 一 般」 と の 代 替、 の 三 点 で あ る。

(D 必 修 科 目 の 弾 力 化

(a) 必 修 科 目 の 再 編

現 在 の 必 修 教 科 ･ 科 目 の 総 単 位 数 3 8 単 位 で あ り、 こ れ に 総 合 学 科 原 則 履 修 科 目 最 低 6

単 位 を 加 え る と 計 4 4 単 位 に 達 す る。 こ れ は、 卒 業 単 位 数 8 0 単 位 の 過 半 数 で あ る。 学 校
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週 5 日制 の実施 を考えても必修教 科 ･ 科 目の弾 力化 ないし削減 は避け られない。

必履修科 目は･ 学 習指導要領 の示す必修科 目 r 国 語 1 」 r 数 学 1 」 r 体 育」 r 保 健」 r 家

庭 一般」 r 芸 術」 ( 音 楽1 ･ 書 道 1 ･ 美 術 1 ) の 1 5 単位 を基本的 な科目と位 置づけ共通

履修 とされた。 な お、 平成 8 年 度生 につ いては、「家庭一般」 4 単位 中 2 単位 を 「産業社

会 と人間」 で代替 し、 必修単位か ら削減 することとされた ( ◎ で詳 述)。 したがって、 地

理歴 史 ( r 世 界史 A 」 r 世界史 B」 に r 日 本史 A 」 r 日本 史 B」 r 地理 A」 r 地 理 B」 も含め

選択科目 に)、 公民 (r 現代 社会」 r 倫 理」 r 政 治 ･ 経 済」 をすべて選択科目に)、 理科 (r 総

合 理科」 を除 いたすべての科 目の中から選択) の3 教 科 は必修 から外 され た。 こう した措

置 は･ r 産 業社 会と人間」 r 課 題研 究」 ある いは選 択科目 との重複を避 けること、 既修 の

他の教科 ･ 科 目 をフォローすること等の理由による。

その結 果･ r 地 歴科」r 公 民科」 r 理 科」 の履修希 望者は平成 8 年 度 になって 大幅 に増 え

ている。 また、 B 科 目選択希望者 が多く、 各自 の進路に応 じた科目をむ しろ積極的 に選択

しているというプラス の効果が出て いる。 今後、 さ らに必修科目のスリム化 を行う必要が

あり･ と くに･ 総 合学科原則履修科目の必修科目への代替 ( 単位 の読 み替 え) に ついて検

討 しなければならない。

(b) 卒 業 認定 ･ 単 位認定の弾力化

卒業認定 ･ 単 位認定に関 しては、 3 点 につ いて検討が加えられ た。

第一に、 卒業認 定条件を 「共通必修科目 ･ 原 則履修科目 ･ 選 択必修科目等を 93 単 位履

修 し･ 各 教科 ･ 科 目修得の単位数 の合計が 80 単 位以上」 とするが、 完全週 5 日 制実施を

見越 して、 履修すべき単位 を 80 単位とすることをめざす。

第二に、 総合学科の設置に伴い、 従来の 4 学 期制 を 2 学期制とする。 今年度 は、 奇数単

位 科目を極力少 なく し、 必修科 目では r 保 健」 の 1 単位 のみと した。

第三に、 現在 「授 業時数の 3 分 の 2 以 上の出席」 を履修 条件 としているが、 履修 条件は

「授業時数の 2 分 の 1 以上の出席」、 修得 には 「授業時数の 3 分 の 2 以 上 の出席」 と した

方が多様 な生徒 に対応 できる のではな いかと考 えられる。

今後の課題 としては、 1 ) 学 期 ごとの単位分割認定の検討を行う (集 中方式 も含めて)、

2 ) 長 期休 業を含めた学校行 事を根本 的に見直す、 3 ) 定期考査 のもちかたや、 成績処理

の方法 の検討す る･ 4 ) 4 年 次 以降の卒業時期 を前期末とする場合の問題点の検討を行 う、

な どがある。

◎ 「産 業社会と人間」 の再検討

(a) 平 成 6 年 度の経過

平成 6 ( 1 9 9 4 〕 年度 につ いては、 文部省同科目指導資料をもと に指導目標と指導内

容 を設 定した。 単位数 は、 3 単位 ( 前 期週 4 時 間、 後期週 2 時 間) と した。 商業科教員と

仕会科教員 の2 名 を専門教員と し、 他 にホームルーム担任を配置 した。 その際、 専門教員

の担 当クラ スを 3 ク ラスと 2 ク ラス に区分 した。 参加型の学習を重視 し、 見学.( 上 級学校

･ 事 務所 ･ 連 携校等) 4 回、 仕会人講師講演会 6 回 を予定 した。 しか し、 実際には見学 3

回･ 講 演会 3 回 と当初計画よりも少ない実施にとどまった。 具体的な授業内容 の詳細につ

いては、【資料 2 】 を参照 していただき たい ( た だ し平成 8 年 度分)。

科目選択を 9 月 までに決定 しなけれぱならないと 言う事情 から、 体験学 習を前期に集中

させ た。 r l 回 の見学に6 時 限、 講演会 に 2 時 限を費やす ことになるということで、 今年
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度 は 前 期 に 他 科 目 と の 調 整 に よ り 4 単 位 で 実 施 し た」 と い う。 体 験 学 習 を そ の ま ま 実 施 し

て い く こ と に な れ ば、 4 単 位 に 増 単 す る こ と を 考 え て い か ね ば な ら な い。 「『産 業 杜 会 と

人 間』 に お け る 指 導 内 容 の 充 実 と 指 導 過 程 に お け る 調 査 研 究、 作 業、 見 学、 講 演、 討 論 な

ど の 体 験 的、 実 践 的 学 習 の 指 導 の 充 実、 お よ ぴ 生 徒 の 学 習 活 動 の 向 上 を は か る た め」、 平

成 7 年 度 に は 1 単 位 の 増 単 を 図 り 4 単 位 で 実 施 す る こ と と し た。

(b) 成 果 と 課 題 一 平 成 7 年 度 の 実 践 一

「産 業 社 会 と 人 間」 を 増 単 す る こ と に よ っ て、 以 下 の ふ た っ の 成 果 が 表 れ、 全 体 と し て

余 裕 を も っ て い ろ い ろ な 観 点 か ら 指 導 す る こ と が で き た。

第 一 に、 見 学 の 事 前 指 導 ･ 事 後 指 導 を こ れ ま で の 1 時 間 か ら 2 時 間 に そ れ ぞ れ 増 や す こ

と で･ 見 学 先 へ の 予 備 知 識 を し っ か り 持 つ こ と が で き、 有 意 義 な 見 学 が で き た。

第 二 に、 3 回 の 講 演 を 5 回 実 施 す る こ と が で き、 生 徒 の 視 野 が 拡 が っ た。 感 想 文 を し っ

か り ま と め 講 師 の 方 に 感 想 文 を ま と め て 届 け る こ と を 始 め た。

「産 業 社 会 と 人 間」 の 指 導 内 容 と 「公 民 科」 「保 健 体 育 科」 「家 庭 科」 の そ れ に 重 複 す

る 項 目 が あ る ( 【資 料 3 】) 。 3 つ の 対 応 策 が 考 え ら れ た が、 「産 業 社 会 と 人 間」 「家 庭 一 般」

と の 連 携 と い う 形 で 対 応 が な さ れ た。 2 科 日 間 の 指 導 の ね ら い に は、 共 通 す る 部 分 と 異 な

る 部 分 が あ る。 「ラ イ フ プ ラ ン」 を 家 庭 科 の 授 業 時 間 に 立 案 さ せ、 そ れ ぞ れ の 科 目 の 指 導

目 標 や 視 点 か ら 指 導 を 行 っ た。 そ う す る こ と で、 「ラ イ フ プ ラ ン」 を 複 数 の 観 点 か ら と ら

え、 自 分 の 一 生 を 考 え る こ と が で き る よ う に な り、 指 導 時 間 の 効 率 化 を 図 る こ と が で き た。

◎ r 家 庭 一 般」 と の 代 替

(a) 実 践 の 概 要

「産 業 社 会 と 人 間」 と 他 の 教 科 の 指 導 内 容 と の 重 複 項 目 の 検 討 か ら、 主 と し て、 公 民 科

(現 代 社 会、 倫 理、 政 治 経 済) 、 保 健 体 育 科 ( 保 健 ) 、 家 庭 科 ( 家 庭 一 般 ) と の 間 で 重 複

す る 指 導 内 容 が 見 ら れ た。 こ れ ら 3 教 科 に 関 し て、 代 替 に つ い て 検 討 を 進 め た。

ま ず、 公 民 科 と の 代 替 に つ い て は、 公 民 科 に か か わ る 科 目 は 選 択 履 修 と し て い る た め、

必 履 修 科 目 扱 い と し な い 限 り 代 替 の 効 果 は 薄 い と 判 断 さ れ た。

次 に、 保 健 体 育 科 と の 代 替 に つ い て は、 「保 健」 が 1 単 位 で あ る た め 代 替 に よ り 科 目 と

して の 特 性 が 失 わ れ る 可 能 性 が あ り、 代 替 に よ る 効 果 に つ い て 疑 問 が 残 る。

最 後 に、 家 庭 科 と の 代 替 に つ い て は ど う か。 た と え ば、 1 年 次 で 「産 業 杜 会 と 人 間」 4

単 位 履 修 お よ ぴ 「家 庭 一 般」 2 単 位 を 必 履 修 と し、 「産 業 社 会 と 人 間」 2 単 位 修 得 「家 庭

一 般」 4 単 位 修 得 を 認 定 す る こ と に す る。 2 年 次 に 「家 庭 一 般」 を 設 定 せ ず、 そ の 分 選 択

履 修 の 幅 が 拡 大 で き る と 考 え ら れ る。 さ ら に、 以 下 の 点 を 考 慮 し て、 「家 庭 一 般」 と の 代

替 を 実 施 す る こ と と な っ た。

1 ) 家 庭 と の 関 連 か ら 進 路 等 に つ い て 考 え る と い う 視 点 も 必 要。 職 業 生 活 に 必 要 な コ

ミュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 の 育 成 は、 家 庭 生 活 の 充 実 向 上 に と っ て も 重 要 か つ 関 連 が 深

い。

2 ) 体 験 学 習 を 重 視 し て い る 点 で 共 通 点 が 見 ら れ る。

3 ) 両 者 を 結 び つ け る こ と で 新 た な 内 容 の 展 開 を 期 待 で き る。

重 複 項 目 の 検 討 は、 次 の 観 点 を 踏 ま え て 実 施 さ れ た。

(1) 「産 業 社 会 と 人 間」、 「家 庭 一 般」 の 指 導 目 標 や 基 本 的 性 格 ( 特 徴) を 明 確 に す る。

(2) 「産 業 社 会 と 人 間」 と 「家 庭 一 般」 の 重 複 す る 指 導 項 目、 内 容 を 検 討 す る。
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(3) 「家 庭一般」 の代替す る学習 内容 を検討する。

重複 する項 目の多 い 「家庭一般」 の 「家族 と家庭生活」、 「家庭経 済と消費」 の学習を

「産 業社会と人間」 で指導すること とし、 『産業社会と人間」 のどの項目に どんな視点 で

学習 内容 を入れる かの検討が行われ た。 具体 的には、「産業社会 と人 間」 の 「自己 を見つ

める」 の項目 に 「家庭 の機能と家族 関係」 を、「進路にっ いて考 える」 の項目 に 「生活設

計」 を、 「職 業生活へ の適応」 の 項目に 「生活 時間と家 事労働」 を、 「産業の発 展と社会

の変化」 の項目 に 「消費者の問題」 を、「期 待される社会人 になるために」 の項目 に 「高

齢社:会 と杜会福祉」 を、 「自己 を見つ める」 の項目に 「自分 らしい生き方 を考 える」 をそ

れ ぞれ入れ ていった。

「家 庭一般」 2 単 位の中で 「産業社会と人間」 との重複項目の多 い 「家族と家庭生活」、

「家庭 経済と消費」 は 「産 業社会と人間」 で代替 し、 「衣 生活」、 「食 生活」、 「保育」 領域

を学習す ることと した。

代替の指導法と して、 次の 3 つ を検討 し、 実践 した。

(D 「産業杜会と人間」 の担当者と家庭科教員によるティームティーチングによる授業を

行う。

@ 家 庭科教員が r 産 業社会と人間」 の中 で単独授業を行う。

◎家庭科が指導資料を提供 して、 r 産 業杜会と人間」 の担当者が授 業を行う。

(b) 成 果 と課題

成果と いう より も、 これ から検討すべき課題が多く指摘され た。 主なものは、 以下の 4

つ で ある。

第一 に、 「産業社会と人 間」 の年 間指導計画に沿って展開する ためには、 担 当者 間の十

分な打ち合わせと r 産 業杜会と人間」 の前後の授業フォローが必要であった。 重複すると

いうこと だけ で導入 した内容 は担 当者 も指導に苦慮するころ になった。 発展性 がなく断片

的な知識 に終わって いるのではという懸念 もある。 「産業杜会と人間」 は前後 の授業フ ォ

ロー に時 間をかけ なければな らず、 生徒は違和感 なく受 け止 めてくれ たか疑問が残る。

第 二に、 今回 「家庭一般」 で 「衣生活」、「食生活j、 「保育」 領域 を中心に学習 したが、

専門科目に継続 でき る学習となり得たか どうか不安が残る。

第三に、 担 当者 間の授業時間 の調整 が難 しく、「産業仕会と人 間」 の指導計画からずれ

て授 業に入ると全く 断片的な投げ込み授 業に終わってしまった。 とく に、 家庭科 の担当者

が 「産業社会と人間」 の授業に入っての実践は時間の調 整が難 しく、 困難 が感 じられた。

第四に、 時代の要求に応えようとするなら 2 単位 では不可能であるし、 環境 教育や福祉

教育を充実させるためにはなおのこと不充 分である。

@ 3 年 間の成果と課題

(a)研 究 の成 果

岩谷堂高校は、 研究の成果を以下の 3 点 にま とめている。

1 ) 教 育体制 ( システム)

○ 必修科 目の弾力化を図る実践 を 「地理歴史科」 「公民科」 「理科」 の 3 教 科で試み、

これらの教科科 目を必修科目から外 し全て選択科 目と した。 その結果、 「地理歴史科」

「公民科」 にお いて は選択履修 人数に偏りが見られず、 「理科」 にお いても I B ･ n 科

目を選 択す る生徒 が増加 した。 以上の 3 教 科を必修から外せること がわかった。
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○ 卒 業 履 修 単 位 を 8 0 単 位 と す る こ と や 学 期 ご と の 単 位 分 割 認 定 は、 ぜ ひ 必 要 で あ る と

い う 方 向 性 が 確 認 で き た。

O 意 識 調 査 の 結 果、 総 合 学 科 が 「個 性 の 伸 長」 「自 主 性」 「主 体 性」 を 培 う と い う 趣 旨

に か な っ て い る こ と が わ か っ た。

○ 自 然 科 学 系 列、 国 際 協 力 系 列 で 設 定 し て い る 農 業、 工 業 に 関 す る 科 目 は 学 校 間 連 携 に

よ り、 近 隣 の 岩 谷 堂 農 林 高 校 で 履 修 で き る こ と に な っ た。 生 徒 ･ 教 員 と の 学 校 相 互 の 交

流 が 深 ま り、 広 い 視 野 で 物 事 を 観 る よ い 契 機 と な っ て い る。

2 ) 学 校 経 営

○ 継 続 的 な 意 識 調 査 に よ っ て 生 徒 の 実 態 を 把 握 す る こ と が で き、 今 後 の 生 徒 の 指 導 に 役

立 て る こ と が で き る。

○ 総 合 学 科 の 目 指 す ね ら い や 特 色 な ど に っ い て 広 報 活 動 に 力 を 入 れ、 関 係 機 関 ･ 団 体 と

の 連 携 を 深 め た。 意 識 調 査 の 結 果、 中 学 校 や 地 域 の 人 々 に 理 解 さ れ 浸 透 し て い る こ と

が わ か っ た。

○ 総 合 学 科 へ の 進 学 を 希 望 す る 生 徒 像 の ひ と っ 「将 来 の 進 路 を、 総 合 学 科 に お け る 学 習

を 通 じ て 行 い た い 生 徒」 に 対 し て、 「産 業 社 会 と 人 間」 や 進 路 指 導 の ガ イ ダ ン ス 機 能

の 充 実 な ど を 通 じ て、 生 徒 の 興 味 ･ 関 心 に も と づ く 進 路 の 早 期 決 定 に 結 び つ く こ と に

な っ た。 モ ラ ト リ ア ム 傾 向 に あ る 今 の 生 徒 に と っ て は 大 変 よ い こ と で あ る。

○ 生 徒 個 人 の 意 識 の 変 容 も 見 ら れ、 学 校 祭 の 巨 大 壁 画 の 作 成 や 部 活 動 の 上 位 入 賞 な ど、

学 校 全 体 が 活 性 化 さ れ た。

○ 総 合 学 科 一 期 生 の 進 学 状 況 を 前 年 度 に 比 べ る と ( ほ と ん ど は 推 薦 に よ る が) 多 く な っ

て い る。 四 年 制 大 学 の 合 格 者 は 現 在 の と こ ろ 1 8 名 だ が、 全 員 人 文 科 学 系 列、 自 然 科

学 系 列 の 履 修 者。

3 ) 教 育 内 容

○ ア ン ケ ー ト の 結 果 を み ゃ と、 「産 業 仕 会 と 人 間」 の 中 で 一 番 印 象 に 残 っ て い る 単 元 は

「進 路 に つ い て 考 え る」 と 回 答 す る 生 徒 が 多 い。 自 己 の 進 路 へ の 自 覚 を 深 め さ せ る と

い う･ こ の 科 目 の 所 期 の 目 的 が 十 分 果 た さ れ て い る と 判 断 で き る。

○ 「産 業 社 会 と 人 間」 は 初 年 度 3 単 位、 次 年 度 か ら 4 単 位 に 単 位 増。 科 目 選 択 や 自 己 理

解 に つ い て 十 分 な 時 間 を 充 て る こ と が で き、 さ ら に、 新 た な 指 導 項 目 と し て 「青 年 期

の 在 り 方 生 き 方」 を 加 え る こ と も で き た。 関 連 他 教 科 と の 代 替 に つ い て も、 「家 庭 一

般」 と の 間 で 実 践 し、 ( T T も 実 現 し) 授 業 の 効 果 も 上 が っ た。

○ 「産 業 社 会 と 人 間」 で の 上 級 学 校 見 学、 職 場 見 学、 杜 会 人 講 師 に よ る 講 演 会 等 の 学 習、

「課 題 研 究」 で の 多 様 な 教 科 ･ 科 目 の 選 択 履 修 に よ っ て 深 め ら れ た 知 的 好 奇、心 に も と

づ い て 自 ら 課 題 を 設 定 し、 そ の 課 題 の 解 決 を 図 る 学 習 に よ り、 ク ラ ブ あ る い は 個 人 に

よ る ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 へ の 参 加 が こ れ ま で 以 上 に 見 ら れ た。

○ 多 種 多 様 な 教 科 科 目 の 選 択 が で き る こ と か ら、 多 方 面 の 分 野 に 興 味 ･ 関 心 を 抱 く 生 徒

が 多 く な っ て い る ( 特 徴 的 な 科 目 と し て、 「国 際 奉 仕 基 礎」 「比 較 文 化」 「国 際 地 域 研

究」) 。

O 生 徒 は 「産 業 杜 会 と 人 間」 で の 科 目 選 択 指 導、 科 目 選 択 ガ イ ダ ン ス テ ィ ー チ ャ ー、 学

級 担 任 の 指 導 を 受 け て、 生 徒 は 主 体 的 に 科 目 選 択 し て い る こ と か ら、 生 き 生 き と 学 習

し て い る ( 開 設 条 件 は 5 人 以 上 を 目 安 に し て い る が、 5 人 以 下 で も 進 路 実 現 の た め に
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必要な科目は開講)。

(b)今 後 の課題

岩 谷堂高校では、 生徒と保 護者と教員に意識調査を行っている。 3 年 間の調査全体を通

してうかがえることは、 総合学科への理解度が次第に深まっていること、 それに伴い本校

の教育内容に対 し要望が多様化 し、 具体的になっていることである。 以下は、 その要約 で

ある。

生徒への調査では、本校 受験の動機 として「総合学科 の創設」 をあげる生徒が最も多く、

総合学科に対する期待の高さや、 意欲 のある生徒が入学 して いる こと がう かが える。 満 足

(魅 力) と して あげる のは 「好きな科 目が選 べる」「個人の進路 に沿 って選べる」 な ど。

自分で選択 した進路に必要 な科目 であるため、 意欲的 な取り組み が目 立ち、 教科担当教員

も生徒の レベル に対応 した適切 な指導 が可能 なため、 教 育効果 があがると評価 している。

一方、 不満なこと として 「科目選択 をした後 の進路変更が でき ない」 ことであ る。「科目

をブロ ック から選ぶ」 ことからく る単位数合 わせ の選択 につ いての不満 も多かった。 自分

の進路 に合 わせ て好きな科目を選択できることが総 合学科の眼目であったが、 実際このこ

とを実践す るためには人的 ･ 物 的条件整備 がなされ た上での実践が理想 である。 教 員の加

配や施設 ･ 設 備 についても現段階では特段の配慮をいただいているが、 十分とは言い切れ

ない。 既 存 ･ 既 設のものを有効活用す ることで最大 限の効率 を図 ることが求 められる。

保護者へ の調 査では、「科目選択」 について は保護者 の理解 度は高 いが、 科 目選択 への

不安も拭いきれない。 保護者への情報提供が必要である。 保護 者と して学校に望むことと

して、「学力の向上」 「生徒指導 の強化」 に関することが多 い。

教員への調査では、 進路指導で気になることと して 「クラス編成」 が自然学級であるた

めの ジレンマ、 教科指導で の進学希望者への手だてが十分とれないことへの苛立ち等を挙

げて いる。 生徒指導で気になることと して、 「クラス 単位 での授 業が少な い」 ことから派

生 して来る問題も多 いと思 われること等 を挙げる。 全体と しては、 厳 しい意見や指摘が見

られ るが、 いずれ教員 も今まで の学年制 の発想の中か ら脱却 して、 単位制にふさわ しい自

主性 ･ 主 体性 を育てる教育をめ ざす、 意識改革が必要である。

これ らの研究 を踏ま えて、 以下の 8 点 が課題と して指摘されている。

(1〕単位 制の利 点を生 かす ため に単位 の分割認 定を進める には、 年間行 事予定 の抜 本的な

見直しが必要 である。

(2) 生 徒 の選択 履修科目 に対応 できる教員確保と施設 ･ 設 備の充実が必要である。

(3)科 目選 択指 導の方法につ いて再検討が必要である。

(4) 頑 張 らせる動機 づけとして、 成績等 の資料の作成 ･ 指 導方法の検討が必要である。

(5) 国 大 協 ･ 私 大協 ･ 商 工会議所 ･ 企 業等 に対する働きかけが必要で ある。

(6) 総 合 学科設置校による連絡協議会 ･ 研 究協議会の設置が 必要 である。

(7)県 内 の総合学科 の設置計画を明 らかにするとと もに、 地域 社会 ･ 中学 校 ･ 生 徒の保護

者への P R 活 動が必要である。

(8)教 職 員の学年制か ら単位制への意識の改革が必要である。

結論的 には、 総合学科の理念 と現実の 生徒の進路達成の実現との対応の狭間に戸惑うと

ともに、過 去の経験、従来の指 導体制 から脱 しきれずにいるのが現状であると総括される。
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3 三 重 県立 昴 学 園 高 等 学 校 の 事 例

(1 ) 学校 の 概 要

三 重 県 立 昴 学 園 高 等 学 校 は、 静 か な 山 あ い の村 に あ る。 美 し い 森 と 水 に 象 徴 され る 自 然

環 境 豊 か な 地 域 で あ る。 昭和 2 4 ( 1 9 4 9 ) 年 に 三 重 県 立 宮 川 高 等 学 校 荻 原 分 校 と して

設 置 さ れ た。 昭 和 6 2 ( 1 9 9 9 ) 年 に 独 立 校 と な り、 普 通 科 と 農 業 土木 科 を 1 学 級 ず つ

擁 す る 三 重 県 立 荻 原 高 等 学 校 と して 新 た な ス タ ー ト を切 っ た。 しか し、 過 疎 化 が 進 む に つ

れ て、 二 次 募 集 で も 定 員 割 れ す る 状 況 が 続 き、 廃 校 の 危 機 に 陥 っ た。 そ う した 中 で、 学 校

を再 ぴ 活 性 化 しよ う と い う 機 運 が 盛 り 上 が り、 平 成 2 年 度 「学 校 改 革 構 想 検 討 委 員 会」 が

設 置 さ れ た。 翌 年 「学 校 改 革 計 画 上 申 書」 が 県 教 育 委 員 会 あ て 提 出 さ れ、 ち ょ う ど 国 の 高

校 教 育 改 革 推 進 の 動 き が 活 発 に な っ て い た 時 期 と も 重 な り、 平 成 5 年 か ら 「新 し いタ イ プ

の 高 等 学 校」 へ の 改 革 が な さ れ た。 平 成 7 ( 1 9 9 5 ) 年、 「国際 交 流」 「環 境 技 術」 「美

術 工 芸」 「介 護 福 祉」 「野 外 ス ポ ー ツ」 の 5 系 列 を 含 む 三 重 県 立 昴 学 園 高 等 学 校 が 「総 合

学科」 ( 各 年 次 2 学級 の 8 0 名) と して 誕 生 す る こ と と な っ た。 同 校 は、 「全 員 推 薦 入 学」

「全 寮 制」 「二 期 制」 「9 0 分 授 業」 な ど の 特 徴 的 な シ ス テ ム を 導 入 し て お り、 研 究 開 発

もこ う した ユ ニ ー ク な 取 り組 み の成 果 と 問 題 点 を 点 検 す る 方 向 で 実 施 さ れ て いる。

( 2 ) 実 践 の 成 果 と 課 題

(D サ タ デ ー タ イ ム

(a) 取 り 組 み の 概 要

昴 学 園 高 校 で は、 第 1 ･ 第 3 土 曜 日 に 授 業 を 組 ま ず、 「ゆ と り の あ る 時 間」 と し て 生 徒

の 自 主 活 動 を 尊 重 す る こ と と し、 こ れ を 「サ タ デ ー タ イ ム」 と 称 し て い る。 全 校 生 徒 2 4 0

名 を 9 - 1 0 名 の 中 規 模 グ ル ー プ に 分 け、 次 の よ う な 要 領 で 実 践 を 行 っ た。

ま ず、 全 教 員 を 各 グ ル ー プ の 担 当 者 と し て 割 り 当 て、 各 ホ ー ム ル ー ム で こ の 時 間 の 趣 旨

と 方 法 を 説 明 し た。 説 明 内 容 は、 以 下 の 通 り で あ る。

1 ) 第 1 ･ 第 3 土 曜 日 は 授 業 は な い が 休 日 で は な い。 r サ タ デ ー タ イ ム」 で あ る。

2 ) 各 自 1 つ の 研 究 テ ー マ を 担 当 教 諭 に 提 出 す る。

3 ) 単 な る ク ラ ブ の 練 習、 遊 ぴ、 ア ル バ イ ト、 旅 行 等 は テ ー マ と し て 認 め な い。

4 ) 寮 生 は 金 曜 日 の 夜 自 宅 に 帰 り、 地 元 で 研 究 を 行 っ て も よ い。 な お、 寮 に い る 者

に つ い て は 土 曜 日 の 朝 8 : 3 0 に 食 堂 に て 点 呼 を 取 る。

5 ) 担 当 教 諭 に 毎 回 の 実 施 報 告 書 を 提 出 す る。

6 ) 報 告 書 の 内 容 等 に 基 づ き 優 秀 な 研 究 に 対 し て は 単 位 認 定 も 考 え る。

実 施 報 告 書 の 提 出 を 義 務 づ け 単 位 認 定 の 可 能 性 を 示 唆 し た 背 景 に は、「サ タ デ ー タ イ ム」

へ の 取 り 組 み を 活 発 化 さ せ る と い う ね ら い が あ っ た。

夏 季 休 業 前 に 担 当 教 諭 と 保 護 者 に ア ン ケ ー ト を 実 施 し、 実 施 状 況 の 確 認 と 問 題 点 の 洗 い

出 し を 行 っ た。 な か で も、 「サ タ デ ー タ イ ム」 そ の も の を 生 徒 が 十 分 に 理 解 し て い な い こ

と や 「何 に 取 り 組 ん で い い の か わ か ら な い」 と い う 生 徒 の 多 さ、 あ る い は 作 業 の 非 効 率 性

や 煩 雑 さ を 指 摘 す る 声 が 目 立 っ た。 そ こ で 出 て き た 問 題 点 や 意 見 を 踏 ま え て、 「サ タ デ ー
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タイム」 のシステムの大幅な見直 しを図った。

前掲 の基本方針 の確認を徹底するとともに、 目標の定まらない生徒な どのために 「魅力

ある活 動のモデル」 も提示 した。 実施方法についてかなり詳細に規定がなされ、 単位認 定

の方法が明文化された。 イベ ント情報等を掲載する 『サタデータイム通信』 を発行 したり

す ることで、 関心 の低 い生徒 に取 り組 みの意義を伝 える工夫がなされた。 同通信 は、 「読

んで楽しい通信」 になるようにできるだけ平易な言葉で書かれた。 冬休みの前には、 ガイ

ドブックを作成 し、 r 自分 自身 のや りた いことがわか らな い生徒」 への対策とされた。

(b)活 動 の実態

1 ･ 2 年 次 生のアンケー トが実施され、 今年 度の成 果が確認 された。 それによると、 全

体の 60.9 % が本 年度 の r サ タデータイ ム」 に r 取 り組めなかった」 と答えている。 r 報 告

書の提出 がわず らわしい」 という意 見が目立ち、 「( 休 息が取れ るという意 味で) 自 分 の

自由になる時 間ができてよかっ た」 という評価が多か った。 r サ タデータイ ム通信」 を読

んでいる生徒 は 5 9.4 % で あ り、『お も しろい」 「続 けて ほしい」 という好意的意 見が目立

った。 r サ タデー タイ ム」 に積極的 に取り組 もうと思 う生徒は 66.7 % で、 r 興 味な い」 と

いう生徒 も 14.5 % に上 った。

(c) 成 果 と課題

平成 9 年 度に関 しては、 多くの生徒 が r サタ デー タイ ム」 に積極的 に取り組めなかった

ようである。 理由と しては、 ○担当委員会 自体 に 「サタデータイム」 に対する戸惑いがあ

ったこと、 ◎生徒への説明が十分でなかったこと、 などが指摘されている。 この実践を通

じて、 「自分 自身 で目標を設定 でき ない生徒 に自ら積 極的に動こうとする気持 ちを起 こさ

せ ることの難 しさ」 が痛感された。 かなりのヱネル ギー がこ の点 に費やされて しまったよ

うである。 教員の間からは、 報告書の提出が不 充分 で見直しのあともうまく働いてないと

いう声 が上がっ ている。 生徒 の側 の負 担感 にも配慮する 必要性 が認識 されている。 単位取

得を目指さない生徒 にも報告 書を提 出させ る必 要がある かどうかという点 も今後の検討課

題 となっている。

(2) 数 学 の必修科 目

(a) 実 践 の概要

同校 では、 学力的に多様な生徒 が全 県から集 まっ てく るこ ともあっ て、 1 年 次前期には

数学 1 を 習熟度別講 座編成で実施 している。 春休み の課題 を範 囲にしたテ ストと新 1 年 生

テス トの成績 にもとづ いて 8 2 名 を上位 ( 2 8 名) ･ 中位 ( 2 7 名) ･ 下 位 ( 2 7 名) の

3 講座 に分け、 授 業が進められ た。 後 期には、 以下の 3 つ の科 目から選択す る方式 がとら

れ た。 具体的には、 7 月 夏休 み前に仮選択 が行 われ、 9 月 前期末 テス ト後 に本登録 を行っ

ている。

r数学1 」: 数学1 の内容を演習も多く取り入れながら学習する。

r基礎数学」= 中学校の内容の復習も随時取り入れながら、 高等学校の数学の基礎

的な内容を学習する。

r基礎専門数学」: 主として環境技術系列選択生、 就職希望者を対象に、 数学1 以

外の内容も含め、 専門教育の基礎となるものを精選して学習する。
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(b) 成 果 と 課 題

1 2 月 と 2 月 の ア ン ケ ー ト に よ る と、 選 択 し た 科 目 の 適 切 さ に つ い て は か な り の 生 徒 が

評 価 し て い る こ と が わ か る。 授 業 内 容 に っ い て も 一 定 の 理 解 が 達 成 さ れ て い る。 「科 目 選

択 ガ イ ダ ン ス」 も 生 徒 の 科 目 選 択 に と っ て 有 効 に 機 能 し て い る。 た だ し、 進 学 に 必 要 な 「数

学 1 」 を 履 修 し て い る 生 徒 を 除 い て、 自 身 の 進 路 に と っ て 数 学 が 必 ず し も 必 要 で な い と 認

識 す る 割 合 が 大 き い。 前 期 に 実 施 さ れ た ア ン ケ ー ト で は、 「数 学 が 嫌 い ･ 苦 手」 と い う 生

徒 が 9 割 以 上 に 達 し て い た。 「授 業 の 内 容 を 理 解 す る た め に 取 り 組 む 姿 勢 や、 自 分 の 能 力

を 高 め よ う と す る 気 持 ち を 引 き 出 す と と も に、 数 学 に 対 し て の 興 味 ･ 関 心 を 生 徒 に 引 き 出

す よ う な 授 業 を 行 い た い」 と 今 後 の 課 題 が 記 さ れ て い る。

◎ 9 0 分 授 業

(a) 実 践 の 概 要

授 業 時 間 は、 一 般 的 な 高 校 で は 5 0 分 で あ る が、 昴 学 園 高 校 で は 9 0 分 授 業 を 採 用 し て

い る。 総 合 学 科 に お け る 多 種 多 様 な 科 目 を 時 間 割 内 に お さ め る た め に 時 間 割 編 成 上 の ゆ と

り を 生 み 出 す こ と が ね ら い で あ る。 特 に、 山 間 地 で 特 色 あ る 科 目 を 担 当 す る 非 常 勤 講 師 を

確 保 す る に は、 回 数 を 少 な く す る こ と が 欠 か せ な い。 そ ん な 特 殊 事 情 も 手 伝 っ て、 9 0 分

授 業 は 導 入 さ れ た。

g o 分 授 業 の メ リ ッ ト は、 ( D 時 間 割 編 成 上 ゆ と り が で き る、 ◎ 校 時 間 の 休 憩 時 間 の 回 数

と 時 間 を 減 ら す こ と が で き る、◎ 実 習 科 目 の 授 業 を 減 ら せ る、 @ 午 後 の 授 業 数 を 増 や せ る、

◎ 授 業 変 更 が 多 様 容 易 に な り、 自 習 時 間 を 減 ら せ る、 等 々 で あ る。

9 0 分 の 授 業 に 対 し て、 業 間 は 1 5 分 と さ れ た。 9 0 分 を 2 コ マ と し て 3 8 コ マ ( L H R

･ 必 修 ク ラ ブ を 除 く ) と な り、 従 来 の 3 0 コ マ よ り も 大 枠 と な り ゆ と り が で き た。 履 修 生

徒 が 多 い 科 目 を 2 ･ 3 時 限 に 多 く 設 定 す る と い う 配 慮 も 行 っ た。

(b) 成 果 と 課 題

6 月 下 旬 に 実 施 さ れ た 生 徒 と 教 員 を 対 象 と す る ア ン ケ ー ト か ら 次 の よ う な こ と が 明 ら か

に な っ た。 ま ず、 生 徒 の 意 見 と し て は、 全 体 的 に 悪 い 点 と し て 挙 げ た 数 が 多 か っ た。 メ リ

ッ ト と し て 挙 げ ら れ た の は r 集 中 力 が つ く ･ 忍 耐 力 が つ く」 だ っ た。 r 実 技 ･ 実 習 に よ い」

や 「荷 物 が 少 な く て す む」 と い っ た 意 見 も あ っ た。 デ メ リ ッ ト と し て は、 「集 中 力 に 欠 け

る ' 眠 い ･ だ ら け る」 と い う 意 見 が 圧 倒 的 だ っ た。 「疲 れ る」 と い う 者 も 多 か っ た。 9 0

分 の 間 に 休 憩 を 挟 ん で ほ し い と い う 声 も 多 か っ た。 「欠 席 す る と 授 業 内 容 が わ か ら な く な

る」 「前 回 の 授 業 内 容 を 忘 れ る」 「1 回 で た く さ ん 進 む ･ 予 習 復 習 が 多 く て 大 変 だ」 と い

っ た 意 見 が と く に 1 年 次 生 に 目 立 っ た。

教 員 側 の 意 見 と し て は 短 所 に つ い て の 意 見 が 多 か っ た。 生 徒 の 集 中 力 が 持 続 し な い こ と

や 進 度 も 遅 れ が ち な 点 が 指 摘 さ れ た。 9 0 分 授 業 は 実 習 系 に は 向 く と 予 想 さ れ て い た が、

実 際 に は 5 0 分 授 業 の 場 合 ( 5 0 分 + 1 0 分 + 5 0 分 = 1 1 0 分 ) よ り も 実 質 的 に は 2 0

分 の 減 少 と な っ た。 と く に 2 単 位 授 業 で は 週 1 回 に な る た め、 行 事 や 出 張 な ど に よ る 影 響

が 出 や す い こ と が 指 摘 さ れ た。

生 徒 も 教 員 も デ メ リ ッ ト の 指 摘 の 方 が 多 い。 5 0 分 授 業 を 捨 て て 得 る も の よ り も 失 う も

の の 方 が 多 く、 9 0 分 授 業 に 対 し て は 反 対 と い わ ざ る を 得 な い。 あ ま り に も 生 徒 へ の し わ

寄 せ が 大 き く 学 習 権 を 保 障 す る こ と す ら で き て い な い と 結 論 さ れ る。

@ 二 期 制
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(a) 実 践 の概要

単位制 を効果的 に運用するために、 昴学園高校 では二期制が導入された。 教育課程編成

の弾力化と選択幅 の拡大、 外 部講 師の導入 のしやす さなどがメ リッ トと して考えられた。

単位認定 は学年末 にまとめてなされ、 学校行事 は従 来通 り実施 され た。 1 単位 ものにっ い

ては 9 0 分 ひとこま で前期 に設 定し、 3 単位 ものは前期 2 単位後期 1 単位 に振 り分 けられ

た。

他校のアン ケー ト結果をふま えて二期制 のメリ ット ･ デ メリ ットにつ いて検討がなされ

るとともに、 1 月 には生徒 ･ 教 員 を対象にアンケー トを実施 した。

(b) 成 果 と課題

は じめて二期制が実施され たが、 さ ほど大き な混乱 はなかった。 しか し、 多くの課題が

残されている。 前期後期の区切り をつ けるため秋休み は必要 であるが、 も し秋休みを設け

るとすればその分夏休みを削 らなけれ ばな らな い。 その場合 には、 冷房設備の必要性も考

えられなければならない。 9 0 分 授業の中で、 午前中授業を どのように組み入れ授業時間

を確保 していくかなどの問題も残る。 テス ト回数が減ったことで教師にも生徒にも時間的

にゆとりができたが、 通知表が 4 回 出されることについては教師の負担感 が強い。 夏休 み

をはさむ 前期試験 の実施時期 は、「就職試 験と重 なってテス トに身 が入 らない」 「休み明

けで授業内容 を忘れ ている」 「休暇後気 分を切り替える のに時 間がかかる」 な どの問題点

が挙げられ る。 学校行事についても今年度の実態を踏 まえて効果 的な実施 方法 を考 えてい

く必要がある。

◎ 空き 時間

(a) 実 践 の概要

時間割の上では 3 8 時間を設定 しているが、 指導 要領 で規 定されている授 業時間数 は 3

2 時 間であることから、 生徒 の時間割 の中では 6 時 間の r 空 き時間」 ができる。 昴学園 高

校 では･ こ の r 空 き時間」 を r ス バル タイ ム」 と呼 び生徒 が個々 に活動す る時 間と位置づ

けた。 原則 と して 1 - 3 時 限 目とするが、 4 時 限目 でも 単位修得 をめざして空き時 間を利

用す る場合には 「スバルタイ ム」 と見なして活動報告等 を課 した。 生徒寮 「き らら」 の共

用棟お よび校 内会議 室を 『休 憩 ･ 自由活動 の場」 と し、 非使用教室を 「自習室」 と してこ

れ らを r スバ ルタイ ム」 の活 動場所と した。 図書館 の規模が小さいことな ど拡充の必要 が

あることから、 第 2 図書館 の設置 を求 めている が実現 してい ない。 したがって、 図書館 は

許 可制 にして活用 を認 めるにと どまる。

スバ ルタイ ムの活動報告 の提 出につ いて は、 当初か ら教職員 の中に反対意見が多かった

が実態把握 を行うた めに実施された。

(b) 成 果 と課題

実態把握 の結果、 ほとんどの生徒が 自習 ･ 読 書または休憩時間と して 「スバルタイム」

を活用 していることがわかっ た。 報告することについて、 生徒か らも毎週の報告が負担で

あると の苦情 が多く 寄せられ た。 本来 の 「空き時間」 の趣旨に添って生徒が自由に活動で

きる時 間と して保障 していく必要 があると指摘されている。 自習 ･ 読 書等 をするにあたっ

て、 休憩 のつ もりで過 ごしている生徒と同 じ場所で過 ごすに は不都合が多く、 生徒が活動

しやす いよ うに環境 を整備 していくことが先決であると考え られている。 報告の集 約作業

は教職 員にとっ て意 味のない負担 となって いる。 それとかかわって、 出欠確認のコンピュ
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一 タ 処 理 シ ス テ ム の 整 備 が 急 が れ る 必 要 が あ る。

「ス バ ル タ イ ム」 で 増 単 に つ な げ る 生 徒 が い る こ と は そ れ 自 体 尊 重 さ れ る べ き こ と で は

あ る が、 学 校 側 か ら 活 動 を 強 要 す る よ う な こ と が あ っ て は な ら な い。 『ス バ ル タ イ ム」 に

関 し て は、 「学 校 に い る 間 は 学 校 の 管 理 下 に あ る」 と い う 従 来 の 考 え を 払 拭 し て い く こ と

が 重 要 で あ る と 指 摘 さ れ て い る。

◎ 寮 活 動

(a) 実 践 の 概 要

寮 の 概 要 は、 以 下 の 通 り で あ る。

(1) 寮 の 名 称 生 徒 寮 「き ら ら」

(2 ) 部 屋 数 男 子 棟 ( 9 0 人 収 容) 一 人 部 屋 3 0 室 二 人 部 屋 3 0 室

女 子 棟 ( 1 5 0 人 収 容 ) 一 人 部 屋 5 0 室 二 人 部 屋 5 0 室

(3 ) 担 当 講 師 寮 務 担 当 ( 夜 間) 5 名 ( 男 子 2 名 女 子 3 名) 寮 務 補 助 ( 昼 間) 1 名

(4) 寮 生 数 学 年 1 2 3 計

男 3 1 2 3 2 7 8 1

女 4 2 4 7 3 6 1 2 5

計 7 3 7 0 6 3 2 0 6

『研 究 開 発 実 施 報 告 書 ( 第 2 年 次) 』 6 9 頁。

「新 し い タ イ プ の 寮」 と し て 構 想 さ れ た 「き ら ら」 の 教 育 目 標 は、 寮 生 活 に お け る 人 間

同 士 の 触 合 い を 通 し て、 他 者 に 対 す る 思 い や り、 助 け 合 い の 精 神、 自 主 的 態 度、 自 立 精 神

を 滴 養 す る 「全 人 教 育」 に あ る。 こ の た め、 寮 の 運 営 は、 生 徒 の 自 主 性 を 尊 重 す る 形 で な

さ れ て い る。 研 究 開 発 の テ ー マ は、 1 〕 「空 き 時 間」 に お け る 寮 の 開 放、 2 ) チ ュ ー タ ー

制 度 導 入 に よ る 自 治 組 織 の 活 性 化 お よ び 生 活 指 導 の 充 実、 3 ) 地 域 交 流 お よ び 寮 活 動 の 3

点 で あ る。

(b) 成 果 と 課 題

1 ) 「空 き 時 間」 に お け る 寮 の 開 放

寮 の 食 堂 を 大 学 の 学 生 ホ ー ル の よ う に 使 用 さ せ る 目 的 は 達 成 さ れ た。 授 業 時 間 に 廊 下 を

う ろ つ き 授 業 を 妨 害 す る こ と も ほ と ん ど な か っ た。 男 子 棟 ･ 女 子 棟 の 自 室 に 帰 る 時 間 を 早

め た 結 果 生 活 時 間 に 余 裕 が で き た。

他 方、 寮 の 光 熱 費 な ど の 経 費 が 増 加 し た。 ま た、 自 宅 通 学 生 に は 昼 食 時 間 以 外 に は 開 放

して い な い の で か れ ら に 疎 外 感 が あ る よ う で あ る。

2 ) チ ュ ー タ ー 制 度 導 入 に よ る 自 治 組 織 の 活 性 化 お よ ぴ 生 活 指 導 の 充 実

寮 生 の 数 が 増 加 す る 中 で、 退 寮 者 ･ 退 学 者 が ゼ ロ と な り、 生 活 指 導 の 件 数 ･ 生 徒 数 も 減

少 し た。 フ ロ ア リ ー ダ ー の 新 設 に よ り、 寮 の 運 営 が ス ム ー ズ に 行 わ れ る よ う に な っ た。

他 方、 チ ュ ー タ ー が 5 人 と 少 な く、 2 名 の 増 員 が 必 要 で あ る と 感 じ ら れ た。 学 校 の H R

担 任 よ り も チ ュ ー タ ー の 方 と の 結 び つ き が 強 く、 し か も よ り 話 し や す い チ ュ ー タ ー に 深 夜

に 相 談 す る 生 徒 も 出 て い る。

3 ) 地 域 交 流 お よ ぴ 寮 活 動

「空 き 時 間」 に 寮 を 開 放 し た 結 果、 夜 間 の 自 由 時 間 に 余 裕 が で き て、 夜 間 講 座、 地 域 芸

能 等 の 練 習 会 へ の 参 加 生 徒 数 が 増 加 し た。

他 方、 最 大 の 問 題 点 と し て、 夜 間 講 座 が 集 中 講 座 で あ る こ と か ら 全 講 座 出 席 し て も 1 0
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時間 にしかならず、 1 単位修 得の条件 ( 3 5 時 間) を 満たせない。 卒業までの 3 年 間に規

定の時 間に出席 し、 卒業時に 『課題研 究」 または 「総合」 の増単位と して認定 できるか ど

うかを今後研究 していく必要 がある。

4 r 深 い」 実践の試みの方へ一研究開発の本質一

(1 ) 研 究 開発 の成果と課題

研究 開発 という仕組 みは、 学習指導要領で定められている枠を超えて、 新 しい教育課程

や教 育方法 の可能性 について考察することを可能に している。 岩谷堂高校の場合には、 必

修科 目の削減や 「産業社会と人間」 と 「家庭一般」 との重複内容 の削減と単位の読み替 え

など、 学校 週 5 日 制を見通 して教育内容の精選と r ス リム化」 を行う ための方策が研究 さ

れ ている。 ひとつひとつの内容を吟味 し、 重複部分 を丁寧に検証 して いくプロセスはきわ

めて貴重で ある ( デ ータの解釈 に際 して結論 を急ぎす ぎるきら いは あるが)。 また、 昴学

園高校 について は、 r 空き時 間」 r サ タデー タイ ム」 r 二 期制」 r 数 学履修 ( 1 年 次) の 個

別化」 r 9 0 分授 業」 など、 単位 制を特徴づける教育課程編成と教 育方法実施 上の工夫 が

ひとつひとつ検討されている。 生徒や教員に対するアンケー トも実施 され、 実践の問題性

にまで踏み込んだ真蟄な分析がなされている。

いま高校が抱 えている状況 はあまり にも多様である。 たとえば、 学 区制、 生徒の特性 ･

ア ス ピレーショ ン･ 性 別構成、 教員文化、 伝統、 学科の種類、 地域特性、 社会的威信、 選

抜性、 組織目標等々の点で、 ほと んど同じ条件 の高校は見あたらない。 したがって、 これ

らの研究開発の成果をそのまま あてはめる こと などでき ない はずである。 小学校 の場合と

は違って、 得られた知見を一般化 できる可能性 はより低くなる。 研究開発は、 新しい単一

の教育課程モデルを創造すると いうよりも、 個々の学校 の実践 をふり かえる機会と して位

置づける にと どめるの が妥 当であるのはこのためである。 そ の限りにお いて、 岩谷堂高校

と昴学園高校の研究開発の方法そのものは大きな意義をもっている。

いずれ にせ よ、 研究 開発校 の成果 は、 一 定の限界 をもたざるを得 ない。 たと えば、 昴学

園高校の r 9 0 分 授 業」 の実施 につ いての評価 が典型的 な例 であるが、 多く の疑問が出て

いた にもかかわ らずなぜ r 9 0 分 授 業」を実施す る必 要があっ たのか、大 いに疑問 である。

rサ タデ ータイム」 の報告 書提出につい ても しかりである。 問題 の本質 は、 r 平 成 9 年 度

文部省教 育研 究開発学校連 絡協議会」 ( 5 月 2 9 日) に おいて主催者側 より提示された留

意点 に象 徴されて いる。 つまり、 r 各 学校 にお いては、 理論研究 に時 間を費やすよりも実

践研 究をする こと に大きな意義 がある」 と か r 特 定 の観 点で研究 をしていただく のですか

ら、 その観点か らずれ てしまわないよう に… 」 と かいった r 指 導」 がなされたことは、

r9 0 分 授 業」 が拙速 にも実施 され た経緯と無 関係 ではないだろう。 いっ たん実践 が始ま

ると多く の関係者 が疑 問をもっていても止 められ ないことの危 険性 がここに表れ ている。

案 の定、 生徒や教 師からの評 価も惨惚 たるものであった。 果 たして、 研 究開発 のテーマは

ほんとうにそれ ぞれ の高校の 「現実」 から立ち上げられ ているのか、 生徒 たちに寄 り添っ

た形 で課題 が設定され ているのだろうか、 理論 的な詰 めは充分であるのかJ 心 配になる。

高校 の関係者 のご努力には敬服する が、 研 究開発のあり方 には多くの疑問が残る。 r 教 育

一'77 一



F
内 容 の 重 複」 と い う 一 見 不 合 理 に み え る 事 実 で さ え も、 生 徒 の 「現 実」 と の 慎 重 な 対 話 を

通 じ て 研 究 の 必 要 性 と 検 証 の 方 法 が 議 論 さ れ て し か る べ き で あ ろ う。

も う ひ と つ の 課 題 は、 全 体 と し て 高 校 教 育 の 理 念 と 切 り 離 し た 形 で 研 究 開 発 が 進 め ら れ

て い る こ と の 限 界 で あ る。 「総 合 学 科」 と い う 第 三 の 学 科 が、 単 に い ま あ る 高 校 階 層 構 造

を 補 完 す る 制 度 に と ど ま る の で は な く、 そ れ こ そ 「高 校 教 育 改 革 の パ イ オ ニ ア」 と し て 息

づ く た め に は、 も う ひ と っ の 理 念 を そ れ ぞ れ の 場 に お い て 考 察 す る と と も に、 こ れ ま で の

高 校 と は 異 な る つ く ら れ 方 が 試 み ら れ な け れ ば な ら な い。 そ の 意 味 に お い て、 両 校 の 研 究

開 発 は 「理 論 と 実 践 を 分 け る」 こ と で 単 な る テ ク ノ ロ ジ ー 開 発 に と ど ま る こ と を 余 儀 な く

さ れ て い る。 生 徒 へ の ま な ざ し や 教 育 の あ り よ う に 対 す る 根 源 的 な ふ り か え り が 質 的 に 不

充 分 な ま ま で は、 ど ん な に 立 派 な カ リ キ ュ ラ ム で あ ろ う が そ こ に 生 命 を 吹 き 込 む こ と は で

き な い。 し た が っ て、 研 究 開 発 報 告 書 を 表 面 的 に 読 む だ け で は カ リ キ ュ ラ ム を 「深 く」 捉

え た こ と に は な ら な い の で あ り、 自 ら の 「理 想」 と の 距 離 で し か 評 価 し 得 な い と い う 過 ち

を 犯 し か ね な い。

い ず れ に せ よ、 こ れ か ら の 高 校 教 育 改 革 に 重 要 な イ ン パ ク ト を 与 え る の は、 従 来 型 の 例

外 的 ･ 実 験 的 方 法 で は な く、 高 校 の 「現 実」 か ら 立 ち 上 げ た 草 の 根 の 取 り 組 み ( grass ro ots

m th o d ) で あ り、 自 生 的 な 方 法 ( n at uralistic a p pr o ac h ) に よ る 学 校 づ く り で あ ろ う。 実 際、

い く つ か の 高 校 は、 従 来 の 学 校 の っ く ら れ 方 と は ま っ た く 異 な る 視 点 と 「深 い」 思 想 に も

と づ い て、 多 く の 成 果 を 生 み 出 し て い る。

( 2 ) 自 生 的 カ リ キ ュ ラ ム 研 究 の す す め

た と え ば、 A 校 で は、 開 校 以 来 の 実 践 の 積 み 重 ね か ら、 「生 徒 を 大 事 に す る」 「生 徒 の

しん ど さ に 向 き 合 う」 と い う こ と が 上 滑 り の 言 葉 で は な く、 具 体 的 な 取 り 組 み と し て 展 開

さ れ て き た。 し か も、 一 般 の 高 校 が そ う で あ る よ う な 「ト ッ プ ダ ウ ン」 式 の 学 校 づ く り も

と ら れ て こ な か っ た。 中 核 を 担 う 教 師 た ち は 「自 分 の 責 任 に お い て 自 分 で 考 え 具 体 的 に 動

く」 と い う こ と を 長 年 か け て 身 体 化 し て き た。 こ の こ と は、 「産 業 社 会 と 人 間」 の 中 の 「社

会 体 験」 に つ い て の 説 明 に も 投 影 さ れ て い る。

「… し か し、 社 会 人 = 職 業 人 と い う 意 味 で の 企 業 ( 職 場) 見 学 や 勤 労 ( 職 業) 体 験 を す

る わ け で は あ り ま せ ん し、 文 明 社 会 の 持 っ 科 学 や 文 化 の 産 物 に 触 れ る こ と を 目 的 と し て い

る わ け で も あ り ま せ ん。 A ロ の r 社 △ 験 は 社 ム 田 の 凸 を た 的 し て

い ま 仕 ム 謁 と は、 土△ の し 浩 の 矛 盾 、△ か 生 じ い ろ

灘 ( 学 校 資 料 よ り : 下 線 原 文)

A 高 校 で は、 「産 業 社 会 = 善 」 と い う ナ イ ー ブ な 発 想 か ら 抜 け 出 て、 「社 会 問 題」 か ら

学 ん で い く と い う ス タ ン ス を と る。 し か も、 た だ 評 論 的 に 「社 会 問 題」 を 捉 え る の で は な

く、 地 域 で 「社 会 問 題」 と 向 き 合 っ て い る 人 た ち の 活 動 に 参 加 す る の で あ る。 た と え ば、

「国 際 交 流」 に つ い て も 「構 造 的 貧 困」 と 「飢 餓」 の 関 係 を 洞 察 し、 し か も 具 体 的 に 活 動

し て い る 複 数 の 団 体 を 紹 介 す る。 紹 介 さ れ た 団 体 へ の コ ン タ ク ト は 各 自 で 取 り、 「社 会 体

験」 へ と 生 徒 自 身 が 出 か け て い く の で あ る。 表 層 を な ぞ っ た り、 あ る い は 頭 の 中 だ け に 知

識 を 蓄 え て 自 慢 げ に 過 ご す の で は な く、 知 識 と 体 験 を 身 体 の 中 で 照 ら し 合 わ せ た り す る こ

と で、 学 ぶ こ と や 生 き る こ と の 意 味 を 深 く 感 じ 取 る 機 会 を 得 る の で あ る。 こ の 体 験 は 「夏

休 み ボ ラ ン テ ィ ア 体 験」 へ と 発 展 さ れ て い く。 こ こ で 詳 述 す る 余 裕 は な い が、 こ れ ら の 体
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験 を通 じて確かに一人ひとりが考え行動 しそれぞれに学ぴを深めている。 さらに、 2 学 期

の企業見学 ( 2 8 事 業 所) と プ レゼンテー ションヘと展開 し、 3 学 期には個人 レベ ルで課

題研 究発表を行う。 もちろん、 個人差はある し、 教師から見れば 「子 ども じみたテーマ」

もあるだろう。 しか し、 かれ らの考えが幼稚であると決めつけ、 発表する場が共有され な

かったと したらどうだろう。 かれら自身がいろいろな発表や 取り組む姿に触れ ながら一枚

一枚殻 を破 っていく機会を結 局は失っ てしまう こと になるの ではない か。「上げ膳 据え膳」

に慣れ てしまうことで一人ひとりが考え、 市民と してのセンスを磨いていく機 会を失っ て

しまう。 それ は、 私 を含めた多く の大人 たちが陥っ てしまっ た罠 ではないか。 A 高校 の取

り組 みは、 r 考 える」 という手間 を省略 しないことによって、 教 師も生徒もそれぞれ のぺ

一スで成長す る環境 を放棄 しないこと に成功 しているのである。

A 高 校 は、 学校のつくられ方をいい加減に しない。 と同時に、 教師と生徒 が学ぶ プロセ

スを大事に している。 その手法のひ とつ が 「集団づくり」 「仲 間づくり」 である。 私たち

は、 と もすれ ば 「伝 統的な集 団」 か 「バラバラな個 人」 かと いう二律 背反 の幻想にとらわ

れ て しま う (「自由 か規律か」 も しかり)。 単位 制の 下で生 じる諸矛盾 もこの思考 習慣 か

らき ている。 学 校づ くりをいま少 し丁寧 にみていけば、 そうではない第三 の道があり得 る

ことがわかる。 そのひとつ の突破 口が A 高校 なのである。

鍵 を握 るのは、 学校という学ぴの空間にお いて、 どこまで参加者のつながりをつ け、 お

互いの r 違 い」 を認 め合っていけるかということである。 その意味で、 生きること が同質

的な者 同士が 寄り集 まり、 r 異 質な者」 を排 除す ることで r う まみ」 を味わうという、 こ

れ までの杜会 関係 の r 負」 の部分 をいかにして克服 していけるかが ポイ ントとなる。 r 生

きる」 ということは、 この人間欲 望の根源的 な r 業」 にどのように向き合っていけるかと

いうことであろう。 それは単に、 自分 の適性 を見分 け個人 の達成 のみ をもって人生の目的

とす ることとは質的 に異なる。 A 高 校では、 r 異 質との共存」 ということを具体的に学ぶ

条件 を整 えてきた。 多くの r 新 しいタイ プの高校」 がよりよい学校 の r 地 位」 を求 め、 そ

れ を成 功の証と してき たのとくらべ、 内発的 な改革 の契機 をもってきた A 高校 にとって

は組織 の達成 は枝葉 末節にしか映 らない。 要 は、 目 の前 の具体的 な子 ども たち の状況に対

してどれ ほどの力づ けができ、 しかもそれ を生徒た ち同士で支 え合っ ていけるか ( どのよ

うに杜 会とかかわり再構築していける か) が肝心な のである。 ま さに、 厚生経済学者アマ

ル ティア ･ セ ンのいう意味での r 福 祉」 ( well-being) を どれ だけ具体的 に達成 できるかの

一点 にカリ キュ ラム開発研究 の成否 はかかって いる ので ある ( 邦 訳 『不平等の再検討』 岩

波書店)。

いま･ 社 会と 教育 のありよ うはかなり深刻な状況 を抱 えて いる。 それ に対 して、 改革は

どちらかと いえば社会的ダー ウィ ニズムの方へ動き始め ている。 しか し、 その中で、 市民

レベル で多様な試みが 生まれ 始めている。 「負」 を切 り捨てずそこか ら新 しい可龍性を静

かに紡 いでいく 人たち、 単に抽象的 に自 らと切り離 した立場で評論するのではなく自らの

問題 として自己省察す る人たち…。 カ リキュラ ムの開発研究 にとって必要 なことは、 まさ

にこの可能性 の芽をしっかりと嗅 ぎ分 ける研究者自身のセ ンスな ので はないだろうか。 改

革 の動き をじっくりと見極め、批判的 ･ 反省 的な考察を丁寧 に積み上 げて いくことでしか、

「深 さ」 を求 めるカ リキュラ ム研究へとつなげていくことはできないので ある。

(菊 地 栄治)
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柵
報
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吊
列
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書嶺0 {3
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津
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芙距実研 {お 会 甘
江遍桂緕 {4〕属喬会1十

{41
"〕

■■1 (3
音竈皿 〔3

ン 敦学A {2) 計■■務 (4〕i素法£ ", i 樽皿 〔3
ス
テ 体 # {2, 口 記{5) 4合裏皿 ")

■■皿 {3
ム 英施1 "1 文■{厘 {2) 文■処厘 '4}
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f一,'ーミ=二卜"" {2〕
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梧
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サ
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ユ
景
列
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卜" -U二卜""

介農僻報■慶
{2)
{2)
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体
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･
丘
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体 檎 o〕スポーツo
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冊
巴
力
系
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敦学A {1)
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'■■虞 ") ドイツ時1
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【資料 1 】

ブ 平成6年度入学生の載■■程豪{平成6 年度-平成8年庄

＼掌位歓
1 2 3 4 5 6 7 8 ヨ] ll 1 ! 1 1 1 1 1 1 212 2 242 2 2 2 2 3 3 3 3

年次 ＼
＼

1 年次

国

Il

工

噂 § 鼓

学

王

世

果

史

A

●11

僻1

主肌

●羊1

体

育

保

讐

1■

■一

■1

捻
合
■
沢
科
目

■

庭

一
値

■
素
仕
倉
と
人
■.
1

L

H

I

ケ

ラ

ブ

竈 雇 体保 京 柵 自 L ク

2 年次
旦

歴

庭

一

4

'
簿 合■択 科 目

由
遺
択
科
H ラ

史 骨 青に映 虞 目 1 ブ

体 母 L ク

■
3 年次 簿 合 選択 件目 自由 選択 科目 H ラ

■

■ 完 1 ブ

■1 年次一必修科目を中心とした其通歴峰が多く. 「公民」、「理科」、「芸術」は各教科からの選択

となへ また、偉合選択科目群から4 単位分の科目を選択し、学習する。く1 年次の

「偉合選択科目P は「英語1」(4 準位) ■「才一ラル･ コミュニケーションA ･ 8」
(4 単位} ･ 「流通経済」(4 単位〕･ 「lf算箏務」〔4 単位〕で、この4科日の中から

1科目選択する。

■2年次一(1)選択必峰〔地理歴史〕は、「日本史A '2) ･日本史B (3} ･地珪A (2〕' 地理旧
'3,」から1科目選択すること･ 但し、{ , の中の致字は単位歓を表す。

{2, 選択必信(程科〕は「物理IA (2 ) ･ 生物1A (2 ) ･ 地学1A (2 ) 1物理18

{4) 一化学18〔4〕一生物18 {4〕･地学18 (4)」から1科目選択すること･ 但し

1年次で選択した科目は、履修できない。
0〕「系列j による「緯合選択科目扉」、を参考にして苗礎科目を中心に選択し、学習す

る. 緯合選択科日は14、1丁準位で、自由選択科目は3単位である.

. 3年次一「槍合選択科目僻」、「自由選択科目」から遍柱、興味、進蕗に応じて選択し、学習する

緯合選択科目は16華位で、自由選択科目はIl単位である.
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加
一
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イ 平成7 年度入学生の載育課程表(平成7年度- 平成9年度〕

1 年 次 2 年 次 3 年 次

軟科 科 目 i阜位 歓科 科 目 1牲 赦科･
科 目 畔位

団語国語1 4 保仁体育
体, 2
保賃 1 必

保に
体育 体育 2

必

体

敏学 敏学1 4

必

修
家庭 家庭一艦 2

修

科
保■
体青
体育
保竃

2
1 科 科

目芸術
灘ヨユ 棚 択 2 目 目

泉庭 家庭一彼 2

履修
科且

1 1
産業仕会と人岡 4 肌修

科目

1
m報に関する垂礎的科目 2 履僅

料目

1
課暫研究 2

1年次必惰科目車位敦計 19 2年次 必修軒目単位数計 7 3年次 必信科目準位徴計 4

1年次捻合選択科目準位数計 12 2年次 総合選択科目掌位徴計 20 3年次
罐合選択科目準位藏計 16

1年次 自由逝択科目単位敦計 o 2年次 自由選択科目単位数計 4 3年次 自由選択料目準位数計 1

白由 選択 科 目 (〕は単位致
'
i鵬 甥 2〕現代 舳

=

;
古典H 2)

ミ古典n (3)
三現代杜会〔4〕 伶珪〔2〕

日本史B (3〕
政泊･繧済{幻
地理8 1引

■大履俸可能赦科科目早位数

三世界史8 {3〕
厳学̂ {2} 鮮 8 〔2〕
" 珪皿(鈴 化学皿(3) 生物皿

徴学C (3)
(3) 他学皿(引

93 掌位

卒業琵定に必要な軟科科目単位数

80 単位以上

1ライティング(4〕
i音楽皿〔2} 美行皿
1音楽皿(引 美術皿
{
" ,月科目〕

(2)
{3〕
■道皿
■追皿
(2〕
{3〕

1

i保育{3〕 食物〔引
i卿 }〕イン 剛 ,〕 国曝経済

商業デザイン

{
(3) 商品{3) 1
(3〕 {

=矯 棄経苗〔3〕 ,
iダンス{4)
、" 土文化{2〕

1l
i

僅 雛 峯 8

1時,芙母" 〕

1
=
三

麟 鵬 〔2〕
国際池域研究 {2〕

特 別 活 動 2 特 別 活 動 2 特 別 活 動 2

1年次恥俸'位敦 33 2年次 亀履停掌位紋 33 3年次 ロ■停■位数 33

{〕は章位数

区
分

槍 合 選 択 科 目 拝

吊
ヲ1

蕃 建 科 目 基礎以外の科目

国語[ ") 英!吾且 (4) 現代文 (4〕 }一"･]ミュ#■,柵 (2,
人 古A I {2) ↑一,ト]ミュ#一,"A {2) 古臭讐読 {2〕 寸一ルコミュ# ･,ヨンC (2,

文
科
字
系

世昇史A
日本史A
地理A

{2)
〔2〕
(2〕

卜" コミニ#-,珊
沈通経済
英語実肩

〔2〕
〔4〕
(2〕

世界史B
日本史B
地理B

") 1'一ディング
〔4〕 文警処珪
"〕 比較文化

〔4〕
{4)
(2〕

列 教学A 〔2) 文■処理 {2) 英語且 {2〕

芙1吾1 {4)
一

世界史B (4〕 英語1 {4〕 世:斗史B (4} リーデイング {4,

自
然
科
学
系

藏李且
敏学A
物且IB
化学I B

〔4〕
(2)
(4}
〔4〕

英話n
卜"･]ミ"ケー,りA
オーラ"･]ミュ#一"月
工嘗垂穐
農乗蕃礎

")
{2}
{2)
(2)
(2〕

鋏羊皿
物渥I B
化学IB
生物I B

(4} 工棄基礎
") ■業蕃礎
"〕 環境工学
〔4)

{2)
〔2〕
〔2〕

列 生物I B 〔4〕 伶 理 (2) 地学I B {4〕
地学I B (4) 政治'佳緕 (2}

'

情
報
サ

国語■
数学E
敦学A

{4}
'4〕
(2)

美語実務
沈遍経i斉
仙報処埋

{2)
〔4)
(4〕

プログラミング
情報管雇
経嘗情報

{4〕
"〕
〔4}

.
ー
ピ
ス

体 青
芙語1

{2)
〔4〕

■ 記
吻理I A
{4,
{2〕
工素揮記
商素法規

{4}
{4)

系
列
芙冊[
トル]ミュ叶一}ヨ," 2}

"〕
卜" 4h二卜"" 12)

秘■実務
ハードウエア枝術{4)

(4)

沈
遍

国=吾丘
敦学H

(4〕
(4)

芙語実務
流遍経済
{2}
{4)
会 叶
枇務会計

{4〕.
〔4)

ソ 敏羊A (2} 討=■務 ", 高■法規 〔4)

ス
テ
ム

体 育
英語1

(2)
(4)

簿 記
文■処理
〔4,
(2)
緯合実蹟
文■処埋

{4〕
〔4)

系
列

芙語E
卜"･コ…ユ#-,i" 〔幻

{4)
オーラ》]ミュ叶-,ヨ川 {2〕

1↑# '務 〔4)

祖祉
国語口
教学A

{4}
〔2〕

京庭●■･梧祉
■療蕃膚医学

(2)
(2)
沈通繧済
老人介■

〔4,
(4)

サ 体 青 〔2) 音崇皿 〔2〕 保 , (4)
.
ー
ピ
共語1 (4〕 美術0 (2) ■艘■■ 〔2)

ス 英語n 〔4) 生物1 A 〔2) ●震情報処珪 {4〕

系
列
" "ミュ#一")A 〔2)
トルコミ1叶ーラ珊 (2〕

化学1 A {2〕 インテリア計■ "〕

体 国語皿 (4, オー" ーミュニト"川 {2〕 スポーツ1 (4)
育 藏学n {4} 体青畢● (2〕 スポーツn 〔4)

･
口
■

歓学A
体 育

〔2)
〔2)

体 繰
音業皿
'2)
{2〕
スポーツ皿
"外后抽

{4〕
く4〕

系 芙語r "〕 蕃鷹■■ 〔2)
列 卜"･コミニ#一"川{2〕 レクリェーション(4〕

国語皿 〔4〕 芙磁n {4〕 夷冊表現 {4)

国 地程A (2) 卜" - h#■,ヨハ 〔2) 外国'桁 (4〕

際
邑
力
系

数学[
鋏学A
体 1r

〔4〕
{2〕
{2)

ホー"ーミ■斗･,"6
4素蓄硅
(2}
(2,
フランス冊1
ドイツ語1
4業4檎

{4〕
{4〕
(2}

列 音崇n 〔2〕 地学1 A {2)
英語1 {4〕
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ウ 平成8年度入学生の歓青8 程表(平成8年度- 平成10 年度〕

年 次 2 年 次 3 年 次

枇科 科 目 i'位 収科 科 目 1章位 歓科 科 目 出位

必
国諾 国語1 4

必

保に
体青
体, 2
保に 1

必

保に
体育 体育 2

赦学 敷学1 4
俸 修 峰

保健 体育 2
科 体育 保健 1 科 科

目 芸術
羅 ヨ1 棚 択

2 目 目

家庭 家庭一投 2
〔2

載修1 産葉杜会と人聞 4 履修
1
情報に関する垂礎的科日 2 履修

1
繰題研究 2

科目 (2 科目 科目

1年次必修科且卓位徴計 19 2年次 必修科目単位数計 5 3年次必俸科且単位致計 4

1年次 総合選択科目単位数計 12 2年次 偉合選択科目単位致計 22 3年次 総合選択科目早位致計 16

1年次 自由選択科目単位数計 o 2年次 自由選択科冒車位歎計 4 3年次 自由遺択科目準位致計 U

蜜原則履修科目畦業杜会と人間」 自由辺 択科 目
〔) は単位敏

〔4 単位)
庭一般」
の中の2 単位を
の代替とする。

「家
〔讐遍科目〕
国話表現〔2) 現代語 (3〕 古典1 (2〕

{
1=

1古真皿〔3) 1

現代仕会(4〕 伶理{2〕 政治･経済(2〕

■大履修可能放科科目単位致

93 単位

卒業認定に必要な軟科科目単位歓

世界史8 〔3〕 日本史8 〔3〕
致学A {2〕 数学B (2〕
1禦 泓 僻 〔3〕

繕瓢 〔2〕 美術■2}
繕 楽皿〔3} 美術皿〔3〕

致学C {引
生物皿

■適II
■遣皿

地理8 {3}

{3〕

(2〕
〔3)

j

地学皿〔引 l

i
…

80 単位以上
〔与[科目〕
保1,r〔3) 食勒{3〕 1
簿記〔4〕 経嘗(引 国際経済 {3} 商品{引
マーケティング〔2〕 商業デザイン{2}
商葉経済〔3} ヨ
ダンス" )
郷土文化{2〕
仕会福祉基碇〔2〕i
生物工学差礎〔2〕
一i時亭芙語{4} 11解 繍 (2〕

團際地斌研究{2〕
三
{

特 別 活 動 2 特 別 活 伽 2 特 別 活 動 2

1年次 徐扱修単位数 33 2年次 構凧修単位敏 33 3年次 総履修単位数 33

{ 〕は章位数

兼
緯 合 選 択 科 目 偉

人
文
科
学
系
列

国語n 〔4) 現代文(4) 古A I {2}
世昇史B {4〕 日本史A {2〕 日本史B {4)
数学A 〔2) 芙冊1 〔4) 芙語皿〔2〕
卜"･コミュ#一,ヨ,B 〔2) 卜"･]ミュニ}一,1,C {2〕
流遍経済{4〕 英語実緕(2〕 文■処理{2〕
比収文化(2)

古A構続(2〕 世弄史A ¢)
地歴A {2) 珀程日"〕
芙語 n 〔4〕 f-,'･]ミユニf一,ヨ,A (2〕
一デイング(4〕
文■処理(4)

自
吠…
科
学
系
列

世晃史B (4) 魯 程{2) 政治」繧済{2〕 数学E (2, 教学皿(4〕
敦学皿{4〕 敏学A {2) 物珪I B {4) fヒ学I B {4〕 イヒ学I B {4〕

生物I B {4〕 地学IB (4〕 芙語1 {4〕 芙語丘(4〕
オ･ラ'･]ミュニ士一,ヨ}A (2〕 ヰー,}･コミニニ士一",B (2) リーディング〔4〕
■業基礎{2) 工棄差礎(幻 恥境工学(2)

柵
報
サ
ー
ピ
ス
系
列

国語皿{4〕 紋学H {4) 藏学A {2) 物理I A {2) 体 育(2〕
芙語1 {4) 共語n {4〕 寸一"･コミュ#･,ヨ,A (2〕 " ↓･]ミュ# -,…,B {2〕
'･一ドウェア技術{4) 沈通経済〔4) 抑 記〔4} 備報処邊〔4) 商業法規〔4)

英1吾実務{2) 工業再言己〔4〕 プログラミング{4} 情報■埋(4)
経営情報(4) 秘■実務〔4)

流
通
シ
ス
テ
ム
系
列

国語n {4〕 敏学口{4〕 徴学A 〔2〕 英語1 〔4) 芙語H 〔4〕
寸一"･]ミュ#一,ヨ,A (2〕 ↑一ラ'･コミュ#一}1,B 〔2) 体 育{2〕

流遁経済〔4〕 露記(4) 計=事務〔4) 捻合実践{4, 商業法規(4〕
英;吾実務{2〕 会計(4) 税務会計{4〕 文書処雇〔2〕 文■処程{4}

福
祉
サ
ー
ピ
ス
系
列

国語[ {4) 数学A {2〕 化羊1 A {2〕 生物I A 〔2) 体 , 〔2}
音票n 〔2〕 美箏F l 〔2) 英語 1 {4i 英;吾皿(4〕 ↑一ラ}･コミュニf一,ヨ,A {2}

↑一"･]ミ■#一,ヨ}B {2〕 皿 育〔4, 泉庭i護'福祉〔2〕 老人介護(2}
インテリア言十画〔4〕 沈通経揖(4) {葺碁礎医学〔2) 茜礎,養(2)
i竈情報処理〔4)

体
育
･
且
廉
系
列

国語H 〔4) 数学ロ{4) 数学A (2〕 体 育(2) 体育理筥(2) 体
スポーツ1 〔4〕 スポーツ[ (4) スポーツ皿〔4〕 野外活動〔4)

レクリェーション{4〕 音楽n {2〕 英語1 〔4} 卜,'4ミュ#-,ヨ)A 〔2}
卜,'･コミュニト,ヨンB (2〕 基礎君護{2)

操〔2〕

国
僚
臨
力
系
列

国語n (4〕 地理A (2) 歎学E {4〕 致学A {2〕 地学I A {2) 体 育{2〕
音楽皿(2〕 英語1 〔4〕 夷語H 〔4〕 トルコミュ# ･,ヨ}A 〔2〕

オー"･コミュニ,一,1ンE 〔2} 外国事情〔4〕 フランス=昔1 {2〕 ドイッ:吾1 〔2〕
英語表現〔心 農業菱礎〔幻 ■業械祐{2〕

櫛
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実 策 状 況 ■印は「家庭一般」の代替に係る指導内容である

月 項 目 指 導 内 容 指導形態 時数

巾オリエンテーション O どのようなことをどのように学ぷのか、「産 講 義 2
業社会と人問」についてのオリエンテーション
･学習の意義やねらいについて説明する
主体曲な取り組みゃ自ら考えることの重要性
を確認する

1. 自己を見つめる ○ 自分を正しく知るための方法や意味を考える 講 義 1
(1) 自分を知ろう 自分の行動の特徴を手がかりに自分を知る

自己理解の必妄性を理僻する

四
● 家族の中における自分の役割や立場を考える
ワークシート「家族の変化」を作成し、現代

作
嫁庭科灼
業 1

の家族の実態を知る 支料の提供)
O 自分史「私の1 5年間」を作成し、今までの 作 文 1
自分を振り返る
○ 自己紹介をする文「私」を■き、どのくらい 作 文 1
自己理解をしているか、その難しさについて考
える

月
(2〕青年期の在り方
生き方

○ 資料「青年期」により、青年期における身体
的心理的特徴や課題について理解する

請 義 1

○ 賃料「自我の目党め」により、青年期におい 講 義 1
て鋭くなる自己意識や自我の目覚めについて考
える
● 自分らしい在るべき姿について考える 作 業 1
ワークシート「自分らしい生き方を考えるj (家庭科より
を作成し自分に合う生き方をするにはどうし 鷺の捷供〕

たらよいかを考える
○ ビデオ「今が出発点」を視聴する 視 聴 1
'感想をまとめ、自分を見つめるきっかけとする 作 業 (1¢

(3〕個性と高校生活 O 査料「白分を考える」に」:り、自分の個性や 請 義 1
性格について考える 君寸 議

･個性について考える
インタピュー･ ゲームを通して、自分の性格

五 と他人から見た自分の性格とを比べ自己理解

を深める
○ 鷺葉レディネステストの実施 検 査 1
O ■業レディネステストの結呆票(プロフィール) 作 業 1
を作成する
○ ワークシート「蔵業と遺性を考える」を作成 作 業 2

月 し、自分の興味･ 自信･ 関心についてまとめる 偲任とのm
とともに自分の職業適性について考える
O ビデオ「みんなの中の自分」を視聴する 視 聴 1
･感想を発表し、どのような高校生活を過ごし スピーチ
たいかを考える

月 項 目 指 導 内 容 指導形態 時数

2. 進路について考え O 将来の自分の進路について、動機も含めて調 調 査 1
る 査する

O 進路学習のガイダンス 講 義 3
高校生の卒業後の進路状況 作 業
･職業･ 上級学校の種類と内容
･蔵業選択のポイント

五 一進路設計のポイント
ワークシート「進路選択の心がまえ」を作成し
どのようなことを考えておくべきかを検討する
○ 本校の進路状況を知る 講 話 1
･進路指導課長による緋話「本校生の進路状況

(1〕職業について ○ 産業と職業の種類と内容を学習する 講 義 2
一資料やワークシートの作成から、職業理解と 作 業
職業適性や能力を知る

月 ○ ピデオ「企業の組織と活動」を視聴する 視 聴 1
さまざまな仕事があることを知る
O ワークシート「職業の持つ社会的役割」を作成 作 業 1
し、恥業を選ぷ際の基準を考え、職業の三要素
である経済性一社会性･ 個人性について考える
○ 資料「民間企業と公箒員」により、その違い 講 義 1
を理解する 06〕

(2) 上級学校について O 上級学校について知る 講 義 3
ビデオを視聴し、進学目的や学生生活を知る 視 聴
大学･ 短大一専門学校の種類･ 教育の特色･
学科を知るとともに、職業との関連を知る
入試制度、特に推鷺入試の仕組みを理解する

六 O 上級学校見学の事前指導 講 義 1
ガイダンス、しおOの作成、賀問カードの作成 作 業
O 上級学校の見学( 6月24 日実施) 見 学 6
･午前(全員見学) 胆任との1Tl
盛岡大学･盛岡大学短期大学部の見学
･午後{コース別見学)
{ア〕盛岡惰報ピジネス専門学校の見学

(イ〕専門学校盛岡カレッジオブピジネスの見学
月 (ウ) 盛岡杜会福祉専門学校の見学

0り 岩手女子看護短期大学の見学
○ 上級学校見学の感想文作成と亭後指導 作 文 2
見学の内容をまとめ感想文を■き、新たな疑 講 義
問点がある垢合、それを解決する
･進学のためにどのような準偉が必要かを考える 02)

七 3. これからの学習に ○ カリキュラムについての説明と質疑 講 義 2

月

ついて考える ･履俸科目についてカリキュラムを基に説明する
･選択科目ガイドブックによる系列･科目選択
についての説明と質疑
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月 項 目 指 導 内 容 指導形態 時数

3. これからの学習に ○ 教科･科目の内容、選択についてのガイダンス ガイダンス 2

ついて考える ･教科主任による科目の学習内容と選択時の留 〔胆任との1丁)
慧裏項等についての説明
● 将来のおおよその人生について検討する 作 業 1

七
ワークシート「人生の出来事」を作成し、将来の自
分の進路等を検討し、学習計画について考える

嫁塵科より
資料の提供〕

○ 学習計画の立案 作 業 1
ワークシート「学習計画」を作成し、将来を
見通して学習計画を立てる
○ 学習計画に基づき2、3 年次における履修科 作 業 9
目の選択を行う 相 談
ホームルーム担任、科目選択ガイダンステイー 胆任とのm

月 チャーによる相談や指導を必要に応じて行い
科目選択を行う
'選択科目登録用紙の提出
O 連携校の見学(7月22 日実施)
自然科学系列希望者による連携校岩谷堂農林 見 学
高校の見学 (15〕

4. 就職と進学の意義 O 就載や進学における選択の大切さについて考 訂 義 1

について える
一資料「私の進路」により、進路選択の大切さ

八 についての理解を深める
○ 討議資料「将来の人生の目楳」の作成 作 業 1
各自が討議の資料とするため、生き方につい
ての自分の考えをまとめる
O 将来の人生の目標について話し合う 討 議 2
クラスを6 班に分け、討議資料をもとに話し
合い、まとめたものを代表が発表する

月
● 自分の将来の人生設計を考える 講 義 2
ライフプラン「私の生活設計表」を作成し、 討 議
人生8 0 年時代の生き方を考える 像麟との1Tl (60

5. 職業生活への適応 O 学校と職場の違いについて学習する 作 業 1
ワークシート「学校と職場の違い」を作成し
学校と職場の違いを考える
○ 職業生活への適応について学習する 講 義 2

九 ワークシート「職業生活への適応」を作成し 作 業

職業生活への遭応を考える
○ 近隆企業一地元企業、施設見学の事前指導 講 義 1

ガイダンス、しおりの作成、質問カードの作成 作 業
O 近隣企業･地元企業、施設見学(9月9日実施〕 見 学 6

月 一午前(全員見学) 〔担任とのTT}
みちのくコカ･ コーラポトリング花巻工場
･午後(コース別見学)
ケ〕福祉一医療コース
特別養護老人ホーム聖愛園、県立江刺病院

月 項 目 指 導 内 容 指導形態 時歎

5. 載業生活への適応 (イ〕官庁コース
江刺市役所、江剃郵便局
(ウ〕枯報コース
胆江日日新聞社、水沢テレピ株式会社
一工業団地コース
東京エレクトロン東北株式会社

東北焼縛金属株式会社

九 働 地元産乗コース
クミアイ善油株式会社、ホテルニュー江刺

O 近隣企業･ 地元企業、施設見学の感想文作成 作 文 1
と事後指導
･見学の内容をまとめ感想文を書き、職場の実
際について理解するととに、新たな擾問点が
ある垢合、それを解決する

O 前期末までのまとめと考査についての指導 講 蓑 1
○ 前期末考査 考 査 1

月 「自己の変容」、「' 茉観の変化」を題目にし
て述べる
O 討誠責料「私の弓業についての見方」の作成 作 業 1
･各自が討呂の査料とするため、虞業について
の自分の考えをまとめる
O 職業覗や蔵業生活への遙応について話し合う 討 議 2
クラスを6 班に分け、討議資料をもとに話し合
い、まとめたものを代表が発表する (16〕

6. 望ましい載業観、 ○ 職業、勤労の意轟について学習する 講 義 1

勤労観 ワークシート「人と職業」を作成し、載業の 作 莱

もつ意義や勤労の意義について考える
O 蔵業に閲するアンケートを生徒に実施する 調 査 1
･職業観、余唱等についての生徒の意餓を調査
する
○ 戦業に関するアンケートの結果について考え 講 義 2

十 る
1職業に関するアンケートの結果について分析
し、自分達の職業親、勤労競について考える
O 社会で活躍している職業人の体験を聞く 講 演 2

･杜会人講師による講汝 胆任とのTT)

「職業人の体壕を聞く」
○ 講演を聞いての感想文を作成し、自分の進路 作 文 1

月
決定の参考にする

7. 職業生活と法律 O 勤労者の保護政策について学習する 講 義 3
一資料「勤労者を守る法律」により、日本国意
法、労働基準法など勤労者を保護する法律の
内容について知る
'労働災害と補償について理解する
一職業生活と人権について考える
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月 項 目 指 導 内 容 指導形態 時数

7, 職業生活と法律 O 社会保険行政について学習する 講 演 2
･社会人講師による鷺泊 〔担任とのm
「社会保険の現状一層用保険について」

○ 講濱を聞いての感想文を作成し、社会保険に 作 文 1
十 ついてまとめる

○ 蔵業に関する諸制度や資格等について学習す 講 義 3
る 作 業
ワークシート「載業と資格」を作成し、希望
する職業につくための資格を知り、その取得
方法を調べる
･求人票の見方を学ぷ

月 ● ■業生活と家庭経営について学習する 講 義 2
「生活時問の記録」を作成し、間題点や改善 作 業
充実したいことを考える (綻科とのTT
･性別役割分業の間題点を把握し、家庭経営の
在り方を考える (18〕

8. 産棄の発展と社会 ○ 産乗界の現状を学習する 講 義 3
の変化 ワークシート「産業構造の変化、産業の実態 作 業
(1) 科学技術の発達 を作成し、花形産業、産業別就柔人口、産業別
に伴う産業の発展 国内絵生産の移り変わり、リストラクチャリ
と杜会の変化 ング、経済のソフト化･ サーピス化について

理解する
○ 情報化に」:る杜会の変化や科学技術の発達に 講 演 2
ついて学晋する 〔担任とのm
･社会人鷲師による講演

十 「現代技術の最先端について」
○ 講演を聞いての感想文を作成し、現代技術に 作 文 1

一 ついてまとめる
O 情報化、国際化などの仕会の変化について学 鷺 義 3
習する 作 業
ワークシート「産業構造、情報イヒ、目際イヒ与i
の杜会の変化」を作成し、産業の助向、情報

化とコンピュータ、さまざまな国蔭化等社会
の変化について把握する

月 ○ 海外生活経験者による海外から見た日本の在 講 演 2
り方等について閂く {担任とのm
･社会人講師による講演
「中国(延吉) から見た日本」

O 講演を閃いての感想文を作成し、国僚化杜会 作 文 1
における在り方や生き方について考える

9. 進路と自己実現 O 蔵業と自己の遺性について 検 査 1
'労働省{ 一設蔵業迫性検査の実施

(13〕

月 項 目 指 導 内 容 指導形態 時数

8. 産業の発展と杜会 ● 産業の発展と日常生活の変化について学習す 講 義 3

の変化 る 作 業

(2) 産業の発展と日 ワークシート「産業の発展と日常生活の変化 (家庭科灼

常生活への形響 を作成し、産業の発展が私たちの家庭生活、 無の提働
食生活、衣生活、余暇、労働時間などにどの
ような変化をもたらしているかを理解する
○ 産業の発展と資源･ 環境問題について学習す 講 義 4

十 る 作 業

･資料「産業の発展と資源･ 環境問題」と自分で

二 収集した資料により、産乗の発展や消費生活の
変化が、資源'環境にどのような問題をもたら

したかを調べる
「地球の環境を守るために私に出来ること」を
まとめることで、査源･ 環境問題について解決
策、改善策について考える
● 大衆仕会と豊かさについて考える 講 義 1
「高蛉社会と杜会福祉」の現状を知り、真の 稼庭科単独

月 豊かさについて考える 授業}

● 消費者保詮について学習する 講 義 1
'資料「自立する消費者」によO、消費生活と (ま庭科単独
消費者としての自覚及ぴ消費者の権利と義携 擾業〕

を学ぷ
○ 企業の杜会的責任について学習する 講 義 1
･資料「企業の責任」により、企乗の責務につ
いて考える (lo

9.進路と自己実現 ○ 進路と自己の適性について学習する 講 義 3
･労働省毎一般職業遺性検査の結果について説 作 業

明する 討 議

ワークシート「職業と適性を考える」に載業
レディネステストの桔果と一般職業適性検査
の結果を記入し、自分の希望と適性を生かし

一 た進路について考える 2
○ 自己の適性と進路について学習する 作 業
･討議資料「進路と自己の遣性」を作成し、他 討 議
人から見た自分の姿を含め自分の適性などに
ついて班ごとに話し合い、まとめたものを代
表が発表する 2
O 自分の進路設計をまとめる 作 業

ワークシート「進路と自己実現」を作成し、 調 査
月 将来の自分の進路について碓認し、今後の自

分の謀題を考える
自分の進路を実現させるための学習計画、資
椿取得、希望する蔵業について詳細などにつ

いて詞べる
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月 項 目 指 導 内 容 指導形態 時数

10.期待される杜会人 O 鷺乗人の生きがいについて考える 調 査 3

一
となるために ワークシート「職業人と生きがい」を作成す スピーチ

るために蔵業人がどのようなときに生きがい
を感じるかについて調べ、職業と生きがいに '

月
ついて考える
･職業と生きがいについてまとめたものを各自
が発表する (1¢

O 職業人としての心柵えについて学習する 講 義 2
･貰料「先輩の進んだ道」により、現実の姿や 作 業
生き方を考える

H.後期末のまとめ ○ 今まで学習してきた事項のまとめ 作 業 2
二 ･既習事項についてまとめ、「産業社会と人間

を学んで」の感想文を作成する
○ 後期末考査についての指導 講 義 1
○ 後期末考査 考 査 1
(1)「自分の進路」について入学時と比べど
のように変化したかを述べる

月
(2)(D 「情報化」◎「国際化」(…) 「資源･
環境問題」のうちから一題を選択し、自
分の生活に関連させながらその事項につ
いて述べる
{3〕社会人請師による誹演会を聞いての簡
潔な感想と講演の内容を自分にどのよう
に生かしていきたいかを述べる 伍〕



【資料3 】

「産集杜会と人旧」と「公民科」「保■体青科」「■喧科」の指' 内容の■複垣目

産茱" 会とA陶 政 拮 健 揖 現 代 杜 会 昔 雇 保 憧 齪 唾 一 舳
1 自己をみつOる
川白,}壱知ろ, 竈農と安庭

伍たちと事偉･嘗自

{2, 古年制の生5カ 現代祉会の特質と冑年燗の毎■ 青年朔の■■と自己形成 自己実現
寒抜･竈畦の位"

■年旧モ考える ･双代杜会と青年研O圭■ 自奇らし乞O肇見
自丑らし芒の莞且と自己実現
自己実曳と柵■の1鷹

2 1蜷についてヰえ石 私oA生
どん¢人虫}壷一たいか
私たちとライフコーユ
A生■計
■とLて生さ石
･帖●と■屈
母住の仁章と文■の設一
生括世叶
生括■廿の4■
生后資計の寺え方

5 ■某生后への遭出 生括時一
･生垢時■の値い方
労●
一●■労●

日望土しい臓某齪、動労竈 労●
･■1労●

7 ●棄生后と法律 労使凹保と賞●市叫
労●碁木権お確立

繧揖O晃艮と国民生括の向止
･労●集件と労●者の桁刊保障

■堵の■1両■
現代の労●と■康問■

労●
■1舛●

労●岨合佳
･労●碁準佳
･労●夙保■■法
杜会保員と杜会橿廿

社会保障と国民生括 ･労●喪書と●1肩
労●興書とその防止
･労●災害のO向
･労●蟹書の朽止

'■者の生岳と■■
'■化杜会と言■者の生后
杜会保" ･杜会梧祉の充実
･■壇括●への参加

･範が国の杜会保8制庄の現壮
･仕舎保障岬庄の課題

■業病とfの予防
･●■宿の●向

喜'化杜会への碑盟 ･■■毎の干肪
保農･医轄の月庄
･保農↑〒且
･医■●肛

B 産乗の琵展と杜会O麦化
U}魯学技1iの琵農に伸う
童業の免朕と吐会n吏化

大企業と中小企1
大企1両舳
中小企1血位■と衝劇
食料用■と■1水産茱

瑳茜の琵農と国民生括の向L
圭1"適の麦化
現代の硅宙祉舎
･構■化O■■と畦宙杜会

世坪の中の日木
他球と人題杜会

日ヰ■業の現状と課題
･ホ圭業の現状と課題

現代社皇の詩質と}年朔の■岨
情■化杜会とA[
■土と人[
文化の交直と国揮哩併

庭業汁金と人阿 改 面 耗 {斉 別 此 吐 会 ' 理 碍 建 軍 崔 岐

呂崖果の莞膿と杜会の壷化
卿産某の莞属と[]鷺生括
への挺,

O本狂揖の旺長と荘揖杜会の麦化
噴佳の複"
高度経涛旺長と産業構毒の変
化

怪硝O岳農と国艮生后の阿七
ll聞■と食丼門■
･甫1者間■とi鰍者保■
･'ゆ■かさ}求Oて
繧萌O●向と目鷹一カ

世非の中の日木
･■球と人暫杜会

大兎而蠣と■取■書
大曳侍'とその原田
大賦朽曳による■章■害
ホ1揖轟と隻章仁吉
･ホ1揖田とモO■目

揖1生后と哨,者
･私たらのILと揖費
･●入のあ一方
甫■者暫■と串,看の竈桝
･生揖傭■o拮用

内■主4型
Hヰ珪苗の課題
鷲颪･エネルギー柵岨
轟源･エネルキー問題
新エネルギーの謀題
岨境供全と去吉町止
丑書間皿
公害肪枇庫境政簗･■球侃模の環境固旦
i雌聞且と梢,者傑轟
梢1者間竈と梢費毒{●
嗣1者の保毎

･繧直■農の柵目
肌境と生括
･資'･エネルギー凹逼
■境保全と伯且
丑害の忌ろしさ
●埠■填側后
生懸系の号え力
自蝋と人町生櫓O■和を求O
て

･ホー冊青に土'騨■害
土4毒●と一■害
土4再●とモo葦囲
土4朽●による膏■■害
■庫■1の防止
･公害防止吋一の寸土方
･金害に上'■畦■害の■4
自毎4仁の一和と■章
生存と■'を" える自篶■
■
自篶■40■Oとモの鰺■
自体●■o保全
自体■■の促全とモの1味

t,と人■
A■とt■のかかわ如
･肥代のi生括
★昌の特1と■侃
i品弗竈生と安全
竈喪と=債
壷宕寸6竈債･業庭
弐■と人■
翼代の志生括
生拮時■
･主后時■の仕い万
寮庄")佳苗
･私たちのlLと繧債括●

■導環〃保全の井括● 位生后と杜会
私た励吋ぺきこと 佳生情の現択
産棄庭■萄とモの払壇 佳宅色章
施理の現吠と同■点 生括電境血葭普
･■雇}心('る課■
食品衛生后抽
武品をめぐ石同題
i品の安全付量

lO而持吾れら杜会人と左る
たOに

私'ちの入生
どん左A生を進けたいか
私たちとライ,コース
A生註計
高5者O生括と課■
A■化吐舎とA障者の生1
･i土会偉■･仕芸檀祉の充実
･■4播●へO●加
生括恨甘
･生后設計の■■
生信設二ゆ考え万
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V 英会話学習 の創造 に向けた研究開発

1 はじめに

新学習指導要領によれば、ノ」、学校における外国語は次のとおり取り扱われる。

「国際理解に関する学習の一環としての外国語会話等を行うときは、 学校の

実態等に応じ、 児童が外国語に触れたり、外国語の生活や文化などに慣れ親

しんだりするなど小学校段階にふさわしい体験的な学習が行われるようにす

ること」 (第1 章: 総則 第3 総合的な学習の時間の取り扱い 5 一〔3})

本研究は、 上記の総則を踏まえ移行期開始年度の平成12 年度より実施可能な 「国際理解

に関する学習の一環としての外国語会話等」の進め方を支援するために行った。 具体的に

は、 「小学校における英語学習に関する研究開発」 という創造的教育課程の研究に取り組

んだ文部省研究開発学校( 資料一2 ) の研究成果の分析を試みた。 開発学校の研究成果か

ら得られる知見には、 今後、各学校において外国語 (英語) 会話等を導入した国際理解に

関する教育課程全体を編成する上で貴重な示唆が含まれているからである。 分析を行った

項目は、指定校における「研究開発のねらい」 「研究開発の実施内容」 「研究の成果」そ

して 「課題」 である。 ただ、実際に英会話の具体的な学習内容と指導方法等を考慮した教

育課程を編成するには、 英会話の指導に関するシラバス (指導項目の選定とその醐 .) 、

教材作成や指導方法のあり方等についても詮ずる必要がある。 しかし、 それは、 本研究全

体のねらいが将来における教科等の構成の在り方に関わる教育課程研究にあるので本稿で

は扱わないこととする。

なお、 分析対象校の選定については平成4 年度からH 年度まで取り組んだ研究開発学校

(計 62 校) のうち、 平成8 年度までの研究開発学校に焦点を絞った。 その理由は、 全て

の学校の研究成果に目を通したが、 平成 9 年度以降の研究開発学校 (47 校) のほとんどが

平成8 年度までの指定校の研究成果を参考に研究を開始しており、 平成8 年度までの研究

成果の中にそのエッセンスがあると判断したからである。詳細は、 資料一1 の要約に示す

とおりである。

2 研究開発のねらい (詳細は資料一1 を参照)

(1 ) 開発の種類: 次の3 種類に分類できる。

(D 教科 (英語科) 活動として取り組んだ研究校: B, D, E, F, 1

◎ クラブ活動の中で取り組んだ研究校: G, K

◎ 教科･ 特別活動 (国際科/ 国濠文化科/ 国濠体験科/ 英語体験科/ 英語活動/ 体験

総合活動) などを組み合わせて取り組んだ研究校: A, C, H, J, L

研究開発学校では、 主に教科研究として行われたが、新学習指導要領では外国語は教科

という取り扱いではなく導入される。
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(2 ) 開発 の ね ら い

(D 教科 ( 英 語 科) 活 動 と して取 り組 ん だ研 究校 の ね ら い

イ 音 声 ( 主 と し て聞く ; と ･ 話 す こ と) を 中心 と す る基礎 的な英 語 の 運用 能 力 を身

につ ける とと も に、 進 ん で コ ミ ュニ ケ ー ショ ン を図 ろう とす る態度 を育成 す る。

ロ 外 国 の文 化 に親 しみ、 そ れ らと 積極 的 に触 れ合 おう と する 態度 を育 成す る。

ハ 上 記イ、 ロ の教 育 の推 進 は、 結 果 と して 国際 理 解の 基礎 を 培 う もの であ る。

(2) クラ ブ活 動 の 中で 取 り組 ん だ研 究 校 のね らい

イ 外 国 の人 々 と積 極 的 に コミ ュニ ケ ー ショ ン を図 ろう と す る態度 を育 成す る。

ロ 英 語 を 聞き、 話 す こと に対 する 興 味 ･ 関心 を育 成す る。

ハ 外 国 へ の興 味 ･ 関 心を 広 ぱ ると 共 に、 主体 的 ･ 積極 的 な生 活態 度 な どの 豊 かな 国

際感 覚 を培 う。

◎ 教 科 ･ 特 別 活動 な どを組 み合 わせ て取 り 組 ん だ研 究校 の ね らい

イ 世界 の 人々 と交 わ る活 動 を通 して、 相 手の 考 え や立 場 を理解 ･ 尊 重 し、 国際 社会

をたく ま しく 生 き る こと が で きる基 礎 的 な資 質 や能 力 を育 成 す る。

口 その た め に は、 国際 理解 の 視 点か ら教 科等 の枠 を越 えた 国 際理 解 に 関す る共 通 の

教 育 内容 を創 り だ す。

ハ 英語 のた め の英語 学 習 で はな い。 積 極 的 にコ ミ ュニ ケ ー ショ ンを 図 る過 程 で英語

が位 置 づ け られる。 した がっ て、 体 験 を通 して英 語 に触 れる こと が大 切 で あ る。

二 子 ど も自 らがさ ま ざま な状 況 や場 面 の 中で英 語 に親 しみ、 楽 しさ や喜 びを味 わ い

なが ら進 んで相 手 を理 解 し、 自分 を表 現 しよ うと す る こと に より、 自分 へ の自 信 を

深 め る子 ど もを育 む ( 自 己確 立) 。

上 記 の 内容 を まと め ると次 の と おり で ある。

a 自 国文 化 と異 文 化の 理解 ･ 尊重 ( 国 際化 時代 を 生 き る資質 の 育成 : 認知 的 ･ 情意

的側面)

b 国際 的諸 問題 への 関心 ･ 態度 ( 国 際化 時 代 を生 きる 資 質 の育 成 : 認 知 的 ･ 情意 的

側 面)

c 英 語 で コミ ュニ ケ ー ショ ン を図 る態 度 ( a ･ b を支 え る 資質 等 の育 成 : 技 能 的側

面)

d 個 の確 立 ･ 個 性 尊重 ( 国 際化 時代 を生 き る資 質 ･ 能 力 の基 盤 づく り)

「小学 校 に おけ る英 語 学習 に 関 する 研 究 開発」 に取 り組 ん で い なが ら、 技 能と して の英

語 の 習碍 だ け を目標 に研 究 開発 を行 っ た学 校 は見 当た ら な い。 こ の点 が、 中 ･ 高 等学 校 に

おけ る外 国語 教 育、 ま た巷 の 英語 塾 や 外 国語 専 門学 校 等 にお け る教 育 のね ら いと の大 きな

違 い で あろ う。

3 研 究 開発 の実 施 内容 ( 詳細 は資料 一 1 を参 照)

(D 研 究 開発 の 対象 学年 : す べ ての 学校 が 1 学 年 か ら 6 学 年ま でを対 象 と して いる わけ

で はな い。
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イ 1 - 6 学年を対象とした研究校: A, B, C, F, H, 1, J, L

口 4 - 6 学年を対象とした研究校: D , G , K

ハ 5 & 6 学年を対象とした研究校: E

新学習指導要領によれば、 外国語の学習は 「総合的な学習の時間」 の中で取り扱われる

ので第3 学年以上の学年において行われ乱

@ 時間の確保: ある学校では標準時数に新教科の国際科や英語科等の時数を加えてい

る。 また、 ある学校では全ての教科から1 - 5 % の範囲内で研究開発科の授業時数を

確保している。 さらには、 ある学校では国語、 算数、理科、社会、 道徳等から確保し

ている。 その場合、国際理解と関連する学習内容等を考慮している。

新学習指導要領に示されている 「総合的な学習の時間」 は、 第3 - 4 学年が 105 時間、

第5 - 6 学年が llO 時間配当されている。 外国語の学習時間数については、各学校の教育

課程の内容によって異なるであろう。

◎ 時間配当: 学年によって多少の異なりはあるが、月1 - 2 時間から週1 - 2 時間を

配当している。

新学習指導要領によれば、 弾力的な時間割編成が可能である。 モジュールタイムを活用

した活動案を考えるのも一案である。

@ 指導体制: 主としてティーム･ ティーチング ( T T ) によって行われている。

具体的には、 次のとおりの組み合わせが考えられる ( A L T : Assistant Lang m ge

Teachers 外国語指導助手/ J T E : Japa m se Teachers of English 日本人英語教師/

H T : HomeroG皿Teachers 学級担任)

O タイプA : A L T + J T E + H T (研究校 : A, C , E, H , J , L )

○タイプB : A L T + J T E (研究校 : D, H )

O タイプC : A L T + H T (研究校: A, D, F, C , G , H , 1 )

O タイプD : J T E + H T (研究校: A, C, D )

O タイプE : J T E (研究校 : H , K )

O タイプF : H T (研究校 : A, D, F )

○その他: ボランティアの外国人 (研究校: K )

指導体制にっいては、 T T または学級担任のみによる指導が考えられる。 A L T の常駐

という可能性は薄いので、今後はボランティアによる外国人指導者あるいは海外生活体験

のある日本人等の協力が必要となろう。

◎ 学習内容: 英語科として研究開発に取り組んだ学校では、 どちらかといえば基礎的

な英語の運用能力を身につけ、 英語によるコミュニケーションを通して運用能力を身

にっけるための意欲を育成しようとしている (研究校: D, E , F , G ) 。 一方、国

際理解に重点をおいて英語学習の研究開発に取り組んだ学校では、 国際感覚をみにっ

けた心や姿勢の育成に重点をおいており、 英語はコミュニケーションの手段として取

り扱われている (研究校 : A, B, C 、 一* B 校は英語科であるが学習内容は国際科

の内容に近い) 。 さらには、 H, 1, J, K, L の研究校のように、国際理解学習と

英語学習の比重をほぼ同等において学習内容を設定している学校もある。 その内容に

っいては･ ( 2 ) 開発のねらいの◎ (イ、 ロく ハ･ 二) で示したとおりであ乱
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新 学 習指 導 要 領 で は外 国 語 は教 科 で はな い。 した がっ て、 中 ･ 高 等 学校 にお ける 学習 で .

求 め られ て い るよ うな 実践 的コ ミ ュニ ケ ー ショ ン能 力 を身 にっ ける た めの こと ぱ の仕組 み

(文法) 等 の習 得 がね らい で はな い はずで あ る。 「総 合 的 な学 習 の 時間」 を利 用 して 実施

され る小学 校 の英会 話 等 の学 習 で は、 どち らか と いえ ぱ積 極 的 にコ ミ ュニ ケ ー ショ ンを 図

る過程 で英語 が 位 置づ け られる と いう 程 度 の考 え方 が望 ま しい ので は なか ろう か。 そ の こ

とは、 新 教 科と して取 り組 ん だ多く の研 究 開発 学校 の研 究 成 果 か らも明 らか にさ れ た。

4 研 究 の成 果 ( 詳 細 は資 料 一 1 を参 照)

主 と して 次 の よう な研 究 成果 が 見 られ た。

〔国際 理解 学 習 に関 す る成 果〕

○ 国 際文 化 へ の 児童 の興 味 ･ 関心 の高 さ と意 欲 的 な取 り組 み が見 られ た

O 日 本文 化 へ の興 味 ･ 関 心 の高 揚 も見 られ た。

O 外 国 と 日本 の文 化 の違 いに気 づ く よう にな った。

〔英 語 学習 に関 する 成 果〕

O 外 国人 との コ ミ ュニ ケ ー ショ ンを重 ね るた び に、 子 ど もた ち は人 とコ ミ ュニ ケ ー シ

ョンを 図る こ との 楽 しさ と必 要性 を 強く 感 じる よ う にな っ h その 結 果、 コ ミ ュニ

ケ ー ショ ンに対 す る積 極 性 も培 わ れ た : 外 国人 と 接す るこ とへ の抵 抗 感の 低下 と、

コミ ュニ ケ ー ショ ンの基 盟 と な る心情 や態 度 の向上 が見 られ た。

O 自 己表 現 が苦 手 だ った 児童 の 表現 力 に 向上 が見 られ た。

O 低 学年 ほ どもの お じせ ず、 生 き生 きと 英語 を話 す 様子 が見 ら れた。 反 対 に、 学 年 が

進 む につ れ て消極 的な 態度 が 見 ら れた。

O 日 々 の英 語指 導 の実 践 か ら、 教 師 の意 識 が r 聞く」 r 話す」 の表 現活 動 へ と移 行 す

るよう に なっ た。

O 英 語学 習 を通 して 日本 語 を見 直す 視点 が培 わ れた。

5 課 題 と考 察

最 後 に、 今 後 も研 究 を積 み 重 ね開発 しな け れ ばな らな い課 題 に つ いて 述 べ ると と もに

まと めと しての考 察 を 行 う。

小学 校 に英 語 学習 を導 入す る こ と によ り、 子 どもた ち は A L T 等 と の コミ ュニ ケ ー シ

ョン活 動 を通 して コミ ュニ ケ ー ショ ンの 楽 しさを知 る よう にな り、 コミ ュニ ケ ー シ ョ ン

の大 切 さ と必 要 性 を学 ん だ。 ま た、 A L T との触 れ合 い を通 して異 文 化 レベ ル の目 覚 め

も体験 し h さ らに は、 教 師の 意 識 も r 聞く」 r 話 す」 の表 現 活動 へ と移 行 す るよ う に

な った。 こ の よう に、 英 語学 習 の導入 は子 どもた ち や教 師 を大 な り小 な り変 容 させ る結

果 とな っ た。

しか し、 いく つか の 開発 す べ き課題 も残 した。 そ の課 題 と は次 の と おり であ る。

O 理 誇 的 に裏 付け さ れた 国 際科 や 英語 科 等の 目標 設定 と その 学習 内容 に おい て他 教科
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等との関連性を明確にする必要がある。 また、 目標の達成度をはかる評価の基準や

方法にっいても検討する必要があ乱

○その学習内容の学年間の関連性･ 系統性にっいて明確にする必要がある。

O そのためには、基礎学力としてのコミュニケーション能力の発達段階に応じた内容

についても明確にする必要がある。

○国際理解と英語学習とのバランスや有効な実施学年にっいて検討する必要がある。

(低学年での調べ学習や異文化理解に限界が見られる)

O 英語学習の導入による児章の学習負担において他教科等との関わりについて明確に

する必要がある。

研究開発に携わったほとんどの学校は、国際科や英語科等の目標設定とその学習内容

において他教科等との関連性を明確にする必要性の難問に悩まされたようである。 これ

は、将来における教科等の構成の在り方に関わる大きな問題である。 したがって、 この

問題を解決するには今後も教育現場における理詮的･ 実際的研究を積み重ねる必要があ

る。 その意味では、 教科ではない形での導入ではあるが 「国際理解に関する学習の一環

としての外国語 (英語) 会話等」 を進める際には、 上述の難問を解決するくらいの意識

を持って取り組む必要があろう。

(渡 邊 寛 治)
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小学校英 語教育研 究報 告暫 凄約

研 究 校 ' A

資 * 斗 一 ■

1. 国 際 理 解教 育 に つ い て

国 際 牲 ( 国 際感 覚･ 国 際 礼 儀、 果 文 化 理 解、 人 権 尊垂 の 態 度、 外 国 人 と の コミ ュニ ケ ー ショ ン手 段 等

の総 合 的 な 資 質、 能 力) を 育 て る こ と をね ら い と し、 理 屈 より も人Illj札1 互 の 「感 惰理 解」 を重 要 視 し た

もの で あ る。 慶 の 色 や EI の 也、 IUしの 色 の違 い にか か わり なく、 幸 せ を 求 め、 平 和 を願 う、 同 じ願 い を 持

った 人 間 同 士 で あ る こ と の 意 義 を 持 たせ る ため の 「心」 と 「姿勢」 づ く り の国 際理 解 教 育。

「豊 か な 国際 生 を 培 い し か も、 2 1 世紀 に 対応 し て今 日 の 地 球 規模 の課 題 に た いす る 墓 礎 的、 基 木 的

資 質 ･ 能 力 を瞬 く に ふ さ わ しい 体 験 串 元 を学 ば せ る体 験 総 合 活 動 に 当 て る。 宇i冒悶 題、 環 境 問 題、 病 気

の 問 題、 食撫 のrljl 題、 人 権. や 戦{r1 のll'1 題、 緬祉 問血 な ど にっ い て 体験 を 通 して 学 ぱ せ、 幅 広 い国 際 性 を

身 に付 けさ せ よ うと して い る」

2. 英 語 ( 言 語〕 教 育 に つ いて

「英 語 の ため の 英 語 教 育 で は な い。 岡違 い を恐 れず に、 積 極 的 に 覚 え た いく う かの 英 語 を 使 って 話 し

掛 け た り、 聞 き 取 れ る よ う に な れ ば そ れ だ けで十 分 で あ る。 そ れ よ り もな に よ り も外 国 人 を笑 顔 で 迎 え、

外 国 人 と あ た た か く 交 わ り 接 す る 態 度 を 亜要 視 す る。 こ の 「心」 と 「姿勢」 づく り が 大 切 で、 その 過 程

で必 要 に 迫 ら れ て コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン手 段と し て英 語 が 位 置付 け られ 糺 だ か ら、 生 活 英 語、 体験 英 語

で あ る」

･ 聞 く ･ 話 す こ と を 巾 心 に 英 語 に 慣 れ、 親 しみ、 コ ミ ュ ニ ケ ー ショ ンを 図 ろ う とす る態 度 を 餐 う

3. 実 施 内 容

a ) 名 称 … 国 際 休 験 科 ( 「英 語 活 動」 ･ 「体 験 総 合 活動」 )

「国 際 休 験 科」 と は 一 ･ ･ 「現 状 で は各 教 科 ' 道 徳 ･ 特 別 活 動 の な か で国 際 理 解 教 育 に 関 わ る 内

容 を 取 り 出 して 指 導 す る と い う 段階 に と どま っ て い る が、 国 際理 解 の 視 点 か ら教 科 等 の 内 容 を 見 直

せ ば、 教 科 等 の 枠 を越 え た 共 通 の内 容 が 仙 出で き る の で は な い か と 考 え た の で あ 私

そこ で、 全 教 育 活 動 で 行 わ れ る 国際 理卿 教 育 を 構 造 化 ･ 焦 点 化 し た り、 核 に な っ た りす る もの を

教科 r 国 際 休 験科」 と して 阯 立 て てあ げ て、 E1 課 表 に 位 置 付 け、 指 導 す る と い う 明 確 な方 法 を取 る

こと に し た の で あ る。

この r 国 際 体 験科」 は、 英 語 教 育 と体 験 を主 休 に し た地 球 や 文 化 を 学 ぶ 総 合 的 な 学 習 を 重 視 し た

教科 で ある」

b ) 対象学年 … 1 - 6 年

c) 時間配 当… 1 - 2 年 週 1 時間

3 - 6 年 週 2 時間

d ) 時 問 の 確 保 … 1 - 2 年 総 授 業1時 数 に付 加 ( 土 曜 日 に実 施)

3 - 6 年 社 会 科 及 び理 科 を 週 各 1 11寺 間 削 減 し、 国 際 休 験科 ( 英 語活 動 ･ 休 験 総 合

活 動) に 当 て る。 ( 年 闇 7 0 時 間)

e ) 指 導 体制 … 3 年 生 以 上 に は A し T を 月 に 一 回程 度 配 置 し、 学 級 担 任 と A L T 、 学 級 但 任 と 』 E T

に よ る ティ ー ム ティ ー チ ン グで 行 っ 右 低 学年 で は 学 級 担 圧 のみ の指 蝋。

f) 学 習内 容 と 方 法

英 語 活動 は コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン手 段を ね ら い とす るの で 聞 く ･ 話 す が 主 休 の 生 活 英 語、 休 験 英 語。

□と 耳 だ け で は な く、 休験 活 動 の 巾 で必 要 に 迫 ら れ て 値え る よ う に す る と い う考 え 方 か ら、 手 振 り、

身 振 り、 動 作 等 の 総 合 的 な 身 休 的 表 現手 段で 対応 す る学 習方 法 を 取 る。 1夏11 あ り、 ゲ ー ム あ り、 遊 び あ

りの 活 動 主 休 の 学 習。 さ ら に 外 国 人 と多 く 接 す る機 会 を 使っ て、 木 物 の 英 語 体 験を さ せ、 耳 に な れ、

自然 にロ か ら で る英 会 話 を 体 ごと マ ス タ ー させ る。

「「楽 しく学 習 で き る」 と い う こ と に主 眼 を お い て い る」

(全 体 目 標)

「聞 く ･ 話 す こ と を 中 心 に、 英 語 に慣 れ、 親 し み、 コミ ュ ニ ケ ー ショ ンを 図 ろ う と す る 態 度 を 餐 う」

「地 球 規模 の 謀 町 に 対 す る 苗 礎 的 ･ 甚 木 的 な 資質 ･ 脂 力 を 育成 し、 禰 広 い 国 際 吐 を 身 に っ け る」
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〈学年[ヨ標〉

! 年… 「英語のリズム･ ljij揚･ ,,1'子に償れる」

2 年一 「英語のリズム･ 抑 揚･ 訓子に慣れる」

3 年… 「英語の基木的な単語や簡lli な会話を正しく発音できる」

「地球、 環境、 食料の学習を通して、 身近な自然から、 地球やt…1 然環境にっいて調べようとす

る態度を育てる」

4 年… 「英語の基木的な単語や簡単な会話を使って話すことができる」

「環境、 森林、字宙の学習を通して、 広い視野を育てるとともに地域や身の回りから行動しよ

うとする態度を育てる」

5 年… r 劫歩的な英語の質問を閻いて、 意味を理解して答えることができる」

「福祉、 人間、 瞭境問題の学習を通して、 生命の神秘性や人闇の業哨らしさ、 人の生き方を学

び、広くやさしい心を育てる」

6 年… r 初歩的な英語の質圏を聞いて、答えたり、 簡単な事柄を話すことができる」

「環境、国際の学習を通して、 地球レベルの考え方を身にっけ、 国際人としてたくましく生き

ようとする態度を育てる」

g) 評瓶 法…特に記載なし。 ( 自己評漸カードはあるが児童の評価に関迎しているかどうかは分から

ない)

4. 成果

O 「こどもの二一ズにあった言語材料が選定できるようになった」

O 「体験総合活動の教材内容の頒域を異文化理解、 国際交流、 国際親善に絞ったため、 教材開発が

し易くなった」

○ 「〈L T の乎前打ち合わせの1時間の確保ができたため、 役割分担も明確になり授業の充実が図れ

た。 また、言語材料選定についてのアドパイスや簡単な表現方法について指導して貰えたことが

内容にも大きな影響を及ぼした。 とくに外国の行事、 生活習慣等を授業の中で話して貰えたこと

は、 英語への興味 ･ 関心 ･ 意欲を増すこととなった」
O 「学習内容に応じた学習形態をとることができるようになった」

O 「英語学習を導入したことによるプラス而での変容が子どもに表れつっある。 日帯の生活に繋が

ってきている」

O 「体験総合活動で外国人と接する場面の設定を重ねるたびに、 子どもたちはコミュエケーション

能力の必要性を強く感じるようになってきた」

5. 課題

･ 「低学年の授業時間の弾力的迎用が集中力と学習内容から必要となってきた」

「指導内容との関わりでく1- T ･ 」T E の配 当学年や指導休制の再考をしなけれぱならない」

「他教科と国際休験科とのかかわりについて明確にする必要がある」

･ 「評価項目と評叩1i方法について明確にし、 子どもの変容をとらえていかなけれぱならない」

「国際体験科の学年間の系統性をどうとらえ、 それを学習内容にどう反映させていくか、明確に

しなけれぱならない」
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小学校英 語教 育研究 報告轡要約

研 究 校 一 B

1. 国 際 理 解 教育 に つ い て

(全 教 育 課 程 に お ける 目標)

国 際 人に ふ さ わ しい 日 木 人 と して の 資質 ･ 脂 力 の 基 礎 を育 成 す る

◎ 人権 尊 重 の 精 神 に 基 づ き、 豊 かな 心の 育 成

◎ 進 ん で国 際 社 会 に 参 加 し、 信頼 と 静敬 の 得 ら れ る 日 本 人 の 育成

(全 教 育 課 程 に お け る 視 点)

(D 自 国 文 化 と異 文 化 の 理解 ･ 尊 重

〔国 際 化 時 代 を 生 き る 資質 ( 認 知 的 ･ 情 意 的側 面) 〕

(2) 国 際 的 諸 問題 へ の 関 心 ■ 態 度

〔国 際 化 時 代 を 生 き る 資 質認 知 的 ･ 情 意 的 側面〕

◎ コミ ュ ニケ ー ショ ン 能力 ･ 態 度 ( 表 現 力)

〔( D、 ◎ の 資 質 を 支 え る 脂 力 ( 技 能的 側 而) 〕

@ 個 の 確 立、 個 性 噂 重

〔国 際 化 時 代 を生 き る 能力 ･ 資 質 の基 盤〕

(国 際理 解 教 育 の 目指 す 子 供 の 姿)

* 「世界 の 中 の 日木 人」 … 「人 権 尊 重の 精 神 を基 調 と して 日木 の 歴 史、 風 俗 ･ 習 慣、 伝統、 文 化 等

の理 解 を 基 盤 に、 世 界 の国 々 の 異 な る生活 ･ 文 化 等 との 違 いを 理 解 し分 か りあ え … 、 自 己 を

い ろ い ろ な方 法 で 表 現 で き る国 際 人」

2, 英 語 ( 言 語〕 教 育 に つ いて

(英 語 科 の位 置付 け)

･ 「英語 科 は各 教科 で行 わ れる 国 際理 艀教 育 の 硬 と して の 役 割 を 担 う」

･ A の 視 点◎ に あ げ た よ う に、 「コミ ュニ ケ ー シ ョ ン能 力 を重 視 し、 国 際 的 に 通用 す る コ ミ ュニ ケ

ー ショ ン能力 の 基 礎 の 育成 を主 要 な 目標 と す る」

ここ で い う コ ミ ュニ ケ ー ショ ン能 力 と は、 「人 と人 と の か か わり あ いの なか で、 自 分 の考 え や

意 見 を し っ かり 持 ち、 筋 道 を 立 てて 積極 的 に 表 現 で き る こ と。 さ ら に、 自分 の 考 え や 意 見 を 人 に

伝 え た り、 相 手 の 考 えや 意 見 を 聞 いた り して、 コ ミ ュニ ケ ー ショ ン を 円滑 に 発展 さ せ ら れ るこ と。

」 と定 義 さ れて い る。 ( か な らず し も 「外国 語」 で コ ミ ュニ ケー ショ ンを図 ろ う と しな く て も よ

い と考 え て い る)

(英 語 科 の 目 標)

「身近 で 初 歩 的 な英 語 に親 し み、 言 語 や文 化 ･ 生 活 へ の 関心 を 持 ち、 進 ん で コミ ュニ ケ ー ショ

ンを 図 ろ う とす る 態度 を育 て る。 」

3. 実施内容

a) 名称…英語科

b) 対象学年 … 1 - 6 年

c) 時ll 冊 当… 1 - 3 年 月 1 11寺間

4 年 月 2 時間

5 - 6 年 週 1 時間

d ) 時IIi】の 確 保 … 標準II寺数 にi英i 語 科 の11寺数 を 加 え る

c ) 指 導 体 制 … 担 任、 〈 L T 、 J E T の 三 者 で ティ ー ム ･ テ ィ ーチ ング を行 って い る。

f) 学 習 内 容 と 方 法

･ 音 声 言語 に よ る 指導 の 重視 ( 囲 くこ と 話 す こ と)
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「英語を習得するためだけの英詔ではなく、 国際理僻に向けての英語学習」

(学年目標)

'低学年… 「遊びを通して、英語に親しむ」

,中1判 拝… 「英語を楽しく学習しながら、1ヨ分から進んでかかわっていこうという気持ちを育てる」

一高学年… 「英誘を通して、外国の文化や人々の生活に関心を持ち、 自分から進んでかかわってい

こうという気持ちを育てる」

g) 評妬法…主に授業中の観察と、 ポストアンケートにより行われている。 「英語の学習活動を通し

てみたとき、 こども一人ひとりにはどんな長所や良さ、特牲などが発見できるか一という目を教師

が持ち、 こどもを見ることが大朔

･観察は授業中に担任が行い、 こどもの反応を事実として記録した。 一時間中に全員にっいてはと

ても無理なので、 気付いた点をメモしておくようにした。 また、 V T R の記録を基することもあ

る。

ポストアンケートは、こどもが自己評価した結果から、 その子の意欲や関心が、 どこにあったの

かを深る一っの方法で、担任が必要と感じたときに、 適宜行った。
(* 通信簿などとの関辿は特に記載なし)

4. 成果

O 「日常生活の中で外国人と話してみたい、また実際に話したという児童が、 学習後は約 1 0 % 増

加1している」

O 「外国の人に知らない言葉で話しかけられたら、 日本語であるいは外国語で答えると回答してい

る児童力く! 0 - 2 0 % 増加] している」

O 「開始前は英語の勉強がたのしみと答えた児童が9 ! % だった。 実施後は、 英語が楽しいと答え

た児童は9 7 % に なっている」

O A L T ( ネイティヴースピ' カー) の翻 j性と子供の耳のよさを確認

5, 課題

･ 英語科導入による児童の学習負担、 他教科等の指導の工夫、 授業II寺数等の適切な設定にっいての

検討。

･ 基礎学力としてのコミュニケーション能力の発達段階に応じた内容の明確化

･母語によるコミュニケーション脂力育成の重視

･指導計画の見直しと多様化

(示唆) 留学生会館、 国際ポランティア団休など、 地域の実態に根差した多様な国際理解の活

動の導入
! - 4 牢までは、 月1 時間の授業増加

･指導形態の工夫 ( ティームティーチングの多様化)

･教材開発 (自作教材)

･国際理解教育の4 視点に基づく評漸の明確化

･国際理解教育、 及びコミュニケーション能力にかかわる研修の充実
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小学校 英評i･放 育旧F 究 報 告}炉掛糸勺

研 究 校 一 C

1, 国 際 理 解 教育 に つ い て

〈異 文 化理 解 交流 の 目標〉

「世 界の 人々 と交 わ る活 動 を麺 して、 相 手 の考 えや 立 場 を理 解 ･ 騨 重 し、 国 際 社 会 を 豊 に た く ま し

く生 きる こ とが て き る基 碇的 な 資貨 や 脂 力 を 育 て る」

〈領域 の ね ら い〉

「異 文 化旦1! 柳 交 流 で は、 逃 履 す る国 際 化 の11: で、 日 木 の 伝統 文 化を 十 分 理解 し、 尊 垂 する と と もに、

1!上界の 国 の そ れ ぞ れ の 歴 史 や風 俗、 果 なっ たAlll 値 意 識 や行 動 様 式を 認 識、 理 肌1、 教 授 す る グロ ー パ

ルな 考え 方 を 培 い、 国 際 社会 を 生 き る主 休 性 と 柔秋 性 の基 礎 的 な資 貿 や 脂 力 を育 て て生 き たい。 そ

の た め には、 世界 の 人 々 と6) 交 流 を通 して、 相 手 の 立 場を 理艀、 尊重 しよ う と す る心 や態 度 が 大 切

に な って く る。

そこ で、 日 常 生 活 や学 冒の 中 か ら素 材 を 取 り上 げ て 教材 化 し、 身近 な串 象 や 問 題 を 世界 と結 び付

け、 児 童の 心 の 中 に 世界 を広 げ て やる こ と が 大 切で ある と 考 え た」

･ 国 際 的-= 新 し い旗1 識 や訓! 題 を E1 ら と らえ、 1…i 分 の岡 駈 と して牌 決 して いくli色力の 麩 礎 を 培 九

･ 異 文 化の理 解 と尊 亜、 多 様な 見 方、 考え 方 を 共有 ･ 共 生 す る 人間 尊 重 の精 神 的甚 盤 を培 九

「心の 国 際 化」

2. 英 語 ( 言 藷) 教 育 に つ い て

〈英 語 学 習の 目 擦〉

一 「A し ↑ や j E T あ る い は英 語教 材 に よ る ネイ ティ ヴな英 語 を聞 く ･ 話 す 活 動 を通 じて、 英 語 に

慣 れ親 しみ、 梢 極的 に コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ンを 図 ろ う とす る 態度 を餐 う」

く領域 の ね ら い)

「高学 年 は、 低学 年 の異 文 化 理 解 交流 で国 際 理 解 教 育の 基 礎 と な る 「心 の 国 際 化」 を 図 っ た上 で、

世界 の 公 用語 であ る英 語 に慣 れ親 しみ、 主 休 的 にコ ミ ュ ニ ーケ ー シ ョ ン を図 ろ うと す る 表現 力 や

ディ スカ ッ シ ョ ン ･ ディ ペ ー ト等 自 己 開示 能力 を育成 し、 国 際 社 会 で 自 己の 思 い を 積 極 的 に発 揮

す る 実践 力 ･ 行 動力 を養 っ て い きた い。 そ の た めに、 英 語 を学 習 す る活 動 を 通 して、 体 全 休 で表

現 でき 自分 の 思 い を十 分 に 伝 え るこ と が で き る よ う にす る こ とが 大 切 で あ る と考 え た」

自分 の 考え を 相 手 に 伝遠 す る こ との で き る コ ミ ュ ニ ケ ー ショ ンの 能 力 の 甚礎 を 育 む。

3. 実 施 内容

a ) 名 称 …国 際 文 化科

b) 対象学年… / - 6 年

c) 時Il 冊£当… / - 3 年 週 1 時n{1 ( 年1}" 3 5 時間) 「異文化理解交流」

4 - 6 年 週 2 時聞 (年間 7 0 時間) 「異文化理解 交流」

& 「英語を中心と した外国語学習」

d ) 時 旧 の 確 保… ! - 3 年 国 語 科 配 当1時 閣 よ り ! 11寺閻 を削 減 し て充 当

4 - 6 年 国 語 より 1 時 問、 理 科 ･ 社 会よ り O . 5 1時 間 ず っ 削減 して 充 当

e ) 指 導 休制 … ほ とん ど は く1」 ↑ ･ J T し H R T か＼ J T し ･ H R T に よ る T ･ T

f) 学 習 内容 と 方 法

く異 文 化 理解 交 流)

「外 国 の文 化 ･ 伝 統 に 親 しめ る圭Ii 元 や地 域 の 生 活 に 宿 着 し た休験 学 習 を[1-1 心 と した111 元 を 計 西 し、

活 動 の 巾 での 自分 の よ さ に気 付 き、 友逮 の 長 さ や 思 い を認 める 患い や り の 心 の 育 成 指 導 を 図 る」

「〈 L 'r 、 地 域 の 外国 人、 海 外 生活{木験 者 な どを 破 極 的 に活 用 し、 異 文 化 に 触 れ 合 う 活 動 を 通 して、

目分 と異 な る もの を 認 め、 個 吐的 な も のを 尊 亜 し、 相 手 の立 場 を理 艀 し互 い に 思 いや り、 共 に 生 き

よう とす る心 の 国 際 化 を 図 る。 そ の た めに 息 図 的、 計 画的 な体 験を 租 み 上 げ、 積 極 灼 に コミ ュ ニ ケ

ー ショ ン しよ う とす る意 欲 を高 め る」
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〈英語学習)

「英語の敬遊びやゲーム･ 1則等、 英諮に耕しめるil1元や生活に密着したスキット学習を11」心とした

圭1i 元を計画し、 漸動のIIIでの英訂1力･ コミュニケーション能力の育成 ･ 惰導を図る」

「〈L T 、 」↑rj を硝A雪的に活川し、 常に1…1 然な英語を1」}jいたり、 発音したりする音声言語による

指弾 (オ ーラルメソットスキット) と自然に英語にふれる環境を作り体全体を{吏って思いを表現さ

せる指導に努め牌することな- 枯極的にコミュニケーションしようとする意欲を高める」

9) 評価法

(異文化理解交流) …児壷一人ひとりの廟いや思いを大切し、 自ら持ち味や良さを十分発抑して、 学び

取っていくことができるように自己評価カードを活川した。 授業後、関心、 意欲、 態度、の表れを

把握して、 個に応じた支援のあり方を工夫した。

(英語学習) …子供が自ら振り返り、 自らの学習意欲の表れとなる自己評価カードを活用し次時への学

習の参考として取り紐んだ。 しかし、 量的なものをどのくらい覚えたかを評イ1『するのではなく、 あ
くまでも子供一人ひとりの内面や実態をつかむための資料として活用した。

(* 通信縛などとの関迎については特に記救なし)

4. 成果

(異文化理解交流)

O 「国際文化科の学習への児童の興味･ 関心の高さと意欲的な取細み」

O 「祭りや地域にある伝統的な習慣など日本文化への興味･ 関心の高揚上

〈英語学習〉

○ 「外国人と接することへの抵抗感の低下と、 コミュニケーション能力やその基雌となる心情や態
度の向上」

O 「自分の思いをなんとかして伝えようとする意欲や伝えるための表現力の向上」

O 「自己表現が苦手だった児童の表現力の向上」

〈研究全般〉

O 「本校児童の言動に見られる豊かな完成の面養･ 表出」

O 「周囲の環境や社会に関する視野の広がりと実践意欲の高揚」

O 「国際文化科の教科としての成立」

く職員への効果〉

O 「職員の教育観 ･ 指導観の変容」

O 「外国人と接することへの低仇感の低下と、 コミュニケーション姥力やその基盤となる心情や態

度向上」

O 「新教科に対する理解と指導方法等の改善」

O 「教師g 教育実践及ぴ研究･ 研修活動への意欲と主休的な取組み」

5. 三衆題

(異文化理解交流〉

･ 「児童の発達段階にあった教材の内容･ 指導法の研究」

･ 「異文化理解交流と英語学習とのバランスや有効な実施学年についての検討」

(低学年での調べ学習や異文化理解に限界)

･ 「学習内容の学年間の関迎 ･ 系統」

(英 語学習〉

･ 「英語材料の増加による個人差の発生とその対応、 個に応じた指導のあり方にっいての研究」

･ 「ティームティーチングでの指導における相互のコミュニケーションの図り方とティームティー

チングの在り方について具休的に相談 ･ 検討する時間の確保」

「〈L T ･ 」 しT ･ H R T の授業における役割の確立 ( ティームティーチングの在り方) 」

･ 「英単語 ･ 文法の習得や会話能力の亜的な習得をねらいとしない、 木校独自の英語学習における

表現力や外国人とのコミュニケーション脂力の評価 ･ 評定の在り方にっいて」

(その他〉

･ 「削減教科の選定についての検証と削減部分の実証的な検証」

･ 「西小の目指す国際理解教育についての理論的な検討と共通理解」

･,「3 年問の指定が終了した後の研究の継続方法」

･ 「教育行政や近隣の教育川問との迎剛
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小半校英語教育研究 報告 暫更約

研 究 校 一 D

1. 国 際 理 解 教 育 に つ い て

2. 英 語 ( 言 語) 教 育 に つ い て

「木校 で は、 国 際 理 解 教 育 の 構成 嬰 素 と して、 ( D 人11百」尊 亜 ◎ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン能 力 の 育成 ◎1…i

国 ･ 他 国 文 化理 解 @ 実 践 す る態 度 の 4 点 を 考 え た。 こ の 4 っ の 構 成要 素 を 研究 の 視点 と と ら え、 全教

育活 動 の な か で、 国 際 理 解 教 育 に取 り 組ん でき た。 特 に、 各 教科 の な か で、 こ の 4 っ の 視点 か ら、 各 卑

元 や題 材 を 見i直 して、 力1」 キ ュ ラ ム を作成 し た。 ま た、 j山域 の よ さ や特 性 を生 か した地 域 救 材 の 開発 等

も実践 し てき た。

英語 教 育 は、 上 記 の 4 っ の 視 点 の[ll の 他 国 文 化 理 解 と コ ミ ュニ ケ ー ショ ン 脂力 の 育成 と の関 迎 が極 め

て深 い。 しか し、 英 語 教 育 が 国 際 理卿 教 育 の手 段 に役 立 っ こ と は 確か であ る が、 英 語 教 育 だ け で 国 際理

解 教育 の 目 標 が 到 達 で き る とは 思 え ない。 国 際理 解 教 育 の 構 成 要 素 を 考 え た と き、 特 定 の 教科 や 領域 だ

けで達成 で き る と は考 え にく い か らで あ る。

そこ で、 本 校 で は、 木 年 度 も全 教 育 活動 を 通 じ て上 記 の 4 っ の 視点 か ら国 際 理解 教 育 を 実 践 して い く

こと に し た。 英 語 救 育 は こ の全 教 育活 動の 中 の 一 っ の こ と で あ り、 英 語 教 育 イ コ ー ル国 際 理 解 教 育 で は

ない と 考 え る。

した が っ て、 本校 の 英 語 教育 で は、 コミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 の育 成 を重 点 と した 目標 を設 定 した。 」

〈英 語科 の 目標〉

O 「外 国 の言語 や 文 化 に 直 接ふ れさ せ るこ と に よ っ て、 外 国 語 ･ 外 国 文 化に 親 しみ、 そ れ ら と積 極 的

に触 れ 合 お う と す る態 度 を 養 う」

O 「基 礎 的 な 外 国 語 の 運 用 能 力 を身 に つ け、 将 来 さ ら に 外 国 語 によ る コ ミ ュ ニケ ー ショ ンを可 能 にす

る外 国 語運 用 能 力 を身 に っ け る ため の 意欲 を 育 てる」

O 「進 ん で コ ミ ュ ニ ケ ー ショ ンを 図ろ う と す る態 度 を育 て る」

3. 実 施内 容

a ) 名 称 … 英 語 科

b) 対象学年 … 4 - 6 年

c ) 時 間 配 当 … 週 ! 1}寺問 ( 年 間 3 5 11寺問)

d ) 時 冊 の 確 保

「英 語 科 の11寺数 は、 各教 科 から 5 % 程 度 時 数 を 削 減 し て こ れ に 充 て る。 ただ し、 国 語科、 算 数

科 は 学力 の 基 礎 ･ 基 木 を培 う重 要教 科 と 考 え、 削 減 を 行 わ な い」

e) 指 導 体制 … 学級 担 任 と 外国 人 教 師 との T T を 1 1」寺1 臥 担 任、 ま た は E1 本 人 教 師 と の T T を 1 時 限

(ク ラ ス ごと に 体制 は固 定 さ れ て おり、 A L T が 人 らな い ク ラ ス、 日本 人 教 師 が 入 ら

な い ク ラ ス な どがあ る)

f) 学 習 内 容 と方 法

「木 校 の 英 語 教 育 に 対 す る 目標 及 び内 容 を 次 の よ う に設 定 し た。 指導 内 容 と して は、 音 声言 語 を 中

心 に指 導 す る。 文 字 言 語 に っ いて は原IIIj と し て 指導 し な い。 し た が っ て 「聞 く」 「話 す」 の 2 領 域 に

しぼ っ て 目標 を立 て、 内 容 を 検 討 し た。 」

(各 学年 の 目 標)

第 4 学 年

!, 目 標

○ 「外 国 の 言 葉 や 外 国 の 文 化 に進 んで 関 わ ろう と す る 態 度 を 育 てる」

○ 「外 国 語 の 歌 や 外 国 語 を 使 っ た ゲー ム や リ ズム 遊 び な ど、 全 身 を 使 っ た 活 動 を通 じ て、 主 と し て 音

声 と して の 外 国 語 にふ れ さ せ る」

O 「進 ん で コ ミ ュ ニ ケ ー ショ ン を 図ろ う と する 態 度 を 育 て る」

2, 内 容 ( 到 達 目 標)

( 1 ) 冊] く こ と

O 「英 語 に は リ ズ ム、 イ ン トネ ー シ ョ ン、 ス ト レ スが あ るこ と に気付 く」

O 「基 木 的 な 音 の 聞 き 分 け がで きる」
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○ 「基本的なjli語 を聞きとり、 その意味が分かる」

(2 ) 話すこと

O 「英語のリズム、イントネーション; ストレスに慣れる」

O 「アルファベットを正しく発音できる」

○ 「碁本的な単語をはっきり発音できる」

第5 学年

1. 目標

○ 「外国の言葉や外国の文化にふれ、 自国の文化との違いを知る」

O 「外国語の歌や外国語を僕ったゲームやリズム遊びなど、 全身を僅った活動を通じて、主として音

声としての外国語に慣れ親しませる」

○ 「進んでコミュニケーションを図ろうとする態度を育てる」

2. 内容 ( 到達目標)

(1 ) 聞くこと

O 「英語にはリズム、 イントネーション、 ストレスに慣れる」

O 「簡単な文を聞き取り、その意味が分かる」

○ 「簡単な日常の会話の大体を聞き取ることができる」

(2 ) 話すこと

O 「英語のリズム、 イントネーション、 ストレスに慣れ.る」

O 「簡単な文をはっきり発音して言える」

○ 「基本的な単語や簡単な文を正しく発音して言える」

O 「身近な物事や絵などを見て、基本的な単語や簡単な文で言い表すことができる」

o r 初歩的な英語の質問を聞いて、答えることができる」

第6 学年

1. 目標

O 「外国の言藁や外国の文化を理解し、 それを尊重しようとする態度を育てる」

O 「外国語の歌や外国語を使ったゲームやリズム遊びなど、 全身を使った活動を通して、 主として音

声としての外国語に慣れ親しませる」

O 「進んでコミュニケーションを図ろうとする態度を育てる」

2. 内容 (到達目標)

(1 ) 聞 くこと

O 「簡単な日常の会話を聞き取ることができる」

O 「いくっかの文からなる簡単な物語の大意を聞き取ることができる」

(2 ) 話す こと

O 「単語や文を正しく発音して言える」

O 「物事や絵などを見て、単語や文で言い表すことができる」

○ 「身近なことや、 自分の思っていることを伝えることができる。

O 「簡単な日常の会話ができる」

g) 評価方法…特に記載なし。

4 成果

○ 「小学校における英語教育の在り方にっいて一応の方向性が定まづた」

○ 「月ごとに基本文型を設定したおかげで、 授業の組み立てがしやすくなった。 教封研究にっいても

的を絞ってきたし、教材の開発もできた。 また、児童の実態調査をみてみると、 8 割以上の児童が
習った語彙や構文を覚えている」

○ 「児童の実態調査を見てみると･ 指導者の英語免許の有無に関わらず、子供たちはほぼ同じような

成果をあげている。 意識調査にっいても差はみられない。 英語免許の有無というよりも教師の資質、'

学級経営、 指導力が農も重要な要素である」
O 「外国人講師が参加する授業を定期的にでもできれぱさらに効果があがるであろう」

5. 諜題

･理論的に裏付けされた英語科の目標を設定する必要がある。 また各学年の系統を考えた学年の目標

についても見直しが必要

r学習した内容を忘れてしまうことはあまり気にせず、数多く英語表現を耳にならしていったほう

がいいのではなかとい引侍摘もあり･ 基本文型を含めた題材の検討は次年度の課題である」

(1 か月II1j一 っの題材を扱一, て いるので) 月の第3 11寺と第4 時が同じような内容になりがちである

･ 「言語活動としての! 1時閥は長すぎるのではないか。 音声言語のみの指導であるので、 短いII寺間で
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も十 分 で は な い か。 特 に コミ ュニ ケ ー シ ョ ン 脂力 に 育成 に重 点 を 置 く な らば、 短 い時 問 に 災 中 して

実施 し た方 が 効 果 が あ がる の で は な い か。 た だ し、 国 際 理 解 敏 育の 旋 素 ( 災 文 化 理 卿 な どの 活 動)

を か なり 人 れ て 授 業 を 紺 み 立 て る楊 合 は 4 5 州 II の ほ うが よ い か も し れな い」

「4 5 分 の 授 業 で 児 壷 の 架Ill 力 を 持続 さ せ る た め に は、 上 記 の指 導 過 程 に し たが っ て、 い ろ いろ な

準備 や教 材、 教 具 が 必 要 で あ る。 {jl 前 の 準 備 が で き て い な いと、 4 5 分 を もて あ ま し ぎみ に なる 可

脂性 が高 い」

「f旨導 時 問 に っ い て は、 現 在の 週 / 11 舳 j で は、 効 果 が あが る か 疑「"1 で ある。 言 語活 動 であ る か ら繰

り返 し、 数 多 く 重 視 した ほ う が よい と 思 わ れ る」
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小学佼英諮教印肝究報告識硬約

研 究 校 E

1. 国際理解教育について

〈国際理解教育とは〉

「国際理艀教育とは、 人IIII同士が国境 ･ 民族を越えてお互いに分かり合っていくことである。 人間同

士がお互いに分かり合う、そのためには、 偏見や差別意識をもって見てはならない。 世界の各国の国民

民族そして魍人でさえ、考え方や生き方に迎いがある。 そうした迩いをむしろ前礎として認め、 尊垂

し、 理肝していくことが国際理解の基本である。

国際理艀の大切な喪素に文化理解がある。 山外の民族は、 多様な文化を片っている。 各々の文化は、

その地域の自然や歴史的条件によって培われたものであり、 それらの文化に違いはあっても優劣はない。

自分の国の文化のみを咋一の基準にして、 他の文化をみてはならないのである。 それぞれの文化の優れ

た点を認め、共通性を見いだしていくことが、国際理牌には重要である。 二っめには、 世界の現実の理

解も重要な嬰素である。 世男には急速に人的、物的交流が増加し、 各圏附の相互依存性が拡大している。

そうした彫脹状況から、 さまざまな地球規模の岡題が発生している。 人1コ･ 食料 ･ 環境破壊等の問題で

ある。 また、 国と国との対立による戦争、 人と人との思唯い 価値観の違いによ'る誤解･ jlし櫟もある。 そ

うした現実の世界を理解していくことが大切である。 三っめには、 人冊同士がお互いに理解しあうため

には、 コミュニケーション力が大切である。 外国語の習得だけでなく、表情や態度･ 物腰から相手の考

えや態度を読みとり、 また、伝える鮨力、 説得力ある語り□などを身につけることが国際理解の惟進に

は重要である。

っまり、 国際理解とは、人間尊重、 文化理解、 世界の現実を墓本的構成要素に、 コミュニケーション

力を含む概念である。 したがって、 国際理解教育とは、国際理解のための岱本的資質を培っていくため

の教育である。」

r本校では、 国際化にふさわしい人間育成のための基礎的資質づくりとして、 国際理解教育を捕らえ

ている。 すなわち、 国際感覚･ 国際礼儀･ 典文化理艀･ 国際強調･ 外国人との交信など総合灼な資質や

能力の酒養である。

未来の社会を担う国際人としての児童が、教師の計画したレールに乗り教師の指示を待っているとい

った目主性の欠如' 意欲の減退、 自分さえよけれぱ他人はどうでもよいといった思いやりの心の乏しさ

などいくっかの問題となるべき点を放棄したままでよいはずがない。 自らが例造的に考え、 自主的に意

欲的に実践し、 しかも相手の立場を認めて思いやり、 強調する気持ちを持っことが必要だと考える。

っまり、 世界の人々と互いの立場を理解し、 蝋壷しあうことのできるグローバルな視野と思いやりの
心、 そして、 情報化の進む社会のなかで正しく判断し、 新しいものを創造するちからの養成、 さらには

国際社会の中で国際間の理解を深めるための意志の伝達能力の向上を図ること、 これらは、 国際化社会

に対応した人間教育の根幹をなすものと考える。

将来の国際社会にふさわしい、 国際的視野に立ち、 正しく判断し、臆せずに表現し行動できる国際人

の育成を図ることは避けて通れない教育課題であり、木校のねらうべき主魎である。」

2. 英語 (言語) 教育について

「英譜を理解し、 英語で表現する基礎的な能力を養い、 英語で積極的にコミュニケーションを図ろう

とする態度を育てるとともに、 言語や文化に対する関心を高め、 国際理麻の基礎を養う。」

「国際理解でいうコミュニケーションとは、 単なる外国語の習得をいうのではない」

「外国語を理解し、 外国語で表現する基礎的脂力を養い、 外国語で積極的にコミュニケーションを図

ろうとする態度を育てることは、 言語や文化に対する関心を深め、 結果として、 国際理解の基礎を培う

ことになると考えるものである。」

3. 実施内容

a) 名称…英語科

C) 時ltll記当 …遇 tli寺間

d) 時悶の確保

国語の標準時数、 週6 時",iを週5 時冊とし、 「英語科」 に充てる

e) 指導体制…英語野科教員、 A 上 ↑、 学級担任の三者によるティーム･ ティーチング
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〔) 学 習 内 容 とプj 法

「r 話 す こ と」 r 聞 く こ と」 の活 動 ( オ ー ラ ル ･ コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン) を 中心 に、 英 語 にな れ親 し

み、 コ 三 ユ ニ ケ … シ ョ ンを 図 ろ う とす る 態 度 の 育成 を め ざす と と 右 に、 楽 しく 芙 語 にふ れ、 英 語 の リ

ズム 感 と 発 音 の 基 礎 を 身 に つ け る こ と を EI 指 す。 その ため、 児 童 の E] 鴬 会 話、 興 味 関 心、 話 題 をIII 心

と した 教 材 を 開 発 す る。 」

[ 5 岸ゴr 英 語 学 習 目 標]

ア. 「身 近 で 脚 11 な こ と に つ い て話 さ れ る初 歩 的 な英 語 を聞 い て、 理 艀 で き る よ う にす る と と も に、

英 語 を 洲 く こ と に親 しみ、 英 語 を聞 いて 理 解 す る こ と に対 す る 興味 を育 て る。 」

イ. 「初歩 的 な英 語 を川 い て、 身 近 で 簡 卑 なこ と に つ い て はな す よ う に す る と と も に、 英 語 で 話 す こ

とに親 し み、 英 語 で 話 す こ と に対 す る興 味 を 育 て 軋 」

[学 習内 容]

ア. 聞 く こ と

「語句 や 文の 意 味 を 正 しく 聞 き 取 る こ と」

「質問、 指 示、 依 頼、 握 案 な どを 聞 い て 適 切 に応 ず る こ と」

･ 「数個 の 文 の 内 容 を 聞 き 取 るこ と」

イ. 話 す こ と

「語句 や 文 を は っ き り 正 しく 言 うこ と」

「あ い さ つ、 質 問、 指 示、 依頼 な ど適 切 に 応 答す るこ と」

･ 伝 え よ う とす る こ と を 簡 単 な 文 で 話 すこ と

[6 学 年 英 語 学 習目 標]

ア. 「初歩 的 な英 譜 の 文 や 文 章 を聞 い て、 話 し手の 意 向な どを理 解 で き る よ う にす ると と もに、 英 語

を 聞 く こ と に 憤 れ、 英 語 を聞 い て理 解 しよ う とす る意 欲 を 育 て " 」

イ. 「初 歩 的 な 文 や 文 章 を用 い て、 自分 の 考 え な どを話 す こ とが で き る よ う にす る と と も に、 英 語 で

話 す こ と に 慣 れ、 英 語 で話 そう と す る 意 欲 を育 て る。 」

[学 習 内 容]

ア. 聞 く こ と

･ 「自然 な □調 で 読 ま れ た り 話 さ れ た り す る文 や 文 章 の 内容 を聞 き取 る こ と」

イ. 話 す こ と

･ 「相手 の言 う こ と を 聞 き 取 って、 適 切に 質 問 し た り応 答 した り す る こ と」

･ 「聞 い たり 読 ん だ り し た こ と につ いて、 問 答 す る こ と」

9 ) 評 価 方 法

･ 「学 習 効 果 を 測 定 す る た め、 r 意 欲」 『態度」 の高 ま り を質 問 紙 調 査 法、 チ ェ ック リ ス ト観 察 法

に よっ て 行 う。 」

･ 「自 己評 価 カ ー ドに よ り 関心、 意 欲、 態 度 の 変 容 を調 査 す る」

･ 「知 識、 理 解 及 び 患考、 技 能 面 の 渕定 を評 定 尺 度 に よ るチ ェ ッ ク リ ス トに よ っ て 行 う」

(評 価 に あ た って の 留意 事 項)

･ 1 回 の 授 業で 5 - 6 人 を 評佃i の 対 象 と し て観 察 して いく

･ 児 童 が言 語 活 動 し て い る と き に、 班 ごと に親 察 し、 個人 評 価 表 に親 察 結 果 を 記 入 す る。 さ り げ なく

行 う よ うにす る。

･ 学 級 担 任 が 評価 を行 う

' 生 徒 の 学 習 恵欲 の 向 上 に っ な げ る よ う に、 随時、 評価 の結 果 を 見 な が ら指 導 助 言 を し て いく。

(そ の 他 の 評価 方 法)

･ 作 文

とあ るが、 通 信 癖 の 評 定 が こ れ と どう 関 わ っ て い る か は言 及 さ れ て い な い。

4 成 果

O 「興味 ･ 関 心 に つ い て は、 1 時 間 の 授 業 を と て も楽 しみ に す る よ う に な っ た」

O 「ふれ あ い タィ ム の 時 間 を楽 しみ にす る よ う に なり、 教 室 内 で ゲ ー ム な どを通 して学 ん だ英 語 を使

って おり、 外 国 人 や 外 国 語 に 対 す る違 和 感 や 低 抗感 はな い」

O 「ふ れ あ いタ イ ムで、 遊 び や ゲ ー ム を多 く 取 り入 れ るこ と で、 英 語 に親 しみ、 英 語 の 発 音 を 自 然 に

受 け 入 れ る よ う にな っ た」

O 「子 供 は、 年 度 当 初 に 比 べ て 英 語 を聞 い て も、 臆 せず に 対応 す るよ う に な っ た」
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O 「侮週の英語の時"}1を楽しみにしている。 特に活動を多く含んだ授難の場合は、 生き生きと英語で

表現できるようになった」

○ 「ジャック ･ オ ー･ ラ ンタンやクリスマスカード、 クッキーなどを作る作業を通して、 体験的に英

語を学んだことは、 効果灼だった」

O 「ハロウィン、 クリスマスなどの中元のなかで、 工作をしたり、 クッキーを作ったり仮装したりし

て、1…1分たちの活動を通じてj英語を表現し、 楽しく参加できた」

O 「英語を剛くことに競しみ、 英諮を聞いて、 理解しようとする意欲、英語を話すこと等にっいては、

児童は意欲的に取り紺んでいる。英語の歌、 ゲーム、 外国の文化に対する興味が高い。 とりわけ、
英語の歌は、 n O 人のインディアン] など易しい英語の歌を r今月の歌」 として位霞付けて、 全

佼で音楽集会の折に歌い、楽しみながら学んでいる」

O 〈L ↑は、 ネイティブな英語の発音に慣れたり、 他国の文化や生活などを知る上で、 効果的であっ

た」

O 「U 口位時間の学習過程を作成したことで、 学習がスムーズに進められた」

O 「学級担任が英語の授業の中で、 子供に値:接関わることができるようになった」

.○ 「英語専科 ･ 坦任･ 〈L T との役割分坦により3 人で指導にあたるため、学級全体に目が行き届き

やすくなった」

○ 「オーラル ( 話すこと、聞くこと) を1:1=1心とした指導で、一斉指導や個別指導を適切に行い、発音

場而を多く設定して、 達成感や成就感を味わわせることができた」

O 「英語専科･ A しT ･ 担任の3 人によるティーム･ ティ ーチングは一人ひとりの子供を英語に慣れ

させるために有効だった」

○ 「子供を主人公とした休験的活動を教材として取り入れることにより、 子供は意欲を持って活動し

た」

O 「英語専科教員やくし↑による熱心な英語指埠により、 児童の英語への抵抗感が排除され、 英語へ

の関心も高まり、英語を身近に感じるようになり、 自然に受け入れられるようになった」

○ 「外国人であるくL T がE1本人に接するが如く、 児壷が他の外国人に対してごく自然な態度で接し、

相手を受け入れる柔玖牲が児童の心の中に育ちっっある」

○児童は、英語に魅力を感じ始め、 英語の授業では、 生き生きと活動し、 楽しみながら英語を学んで

いる」

○ 「高学年になると、 圏阻を意識にして発話内容や発話自休に抵坑を示し始める児童がみられるよう

になるため、 精神年齢にあった学習内容や発話したくなるようなゲーム、 体験、競争を取り入れる
ことにより、 自発的な発話を促すことができた」

○ 「先生が英語で話す内容のおおよその見当がつく児童が増えて、 英語のインプット星が確実に蓄積

されている」

O 「英語を勉強することで、人と会話をしてコミュニケーションすることに興味を持っようになった

児童が増えてきており、コミュニケーションに対する積極挫も育ってきている」

5. 課題

「児童の生活により密着した月別の卑元構成は、 どのような内容が適切か、 さらに考えていく」

「自信がないと英語を艇ってコミュニケ^ ションしようとする意欲は高まって; ないという高学年

特有の意識を改革していく」

「評価先にありきにならぬよう、 関心･ 意欲などの具休的な鰍 皿について更に考え、 検討していく」

･児童の恵識調査によると、平成6 年5 月 のときより、 平成 7 年 2 月時のほうが英語に対する好意、

関心、 態度の面でよい結果が出ている。
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小学校英語教育研究報告柑喪約

研 究 校 F

1, 国際理解教育について

2. 英語 ( 言語) 教育について

「早期英語教育の必要性は、 膜倣脂力が高い小学校低学年からの半習が適していると考えられている

からである。 また、 英諮学習と同じように興文化に対する柔欣性が失われていない早期に異文化･ 異民

族に触れさせる機会を与えることは、 国際理解に不可欠であると考える。 このことから、 英籍学習は英

語によるコミュニケーション能力を育てる上から、 国際理艀の上からも大変垂要な学習である。

ただし、 木校での研究IjH 発は r 英語学習」 であると捉らえ、 英諮学習を履併]していくなかで、 当然の

結果として国際理躰についても付髄してくるものであると考え軋 したがって、国際理叩F については全

く触れない、取り上げないというのでなく、英語学習を履開していく過程で自然と触れさせていくこと

とし、 研究開発の趣旨もそこにあると捉えた。 即ち、 『英語学習」 とは、 英語の学習活動を通して、 英

譜を学びながら、 一縮に付随して国際理解を図っていくものと考える。」

3. 実施内容
a) 名称…英語科

b ) 対象学」r･一1 - 6 i1三

4
「D
rD
O
O
O

2
2
2
6
6
6

間
…川
間
閻
間
間

年
年
年
年
年
年

年

年

年

年

年

年

!

2
つ
0
4

5

6

当庇世寺BO
n寺且罰(週 1 11寺間)

11寺「田 ( 〃 )

li寺借j ( 〃 )

11寺問 (週 2 11寺「1冒)

時間 ( 〃 )

時1用 ( 〃 )

d) 時閻の確保 (教科ごとの削減数)

国語 社会算数 理科 生活 音楽 図工 家庭 体育 合計

1 年 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
2 年 4 一 2 一 ! 1 1 一 ! 1 0

3 年 4 1 3 ! 一 ! 1 ' 1 9

4 年 3 2 2 2 一 ! 1 一 2 1 3

5 年 5 3 4 3 一 2 2 2 3 2 4

6 年 8 4 6 4 一 2 2 2 3 2 9

e) 指導休制…1 - 3 学年一H T とA L T とのT T 方式

4 - 6 学年 一H T とA L T とのT T 方式 およびH ↑による指導

f) 学習内容と方法

「小学=校における「英語学習」 では、 日木語にない音声に慣れさせることが大切であると考える。

したがって、本校では、 r 文字」 より r 音声」 を重視し、 『雷く」 『読む」 活動を特に取り上げず、

「聞く」 「話す」 中心の学習活動を履開することにより、 コミュニケーションを図ろうとする態度を

育成することをねらっている。」

(指導目標)

下学年… 「開くことを中心とした、1ヨ常生活の中のごく身近なことやあいさっの言い方、英語の歌や英

語を取り入れた簡平なゲームを通じて、 英語に慣れ親しませ、 英語を話そうとする態度を育て

る」

上学年… 「剛く･ 話すを1↓1心とした、 E1常 生活の場面や状況に応じた英語に慣れさせ、 簡}11 な会話を実

践しようとする態度を育てる」
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(各学年の目標)

1. 学圷… 「m1」1i な1:1 常の あいさっをIII心とした会話や身近なものの名前を聞いたり、 まねて話したりす

る活動になれ剛しませる」
2」学年… 「簡卑な日帽のあいさっを中心とした会話や身近なものの名前を開いたり、 まねて話 したりす

る活動になれ耕しませる」

3 学.年… 「英語のリズムや充音に慣れ、 身近なものについて英語で話したり、 簡卑な会話をする楽しさ

を味わわせる」

4 芋年 … 「身近な事柄や日哨の簡卑な動作などを進んで話す活動を通して、 英語を閲いたり話したりす
る楽しさを味わわせる」

5 学 年… 「英語を学ぶことに関心を持ち、 場而や状況に応じて英語による簡単な会話をしようとする態

度を育てる」

6 学年… 「英語を学ぶことに関心を持ち、 場而や伏況に応じて英語による価卑な会話を進んでしようと

する,態度を育てる」

9) 評価法…児童の興味一関心の高まりを親察したり、児藁の学習の振り返りと次時への意欲付けを

図るための自己葎"11iカー ド、 児童の学習の奴組みを評'IIlするためのチェックリスト等に

よる評価

(通信票への対応) … 「英語学習に対する 『評定」 のための評価は行わないこととしているが、 通信

票に下記のような文章記述で児童の学習の様子を記述し、 家庭に辿絡している」

5 年生の評漸 から

(上仁=群の例) 「英語の学習に自信を持ち、 桜極的に会話しようという意欲的な活動をしていま

した」
(下位群の例) 「あし.'さっ や曜日の言い方を頑張りました。 英語のゲームを楽しんでいました」

4 成果

○ 「A しT の参加により、 A しT の発音を熱心に聞く児童が増えてきている。」

O 「児童グループ学習などで、 児童同士の会話練習を入れたことで、 他の児童の発言も開こうとする

」態度が見られてきている。」

o r英 語による指示や英語で問いかけることを繰り返すことにより、 『よく聞こう」 という態度やジ

ェスチャーや声の調子、顔の表情から判断しながら r分かろう」 という態度が育っている。」

O 「あいさっや、 身近な物や身近な内容にっいて、 自分から英語で話そうとする様子が見られてきた」

O 「一人ではまだまだ声が小さいものの徐々に 「話す」 ことに慣れてきている。」
O 「低学年ほどものおじせず、 生き生きと英語を話している。」

O 「A L T に ジェスチャーなどを取り入れ、積極的にコミ.井 ニケーションを図ろうとする児童が増え

てきている。」

O 「英語学習に歌やゲームを取り入れたことは、 児童に楽しく英語学習に取り紐ませることに大変効

果的であった。」

O 「英語学習の実践により、 他国の文化や地図、 国旗などに目を向け、 国際的視野を広げようとして

いる一態度が見られるようになってき馬 」

O 「A L T の英 語学習への参加により、 児童はネイティ ブな発音になれ音声!亙視の指導に大変効果的

であった。」

O 「業前活動 ( イ ングリッシュタイム) で の市阪のビデオ視聴やA L T の参加による自作 ビデオは効

果的であった。 児童はたいへん興味を持って視聴していた。」

O 「日々の英語櫓導の実践から、 教師の意識が 『聞く」 『話す」 の表現活動へと移行し研究の深まり

が見られるようになってきている」

○ 「職員の英語力向上のための研修会 ( ワ ンポイント英会話) を行った結果、 職員室等での英語の使

用が増え研修の効果が十分に表れてきた」

O 「研究組織が確立し、 校長を中心に全職員が一カ,となった研究開発が実践された」

5. 課題

･英語指導の中に教科、道徳、 特別活動との関迷をどれだけもたせられるか

･ 〈L T との話し合いの時間を確保すること

･ 「A しT とのT ↑方式による指導と学級胆任のみの指導とでは、 児壷の学習への取紐みゃ興味 . 関

心に違いが見られた。小学校段階では英語指導も学級担任が行うことが妥当であると考え、. 学級坦

圧による指導を取り入れているが、 英語免許を有する教師と持たない教師の指導力の違いがrll1町点

としてあげられる。

'教材テープや自作ビデオ等の工夫 ･ 朋発が急がれるが、 それらの作成には限界があり、 多くの時間
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と労 力を 必 旋 とす る こと が 考 え られ, る。

･ 歌 や ゲー ム を川 い る こ と は有 効 で あ っ たが、 マ ンネ リ化 甘{ 向 も見 られ たの で、 今 後 独 自 の ゲ ー ム の

r用 発 や教 材 ･ 教 具 の 工夫 一Ij}j 発 を 図 る'努 力 が必一要･。

「英 語 に よ る コ ミ ュ ニケ ー ショ ンだ け にi丘点 を 置 か ず、 1…1 木 語 で1…1 分 の 考 え を表 現 で き る 力 や友 迷

の 話 を1川 い て 理肝 し よ うと す る 態度 を育 てて いく 必 洩 が あ る。 国 諮 科 と の 関辿 に お い て 冊H く」

「話 す」 領 域 で の指 導 が 今 後 の 課題 と し て考 え ら れ る。 」

･ 聴 取 力に 差 が み ら れ個 に 応 じた 指導 の手 立 て や個 へ の 配 億 に 関 す る 研 究

一高 学 年 ほ ど 一 人 で話 す こ と に 消極 的 な児 童 が 多 いと いう 実 態 が あ る。

「自 己評 価等 の試 み はな さ れ て い る が、 そ れを乎 後 の 指 導 に ど う生 か す か にっ い て は今 後 の 大 き な

課 題 であ る。 」

「自 己評価 カ ー ドや チェ ッ ク 1」 ス 1･ に よ る観 察法、 舳出 生 徒 に よ る追 跡 調 査や 指 導効 莱 等、 児 董 の

学 習 意欲 を高 め る評イlll や 指 榔 効 果 を判 断 す るた めの 評 価 に関 し て 研究 を 深 める こ と が で き な か っ た。

今 彼 の大 き な 課題 と し て残 さ れ た。 」

「今年 度 の 6 年 生 児 童 が 中 学 校 で ど のよ う に 英語 学 習に 取 紐 み、 小 学 校 で の英 語 学 習 が 中学 校 で ど

の よ うに 影 響 す る の か を調 査 ･ 検 討 す る必 要 が あ る。 その た め に も、 面 瀬 中学 校 との迎 挽 を深 め て

い か なく て は な らな い。 」

･教 室 や廊 下 の 環境 構 成 だ け では 限 界 が あり、 今{1三度 鵬 入 し た視 聴 覚 機 瑞 を 活用 す る 工夫 が 急が れ る。

･ 英 語 学習 テ ー プ や ビデオ 等 の 保 管 一 管理 ･ 日 常 的 な活 用 に関 す る問 題

･ 英 語ク ラ ブと 研究 開 発 と が効 果 的 に 機 能 し てい な い。
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小学校英語救育研究報告譜旋約

研 究 校 G

1. 国際理解教育について

2. 英語 ( 言語) 教育について

「英語を母国語とする外国人講nili ( 〈E T ) を招 き、 英語という言語や身体的な動きによって自分の

意志を伝えたり、 相手の意志を理卿したりできることに気付かせ、 外国人と穣極的にコミュニケーショ

ンを取ろうとする態度と鮨力を養いたい」

3. 実施内容

a) 名称…英会話クラブ

b ) 対象学」1三…4 - 6 '1三

c) 時旧配当…週1 時1'田

d) 時聞の確保…クラブ活動として

e) 指導休制…ほとんどは A E T とクラプ担当の教師で行われている

f) 学習内容と方法

「英会話クラブを設置し、クラブ活動の特質をふまえ、 年間の活動計画は児童の希望をもとに、 担

当教師が立案する。 その内容は、 音毒言語を而点にし、 児蛍が親しめる日常会話を中心としたものに

する。」

g) 評価法…特に記.栽なし。

4 成果

○創作･ 造形的活動を取り入れた活動ではA E' T と一緒に作るので必要感をもってコミュニケーショ

ンを取ることができた

O 「4 、 5 、 6 年生の活動状況を見ると、 4 年生の児童が最もくE T との関わりが積極的で、 学年が

上に進むと消極的になる傾向にある」 ことがわかった。{「間活動として (月1 回) の英語教室でも

同様の傾向がみられる

○その他

5. 課題

･活動内容や時閻の制約などのためA E T や担当教師からの指示が多くなることがあり、 受け身的な

学習に陥る

･発表会へ向けての活動では、 比校的おとなしい児童が多い場合、 練習を強要してしまうと活動の意
欲を高める点で逆効果となる

･その他
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小学校英語教育研究 報告書 裟約

研 究 校 H _ 、

1. 国 陳 理 解教 育 に つ い て

2. 英 語 ( 言 語) 教 育 に つ いて

〔国 際 科 の 目 標 と す る子 供 像〕

「英 語 や表 情、 身 振 り や 手 帳り 等 を 使 いな が ら 英 語 に競 しむ喜 び や楽 しさ を 深 め る 活 動 を通 して、

英 語 や外 国 人、 外 国 の 文 化 に対 して 正 しく 理 解 す る と 共 に、 お互 い の よ り よい 人 冊 関 係 づ く り に、

主 体 的に 関 わ ろ う と す る子 供」

〔国 際 科 の 目 標 と す る 授 業 像〕

「子 ども 自 ら、 活 動 の 中 か ら学 びた い英 語 を 生 み 出 し、 状況 や場 而 の 中 で 英 語 に 親 しむ 喜 び や 楽

しさ を 十 分 に 味 わ い な が ら、 逃 ん で 相 手を 理 艀 し自分 を表 現 し よ う とす る と共 に、 自分 へ の 目信 を

深め、 言 葉 や 人、 文 化 へ の 関 心 を 高 め るこ と の で き る 授業」

〔国 際科 の 目 標〕

「外国 人 や外 国 の 文 化等 に 親 し む活 動 の な か で、 英 語 を 聞 い た り 話 した り し 七、 英 語 に対 す る 興

味 ･ 関 心 を高 め、 進 ん で コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンを 図 ろ う とす る子 ど もを 育 てる と 共 に、 言 葉 や文 化 に

対 す る 関 心 を高 め、 国 際理 卿 の 基 礎 を培 う」

3. 実施 内容

a) 名称 …国際科

b ) 対 象 箏 F … ! - 6 壬1三

c) 時旧配当… 1 年

2 年

3 年

4 年

5 年

6 年

年 間 2 8 時 間

年 1罰 2 9 1寺「昔]

年 間 2 9 時 間

年 間 4 3 時 間

年 間 4 3 時 間

年 間 4 3 11寺 間

(参考) 国際理 解教育 に関する授業 ( H 6 6 - H 7 . 3 )

1 年 年 間 6 4 .

2 年 年 間 6 3 .

3 年 年 間 6 6 ,

4 年 年「昔1 6 9 .

5 {1三 壬1三「珊 7 1 ,

6 年 年 閻 7 7 .

復 式 年 間 3 9 .

5 時 間 ( = 4 0 分 x 6 2 + 2 0 分 × 5 )

5 1」寺間 ( = 4 0 分 × 6 ! + 2 0 分 × 5 )

5 11寺間 ( 出 4 0 分 × 6 5 + 2 0 分 × 3 )

5 1時1昔】 ( = 4 0 ラヨト× 6 5 + 2 0 分 x 9 )

5 11寺間 ( = 4 0 分 × 6 5 + 2 0 ラ} × 1 3 )

5 時 間 ( = 4 0 分 × 7 ! + 2 0 分 × 1 3 )

O l時間 ( = 4 0 分 × 3 9 + 2 0 分 × 6 )

d ) 時 間 の 確 保一 国 語 を年 間 1 0 - 1 6 11寺間、 数 学 を 7 - 1 1 時 間、 他 の 教科 を 3 - 5 時 間 程 度 削

除 した 時 間 の 大 部分 を 国 際 科 に 当 てて い る ( 一 部 は 情報 科 に)

e ) 指 導 体制… 学 級 担 任、 学 級 担任 と A L T ･ J T E に よ る ティ ー ム ' テ ィ ー チ ン グ

f) 学 習内 容 と 方 法

･ 授 業作 りの 視 点 … 「1) C O I H U N I C A T I ON 2 ) C UしT U m 3 ) C O N T E X T 4 ) CO N F ID EN C E 」

･ 聞 く 話す が 中 心

･ 遊 ぶ、 歌 う、 ゲ ー ム を す る、 つ く る、 調 べ る、 見 る、 聞く、 知 る、 話 す、 読 む、 書 く、 握 手 す る、

比 べ る、 探 す、 籏 じ る、 真 似 る、 指示 す る、 味 わ う、 扮す る等。

･ 7 0 % を 英 語 で 逃 め る ( 目 標)
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(各学年の目標)
】. 年… 「歌う、 踊る、'遊 ぶ、ふれる等の活動を通して、 英語を聞きながら話しの概要をとらえると共に、

具体的な名詞にO'' 味を持っことができる」

2 年 …「歌う、踊る、 遊ぶ、ふれる等の活動を逝して、多くの英語を世1きながら話しの眠聾をとらえる

と共に、 具休的な名詞や一まとまりの決まり文句の表曳に概れることができる」

3 年… 「歌う、 遊ぶ、 話す、 ゲームをする筆の活動を皿して、簡叩な会話の表現に楓れると共に、 身娠

りや表情にも興味を時ち楽しく値うことができる」

4 年… 「歌う、 遊ぶ、 話す、 ゲームをする等の活動を通して、簡平な会話の表現や身振り･ 表梢などを
伴った表現に慣れると共に、外国の生活習慣や行平、 文化に典味を持つことができる」

5 圷… 「歌う、 調べる、 話す、 油じる等の活動を通して、 いろいろな会話の表現にふれると共に、 外国

の生活習憤や行乎、 文化のよさに気付き、 逃んで理解することができる」

6 年 …「歌う、 訓べる、 話す、 演じる等の活動を通して、 いろいろな会話の表現に慣れると共に、それ

ぞれの国の生活習慣や行乎、 文化のよさに気付き、 尊垂することができる」

g) 評価法…特に記瓶なし。

4 成果
O 国際科の研究の方法や研究内容、 「英語に親しむ喜ぴや楽しさ」 を基にした国際科授業の基本的な

考え方などを明らかにすることができた。

O 各学年の発達に応 じた活動や学習内容が少しずつ明らかにされた。 低学年はゲーム活動やA L･ T と

の遊び、 中学年はゲーム活動、 高学年は会話や刺。

O 英語だけの音毒と映像を基にして楽しく ( アニメの) 視聴できることがわかった。

O ゲームに親 しむ閻に自然に英語を覚えていることに喜びを感じた子もいた。

○低学年では英語の歌や閥き取り、 物の名前等を言えるようになr たこと、 中鄭 F で は会話ができ、
物の名前等を言えるようになったこと、 高学年は会話や物の名前の外、 外国人への親近感や自分へ

の自信を得られたことを自分の変容として感じている ( * 7 ンケート結果からは読み取れないので

疑･問)

O A L T とのT ･ ↑の授業や教官の英語研修、多様な指導形態 ( 担任、 担任とA L T , A L T のみ等)

柔玖な授業時数の迎用による効果的な指導のあり方等について研修を深めることができた。

5. 課題
･国際科の目標の達成度をはかる評価の基準や方法について今後検討を深めていく必要がある

･全学年の活動や学習内容の系統牲が不確定。 聞く･ 話すのバランスや言語の習得過程、 子どもたち

の発達特性などもあわせてよく吟味される必要がある。

活動や学習内容にっいては、木年度の試行授業を通して、英語の親しむことがないがしろになり、

活動性にやや偏った授業が多く見られた点が課題である。 子供の活動を重視する余り、 英語での表

現に必要感や興味 ･ 関心が向かなかったことをふまえ、 授業のなかで英語へのかかわりのもたせ方

を検討する必要がある。
･英語で進める授業に抵抗感を示す子どももいてどのように英語に関心を持たせるか手立てを十分検

討する必要がある。
･ T ･ T の授業の進め方の場合、 打ち合わせの時間がほとんど取れなかったのが実際問題として大き

い。
･英語研修が定期的に行われていく必要がある。

･ 手づくり教材をつくる時凹をどこでどのように確保するか。
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小学校英 訴救 育研究 報告暫嬰約

研 究 校 ' H - 2

1. 国 際 理 解 教 育 に つ い て

2, 英 語 ( 言 語〕 教 育 に つ い て

(前'1三に 同 じ)

〔国 際科 の 目 標〕

「英 語 に 対 す る 興味 ･ 関 心 を高 め るこ と」

「進 んで コミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンを 図 る熊度 や心 情 を 育 て る こ と」

「言 葉 や文 化に 対 す る 関 心 を高 め るこ と」

3. 実 施 内 容

a) 名 称… 国 際科

b) 対象学年… ! - 6 年

c ) 時ll 旧 当 …週 ! 時 間 ('1三間 3 5 、 1 年 生 は 3 4 0寺間)

※ た だ し、 1 il1 位 授 業 を 4 0 分 と す る。 さ らに、 週 の月1雇 日か ら金 曜 日 の午 前 中 に

2 0 分 枠 のII寺RI」 ( ア ル フ ァのll寺間) を設 定 し、 各 教科 の 指導 内 容 に 応 じて弾 力 的 な

速 用 が で き る よ う に して い る。

d ) 時Ilq の 確 保 …国 際科、 情報 科 の た め の1時 間 を 合 わせ て 各 教科 の 標 準 授 業数 を そ れ ぞれ 5 % 削 減

e) 指導体制 …学級担任 + A L T ( 4 0 分、 2 0 分の週 2 回) / 学級担任 + A L T + 専科 / 専科 + .

A L T / 尋科のみ

f) 学 習 内 容 と 方 法

研 究 テ ーマ = 「英 譜 へ の 親 しみ を深 める 子 供 の育 成 一英 語 へ の楽 し みを 深 め る学 習 内容 の精 選 ･ 構

造 化 一」

「英 語 へ の 親 しみ を深 め る」 と は ･ 一

「英 語 に親 し む喜 びや 楽 しさ を十 分 に味 わ う過 程 及 びそ の結 果 に お いて、 英 語 を学 ぶ こ と や学 ん

だ英 語 その も の を、 工 夫、 努 力、 辿 帯 感、 友 情、 恩 恵 感、 可 能 性 の 自覚 等 の 価 値 意識 と 関辿 さ せ て

意味 や 価 値 が あ る か ど うか と いう こ と を1111 い、 「英 語 が 楽 しく 学 習 で き たの は友逮 や A L T の 先 生

の お か げ だ」 r 英 語 は大 切 だ な」 r 英 語 を学 習 して よ か っ た な」 と 思 え る よ う にな る こ と」

〔学 習内 容の 要 件〕

(D 子 供の 生 活経 験 に密 着 し、 身 近 に 感 じ るこ と が で き る も の

◎ 子 供の 発 達 特 性 や 興 味 ･ 関 心 に 応 じる こと が で き る も の

◎子 供 に共 通 に身 に っ け さ せ た い もの と 個人 差 に応 じて 身 に っ けさ せ たい もの に応 じ る こ とが で き

る もの

@ 他 の 生 活や 子 供 の生 活 に生 か すこ と が で き る もの

◎ 言 葉 や 言葉 の 背 景 に 生 活 習 慣 や物 の 考 え 方 等 を内 包 す る こ と が でき る もの

g ) 紺 而法 …牛寺に言己圭険な し。

4. 成 果

O 〔学習 内 容 の要 件 (p. 1 6 ) 〕 は お お よ そ国 際科 の学 習 内 容 の要 件 と し て妥 当 で あ る こ と を 確認 し

た。

O 低 学 年 で は、 碁 本 的な 英 語 表現 や語 興 が内 容 を 少 しず っ 変 え な が ら反 復 さ れ て いく よ う な 発展 を

持 たせ る こ と が 大 切と わか っ た

O 高 学 年 で は、 活 動 の ため に 必 更 な 基木 と な る英 会 話を 持 ち 山 し、 活 動 の 中 で 効 果 的 に 再 枇成 さ れ

て いく と い う学 習 内容 の 構 造 化 の 見通 し がで き て 来 た。

○ A L ↑ と の 接 し方 が 自然 な姿 と な り、 あ いさ っ や 会話 を見 て いて 迎 和 感 な く 桜 して い る 姿 が見 ら

れ る。

O 英 語 学 習 の 中 で外 国 の こ と に っ い て舟,{ べ よう と す る意 欲 や 英語 を 将 来 の生 活 に 役 立 て た い とす る
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'」ゼド:校英語教育研弐:報告智要沐勺

研 究 校 1

1. 国際理解教育について
2. 英語 (言語〕 教育について

ア 「音声 (…ヒとして聞くこと･ 話すこと) を中心とする外国語 (英語) 学習を進めることにより、

英語に親しみを持ち･ 楽しく学ぼうとする意欲や積極的にコミュニケーションを図っていこうとす

る」態度を養う」

イ 「自分たちとは異なる言語や文化に触れることを通して、 国際理解の基礎を培う」

一「自国語 9 他に意志を伝える乎段が存在し、 それにより同じ考えが表現できるということを知る」

一 「他国の言語や文化や習慣などの多様性を知る」

一「外国語を通して言語に対する興味や関心を持っ」

一「国際的な交流に対する興味、 関心、 意欲を持っ」

「親しみ」の具休

(D 英語という言葉に親しむ

◎英語を話す人に親しむ

◎英語を話す人の背景にある文化に親しむ

3. 実施内容

a) 名称…英語科

b) 対象学年…1 - 6 年

c) 時R{伍ユ当…1 - 6 年 週!11寺間.

d) 時間の確保…国語科から3 5 時間削減

c) 指導体制…学級担任とA L T とのティーム･ ティーチング

f) 学習内容と方法

学習内容:.

ア, 教材

･児童にとって身近なもの

･楽しく英語に親しめる活動が細めるもの

･文化の違いに気付く一喪素のあるもの

イー 言語材料をもとに内容を配列するのではなく、題材に関迎した簡卑な語藁や表現を扱うように

する

方法= 直接体験を重視した英語学習

(各学年の目標)

･障害児… 「英語に親しむ」

低学年 「身近な言葉に興味･ 関心を持ち、 言葉に親しむ」

「外国の人に親しみを持って接する」

･中学年… 「英語に憤れる」

「日常の簡串な英語に親しみ、英語を聞くことに慣れる」

「目国と他国の言葉の違いに気付く」

･高学年… 「英語を進んで使う」

「日常の簡単な英語を進んで聞いたり話したりする」

「自国や他国の良さを認め、広く世界に目を向けようとする」

g) 評価法… 「征時【11]学 習の終りに･ 態度而と知識技能面において簡単に自己評{Illiするようにした。

教師側も指揮にいかすものとして、 観察や記録また簡圭Ii なIl}jき取 りテスト等を通して評イ1〔してき

た。 ( しかし、 払木的に次の授業に生かすための評価ということを前拠にしている。) 」

一ll･3一



4 成果

○ 「自然な英語を聞くことにより、英語を閲く力がっいてきた」

O 「体を通して英語表現を理解しようとしている」

O r A L T など外国入に接する機会が多いため、外国人に対してもj臓せずコミュニケーションする児

童が増えている」

5. 課題
「一 ･ ( 研究校) 惰 定終了俵どのような形で研究の成架を実践していくかが課鋤である」

･木校の卒業生.が、 逃学先のLI.1学校においてどのように英語の学捌に取り糾むか、 また、 国際理肝の

立場からどのような伸長が見られるのか、 その追跡鯛査をする必嬰はないか」

r木質的に中学校での英語学轡とは災なるが、 その関辿性を踏まえ本校の学習内容を検討する必要

性はあるのか」
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小学佼英語教育研究報告晋喪約

研 究 校 J

1. 国際理解教育について

2. 英語, (言語) 教育について

(研究のねらい)
「多様な活動を通して英語になれ親しむと共に、 みんなと手をっないで生きようとする子供を育てる」

一 「身近な生活に関して英詔で聞いたり話したりすることができる」

一「進んで人と交わり、心を開いて楽しく交流することができる」

一「国際的なもの乎に関心を向け、 逃んで理解しようとする」

一「経井沢の心 (思 いやり〕 を艶かにし、 みんなと共に生きようとする」

(英語体験科の目標)

「未知のものに興味を持ち進んで関わろうとする」

「相手の意向を汲み取り、 休全休を使って反応しようとする」

･ 「動作、身振り、 表情、 図、絵、 数字、 記暑等具休的なものを使って自分の考えを表現できる」

「既習の英語表現を積極的に{吏って自分の考えを表現しようとする」

3. 実施内容
a) 名称…英語体験科

b ) 対象学:i1三… 1 - 6 ii三

C) 時r町配当…週一峙間

d) 時間の確保…! - 4 学年は国語科のI II寺閻を、

e) 指導休制…H ･ T 、

5 ･ 6 学年 は学年裁量の時問を指導時間に当てる

J T E、 A L T の 3 人で行う

f) 学習内容と方法

(学年目標)

)
)
)

!
2
3

(
(
(購
)
)
)

-1(
2
3

(
(
(

牌中

)
)
〕

q
¢
8

軒高

「ごく身近な英語にふれ{ 興味を持って楽しく学習することができる」
「外国人や外国のことに関心を持っ」

「誰とも仲良く遊んだり、 活動したりすることができる」

「身近な英語を喜んで聞き、自分でも話そうとする」

「外国の文化やできごとに閥心を向け、進んで学習しようとする」

「外国人とも進んでコミュニケーションしようとする」

「身近な英語を気経に聞いたり話したりする」

「国際的なできごとや文化などに対する関心を高め、理解を深める」

「国際人を始め誰とも積極的に交流し、 ともに生きようとする」

「多様な活動」

「身近な生活に関する英語」

「英藷を聞くこと･ 話すこと」

･ 「自国の文化と異文化の理解」

･ 「日本語を交えず、 できるだけ多くの英語表現を使用した」

･ 「英語を使うことを強要せず、 自然に発話できる伏況をっくりだした」

「全身を使って取紐み、 体感できる活動を取り入れた」

･ 「ペァやグループで取組み、英譜が分かった喜びを一人ひとりが実感できるようにした」

g) 評価法…評価の観点は学j「目標に対応して設けられているが (p, 8 ) 、 具休的な評田li浩に関する

記載はない。
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4 成 果

6 「低 ･ 中 ･ 高 学 年 ごと に英 語 学 習 に対 す る児 童 の 興 味 や 活動 に特 徴 が あ る こ とが 分 かっ て き た」

o r よ ぐ 僅 う喝 が あ っ た英 諮衷 現 は、 よ く 身 にっ い た こ と か ら、 多 く の 胆 材 や[…1 常 的 な場 面 で 艇 え る

英 語 表 現 を中 心 に 汲 っ て いく こ と に した」

○ 「ミ ー テ ィ ン グの 傑 子 に も学 級 世 任 の 搬極 牲が 見 られ る よ う に なっ た」

O 「1 時 問 の 流 れ が だ い た い 決 まっ た」

O 「視聴 覚 教 材 に対 す る 児 童 の関 心 の 大 きさ と と もに、 コ ン ピュ ータ ーや 視 聴 覚機 器 の活 用 可 能 な範

囲 がラ} 力･ っ て き た」

O 英 語 学 習 を通 し て 日 木 語 を 見 直す 視 点 と な っ た もの も あ っナ"

○ 「賞 や した 時 岡 や労 力 は大 き かっ た が、 多 く の 教 師 が 外国 の 人 や 習慣 に 心 が 開 か れ、 英 語 教 育へ の

意 欲 を 持 っ た」

O ･ 「英 語 の リ ズ ム や 言 葉 の言 い回 しが 自 然 に身 に 付 き、 そ れ を楽 しん で い る」

「コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ンが うま くで き るこ とに楽 しさを感 じて い る」

「日常 生 活 の 中 で も英 語 を 意識 し たり、 使 お う とす る よ うに な っ た」

「習 っ た英 語 で 自 然 に 挨 拶 す る場 面 も見 られ、 外 国 人 の 人 に 対 して の 低 抗感 が 葡 れ た」

「外国 と 日 木 の 文 化 の遜 いに 気付 き、 少 しず っ 国 際理 解 が逃 ん でき た よ う に 思 う」

5. 課 題

･ 学 習内 容 や活 動 の 系 統 性 や 他教 科 ( 主 に 国語、 社 会、 生 活 科) と の 関連 を 探 る こ と、 「聞く」 「話

す」 活 動 の 工 夫、 評柵、 ティ ー ム ･ テ ィ ー チ ン グ の 在り 方、 教 師 の 研 修等。
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ノト学佼英語教翻 「究報告呈}更約

研 究 校 K

1. 国際理解教育について

2. 英語 (言語) 教育について

「英語になれ親しむ活動を広め、 英語や外国人に対して、 興味、関心をもたせ、相互に理解しよう

とする態度を身にっけさせたい」

「簡単な日常会話や歌、 ゲーム、遊びを通して英語に親しみ、 英語を聞き、 話すことに対七て興味、
関心を育てる」

r英語圏で生活している人々の考え方に触れることを通して、 外国への興味･ 関心を広げると共に、

主休的･ 積極的な生活態度などの寛かな国際感覚を培う」

3. 実施内容

a) 名称…英語クラブ

b ) 対象学」丁三…4 - 6 年 の希望者のみ (i英語クラブとして)

各学年 5 人ずっ、 計1 5 名

c) 時1皿巳当…週! 11寺間

d) 時間の確保∴特別活動の11寺間 ( 主にクラブ活動)

Je ) 指導体制…日木人教師と外国人指導助手や外国人ポランティアとのティーム■ティーチング ( 全

部で4 - 5 名)

f) 学習内容と方法

･ゲームや遊びをとおして、 身近な単語を取り入れ、 会話は日常的なものに限定し、 外国の行乎を

取り入れた。 また、 ゲーム、 歌、舳乍劇、 野外活動などを積極的に用いた。

g) 評価法…特に記載はないが、 「個人カルテ」 が部員一人ひとりのために作られており、細かい観

察が教師によって成されている。 また児壷のほうは自分の 「英語クラブノート」 にその

日学んだこと･ 感想等を記録している

4 成果

O 外国人にたいする緊張感が随分ほぐれた

O 挨拶を外国人インストラクターの目を見て堂々と言えるようになった

0 4 年生のクラブ員が興味' 関心が旺臓で、インストラクターや英語との関わり方においても積極的

なことから学年が低いほど新しい言語を恐れなく受け入れるということが示唆される

O 耳からの英語習得は、 偲人差にもよるが、 4 年生のほうが吸収･ 理解が速いことが示唆された。 高

学年に連れて、 いったん文字化 (カタカナ) してから、 記憶しようとする傾向が強くなっていた。

O 外国や日本の暮らし、 習慣に璽点を置いた活動が多かったために、 国際理解が深くなり、 外国や日
本の暮らしぶりに興味一関心を示す児童が多くなっナ"

(その他の活動から)

O 進んで握手を求めたり、日本語を交えてしゃべりかけたりする姿が多くなった

O 低学年ほど耳からの英語になじみ、 外国人にも溶け込み、 楽しい活勤が履開できた。

5. 課題

･一時限に与える言語材料の内容が多すぎたこともあり、 児童の理解や定着をこえる嫌いがあった。

･児童への定善という観点から英語クラブの活動を見直すと、 定薪のための試みはほとんどなかった

と言っても過言ではない。 次年度はこの点からの研究が大切であろう

クラブ紹介やクラブ発表に追われて負担に感じたこともあった。

･指導員の受けてきた英語教育と小学校英語とのギャップがあった。 指導員がまずくu r a l

E n g l i s h の大切さを確認しなけれぱならない

日木人2 名、 外国人インストラククー2 名をフルに生かせなかった。 T ↑の在方や{ 日オ:人教師の
みによる英語クラブの活動方法についても、 今後研究を進めなければならないであろう。
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小学校英 語教育研究 報告書要約

研 究 校 上

1. 国 際 理 解 教 育 につ い て

2. 英 語 ( 言 語) 教 育 に つ い て

「国 際 理解 教 育 は、 国 際 化 に対応 す る教育 と い う立 場 か ら、 『国 際理 解 に 立 っ た 「もの の 見 方 ･ 考 え

方 ･ 感 じ方 の 育成」 円 像 の認 識 の高 揚」 「休 験 の 亜 視」 が大 切と い われ て い る。 そこ で、 本 校 で は、

具 体 的な 資 質 と し て( D 人 間 壕 垂の 鞘 神 ◎ 言 語 習 得 ◎ 租 極 灼 な コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン @ 自 国 や 他国 の

文 化の 理解 と尊 垂 ◎ 他 国 の 人 や文 化 に対 す る興 味 ･ 関 心 と 主体 的 な 関 わり と い っ たri旨力 や 実 践態 度 を

育 て るこ と を 大 切 に して い る。 特 に英 語教 育 は その[1」心 で あ り、 (…i) ■◎ ･ @ を 中 心 的 な ね ら い と して、

「外国 の 人 や言 語 ･ そ の 他 の文 化 と 直接 に触 れ合 う」 活 動 を 重視 し て、 「英 語 活 動 のll寺間」 と して 位 置

づけ 取り 組 ん で い る。 」

3. 実施内容

a) 名称 …英語活動

b) 対象学年 … 1 - 6 年

c) 時間配 当… 1 ･ 2 年 月 ! - 2 0寺間程度 ( 年 間1 4 時間)

3 - 6 年 週1 時間 (年 間 3 5 時間)

d ) 時 間 の 確 保

〈1 ･ 2 年 〉 国 語 ･ 算 数 を除 く総 授 業 数 ( 各 教科、 道 徳、 特 別活 動) を 約 2 - 5 % 程 度 削 減 し、

英 語 活 動 の 時 間 に充 て た。

(3 - 6 年〉 国 語 ･ 数学を除く総 授業数 ( 各教科、 道徳、 特別活動) を 3 ･ 4 学年 では約 3

- 6 % 程度、 第 5 ' 6 学年 では約 5 - 7 % 削減し、 英 語活動の時間に充て h

e ) 指 導 体 制 … A し T は 毎 回 授業 に 参加 して い る。 J T E も い る が、 具 休 的 な 休制 にっ い て は不 明。

f) 学 習 内 容 と方 法

「聞 く ･ 話 す を 中心 と し た英語 の 遊 びや ゲ ーム を通 して」

O 全 体目 標

「英 語 にな れ 親 しみ、 英語 を 使 っ てコ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンを 図 ろ うと す る 態度 を 養う。 外 国 の人 と 出

会 うこ と によ り、 自 国 文 化 ･ 他 国 文化 を 理 解 す る。 」

○ 学年 目 標

低 学年 … 「英 語 を聞 い たり、 英 語 を使 っ たゲ ー ム を楽 しん だ りす る。 A L T に 自 分 の こ と を話 した り、

身近 な こ と を聞 い たり す る。 」

中学 年 … 「英 語 の身 近 な単 語 や簡 単な 会 話 を 聞 い たり、 話 した り して 英 語 に親 しむ。 外 国 の 生 活 や言

葉 に っ い て 興 味 ･ 関 心 を 持っ。 」

高 学年 … 「身近 な 事 柄 にっ いての 英 語 の質 問 を聞 い て 答 え た り尋 ね た りす る。 自 国 文 化 ･ 他 国文 化 に

っ い て理 解 し よ う とす る。 」

g) 評価法…特 に記載 なし。

4 成 果

O 「年 度 当 初 に作 成 し た計 画 を児 童の 実態 に 合わ せ て 学年 に より 変更 した の で、 無 理 が な か っ た」

O 「ゲー ム は 同 じ 内 容 で条 件を変 えて 繰 り返 し行 っ た の で、 児 童 が 意欲 を 失 わ ず に 反 復 す る 事 が で き

た」

O 「児 童 の ア ンケ ー ト、 英 語活 動 の感 想、な ど か ら題 材 を 取 り上 げ る よ うに し たこ と で、 英 語 を身 近 に

感 じ挨 拶 な ど使 うよ う にな っ た」

O 「指 導 題 材 は、 具 体 的 な もの や 時 期を 考 慮 し て季 節 的 な も のを 取 り上 げ た の で、 児 董 の 興 味 ･ 感 心

が 強 か っ た」
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O 「A L T が どの活動にも入り、 ネイティブの英語に多く触れ、 聞くことができたので、児童は〕沁ず

かしがらずに外国の人に接するようになった」

O 「但任が児童と同じ学習者の立場で活動に参加したことが、 児壷の実態把握に役だった」

O 「複数の国のくL T に会うことで、 活動のなかで国際理解を深めることができた」

5. 隷題

･ 「学年の発達段階を考慮し、 児童の興味関心を重視した指導計画の見直し」

･ 「T T のあり方についての検討」
･ 「学年に応じた国際理解教育の指導内容の計画作成」

「児童の自己評価、 観察方法による評価についての研究」

(資料提供: 渡辺一博氏)

一119 一



資 米斗 一 2

国際理 解 ･ 英 語学 習に関す る研究と実践 を先進的

に行って きた'j 釧 交を、 文 部省指定校 ･ 各 都道府県

教 育委 員会指 定校 を中心 に ご紹 介 しま す。 この ほか

にも、 市町村 教委の指 定校、 学校独自 で研究を進 め

られて い.る学校 な ど、 実際 には もっ と多くの小学校

(国際 理解 ･ 英 語学 習)

で国 際理 解 ･ 英 語学 習に 関する 先駆 的な 実践 が行わ

れて います。 各学校間 で実践経験 や情報 を交換 しあ

うな ど、 本 リス トを ご活 用くだ さ い。

※学校 名の ■印は文部 省指定の 研究開発学 校を、 カ

ッコ内の 数字はその指 定年度 を表 しま す。

学校名 住所 電話

■北海遭 ■高山村立高山小学校〔8 - IO〕 吾奏郡高山杓大字中山 02了9-53-2001

■旭川市立日章小学校〔8 - Io〕 旭川市六条通5 OI66-22-8301 2拍5

浦川町立野架小学校 浦河部浦河町牙深H OI'82一ト4061 昭和村立南小学校 利根部昭和村川領ll5 0218-24-5002

札属市立其狗内緑小学校 札幌市南区其駒内幸町 口lI-582-2131 康村立東小学校 吾妻郁東村箱島田%一1 口2乃一弱一3014

2-2-2 板倉町立南小学校 邑楽郡板倉町大高嶋1盲% 0215-82-1143
札枇市立北栄小学校 札帆市東区北12条6-5-8 OH ■21-03刀 妙義町立高田小学校 甘楽郡妙義町下高田1552 02T4一了]一2口50

贋栖町立■栖中央小学校
楳茶町立弥栄小学校

上川郡鷹楢■川 核12号
川上茄標茶町上今和原野

50-5

Ol66-81一'513

01548-5-1281
■埼玉只

■越谷市立大沢小学校(5 - 8〕
志木市立志木第四小学被

越谷市大沢2-13-21'
志木市館H -1

0480一了4-8522
048-41'一丁OlI

■青森県 児玉町立共和小学校 児玉郡児玉町蛭川895-1 0'95-T2-1]ヨ4

むつ市立大湊小学校 むつ市桜木町19-1 Ol了5-24-1810 ■喜日部市立柏麩小学校 春日部市柏壁東3-2一旧 048一了5一一5321

■五戸町立五戸小学校{8 - ゆ 三戸郡五戸町i 問内地蔵 OIT8-52-222a 〔9 - ll)

平1一刀6 藻谷市立桜ヶ丘小学校 深谷市上野台508 O'85一了1-090T
青森市立千刈小学校 青森市干刈H O-20 Ol刀4 6-09妬 川越市立川越西小学校 川越市川砂1-5 O'92-31-0181

■岩手琳
大宮市立大宮南小学校 大宮市吉敷町3-84 048-641-Oココヨ

■岩手大学教育学部附昌小学 岩手県盛岡市加賀野 0田一623-12了5 ■千業原

校{8 - IO〕 2-6-1 松戸市立幸谷小学校 松戸市幸谷212-2 " ト3'4-6了55

■富壇県
■塩■市立第二小学校0 - Il〕

■気仙沼市立面淑小学校

{石- 8}
山元町立山下小学校

仙台市立木町通小学校

塩竈市小松崎川一1

気仙沼市松崎下赤田58

亘理部山元町山寺樋12

仙台市青葉区木町通

022-362-2221
0226-22一了800

0223-3了一〇〇18

口22-223-348口

■成田市立成田小学校(8 - 10〕
船構市立1 見台小学校

船構市立海神小学校

船構市立海神南小学校

船橋市立葛飾小学校
船橋市立高坤小学校
船橋市立三山東小学校

成田市幸町94宕一1

船橘市■見台2-12-1
船構市海神-一6-5

船橋市海神町南H 引ロ

船橋市印内1-2-1
船橋市西習志野1-47-1

船橋市三山5-3-一1

04了6-22-133'

041一" 8-2口OO
田ト了3ト25引

04了一433-2111

04T-031-2122

04ト'55-5252
04了一" 8-5533

涌谷町立涌谷第一小学校
1-1-35
遠田郡涌谷町立町15 0229-42-3005

大原町立東海小学校
■束金市立籍轍小学校(5 - 力

夷隅郡大原町若山」042

東金市束岩崎24-1
04了O-62-0259
0' 乃4 2■402

■秋田県 ■■京都
井川町立井川小学校

横手市立栄小学校

■秋田市立旭北小学校{8 -IO)
秋田市立上北手小学校

甫秋田郡井川町坂本三獄

下口o
枇手市大屋寺内長谷下6-3

秋田市山王3一ト35
秋田市上北手猿田館ノ下

OI88-7'一2刀2

0182-33-5210
018-823-8544

0田一8 "一引50

葛飾区立柴又小学校
江棄区立第三大島小学校

世田谷区立上北沢小学校

千代田区立富士見小字校
台東区立柳北小学校

葛飾区柴又4-30-1

江東区大島了4 8-6
世田谷区上北沢4 4 2一四

千代田区富士見H O-3
台東区浅草橋5-1-35

03-3658-516了

口3-3E82-OO23
03-33口2-OA85

03一]2后]一IOO6
03-3851-2552

大館市立有浦小学校
男鹿市立船川第一小学校

田代町立山漸小学校

能代市立ミ亨城第三小学校

堆和町立川添小学校

38

大館市有浦'一6-55
男鹿市船川港船川漆畑35

北秋田郡田代町岩淑上帳

石野"一18
能代市若松町2-24
河辺祁雄和町傳川長者屋

敷38-1

0188-42-2833

0185-24-3-31
0186-54-3036

0185-52-5329

0188-86-3333

品川区立宮前小学被

品川区立清水台小学校
■文京区立誠之小学校(ヨ- 11)

豊轟区立池袋第一小学校
北区立赤羽台西小学校

■目昂区立駒堤小学校{6 - 8)
目鼎区立東山小学校

品川区戸越4-5-10

品川区旗の台トH 1
文京区西片2-1 4 5

呈島区上池袋O一-8-1

北区赤羽台2-1-34
目品区狗4 ]一II一ロ

目黒区東山-一24一茄

03-3181-438后

口3-3181-4541

0]一3呂ll-Tl了l
O]一]91E-3435

0コー390了一2415
03-348了一" 日I
Oコー刃19マ6虫

六郷町立六郷小学校 仙北部六郷町六郷赤城1 Ol81-84 1000 ■" 奈川原

■山形珊
■山形市立第十小学校(8 - ゆ 山形市やよい2-6-1 023-543-4102

川崎市立桜本小学校

●相模原市立相模台小学校

(8- IO)

川崎市川崎区桜本1一ヨー15

相摸原市南台5-5-1
O" 一2茄一妬Ol
O42一了44-143ヨ

■括島県 大和市立林問小学校 大和市林間1 ÷18 0452一刊一3218

二本松市立二本松南小学校

■表郷杓立表郷小学校{8 - 1ロ〕

= 本松市量谷-一1お

西白河耶表郷村大字金山
淑戸原108

02'3-23-OO'9

02'8-32-2220
■新沼虫
中条町立中条小学校 北蒲原郡中条町大川町

16-56

0254一'3-20'2

■茨城琳 ■長岡市立大島小学校(8 - ゆ 長岡市大島新町5一甲IOOO O-58-2了一」4"

つくば市立二の宮小学校 つくぽ市二の宮4-ll 0298-55一刀'0 ■= 山県
笠問市立南小学校

水海適市立水海道小学校

■水戸市立楕が丘小学校

笠問市南吉原ll88

水海道市天溝町2516-1

水戸市姫子1-821-2

0206-72-1383

0-ヨT-22-Il55
029-253一口098

高岡市立横田小学校

■氷見市立海峰小学校(8 -1ロ)

高岡市宮田町8-1

氷見市阿尾1015
O花日一23一田刊
m 66-14-8430

〔臼- lo〕 ■石川県

■栃木■

宇都宮市立i 郷中央小学校 宇都宮市闇掘町33了 028-524-8202

■金沢市立甫小立野小学校
〔8- 10)

金沢市涌波2-5-1 016-25トヨ4川

宇都宮市立更漸小学校 宇都宮市南大通り2-6-5 028一后33-0353 ■槽井県
■小山市立小山第= 小学校 小山市宮本町2一臼一20 0285-22-00了9 ■福井市湊小学校(8 - 田〕 福井市学園1-4-8 0刀6-2-一88口

{8- 10)
■山典県

■群局凧 ■玉魯町立三村小学校(6 - 8〕 中巨摩郡玉穂町成島川0 O-5一-了コー8了11

伊香保町立伊香保小学校 北群馬郎伊香保322-1 0213-12-2032 勝沼町立祝小学校 東山黎郡勝沼田丁下岩崎ヨE O-53-4'一〇口
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昭和町立西条小学校
身延町立身延北小学校
早川町立早川南小学校
大月市立笹子小学校
祁田市立旭小学校

中巨摩卵昭和町西条2222
南巨摩15身圧町下山2324
南巨摩記早川町高住5"
大月市笹子町吉久保1%

055-2乃一6」OO
O55E6-2-5110
0558-20-5015
0554-25-2201

■円山県
岡山市立開成小学校
岡山市立平福小学校
■淑戸II立千種小学校〔8-10)

岡山市金田」52'
岡山市平■H -1
赤曹郁漸戸町鑑冶■3引

086-9-8-20'2
088-2e3-T621
0B石95-3-0804

■韮崎市立韮崎北束小学校
祁留市旭馬号5"
韮崎市藤井町駒井1912

055'一48-2008
05引一22-0235 ■広■原

(9- Il} ●廿日市市立金剛寺小学校 廿日市市地御伽一22-1 0829-31-lI24

■■野県
塩尻市立塩尻西小学校
■旺井沢町立旺井沢束部小学

塩尻市大[5÷55 0263-52-Ol41

{8- 10)
廿日市立宮園小学校
福山市立多治米小学校

廿日市市宮園H マ
福山市多治米町5-15-15

0829一]8-11了6
0849-53-1205

校{5-8)
北佐久翻軽井沢町荘井沢
12一ヨ

0216-42-2681
■山ロ県

■堀金村立堀金小学校O -11) 南安●郡堀金村烏川3000 0263-T2-2013 ■阿知須町立阿知須小学校 吉敷記珂知須町浜42引 0836-65-2014
■岐' 只
岐■市立白山小学校
■大垣市立中川小学校'9-Il〕
■捻秘町立生津小学校{6-8)

明智町立吉田小学校

岐早市白山町2-1
大垣市中川町2一櫓
木集郡穂枳町馬弓上光町
2-lO8

058-264一后241
0584-8H Ol6
058-32了一5406

〔8- 10)
下開市立蘭西小学校
岩国市立天尾小学校
岩国市立属河小学技
山口市立小鯖小学校
小野田市立高千帆小学校

下閉市関西町12-1
岩国市天見2皮
岩国市多田1365-2
山ロ市下小瞬2519
小"田市束高泊IOヨ2

O冊2-22-31E8
082ト41-3215
082ト4ト0"4
083ヨー21-OO51
0835-83-2642

■静岡県
裾野市立富岡第一小学校
■浜松市立西小学校佑-8〕

意那郡明智町吉良見5印一1

裾野市御宿600

0572-65-260ヨ

0559一叩一〇343

■筍'県
松茂町立正原小学校
■徳島市立新町小学校[8- ゆ

板" 郡松茂町長原5"
徳島市東山手町2-15

0886一ヨヨー5引3
0886-22-33'8

■富士市立吉原小学校(9- 円
浜松市■江叩O一」
富士市高嶺町6-1

053-452-1口1
0545-52-4130 ■■川県

■1 知原
■西月市立花ノ木小学校

■仁尾町立仁尾小学校{9-Il)
■良島町立i島小学校(5-8)

三1 郎仁尾町仁月丙1136
香川郎i 島町1600

08乃一82-20-9
081-892-300了

〔8- IO)
西尾市高畠日一1 0563-5了一2658

■i母県

■三■原
■松山市立高浜小学校(8- ゆ 松山市椅津寺町1352-2 089-9引一〇321

■鈴庇市立合,11小学校(6-8) 鈴鹿市三宅町3694-2 0593一了2-0014 ■古知原
■魯麗市立椿小学校(9-lI〕 鈴鹿市山本町乃O 0593一了H OI4 香我美町立岸本小学校 香芙加香我美町岸本95 088ト54-2639

■溢■県
伊吹町立伊吹小学校
■湖東町立湖稟第二小学校
(8- 10)

板田却伊吹町上身9引
要知部湖東町南菩提寺
430

O了4ヨー59-OO22
0了49-45-2014

高知市立江ノロ小学校
三原村立三原小学校
大野兄村立大野見小学校
大野見村立北小学校
■田骨町立田寿小学校〔8-1ロ)

高知市新本町1-8-12
■多郡三原村柚ノ木"
高岡部大野見村吉野9-1
A岡郡大骨見村吉野IOヨ
安芸郁田ヨ町ヨ24'1

0888一巧一8251
0880一'6-2628
0888-51-2'40
0889-57-222T
O88了一38-2109

■京蔀府 土佐山田町立集鷹小学校 呑葵郎土佐山田町集藤 088ト51-920'
■久得山町立衙牧小学校
(8- IO〕

久世耶久卿山町相島O根
19

OT5-63ト2275 南国市立大浸小学校
南国市立日章1 学校

20引
南国市前浜1814-1
南田市田杓乙26了1

0888-65-8238

■大匝府
■河内長" 市立天野小学校
{8- 10〕
■大阪市立其田山小学校
〔一-石)
■大阪市立味原小学校〔4-5)

河内丘野市下里町3田

大阪市天王寺区玉造木町
1'一'1
大阪市天王寺区味原町

0了21-52-2528

08-6161-0802

06-6了68-2288

■11岡県
春日市立春日束小学校
■小郡市立稟牙小学校(9- II〕
■福岡市立飯倉中央小学校
(6- 8)

春日市若葉台東1-15
小祁市小翻2'Oヨー'
福岡市早良区伍■3-645

0888 64 2了26

0ヨ2-501-0211
0942-13-1了80
092-8'5-5'25

8- m ■佐賀県

■兵庫県
三木市立口吉川小学校 三木市口吉川胆畑666 079'一88-0224

■伊万里市立沌野小学校
〔8- IO)

伊万里市束山代滝川引32 Oヨ55-28-OOお

社町立社小学校 加東耶社町社1550 0杓5-424 004 ■葺崎県
西宮市立小松小学校
福崎町立椙崎小学校
■和田山町立糸井小学校
{8 - 川)

西宮市小松東町ト3一卵
神培郡祖崎町馬田169一'
朝来郡和田山町高生田
4-1

0了88-41-0051
0TgO･22-OIO1
01ヨ6一了5-2821

■多良見町立伊木力小学校
{6- 8)
■丘崎市立西坂小学校(トII)

西被杵郎多良見町舟津郷
Im 1-1
垂崎市轡船蔵町" 3

0ヨ5トー4-1022

095-823-268一

和田山町立大籏小学校 朝来郡和田山町宮田210 m 96一了3-2800 ■値本県

■乗良原
■梧原市立耳成西小学校
{8- 10)

柾原市上品寺町455-1 0了44-22-6561

■宇土市立宇土小学校(6-8)
■七城町立七城小学校
〔ヨ- lI〕

宇土市高柳町川一1
菊池郡七城町甲佐野33

OO84-22-IIO1
0ヨ68-25-262臼

■大分蠣
■和歌山県
●田辺市立稻成小学校〔8-IO) 田辺市稲成町180 0了39･22-0882

■大分市立荷掲町小学校
(8- IO)

大分市荷掲町3-49 097-5ヨ2-2-'O

■A 取只 ■宮崎吊
会見町立会見小学校
■鹿野町立小鷲河小学校

西伯郡会見町宮前658
気高郡庵野町小別所355

0859-64-2015
085了一84-2651

■宮崎市立学園木花台小学技
〔8- IO}

宮崎市学園木花台南2-13 0985-58一一820

(8- IO〕
西伯町立西伯小学校
青谷町立青谷小学校
赤碕町立安田小学校
烏取市立佳立小学校
泊封立泊小学校
米子市立住吉小学校
名和町立庄内小学校

西伯祁西伯町法町寺336
気高15青谷町青谷3459
束伯祁赤碕町箆湘18
島取市立川町5-389
束伯部泊村泊280
米子市旗ケ崎5一ロー1
西伯邪名和■1古卿堂1"

0859-66-2215
085了一85-0303
0858-55.0201
0851-23-3361
0858-3一一2692
0859'29-3124
0859-5小2052

■真兄■県
国分市立国分南小学校
庭崖市立寿北小学校
■鹿児島大学致育学部附属小
学校(5-了/8-」0)
酉之表市立櫓城小学校
川内市立平佐西小学校
枕崎市立枕崎小学校

国分市下井2109
鹿度市札元1-11-10
鹿児島市郡元1-20-15

西之表市西之表乃妬
川内市平佐町21田

0995-46-0221
0394-4'一51'8
009-285-1952

0臼912一-一〇〇IO
O995-23一了168

■■祇原 名漸市立も美小学校
枇崎市干代田町124
名漸市久里町15-10

0ヨ93一了2一ヨ881
099ト52-OI55■松江市立城北小学校〔8-IO〕

松江市立木圧小学校
八嚢村立八= 小学校

松江市束臭谷町229
松江市色生町了6弓
八束郎八興村西岩坂94了

0852-2ト'944
0582-3'一〇520
0852-54-0009

■沖月県
●浦添市立浦添小学校(8-IO) 浦毒市仲問3田 Oヨ8-81ト2064

( 『カリキュラム編成ガ{ ド』PP. 126-27、開隆堂出版より引用)
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